
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　一つ一つの事象は、ただそれだけを眺ながめているだけでは意味を摑つかめないかもしれない。

　だがそれらを連なりとして観察した時、全く別の何かが見えてくる事もある。







　───一二月三日。学園都市に襲しゆう来らいした『魔ま神じん』の一角、僧そう正じようは最大級の災さい厄やくをもたらした。

　彼らの望みは極きわめてシンプル。

『儂わしらは儂らの行動が正しかったのかどうかを知る指標が欲しい』

　たった一つの役割を負う代わりに、あらゆる『魔神』の力を貸し与える、世界の王となる枠をポンと放ほうり出すような、破格の提案。

『さあ、「採点者」の祭さい壇だんを手に入れろ、上かみ条じよう当とう麻ま』




　───僧正の望みを蹴けり、新型自転車アクロバイクを用いて逃走する内に、上条当麻と共に歩む御み坂さか美み琴ことは自身の根幹を覆くつがえす『疑念』に襲おそわれる。

『効いていない……』

　学園都市でも七人しかいない超レ能ベ力ル者５。その第三位である『超電磁砲レールガン』。

　その全すべてをぶつけて、なお真っ先に頭に浮かぶのは、

『私、お荷物にしかなってない……っ!!』




　───巨大なマスドライバーを使って大気圏外へ放り出された僧正。しかしアローヘッド彗すい星せいと融ゆう合ごうして再び地球への再突入を図る『魔神』を迎げい撃げき、抹まつ殺さつしたのは思わぬ影だった。

『先生、ご準備のほどを』

　対魔術式駆動鎧アンチアートアタツチメント。

　特大の兵装の山と連結したゴールデンレトリバーは合成音声を用いて語る。

『うん、君は少々離はなれていなさい』




　───学園都市を異なる視点から観測できる黒幕、アレイスターと木き原はら脳のう幹かんは、だからこそ気づけた事がある。

『まずは一人、いや「ゾンビ」とやらも含めれば二人目か』

『良くやった。これで「魔神」達はあらかた片付いたな』

『何を言っている。私はまだ僧そう正じようを仕留めたばかりだぞ』

『……では、あれは君がやったのではないのか？』




　───そして学園都市に入り込んだ影がもう一つ。

　上かみ里さと翔かけ流る。その右手に宿る異能の力、理想送りワールドリジエクター。

『あはは！　すごいよネフテュス、これ、これを、わたしはこれを待っていた……っ！　やっと、やっと終われる……っ!!』

『それ』は、一息に真正の魔ま神じん『娘ニヤン々ニヤン』を屠ほふり、褐かつ色しよくのネフテュスをごっそりと抉えぐり取る。

『が、ぶっ。貴方あなた、一体───』

『どこにでもいる平へい凡ぼんな高校生さ』




　───煮え切らないまま、しかしひとまずは命を繫つないだ上かみ条じようが学生寮りように戻ってくると、次なる災さい厄やくは宅配便の形でやってきた。

『な、あっ!?　ねっ、ネフテュス!?』

『……上里翔流が現れた。彼が全すべての「魔神」の抹まつ殺さつを企くわだてているのなら、貴方と共にいるオティヌスにとっても無関係ではいられない話のはずよね……』




　───同日。二人の少年は夜の街で邂かい逅こうする。

『それはお前の都合であって、俺には関係ない』

『もちろん。ただしこちらとしても、きみの都合に従う理由は特にない』




　───激突の直前。両者へ同時に襲おそいかかったのは、赤と黒、二つの敵対者だった。

『何だこりゃ……バードウェイ？』

　上条当とう麻まは赤い腐くさった毛皮の中から一人の姉を拾い上げ、

『……と、りしあ。パトリシア＝バードウェイで良いのかな』

　上里翔流もまた黒い物体の中から一人の妹を担かつぎ上げていた。




　───上条当麻の周りに人が集まっていったように、上里翔流もまた多くの人を集めていた。

『セットアップ完了って感じやわあ』

『つか血気盛んな男の子にそう言ってうちの大将が引き下がると思ってんのか』

『そういう自覚がないから上里さんは釣られてしまうんですよ』




　───姉は妹を助けるために命を投げ出し、妹は姉を止めるために人生を諦あきらめる。

　この対立軸に、右みぎ拳こぶしに異能を宿す二人の少年が組み込まれていく。

『おかしいとは思わなかったか。こんな風に、不自然にちやほやされる状況に少しでも。ぼく達はどこにでもいる平へい凡ぼんな高校生のはずなんだぞ』

『……馬ば鹿かなヤツ』




　───全すべて終わって。

　どうしても相あい容いれる事のできない二人は、改めて夜の街で対たい峙じする。

『それ以前に、純粋に確かめてみたかった事ではあったんだ』

　上かみ里さと翔かけ流るは告げる。

『ぼくの「理想送りワールドリジエクター」ときみの「幻想殺しイマジンブレイカー」。ぶつかったらどっちが勝つのかなって』




　───『幻想殺しイマジンブレイカー』上かみ条じよう当とう麻まと『理想送りワールドリジエクター』上里翔流。

　二つの右みぎ拳こぶしが激突した以上、必ず決着はつく。どちらかに軍配は上がる。

『幻想殺しイマジンブレイカーは大した事なかった』

　今回の場合で言えば、上里の勝利で終わった。

　そのはずだった。

『……幻想殺しイマジンブレイカーの「奥」に、もう一つあったとはね……』




　そして。

　そして。

　そして。







「はあ、はあ……ッ!!」

　真夜中の学園都市。

　コンクリートビルの壁に背中を預けるようにしてずるずると尻しり餅もちをつき、全身汗びっしょりになっている少年がいた。

　上条当麻。

　荒い息を吐はきながら、自分の左手でだらりと下がった右腕を押さえている少年は歯の根が合っていなかった。寒さ以外の理由で小刻みに震ふるえながら、眼球をギョロギョロと動かしている。

　道路には、あちらこちらに血が跳ねていた。

　元々は上条の血のはずだった。それだけのはずだった。

　上里との激突。

　理想送りワールドリジエクターによって抉えぐられ、『ここではないどこか』へ投げ込まれた己の腕。

　爆ばく発はつしたような激痛と、冗じよう談だんのように噴ふき出す真っ赤な鮮血は今でも脳裏に焼き付いている。

　だが。

　それでも。

「……なん、だったんだ……？」

　ごくりと、立ち上がる事もできないまま上かみ条じようは喉のどを鳴らす。

　こうしている今、少年の右腕はきちんと繫つながっている。傷らしい傷もない。衣服にべったりとこびりついた真っ赤な色彩がかえって他人行ぎよう儀ぎに見えてしまうくらい、上条当とう麻まそのものは健康体を維持している。

　そして。

　ここには先ほどまで対たい峙じしていたはずの、上かみ里さと翔かけ流るはもういない。

「何だったんだ、あれ」

　ドグン、ドグン、という己の鼓こ動どうがうるさい。

　まともに思考できない。

　辺り一面には二種類の血液がぶち撒まかれていた。一つは一方的に腕を切断されたもの。そしてもう一つは絶対的優位にあったはずの上里翔流のもの。

　上条は、自分の目で見た光景が信じられない。

　ポンプか何かのように内側から脈動する右腕へ恐怖の眼まな差ざしを投げかけたまま、彼の中にある混乱は一向に収まらない。

　かつて何度か、自分でも説明のできない事象と遭そう遇ぐうした事はある。

　この右腕には、何かある。

　それは分かっている。

　だけど。

（……計算が、合わない）

　東欧、バゲージシティでの騒そう乱らんの最終盤ばんにも、この右手は不可思議な動きを見せた。切断された手首の中から得え体たいの知れない力が噴ふん出しゆつしようとした。

　しかし、その時は不完全な『魔ま神じん』オティヌスにあっさり握にぎり潰つぶされていたはずだ。

　あのオティヌス一人にやられるのであれば、全力全開の『魔神』達を一いつ瞬しゆんで殺さつ戮りくした上里翔流を圧あつ倒とうしてしまうのは何かがおかしい。一丁の銃に勝てないのに、それを千でも万でも抱える軍隊には勝てると言っているようなものだ。もちろん単純なピラミッド構造の序列ではないため相性の問題などもあるのかもしれないが、それにしたってイメージが合わない。

　だけど現実に、上条当麻は上里翔流を退けた。

　できないはずなのに、退けてしまった。

「……、」

　血まみれの背中が上条の脳裏に蘇よみがえる。

　食物連れん鎖さの上位存在。絶対に勝てない天敵。そういう風にパラメータを定められた異能。

　立ち去る直前、己の肩越しにこちらをチラリと振り返った上かみ里さとの目を、覚えている。

　ぶらぶらと不自然に揺ゆれる右腕を庇かばい、重心も定まっていないふらふらとした足取りで撤てつ退たいする彼の瞳ひとみの中にあったものは。

　困惑。

　嫌けん悪お。

　恐怖。

　これまであったような、生ぬるい同族意識とは何かが違う。決定的に切り離はなされていた。上かみ条じようとしてもそれが妥だ当とうだと思う。思うようになってしまった。

　何な故ぜならば、

「何なんだ、これは……？」

　一番最初の疑問にぶち当たる。

　何度も何度も自問自答して、しかし答えは閃ひらめかない。

　つまりは、




「こいつは……本当に、『前のヤツ』と同じもんなのか……？？？」
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　翌日、一二月四日。

「……、」

　正直に言うと、上かみ条じよう当とう麻まは憂ゆう鬱うつだった。上かみ里さと翔かけ流るら一派がどうなったのか分からない。オティヌスのような『魔ま神じん』の動向も不明。挙げ句に自分の右手まで信じられなくなってきている。何もこんな時までゼンマイ仕掛けの人形のように学校へ向かわなくても良いんじゃないか。たまには一日中頭の上から毛布を被かぶって震ふるえていたって良いんじゃないか。夜が明けて朝がやって来る事さえ理り不ふ尽じんに思えてしまう。

　……のだが、

「忘れるな」

　上条当麻はシリアス度一二〇％増しの顔で、洗面所の鏡に向き合っていた。

　別に日々の大切さを骨身に刻めとか格好良い自己暗示をかけたい訳ではなく、

「そもそも防犯オリエンテーションで小こ萌もえ先生がアクロバイクなんて無む茶ちやなオモチャを押し付けてきたのは何でだった？　あの人すげえ不ふ穏おんな事言ってたぞ!!　もう進級は絶望的とか先生でも庇かばい切れないとかそんな風な死の宣告をだ!!」

　これが進学率最優先の嫌いや味み教師が人を見下しながら語っていれば多少の反発も生まれたかもしれないが、何しろあの一三五センチコンパクト掌てのひらサイズの女教師、ガチで泣きながら言っていた気がする。脅おどしとか何とかではなく八方手を尽くしてダメだった臭が濃密過ぎた。怒ど濤とうの僧そう正じようパニックからの上里ボンバーでその辺りも有う耶や無む耶やになり、結局上条は大だい丈じよう夫ぶだったの駄だ目めだったのの結論が宙ぶらりんになっているのだ。

　こんな状況で特段の理由もなく学校をサボったらどうするどうなる？　ただでさえアクロバティックな学校生活に、『留年』という割と洒落しやれにならないトロフィーが追加されかねない。リアルの話でだ!!

「いやあ!!　一つのクラスの中で上条先輩という単語に囲まれる生活なんて絶対にいやよお!!　何で一年生なのに一人だけどっしり先輩キャラが混じってなきゃならねえんだよお!!」

　と、ユニットバスの扉の下にあるわずかな隙すき間まから潜もぐり込んできた一五センチの妖よう精せいオティヌスが呆あきれたように呟つぶやいた。

「……さっきからお前は何を鏡に向かって叫んでいるんだ。安定剤の時間か？」

「あっ、神様!!」

「何だか知らんが科学信しん奉ぽう者しやにくれてやる加護はないぞ。セルフでゲシュタルト崩ほう壊かいごっこなんぞやっている暇ひまがあったらさっさと朝食でも作ってくれ。私がというのではなく例の真っ白シスターと猫畜ちく生しようが暴れ出しそうだ。……特にミケ野郎の方はそろそろ私を非常食とみなしそうで怖い。まったくこれだから四本足の獣けものというヤツは……」

　そんなこんなでクッキングタイム。

　昨夜の鍋なべ騒そう動どうはほとんど最悪と言って良い末路を迎えた。今あるのは上かみ里さと戦の後、頭が混乱でいっぱいの上かみ条じようが帰巣本能めいたルーチンワークでふらふらと立ち寄ったコンビニで手に入れたざく切り済みの野菜や食パン、生卵や調味料くらいのものだ。……これも後でレシートを見て絶叫する羽は目めに陥おちいったのだが、とりあえず朝の一食分程度は手持ちで何とかなる。

　そして上里のナゾ、魔ま神じんのナゾ、右手のナゾ、留年のナゾ、インデックスのお腹なかのナゾに相変わらず破れっ放しの冬の窓のナゾなど危機的状況てんこ盛りの上条としては、あんまり余計な事に手間と労力をかけたくない。

　結果として本日の朝食に選ばれたのは、手間がかかっていそうに見えて実はそんなにかかっていないでお馴な染じみ、フレンチトーストという運びになった。

　白地に金きん刺し繡しゆうのティーカップみたいな修道服を纏まとうインデックスは、コンビニパスタやパンケーキを買うとついてくるプラスチックのフォークやナイフを使ってパンをギコギコやりながら無む駄だに瞳ひとみを輝かがやかせていた。

「ああ、朝っぱらから甘いものメインで頰ほお張ばっているって、何だかワルになった気分なんだよ」

「お前何作っても美う味まいしか言わないからもう何の参考にもならねえよ」

　ちなみにオティヌスはうっかり蜂はち蜜みつの小皿に頭から突っ込んでねっとねと、三み毛け猫ねこは毎度のキャットフードでご満悦なのであった。

　どれだけ問題が山積みでも、時計の針は平等に進んでいく。

　食器洗いを終えた上条は学生鞄かばんを摑つかんで玄関に向かう。

「それじゃあ行ってくるから」

「んっ、早く帰ってくるんだよ」

　そんなこんなで学生寮りようを出ていつもの通学路を歩いていると、学生鞄の中から女の子の声が聞こえてきた。

「おい人間、あまり揺ゆらすな」

　というか魔神オティヌスであった。

「よっと」

「オティヌスお前っ、味でも占めたのか!?　やめてよー学校にナニ持ち込もうとしている不思議な人に見えているんだよー俺!!」

「うるさいな。私だって何度も安直な手を使いたかった訳ではない」

　学生鞄かばんの中から這はい出た一五センチの露ろ出しゆつ狂きようは上かみ条じようの腕を伝って定位置となりつつある肩へとよじ登ってくる。

　感覚的には耳元で、囁ささやくように彼女は言う。

「……上かみ里さととやり合ってから目に見えて貴様の口数が減ったのが気になってな。何があったか話す気はないのか？」

「……、」

　ぞわり、と。

　上条はつい先ほどオティヌスが摑つかんでいた、己の右腕へわずかに意識を向けて、

「いや、特に。何でもないさ」

「何だ、上里でも殺して埋うめてきたのか？　私は魔ま術じゆつと戦術と詐さ術じゆつの神だぞ。今さらその程度の事で臆おくするとでも思ったか」

「懐ふところが広すぎるっていうかハードルが低すぎるわ『理解者』!!　そんな訳ねえだろ!!」

　思わず叫んでしまってから、しかし上条は思い直す。

　あの時、あの瞬しゆん間かん、自分の身に何が起きているか全く理解も把は握あくもできていなかった。

　あらゆる異能の力を打ち消す、という前提さえない状態。自分の右手にどんな効果があり、どこまでの範はん囲いが有効で、どんなきっかけで発動するかも分からないモノ。そんなあやふやな力を、ただそのまま上里翔かけ流るへと叩たたき付けた。

　つまり、ひょっとしたらありえたのかもしれない。

　そこらに転がる上里の死体の前でガタガタ震ふるえて、これからどうするか爪つめを嚙かみながら必死になって考えているｉｆの未来だって。

「なあ」

　奇妙に渇かわいて張り付いた喉のどを引き剝はがして気道を確保するような格好で、上条は無理矢理に声を搾しぼり出していた。

「バゲージシティでの事を覚えているか？　あの時、お前は、触ふれたんだよな……。毟むしり取られた俺の腕から飛び出した、透とう明めいな何かを」

「……人の黒歴史を真正面からほじくり返すのがお前なりの復ふく讐しゆうなのか……？」

「痛いっ!!　耳たぶをリアルに嚙むなオティヌス!!」

　ふんと小さな神様は鼻から息を吐はくと、

「大方予想はついているが、これは私の領分ではないな。ベルシのヤツが生きていれば予想に確信を与えるのはそう難しい話ではなかっただろうが」

「ベルシ？」

　予想外の名前が出てきた。

　つまりは、

「木き原はら加か群ぐん、の事だよな？　でもちょっと待て、幻想殺しイマジンブレイカーはあらゆる魔術師……ってか魔術サイド全体、神様ランクの『魔ま神じん』ひっくるめたそっち側の願望の集積体なんだろ。だとしたらどうしてあいつの名前が……」

「第一に、ベルシは単純に科学サイドの専門家というだけではない。そっちもできる、という両刀だな。勘かん違ちがいはするなよ」

　オティヌスは軽く上かみ条じようの耳を引っ張りながら、

「第二に、そもそもここは超能力者を育成する巨大機関なのだろう？　他の『魔神』どもに何を吹かれたかは知らんが、全く無関係とでも思っていたのか」

「……、」

　記き憶おくがないのが痛い。

　だけど父の刀とう夜やの話では、幻想殺しイマジンブレイカー、あるいは副次的効果の不幸体質は学園都市に来る『前』から宿っていたという内容ではなかったか。疫やく病びよう神がみ。得え体たいの知れない体質をそんな風に扱あつかわない、きちんと科学的な数値で把は握あくして適切に扱ってくれる学園都市を頼たよって、息子を預けたという経緯だったような気もするが……。

（いや）

　自分で考えて、そこで上条は嫌いやな分ぶん岐きを見つけてしまった。

（……父さん達が見ているのは、不幸体質の方だけだ。幻想殺しイマジンブレイカー、具体的に右手の掌てのひらを使って異能の力を打ち消すところまでは把握してない。つまり、あの時点で本当に幻想殺しイマジンブレイカーが完成したのかどうかは証明できないって線もあるのか。でもインデックスの話だと神様の加護を右手で断ち切るから不幸体質は生まれるって説明だった。これだと幻想殺しイマジンブレイカーが先になければ不幸体質は成立しない。どういう事だ、何が、どこで、どんな風にねじれている……？）

　否定に否定に否定に否定を重ねていく。

　自分でも自分が肯こう定ていと否定のどちらに立っているかが分からなくなってくる。

　そして、

（……こうして何かを知っている風のオティヌスの情報自体、バゲージシティ止まりのもの）

　ごくりと喉のどを鳴らして、上条は声には出さずに先へ進める。

（つまり情報の更新が止まっているんだ。今、上かみ里さとを退けた『アレ』まで解明できるとは限らない）

「おい」

「っ!?　なん、だ、オティヌス？」

「何でも良いが前を見ろ。しかしまた、えらい事になっているぞ」

「……？」

　俯うつむいて思考に没入していた上条は、そこで改めて視線を前へ投げた。もう高校のすぐ近く、校門の真ん前だ。やはり帰巣本能のようなものなのか、考え事をしていても道に迷う事はなかったらしい。

　が。




　ぺっしゃんこになっていた。

　何が？　上かみ条じようの高校の校舎がだ。




「何だありゃ」

「私が知るか」

「じょっ、冗じよう談だんじゃねえぞ!!　こんなので授業なんかできるのか？　できなかったら俺はどうなる？　ただでさえ出席日数ギリギリで危ねえってかもう片足が時空を超えて留年の向こう側にはみ出しているような状態なのに……ッ!!」

「何だ、朝っぱらから暗い顔していると思ったらそういう話で落ち着くのか？」

　蟻ありの行列が途中で遮さえぎられたように、行き場を失った他の少年少女達も校庭周りに溜たまってざわついていた。

　そんな中、パニック状態の上条の頭が少しずつ情報を吐はき出していく。

　昨日。そう、まだほんの一日前の話。

　人様の学校へ勝手に上がり込んできた『魔ま神じん』僧そう正じようは屋上で何をしてくれた？　土やら泥どろやらでできたやたらでっかい腕を生み出して、まるでデモンストレーションか何かのように、人様の学校をぶっ潰つぶしてくれなかったか？

『じゃから散々言っておるはずなんじゃがのう。これは、早いか遅いか、失ってから気づくか失う前に気づくかの違いでしかないと』

　つまり。

　可能性、これはあくまでも些さ細さいな可能性の話だが。

　校舎はなく、授業がなく、これが公欠扱あつかいの処理にならないと単位まで吹っ飛んで。

　留、年？

「そっ」

　かみじょうさんのあたまのなかのほそいいとがちぎれた。

「僧正ォォォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!　あんのクソ木ミ乃イ伊ラがァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　学生寮りようの割れた窓に潰れた校舎に留年大ピンチと、つくづくくたばってから存在感を増していくジジィである。何だか漫画に出てくる最強主人公のきっかけ作りになった過去編にしか登場の機会がない目線が見切れた女の子みたいな高レアリティになってきていて怖い。

「何だっ、これから人生の岐き路ろに立つたびに木乃伊の顔がちらついてジジィ名言集が飛び出してくるってのか？　やだよー何でジジィなんだよー人様の人生に付き纏まとうなよおおおお!!」

「何だか良く分からんが神殺しのたたりとかではないのか？」

「勝手に出てきて勝手に退場してたたりだけばら撒まいていくとか何なんだよ!?　はた迷惑この上ない野郎だなあのジジィ!!」

「スケベオヤジが人間の娘を襲おそってその鬼おに嫁よめがブチ切れて何な故ぜだか泥どろ棒ぼう猫ねこ扱あつかいされた人間の娘の方が天てん罰ばつを受けるギリシャ神話のあの野郎どもに比べれば随ずい分ぶん可愛かわいらしい方だと思うがな」

「神様なんてろくでもねえ！」

「おいそれだと私も入ってしまうんだが」

「……俺の目を見て過去一つもやらかしてないと誓ちかえるかオティヌス？　北欧神話詳しくないけど絶対なんかやってるだろ」

「げふん」

　眼帯の乙女おとめが咳せき払ばらいした時点で推おして知るべしである。

「ちょっと『オーディン　やらかし』で検索してみようかな……」

「やめろっ、当人の前で人名検索とか正気の沙さ汰たか!?」

　ともあれ。

「マジでどうすんだ今日の授業……。瓦が礫れきの山の真ん前で青空教室か、それともこのまんまお開きか？　その場合って公欠扱いっていうか欠席にカウントつかないよね!?　不ふ慮りよの事態なんだから大だい丈じよう夫ぶだよね！　うっ、うおお!!　こっちはガチで留年の崖がけっぷちだぞお!!」

「すでに数億単位でこの神に挑んだ身なのに今さら一年二年の繰くり返しが何だというのだ」

　ちなみに学校の校舎は半分ぺしゃんこ半分そのままといった塩あん梅ばいだったが、耐たい震しん強度がああだこうだの話を加味すればとても中に入れるような状態ではない。いつもの時間に集まってきた生徒達も行き場がないのか、何となく校庭の一角に溜たまって潰つぶれた校舎を眺ながめたり写真に撮ったりしていた。

「とんでもない話よね」

　と、横から声を掛けてくる黒髪でおでこ（で魅み惑わくの巨乳）のクラスメイト、吹ふき寄よせ制せい理りが鼻から息を吐はきながらそんな風に言ってきた。

「なんかテレビで観みる空くう爆ばく映像みたいになっているし。液状化だか地じ盤ばん沈下だか知らないけど、あれだけド派手に倒とう壊かいして死人が出なかったなんて奇跡だわ」

「吹寄さんや。これはちょっとした安心材料を求めているというか出口調査的なアンケートなんだがね、今日の授業はちゃんと開かれると思うかよ？」

　上かみ条じようが恐る恐る尋ねてみると、何故だか吹寄は気味の悪いものを見るギョッとした目でこちらを見て、ざざっと後ずさっていた。体は小刻みに震ふるえて両手で（大きな大きな）胸を隠かくすように自分自身を抱いている。

　彼女は語る。

「かっ、上条、貴様が学校とか授業の事を気にする、だと？」

「あの、吹ふき寄よせさん？」

「天変地異はまだ終わりじゃないというの!?　もう突然の校舎倒とう壊かいから彗すい星せいの墜つい落らくまでやらかしたはずなのに後は何が残っているのかしら……ッ!!」

「泣きたいんだけど自じ業ごう自じ得とくだからどうにもならねえ!!」

「けどまあ、実際どうにもならないんじゃない？　教科書使った五教科くらいなら青空教室でも何とかなりそうだけど、能力開発とか機材がないもの。まさかあの瓦が礫れきの山から宝探しツアーをやる訳でもあるまいし、昨日の今日でフルセット補充されるっていうのも現実的ではないわよね」

「……、そ、その場合上かみ条じようさんの出席日数的な問題はどうなるか予測はつきますか？」

「自業自得って自分で言ったじゃない、上条一年生（ふわっ）」

「上から目線で一年生呼びやめて!!　ふんわり優しい笑顔が辛つらいっ!!」

　割と全力の泣きで胸の大きなクラスメイトにすがっている時だった。

　だ、大だい丈じよう夫ぶですよー、という気弱な声が下の方から飛んできた。

　同じ目線の高さには何もないので二人がちょい下げしてみると、身長一三五センチの女教師、月つく詠よみ小こ萌もえが（ない）胸を盛大に張っていた。

「設備や施設の不備は職員の不備ですからねっ、こんなアクシデントのために皆さんの冬休みを臨時登校日で潰つぶしたりはしません。きちんと対策は講じてあるのですよー」

「ほっ」

「……ま、まあ上条ちゃんの場合は冬休みどころか春休みまでがっつりフル消化しても間に合うかどうかは激しくビミョーなトコなんですが、先生は最後の最後の一いつ瞬しゆんまで絶対に見捨てたりはしないのですー……」

「何だよ結局昨日の防犯オリエンテーションまわりの点数稼かせぎなかった事にされてんのかよ！　僧そう正じようォォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

『すでに終わった過去編でしか登場を許されないすげえ美化されたヒロイン枠』を見事ゲットしたジジィが若じやつ干かんのイケメン化を果たして青い空の向こうで笑っている気がした。このじわじわとくる毒系ダメージ、ある意味でフィアンマよりもオティヌスよりもたちが悪い気がしないでもない。

　隣となりでは腕を組んで（飽食の時代の）胸を下から持ち上げている吹寄が、ちょっとだけ肩の力を抜いていたようだった。

「良かった。年末年始は予定が入っていたから狂わされたらどうしようかと」

「あん？　吹寄ってお正月は外出許可もらって実家で過ごす人だったのか？」

　上条が尋ねると、

「いいや、初日の出は富士山って毎年決めているから」

「バイト代も出ないのにわざわざ猛もう吹雪ふぶきの山にトライとか、何で人間ってのは自みずから苦行を呼び込むんだっ!!　お前見た目はドＳだけど実はひっくり返ってマゾなんじゃねぶごう!?」

　上かみ条じようの語尾がブタ語になったのは、言うに及ばず例のおでこにぶっ飛ばされたからだ。

　突然の校内暴力にあわあわと両手を宙で彷徨さまよわせている小こ萌もえ先生に、さして気にした風でもなく吹ふき寄よせが質問を投げる。

「でも授業ってどうするんです？　ほら、能力開発関係とか、結構大がかりな機材が必要になると思いますけど」

「それがですねー」

　小萌先生は世の中の温かい光を見るような笑顔になって、

「よその皆様と話し合った結果、事情が事情ですので空き教室の多い高校の設備をお借りできる事になったのですよー。なので皆さんの心配は何にもないのですー」
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　秋あき川かわ未み絵えには自信があった。

　彼女はどこからどう見ても学園都市にいるフツーの女子中学生で、良くも悪くも目立たない、無難に生きていくならこれ以上ない長所だが、それ以外のシーンで活かつ躍やくしたいなら───例えば、それこそアイドルデビューしたいとか宇宙飛行士になりたいとか超レ能ベ力ル者５になって悪の組織と戦いたいとかだ───ほとんど最悪に近いポジションの女の子だった。

　当然、そんな彼女がクラスの話題をかっさらうのは難しい。自分の名前をネットで検索しても褒ほめ言葉も悪口も出てこない、ホッとするけど哀かなしい位置にいるのだから。

　しかも秋川の学校は中高一貫だ。『話題の中心』というヤツは他のクラスどころか学校をまたいで高等部からも容よう赦しやなく押し寄せてくる。チューガクセーにとってコーコーセーなんて逆立ちしたって勝てない相手だ。バイトができてバイクにも乗れる圧あつ倒とう的てき権利の持ち主相手に、駅の自動改札に親からもらったお金で入金したＩＣカードをポンと置くくらいしかできない秋川未絵らはあまりに無力なのである。

　でも今日は違う。

　今この瞬しゆん間かんだけは輝かがやきが違う。

（……液体ダイヤ）

　時価六兆。あまりにぶっ飛んだお宝と家族の絆きずなを守るために学園都市を駆けずり回った武勇伝がついている。……ぶっちゃけ実際に起きた事件なんだから心に傷もあるのだが、せめて何かしらプラスに働いてほしかったりもするのだ。

（何だか彗すい星せいの墜つい落らくとかビルの倒とう壊かいとか色々問題は重なっていたけど、話す事がいっぱいある。何だか両手で抱えきれないくらいいっぱい！　すっすごい、こんなに輝いていて良いのかしら私。いけない！　時の人になってしまう!!）

　そんなこんなで朝から頭がポヤポヤしながら教室に入っていく秋あき川かわ未み絵え。

　何だかクラス全体が早くもざわついていた。

　どうしたもーハリウッドオファー待ったなしかーっ!?　と思っていた秋川だったが、




「おい聞いたかいきなり三〇〇人くらい転入生がやってくるって話！」

「結局何なの他の学校に空き教室だけ貸すって話とどっちが正しいの!?」

「えっえっ、それって高等部だけの話よね。こっちの中等部にまで関かかわってきたら購買の競争率とかどうなるのーっ!?」




　そんな話ではなかった。

　何だかしっちゃかめっちゃかになっていた。

「あの、」

「ああ秋川さんおはよう！　それより職員室に偵察しに行った連中どうなった？　やべえって競争率爆ばく上あげしたら学食よりお弁当生活の方が良いのかなー……？」

「。それよりって」

「あれまだ何かあった？　あっ、宿題のノートは後で見せてね。てゆーかさーっ!!」

　台風が去っていったので、秋川未絵は一人でとすんと自分の席についた。

　ちょいと涙が出そうだ。

（……せめて『お姉ちゃん』には自じ慢まんしよう）

　口をへの字で我が慢まん。朝のホームルームが始まるまでの短い間に、秋川は携帯電話を操作して高等部の女子生徒にメールを送りつける。

（今日もおべんと持ってきたので、お昼は一いつ緒しよに食べようね……っと）

　すぐに返事が来た。

　どんな内容でも即レスで反応してくれる人がいるというのは、何気に大きな宝物だと思う。とはいえもちろん、周囲にそれを強要するようになったらおしまいだが。

　ただし、

「あれ？」

「どうしたの秋川さん。忘れ物とか？」

　隣となりの男子に言われて曖あい昧まいに笑いながら、しかし秋川未絵は眉まゆをひそめていた。

（……今日はＣＣ使ってないな。何でだろ？）

　メール相手の『お姉ちゃん』は人にメールを送る時、自分のアドレスにもＣＣ扱あつかいで同じメールを投げ込む癖くせがあった。サーバーエラーなどで未送扱いになっていないかどうかを自分の目で確かめる方法なのだとか。生徒会のお仕事なんかの都合で、伝達ミスの怖さを知るが故ゆえの癖くせだろう。

　秋あき川かわはちょっと考え、そして携帯電話の画面端はしにあるデジタル数字へ目をやった。

　午前八時ジャスト。

　そして結論付けた。

「……いつもの低血圧で頭回ってないのかな？」
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　上かみ条じようの学校はぶっ壊こわれた。

　でもって近くにある他の学校の校舎を間借りする事になったらしい。

　全校生徒をまるっと収容できるほど空き教室が余っているとは豪ごう儀ぎな話だが……冷静に考えてみると、向こうの学校、なかなかに経営状況がヤバいのかもしれない、とツンツン頭は慣れないケーザイの話を思い浮かべてオトナぶっていた。

「つまり新時代の到来ですやん!!」

　そこへ。

　割とどうでも良い男のクラスメイト、青髪ピアスが割り込んできた。

「取り潰つぶされた学校、落ちこぼれ生徒達の大移動、新しい校舎を間借りするだなんて絶対肩身が狭せまい想おもいをさせられるに決まっている!!　そして待ち構えるは趣しゆ味みはイビリ特技は皮肉のインテリエリート軍団!!　これは言ってみれば大富豪における革命一歩手前、一つの学校を懸かけてのスクールカーストバトル大戦争ですね分かりますっっっ!!」

「ところどころ情報が都合良く曲げられているし、俺達ほんとに何にもねえ落ちこぼれだけどそれ大だい丈じよう夫ぶなの？」

「ひぎい!!」

「あと逆の立場で考えてみりゃ分かると思うけど、ある日突然見も知らねえポンコツ軍団が学校の過半数を独占して偏差値激下げしやがったらそりゃ怒おこって当然なんじゃね？」

「冷静な目線やめえや!!　こういうのは徹てつ底てい的てきな主観視点が大事やろお!!」

「あっ、大丈夫ですよー。設備をお借りすると言っても学校そのものを併合する訳ではありませんから、こっちはこっち、向こうは向こう、分類は違うはずです。特にご迷惑をおかけする心配はないと思いますのでー」

「「そしてこの先生も笑顔で俺達バカだって認めやがった!!」」

　あわわわあわあわわわ先生は数値上の問題より生徒の自主性を重んじてですね……などと語り始めた一三五センチは放ほうっておかれた。

　吹ふき寄よせは腕組みして、

「となると、青髪の言っている通りこれから大移動か」

「あうあう……。全校生徒分のプリントを用意している暇ひまはなかったので、連絡網もうを使って皆さんのケータイに添付ファイル付きのメールをお送りしている最中なのですー」

「……じゃあ俺んトコには何な故ぜか来ねえな。迷惑メール関係のアレが暴走して勝手に弾はじかれているな。だってほら、俺って不幸じゃん……？」

「黄昏たそがれているのも良いけどさ」

　ちょいちょい、と吹ふき寄よせがこっちを指差してきた。

　というかみんながみんな、改めて上かみ条じようの右肩の辺りに注目している。




「で、上条。貴様その肩に乗っている恥ずかしい女の子の人形はどういうつもりなの？」

「ひっひぐう!!　オーティヌぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅス!?」




　びくーん！　と上条は思わず体が軽めに垂直上昇したが、肩の上の『理解者』はゆるりとしたものだった。『寝ぼけてパジャマで登校した人』よりハードに赤面する少年なんぞ放ほうっておいて、彼女は語る。

「何だどうしたうるさいな。いくら『理解者』といえどオイとかアレとかでテレビのリモコン取ったりお茶を淹いれたりできる昭和機能はないんだ。文法を学べ人間」

「察しろよ!!　隠かくれろ！　ほら不思議存在は一般の目に触ふれないよう色々努力しています的なお約束とかあるでしょ!!　何で堂々と人の肩に腰掛けっ放しなんだお前ーっ!?」

「根本的に隠れる理由がない。人間と共にあるのは私に課せられた刑けい罰ばつの一種だし、そもそも私とお前の関係は全世界へ同時中継されているのだぞ。今さらコソコソ身を隠して何になる？」

　そして困った事に、異物を見る目はオティヌスではなく上条の方へ集中しつつある。

「……これから他校の生徒と会うっていうのにそのスタイル貫つらぬき通す訳？　お人形を肩に乗っけるどころか腹話術まで厭いとわない、と。というか何で半裸なの？？？」

「ええよ、ええですやんカミやん。何のキャラか分からんけど量産の目め途どが立たんマイナーなもんを自前で一丁拵こしらえてみるその気き概がい、他の何物にも染まらずただ己の道を行くそのイズム。ボクはきちんと見届けてやるからなぁーっ!!」

「やめろっ、お前達敬礼で見送るのはやめろっ!!　ことここに至るまで手記にして一〇冊以上の分厚いアレがあるんだよ！　ちゃんと上条さんの生き様を見てないから奇抜に映っているだけで、順を追っていけば納得の結末なの!!」

　というか肩のオティヌスが私物の美少女フィギュア扱あつかいなら高校教師月つく詠よみ小こ萌もえが没収に動いてしまいそうなのだが、

「……ぶつぶつ。上条ちゃんがまさかそこまで追い詰められて……。先生は別に留年の一個や二個長い長い人生の中ではさほど気にするべき項目でもないと思っていたのですが、やはり心のケアは万全の態勢で臨むべきでしたかー……っ!!」

「ほら見ろオティヌスどこから手をつければ良いのかもう分かんねえよ!!」

「知らん。私は別にお前以外の『理解者』を求めていないからなあ。無人島に持っていくものリストの筆頭だ。お前がいれば退屈しない」

「やっ、やだ、照れる……（キュンッ）」

「カミやん……」

「何で貴様セルフで語ってセルフで悶もだえているの？　そういう瞑めい想そう方法で高みを目指すの？」

　真実にはビターな味が良く似合うのであった。

　いよいよ全校生徒の大移動が始まるようだったので、顔で笑って心で泣く上かみ条じようも列に加わる。ついでに同じ悲劇を繰くり返さぬよう、オティヌスの居場所も決めておいた。

「お前はポケットだ」

「むぎゅう！　この学ランとかいうのゴワゴワして肌が擦こすれるぞ人間！」

「中にハンカチ入っているからくるまってなさい」

　流石さすがに二、三〇〇人の大所帯となると、ただ歩道を歩いて移動するだけでも大イベントだ。幼稚園児や小学生の列ではないので車道への飛び出しなんかを常時警戒するほどではないが、先導する教師陣もやっぱり大変そうである。

「新しい学校どこだろうな。寮りようからあんまり遠いのは勘かん弁べんだぞ……」

「バスか電車通学になるとか？」

「やだって吹ふき寄よせ！　ますます家計が圧迫されちゃうぞ!!」

　実際には、懸け念ねんは杞き憂ゆうのようだった。歩いた距きよ離りは一キロもなかっただろう。この辺りは二三〇万人が一つの街に押し込められ、実にその八割が学生という学園都市らしい。どこを歩いてもコンビニくらいの感覚で学校にぶつかる。

「いよいよやでカミやん」

　青髪ピアスがなんか囁ささやいてきた。

「今度の相手は極ごく悪あく万能生徒会か、はたまたモテモテ特待クラスか。迫せまりくるエリートとイケメンのキラキラ嵐あらしの前にボク達にできる事は!?　いったん目も当てられないくらいボコボコにされてクラスの女子もみんな持っていかれますが大だい丈じよう夫ぶ、本当の見せ場はここからですよ。まさに今、落ちこぼれ達の反はん撃げきが始まる!!　待て次回ッッッ!!!!!!」

「まだそんな事言ってんのかよ……」

「でも順じゆん風ぷう満まん帆ぱんにはいかへんと思う、これはリアルに」

「まあなあ」

　いくら空き教室を使っても良いと言ったって、昼休みになれば同じ学食や購買で争そう奪だつ戦せんを繰り返すだろうし、人が増えればそれだけゴミは出るし床は汚れる。サッカーゴールやバスケットゴールの競争率も無む駄だに上がる。受け入れてくれる側によっぽどのボランティア精神がない限り、上条達は邪じや魔まにしかならない。

「変なフラストレーションのはけ口にされないよう祈ろうぜ」

「むしろ反落ちこぼれ同盟とか打ち立てて人心を集めようとする狂気の生徒会とかの方がおっかなくて仕方があらへん。モテめ！　こうして誰だれかの犠ぎ牲せいの下に安易に女の子をかき集めていくんですね分かりますッッッ!!!!!!」

「それブームなの分かります？」

　そんな事を言い合いながら例の学校へ。

　外から見る限り、上かみ条じよう達が今まで授業を受けていた所よりも校舎は新しそうだった。そして大きい、広い、校舎の数も多い。

　隣となりを歩く吹ふき寄よせが、フェンスの向こうの生徒達を見ながら言う。

「中高一貫みたいね」

「あん？」

「なんか体操服のデザインが二種類ある」

　適当な調子だった。

「私達全員を受け入れるほど空き教室があるって事は、ひょっとするとエスカレーターが上う手まく機能していないのかもしれないわね。中等部卒業したら高等部に上がらず別の学校へ行ってしまうとか」

「……、変な歪ゆがみとかあってはけ口にされたりしないよね？」

「いっぺん打ちのめされなければ雑草は育たない！　分かりますッッッ!!!!!!」

「青髪テメェは何でもかんでも戦争に持ち込もうとしてんじゃねえよ!!」

　ぎゃあぎゃあ言い合っている内に、列に押されるような格好で正門を潜くぐってしまった。

　まさかの一二月、ド年末に入ってからの新生活スタート。

　正直、青髪ピアスほどではないにしても、みんなだって少しくらいは不安があったはずだ。それは吹寄にしても上条にしても同じ事。こういう時、特に何の肩書きもない無レ能ベ力ル者０は辛つらい。一体どんな扱あつかいを受けるのか。無事にやっていけるのか。使ってる教科書とか参考書とかの落差でくすくす笑われたりとかしないのか。大体そんな感じのヤツである。

「あっ、向こうの生徒会の皆さんがお出迎えしてくれているみたいなのですよー」

　きたっ！　と青髪が無む駄だに身構えるので、何だか上条の方まで伝染してきた。

　校舎の昇降口の方から歩いてくるのは、おおよそ一〇人前後の男女だった。比率は大体男二対女八くらい。格好は高等部の方の制服なのかみんな濃い目のグレーのセーターにスラックスやスカート。正直上条は自分の着ている学ランと名門常盤ときわ台だいのブレザーの生地がどれくらい違うものなのか正確に分かるほどの眼力がある訳ではないが、それでも向こうの方がどうした事かエレガンスな匂においがする。そもそもなんかみんなキラキラしていた。メガネのクールな優やさ男おとこを中心に高学歴女子の輪ができているような感じなのであった。

「（……敵め！　さあどう出る第一声!!）」

「（……青髪うるせえ!!）」

　馬ば鹿かが横から話しかけてきたせいか、無む駄だに注目を集めてしまう。サラサラ野郎と目が合う。そしてあろうことかこっちにツカツカと近づいてくる始末。どうするどうなる、まさか白い手袋を投げつけてくる展開もありなのかと様々な予測を立てていく上かみ条じよう。

　だが無駄だった。

　直後にこう来た。




「やあやあ!!　このたびは色々お疲れ様でした。ここは見ての通り可もなく不可もなくのしがない普通の学校ですが、幸い空き教室だけなら有り余っていますから、どうぞご自由にお使いください。困った時はお互い様です、これから短くない期間、共に学ぶ仲間としてよろしくお願いいたします!!」
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　思わず。

　本当に思わず、青髪ピアスどころか上条当とう麻ままで無の表情になった。

　馬鹿の代表は尋ねる。

「おいメガネ」

「はい何でしょう？」

「なんかこう、ないの？　けっ落ちこぼれどもが一丁前に権利を主張しやがってとか僕達の神聖な学まなび舎やに土足で踏ふみ込むなど許せんとかそういう歪ゆがんだプライド的な何かがだ!!　こっちはすげえ身構えてんだよ、もう準備万ばん端たんなんだよ！　快く迎え入れてんじゃねえっ、なんか出会い頭がしらのアクシデントを一個用意してくれないと!!」

「はあ。と申されましても、うちはしがない偏差値六五ですし」

「十分高たけえよ謙けん虚きよになるなよ!!　そこで胸張って俺達ポンコツ軍団を攻こう撃げきしてくれないと始まらないでしょ！　おいイケメンで頭も良くて性格もばっちりじゃ付け入る隙すきがねえぞ。俺達無能の役立たずから『でも心の清らかさは誰だれにも負けません』を取るんじゃねえよ！　フランケンシュタインの怪物だって醜みにくいあひるの子だってその一本勝負じゃない！　そこは最後の砦とりでっていうか、そこすらも勝てなかったらもう何で対抗すりゃ良いんだイケメン生徒会長さんよお!?」

「あっ、いえ、私はしがない書記です。そんなそんな」

「あとメガネって言い捨てているんだから反応しなさいよ！」

「そんな事よりご自分の事を無能とか役立たずとか呼ぶべきではありませんよ。自みずから可能性を閉ざしても得する事は何もありませんので」

「書記でこんな天使ならトップの会長はどこまで大天使なんだよ勝てねえよおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　その場にがっくりと膝ひざから落ちて打ちひしがれる上かみ条じようと、そっと肩に手を置いて首を横に振る青髪ピアス。

　ちなみに生徒会書記さん（男）はキョトンとしたまま首を傾かしげているようだった。

　悪意のない世界が辛つらい。

「ち、ちなみに生徒会長さんが帝王学を極きわめた超極ごく悪あく先輩という線は？」

「失礼、紹介がまだでしたね。会長は彼女になります。ちょっと引っ込み思案なので、大体いつも他の誰だれかの背中に隠かくれているのですが。ちなみにニックネームはビクビクウサギ。後ろから近づいて大声張り上げるとピョコンと跳ねるのがチャームポイントです」

　言われても分からなかった。

　一体どこに隠れているのだ生徒会長!?

「おかしいぜ、だっておかしいもの！　学校を裏から統すべる闇やみの第零生徒会とか!!　一見して人じん畜ちく無む害がいそうな顔の書記が実は生徒会を洗脳掌しよう握あくしていたとか!!　何かそういうビッグイベントはねえのか!?」

「ええと、その、生徒会なんてわざわざ掌握して何になるのでしょう？　……ぶっちゃけただの雑用係なんだけどな……」

　やべえ！　と上条は思った。

　この学校ほんとに何もねえ！　そしてメガネは普通にイケメンだ!!　と。

「（許されるのか!?　ただイケメンでただ頭が良くてただ性格が優しいだと？　実は正体は巷ちまたを震しん撼かんさせる大変グルメな食人鬼でしたくらいないと帳ちよう尻じりが合わねえ!!）」

「（馬ば鹿かやねカミやん。……イケメンなら食人鬼でもサマになるのが世の理ことわりなんやで。あいつらそこに立ってるだけでなんか吸ってる事に気づいてへんのが腹立つ!!）」

　非の打ちどころのない小悪党と化している上条と青髪ピアスなんぞ放ほうって、腕を組む吹ふき寄よせは小さく息を吐はいていた。

　そして誰かの背中に隠れているらしいビクビクウサギこと生徒会長（女）は相変わらずこっちに出てこないので、何となく書記のメガネの先導でそのまんま学校案内が始まる。

「ひとまず昇降口に皆さんの下げ駄た箱ばこを用意させていただきました。皆様の教室については、こちらで元々あった空き教室を利用してもらう形になります」

「（……ヒミツの地下への階段はどこだ？　全ぜん貌ぼう把は握あく不可能な巨大ダンジョンが広がっていて日々モンスターとの戦いを繰くり広げているとか、何か一個くらいはあっても良いはずだ！）」

「（……あかん!!　そっち方向のヒミツやと日本刀や魔ま法ほうの杖つえフル装備でヤツら生徒会のイケメン度が上がるだけや！　昼はモテモテ学園ライフで夜はダンジョン探索とかそんな満腹ライフ絶対お母さんは認めませんからね!!　どっちか寄越せよコラ！　入るたびに中身の代わる地下一〇〇階構造とか紹介していただければ迷宮最下層まで潜もぐって貧乳で長寿のエルフ捕まえてくるから!!）」

「本来であれば一角にまとめて差し上げるべきだったのですが、どうしてもすでにある空き教室の関係上歯抜けを埋うめる形になってしまい、申し訳ありません。各クラスの担任と委員長へプリントを回しますので、クラス単位で移動していただけますと助かります」

「……？」

「どうかしましたか？」

　下げ駄た箱ばこに自分の革靴を突っ込んでいる上かみ条じようの目線を受けて、メガネが首を傾かしげていた。

　上条は上条で素直に答える。

「いや、手慣れているもんだなって。書記ってしょっちゅうそういうのもやるのか？」

「まあ、生徒会自体が大きな雑用係のようなものなんですけど、中でも書記は議事の記録と共に進行を兼ねる場合もありますからね。主に議論が紛ふん糾きゆうして会長の手に負えなくなった時の交通整理係なんですけど」

　メガネが別の方をチラリと見たが、上条達にはどこの誰だれが生徒会長さんなのかさっぱり読めない。とりあえずオーラはなさそうだ。

「それに」

「？」

「幸か不幸か、つい最近も転入生がやってきまして。その時に慣れたのかもしれませんね」

「転入生……？」

「まあ、と言ってもあなた達ほど大規模なものではありません。一人、本当に一人。どこにでもある普通の転入手続を経てやってきた生徒がいただけです」

　カツン、という硬い足音があった。

　階段に差し掛かったところで、一段高い踊り場からこちらを見下ろし、睥へい睨げいするかのように。

「ああ、彼ですよ」

　上条当とう麻まは顔を上げる。

　そして目もく撃げきする。




「上かみ里さと翔かけ流る君。珍めずらしい時期に学園都市へ編入してきたようですね。生徒会役員でもないのにちょこちょこ放課後に仕事を手伝ってくれて、本当に助かっています」
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　非公式ながら、上かみ里さと勢力と呼ばれる分類がある。

　構成人員のほとんど全すべてが一〇代の少女と言っても過言ではない。

　そしてその各おの々おのが、能力者、魔ま術じゆつ師し、怪盗、鑑かん識しき、海かい賊ぞく、幽ゆう霊れい少女、ＵＦＯ少女、コスプレ少女などなど、それぞれ独自の『世界』とも呼べる、強きよう烈れつ極きわまる個性を抱えた面々ばかり。単純に人数だけで戦力を測れる状態ではない上に、各々が手を結んでコンビネーションを組んだ時の利便性は極めて予測が困難なのが特徴となる。

　絵エ恋レン、暮クレ亞ア、獲冴エルザ。

　そんな上里勢力に属する三人の少女達は、とある中高一貫の学校を見渡せる背の高いビルの屋上へ集まっていた。

「やだなあ、上里さん何だか超楽しそうで」

　頭の左右から南国の巨花を生やす園芸部員のメガネ、暮クレ亞アは唇くちびるを尖とがらせていた。

「上里さんならどこへ行ってもすぐ馴な染じめるでしょうけど、本来は私達のクラスメイトなんですからねっ！　ああもう、ほんとに抜き打ちでお弁当でも届けに行ってあげましょうか……」

「ええアイデアどすなあ。ほんならうちも楽しめそうですわ」

「絵エ恋レンが作った弁当なんて蓋ふた開けた瞬しゆん間かんに学校全体が汚染地域に変へん貌ぼうしちまうぜ。うちの大将に化学防護戦でもやらせる気かよ」

「せやからこっそり料理自じ慢まんの獲冴エルザはんがお弁当を作って……」

「えっ、やだなあ料理自慢とかやめろよ別に家庭的とかそんなんじゃねえよ！」

「……それをうちが横からぶんどって上かみ里さとはんに渡して得点稼かせぎを」

「それじゃ因果が繫つながらねえだろ！　やだよお前の引き立て役だなんて!!」

　ぎゃあぎゃあ騒さわぐ三人の少女達だったが、そこで携帯電話に連絡が入ってきた。

　ぶかぶか白衣に足首まで伸びた黒髪と、どこか十じゆう二に単ひとえみたいなシルエットを保つ絵エ恋レンは首を傾かしげて、

「どなたどすえー？」

「府フ蘭ランみたいだな。例のＵＦＯ少女」

「しこたま無線機詰めたリュック背負って首筋に自前のインプラントぶち込んで、巨大風船片手に年中無休で遊覧飛行しているあの未確認飛行パジャマ少女府フ蘭ランでしょ。また何か『受信』したんですかねあの子」

　府フ蘭ランが本当に宇宙人にさらわれたかどうかは上里勢力の中でも意見が分かれるが、ＵＦＯを追い駆けている彼女が天体観測や無線電波についてやたら詳しいというのは概おおむね一致している。事実、鑑かん識しき少女絵エ恋レンと並んで上里勢力の情報戦の一いち翼よくを担になうほどなのだ。

　そして一つの携帯電話を三人一いつ緒しよに眺ながめ。

　彼女達は同時に嫌いやな顔をした。

　そこにはこうあった。




『「絶ぜつ滅めつ犯はん」去鳴サロメの学園都市入りを確認。制御不能。関係各位は誤ご爆ばくに注意されたし』




「……つか何であいつ『外』に出てんの？　あまりにも手に負えなくて閉じ込められてなかったっけ。ほら、意識の向きを変えて、精神世界っていう最高難度の迷宮に」

「うへえ。誰だれかが頭の電極取り外したか、あるいはもう神経伝達信号を遮しや断だんするくらいじゃどうにもならないカオスな領域に突入したか……」

「細かい方法はどうでもええ。問題なんはあの『絶滅犯』が平気な顔で表歩いとる事の方やないどすか」

　絶滅犯、去鳴サロメ。

　個性派揃ぞろいの上里勢力の中でも抜きん出た異形。よほど『相性』が良かったのか悪かったのか、まともな人間社会との折り合いさえつかなくなったほどの怪物。……というか、上里勢力ができる以前から壊こわれていた少女。

　三人はそれぞれ思い浮かべて、そしてうんざりしたように呟つぶやいた。

「上かみ里さとはんの……妹ってのも厄やつ介かいなんどすけどなあ」

「義理のな」

「義理だから超メンドクサイんです」




　　　　５




　学園都市第二三学区、国際空港。

　大型旅客機のカーゴルームで異常を知らせる警報が発令されたため、異状を調べるために空港職員が飛んできた。爆ばく弾だんや薬物を嗅かぎ分ける探知犬を種類別に複数連れて、だ。水みず際ぎわ対策の最前線なんて呼ばれる割には腰に銃をぶら下げる事もできない『公務を担になう民間人』という不思議な立場の空港職員としては、下へ手たな警棒やスタンガンよりもシェパードの方がはるかに頼たのもしかった。

　だが今回ばかりは、犬達はろくに吼ほえなかった。

　カーゴルームの中で待っていたのは全く想定外のものだった。

「んっ」

　一辺二メートルのサイコロみたいな航空貨物用コンテナが敷しき詰められた機体前部のカーゴルーム。一般客席と違って空調すらままならず、一〇〇メートルにつき気温が〇・六度下がる計算で考えれば、高度一万メートルの世界が死の空間であるのは言うに及およばず。だが無視して、可か憐れんな少女の何とも吞のん気きな声が響ひびき渡る。

「んーう……」

　寝起きで両手を上げて背せ筋すじを伸ばすような、そんな仕草だった。

　そしてＣＤのように見る角度によってギラギラ輝かがやく長い銀の髪を頭の左右で円えん盤ばんや悪あく魔まの角のように丸めた、小柄だがメリハリのついた少女の……その服装。地肌に直接半はん透とう明めいのレインコートを纏まとった奇怪極きわまるものだった。雨具を二重に重ねてシルエットを整えているものの、ボディラインはおろかその肌の色までぼんやりと透すけて見えてしまいそうな無防備過ぎる服装（？）だったが、繊せん細さいなお年とし頃ごろらしからぬ事に全く周囲の目線を気に掛けている様子はない。曇くもりガラスのようにぼやけた半透明の奥に、学校の水着の日焼け痕あとのようなコントラストが浮かび上がっている。今さら言及するような事でもないかもしれないが、足まで裸足はだしであった。

　首から太めの紐ひもで下げているのは……掌てのひらサイズの小さな懐かい中ちゆう時計だろうか。貴金属というよりは駄だ菓が子し屋の前に並んでいるカプセルか雑誌の付録についている子供向けのオモチャ、つまり大部分がプラスチックの安物っぽいが。

　不審者がいるという驚おどろきや怒いかりよりも、年頃の少女が目の前で肌を晒さらしているという照れや恥ずかしさよりも、まず呆あつ気けに取られてしまった。

　旧式の白黒テレビで地上デジタルハイビジョン放送を観みようとするような、絶望的な隔へだたり。世界と世界は繫つながっているはずなのに、あまりにも乖かい離りし過ぎて理解が遅れる。歯車が外れる。そんな感覚しか湧わいてこない。

　やがて空港職員がのろのろと動き出したのは、理性を取り戻したからではないだろう。酔よっ払いの帰巣本能のような、思考が失われたが故ゆえの反復運動の繰くり返しと同じく、自分の業務に逃げたのだ。

「きっ、君！　ここで一体何をしている。詳しい話は後でも良いから、とにかく早くこちらに来なさい！　こんな死のカーゴルームに何時間いたんだ!?」

「ああ」

　帰ってきたのは、笑みだった。

　成長途中の無む垢くな少女とは思えない、いっそ演技臭くさささえ感じられる、毒婦の笑み。

「こんな時まで、不審者相手にさえ、まず人の身を気遣っちゃう……。ああ、ああ、なんていう高潔な職業意識の持ち主なのかな。これを人に言われたからじゃなくて染しみ付いた反射として繰り出せるのがまったく素晴らしいっしょ。……とは言っても、別に優すぐれた人材が優れた人生を歩める訳じゃないのが今の社会の根本的な限界なのかもしれないけどさ」

「な、何が……？」

「例えばこの服」

　言いながら、少女は自分の肌の色さえ透すけるレインコートを上から下へ、一本指でなぞりながら、

「さてどんな意味があると思うかな？　まさかまさか、ただ自分の肌を晒さらして見せたい特殊な趣しゆ味みを持っているーだなんてドリーム満載な結論は信じてないっしょ」

「……、」

　思い当たる節ふしがないから沈ちん黙もくしたのではない。

　あるから沈黙した。

　空港という職場には危険が付き物だ。そして密輸やテロの危機のまさに水みず際ぎわ、最前線に立たされる関係で、『そちらの業界』の話もしょっちゅう耳にする。

　そんな中に、あったはずだ。

　敢あえて衣服を脱いだ方が都合の良い犯罪者、というものが。

「ちなみに麻薬精製や袋詰め作業っていうのはハズレだよ。盗んだ純金を溶かしたりダイヤを砕くだいたりする装飾品関係のロンダリングでもない。そもそも個人経営なら、服の下に隠かくし持ってチョロまかされる可能性なんて捨てて構わないっしょ。そして繊せん維い片へん一つ混入してはならない偽にせ札さつの印刷工程などにも関かかわってない」

　少女は可能性をゆっくりと奥歯で嚙かむように、一つ一つ潰つぶしていく。

　最悪しか残らない形に。

「となると残るはこいつ、『服を脱いでおけば返り血はつかない』が大正解。常に危険と隣となり合わせの国際空港職員さんだもんね、これくらいは承知の上っしょ？」

「う、うああ」

　ガチャリという重たい金属音があった。

　横に長いスポーツバッグを肩かた紐ひもで担かついでいるようだが、裸にレインコートがユニフォームというスポーツなんて聞いた試しがない。もっと違った、もっと重たい、もっと禍まが々まがしい『商売道具』で埋うめ尽くされているに決まっている。

「あーもう、サイトシーイング……で良かったっけ。正確にはノルマはあるんだけどさ、それでも『仕事』ってよりは『趣しゆ味み』の方が正しそうだしね☆」

「あああああああ」

　ざら、ざら、ざら、ざら、と。

　硬いもの同士がぶつかる音が響ひびく。少女が手にしたのはコーヒー缶と同じくらいの透とう明めいな瓶びん。傾け、地面に散らばって輝かがやいているのは四方に棘とげを伸ばした金こん平ぺい糖とう……ではない。

　それらは色とりどりのガラスでできている。

　だとすると、時代劇に出てくるようなマキビシと捉とらえるのが正解、なのか？

　だんっ!!　という重たい音が続いた。

　少女の柔らかい……はずの足の裏が、容よう赦しやなくガラスの凶きよう器きを踏ふみ潰つぶし、砕いた音だった。
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「滞たい在ざい先さきのホテルの名前とか病歴とかは分かんないな、覚えてない。ああそれと、犯罪歴についてはそっちで調べてよ。『絶ぜつ滅めつ犯はん』か去鳴サロメ辺りで打ち込めば腐くさるほど出てくるんじゃね？」

「うわああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」




　日本の空港には一つ、セキュリティ上の欠点がある。

　空港職員は直接銃を持てず、一度警察や警備員アンチスキルを呼ばなくては戦力を確保できない点だ。

　たとえ目の前に、どれほどの脅きよう威いがあろうとも。








行間　一









　学園都市は二三〇万人の八割が学生という事もあり、少年院の施設が拡充している。

　特に没収する事の難しい『能力』を使った犯罪者が多いため、その警備状況は一般成人用の刑務所よりもなお物々しい。分厚い壁に重々しい鉄扉、そして能力者の集中を少しでも削そぐため四し六ろく時じ中ちゆう放たれるモスキート音や光の点てん滅めつ。中を歩いているだけで気が滅め入いるため、社会科見学などの許可が下りる気配もないと聞く。非行原因を取り除き社会復帰を促す、という本来のお題目を完全に無視した仕様だった。

　そんな、社会秩ちつ序じよを維持するため、ただただ人を閉じ込めるだけの箱。

　まるで地下の大だい要よう塞さいにある通路のような、分厚いコンクリートのトンネルに反はん響きようする足音があった。

　カツン、コツン、と。

「そ、それにしても」

　案内役を押し付けられた若い男の刑務官が、おっかなびっくり声を放つ。

「どうして『ここ』にいると分かったんです。普通のアーカイブを覗のぞいても絶対に記録は出てこないはずだったのに……」

「私も同じ『木き原はら』ですから、とだけ言えば説得力はありますでしょうか？」

　その優しい声こわ色いろに、刑務官の肩がびくりと震ふるえる。

　彼の隣となりを歩いているのは、リクルートスーツに白衣の女だった。

　木原唯ゆい一いつ。

　そして傍かたわらにはあのゴールデンレトリバーはいない。

　もういない。

「あの子とはバゲージシティ以来ですかね。とはいえ、あの一件はこちらからの非公式オーダーでもあったはずなので、別段少年院に入る必要は特になかったはずなんですけど」

「あの、ええと、そのですね……」

「分かっています」

　くすりと唯一は笑って、舌の上に言葉を乗せた。

「本来なら収監する必要もないのに、あの子が自みずから望んで勝手に居座っているんですよね。民間委い託たく少年院である以上、お金さえ払えばビジネスは成立するはずですから。第三者の依い頼らいによる不当な拘こう留りゆう監禁ならともかく、当人がお金を払って自分を閉じ込めてくれと言ってしまえば、後はホテルや旅館とそう変わりませんし」

「とはいえ、院内で最も危険な囚しゆう人じんであるのは変わりません」

　若い刑務官は止まらない汗をハンカチで拭ぬぐいながら、必死になって会話についていく。

「その、どうしても面会なさるおつもりですか？　彼女は、ええと、能力者とかではないのですが……」

「だから分かっています」

　遮さえぎるように唯ゆい一いつは言った。

「むしろそうでなくては、声を掛ける理由はありませんから」

「……、」

　二人は独房の前まで辿たどり着いた。

　一般の雑居房にあるような、鉄てつ格ごう子しではない。一面塗ぬり潰つぶされた分厚いコンクリートの壁と、開いて閉じるだけで重労働になりそうな鋼こう鉄てつの扉。食事用のトレイを受け渡すためのものなのか、扉にはスライド式の細長い金属窓がついていた。当然、中からは操作できない。

　扉を閉め、中の電気を落としてしまえば一いち分ぶの隙すきもない闇やみが待っている。

　人間は刺激のない生活には耐えられない。どれだけ凶きよう悪あくな犯罪者でも三日と経たたずに音を上げる無む茶ちや苦く茶ちやな構造に、その人物は自みずから大金を払って居座っているという。

「特例一五番」

　まず刑務官が声を掛けた。

「特例一五番！　窓を解放する、抵抗せずに両手を外へ出す事!!」

　分厚い壁や扉の前では大声も意味はない。おそらくマニュアルをよりどころにしなくては頭が真っ白になってしまうのだろう。そして鉄扉に取り付けられたスライド式の窓を横に引くと、ややあって、小さな手が二本出てきた。手首を合わせ、掌てのひらを見せるように。移動の際に手て錠じようを掛けてから扉を開けるのは基本中の基本だ。いちいち声が届かなくても、とりあえず窓が開けば手を差し出す動きは染しみ付いているのだろう。

　刑務官は少しだけ腰を屈かがめて手錠を掛けようとした。

　それが致命的だった。

「うっ……ぐァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　慌あわてて両目を押さえて後ろへ下がろうとするが間に合わず、そのまま床の上を盛大に転がる。木き原はら唯一の見ている前で大おお仰ぎように痙けい攣れんを繰くり返していた。

　誰だれがどう見ても普通の状態ではないが、別に窓から飛び出た二つの手が何かした訳ではない。

　身を屈めたのが間違いだった。

　彼は見てしまったのだ。閉ざされた房の中を。

「やれやれ」

　唯ゆい一いつはため息をつくと房の扉へ近づいた。いちいちのた打ち回る刑務官の腰から鍵かぎ束たばなど回収しない。ポケットからカードサイズの小さな機材を取り出すと、それを扉の前にかざす。光も音もなかったが、それだけで何重もの磁じ力りよく錠じようが白しろ旗はたを上げてしまった。スタンガンをちょっと改造するだけで光も音もなく電子回路を非接触破は壊かいできる装置を組み上げられる、というのは有名な話である。

　分厚い扉を開けると、中に光が入り込む。

　決して広くもなければ快適でもない、打ちっ放しのコンクリートの箱。四方の壁に天てん井じようと床までびっしりと何か細かい文字や数列が埋うめ尽くしていた。その一つ一つを読み取り、木き原はら唯一はそっと首を横に振る。人類全体の文明を軽く四、五回は叩たたき潰つぶせそうな内容だった。教養の足りない刑務官にどれだけ理解できたかは怪しいものだが、自分の生きる世界を否定する内容、くらいは本能的に察知したらしい。その衝しよう撃げきで目を回している訳だ。

　そして唯一としては、世界の破は滅めつには興味がない。

　これを書き殴なぐった人物に用がある。

「円えん周しゆうちゃん」

「ん」

　扉の前に立つのは、小柄な少女だった。

　木原円周。一族の中では落ちこぼれなどという評価を受ける事もあるが、彼女にはとても変わった特徴がある。

　他の『木原』の思考をエミュレーションする事で、完全にその役になりきってしまうのだ。各おの々おのの『木原』が持つ特異な技術も込みで。

　唯一は白衣の内ポケットからゴロゴロと携帯端たん末まつやスマートフォンなどを取り出しながら、こんな風に提案した。

「んふ。私は誰だれにも追い着けない唯一になれという命題をいただいているのだけど、それでもやっぱり即戦力が欲しいんです。そこで、円周ちゃんにちょーっとお手伝いをしてもらえると助かるんですけど」

「どういう事？」

「あなたにいつものアレをやってほしいんです。『木原』ならこうするんだよね、ってヤツ」

　ニヤリと笑って。

　木原唯一は唇くちびるの前に人差し指を当て、片目を瞑つぶってこう言った。




「木原脳のう幹かん。私が越えるべき先ヒ生トを組み上げて欲しいんですよ」








第二章　平穏、あるいは巣を張る罠　Board_Game.
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「……、」

「……、」

　上かみ条じよう当とう麻まと上かみ里さと翔かけ流るは高密度の緊きん張ちようを伴ともなって対たい峙じしていた。

　昼休み、多種多様な制服の溢あふれる学食での話であった。

　どうして多種多様になっているのかと言えば、元々ここの高等部が使っている他に上条達の学校が雪な崩だれ込んでいる点、上里がどこの学校のものでもないブレザーを纏まとっている点、挙げ句に中等部の少年少女達も紛まぎれ込んでいる点などが挙げられる。……中学生は中学生できちんと毎日給食か『お弁当の日』があるはずなのだが、まずそっちを済ませてからさらに別枠の食堂へ駆け込んでいる辺り、まさしく育ち盛りの極きわみなのであった。

　でもって。

「おいルーキー。もうちょい大ボス感は出せないのか」

「何か勘かん違ちがいしているんじゃないのか。ぼく達はどこにでもいる平へい凡ぼんな高校生だぞ。そもそもぼく達みたいなのがこんな位置に立っている方がおかしいんだ」

　そして両者がチョイスしたのは奇跡のシンクロ、この新たな学まなび舎やで最も安いと言われるザ・貧乏メシであった。

　いわく、かつおぶしご飯。

　醬しよう油ゆなんぞついてもいねえ、ただ冷えたストックの白飯の上に賞味期限ぎりぎり、透とう明めいなパックの中で粉ふん砕さいされてほとんど粉末化したかつおぶしをぶっかけただけの例のヤツである。

「ダメだろう、貧乏メシなんか被かぶせてきちゃあ。大ボスならステーキ定食とかでガツンと上から見下しなさいって。つか家計がピンチの上条さんの最後の砦とりでなんだからここ争そう奪だつ戦せんされたらほんとに何にも残らねえぞ。何で被せて潰つぶしに来てんだよ」

「こっちも色々苦しいんだよ。学園都市には遠征に来ているんだ。出費はぼく一人だけとは限らない。絵エ恋レン、暮クレ亞ア、獲冴エルザ……まあとにかく、あれこれ面めん倒どう見みなくちゃいけないからさ」

　ゆっくりと息を吐はく上里だったが、ここで何な故ぜだか上条が俯うつむいた。

　前髪で目線は見えなくなっているが、その口元には獰どう猛もうな笑みがある。

「やっと……」

「？」

「やっと、やっと、やっとォ!!　周りがみんな女の子だらけですぼく参りましたーのモテ自じ慢まんがやってきたあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　下へ手たすると、先ほど階段近くで顔を合わせた途と端たん軽めの殺し合いになった時よりもやる気に満ちた雄お叫たけびであった。

「あーあ、これは絶望的だな。新たな天地を望むか？」

「うるせえなちくしょう！　こっちは肩かた透すかし新生活ライフにうんざりしていたんだっ！　どいつもこいつも善人ばかりで面おも白しろくねえ！　そうだよそうそう一人くらいこう鼻持ちならねえヤツがいねえと潤うるおいがありゃしねえんだ!!　ケーキの横にオレンジジュース置いたって味が死ぬだけでさ、敢あえて苦味も必要なんだよ！　はいどうぞはいはいどうぞクールな顔して何それこれくらい当たり前でしょとか言ってくださいモテもて夫さーん!!」

「そんな事より本題に入ろう」

　シリアスな顔で言いながら、上かみ里さとはテーブルに備え付けられていた調味料セットを手に取る。

　中央に置く。

　醬しよう油ゆ、ソース、塩、砂糖、胡こ椒しよう、マヨネーズと、割と基本ラインを押さえてある。

「今のまんまじゃぼく達は共に口の中がパサッパサになる味ナシ絶望的かつおぶしライスを頰ほお張ばるしかなくなる。ここからだ、ここから先が本番なんだ。さあ何をトッピングして最安貧乏メシに彩いろどりを加えていくかだよ」

「あん？　んなもん醬油があるんだから素直に……」

「ついさっき潤いの話をしたのはきみだろう？　かつおぶしご飯に醬油をかければ間違いはないけど、代わりに絶対平均点は超えないぞ。ていうかノリ抜きノリ弁って言い直したら相当ブルーにならないか？」

　……そもそもコスパ最優先の学食メニューで味や食感に人生の驚おどろきを見み出いだそうとしている時点で無理難題なのだが、敢えて不毛な大航海時代に漕こぎ出していく『どこにでもいる平へい凡ぼんな高校生』二人。

　先手、上里翔かけ流る（貧乏初段）。

「いきなりの胡椒」

「スパイシーだなおい！　まだ甘いかしょっぱいかも決めてねえってのに!?」

「そしてマヨネーズで全体の方向付けを」

「まさかの酸すっぱいに逃げやがった!?」

　味に驚きを持たせたいなら、とりあえずマヨネーズは鉄板というか間違いがない。そもそもマヨネーズが好きかという相性の問題はあるものの、ここさえクリアしていれば大抵の事は成し遂とげられる。

「トドメにソースをちょっと振ってタコ焼きというかお好み焼きというかとにかく粉モノ系の味付けでまとめてみるから。ふははーっ。我ながら急カーブを描きつつきっちりストライクを取る良いラインの変化球になったんじゃないかこれ？」

　だが後手の上かみ条じよう当とう麻ま（貧乏九段）は格が違う。

「というかまずここにお新しん香こがあるでしょ」

「ッ!?　でしょって言われても前提が見えない……。どこから出てきたお新香？」

「そっちの知らない人にもらった。定食頼たのむとついてくるんだけど誰だれも食べないんだと」

　いつの間にか三人分四人分と集まっていた小皿の中身を上条はかつおぶしご飯の上にぶち込むと、箸はしでかき混ぜ、

「このままシャキシャキご飯と言い張るにはちょっとしょっぱいので、チキンカツ食ってる連中から千せん切ぎりキャベツもらってくるでしょ」

「おいカツ食べる前にキャベツからじゃないのか？　健康に気を使えよきみ達さあ」

「で、適度に混ぜ混ぜして味を薄うすめてシャキシャキ感を高めたら、トドメにざる蕎そ麦ば頼んだヤツから分けてもらっためんつゆの残りをちょっと垂らせば完成な訳。小さな徳とつく利りに入ってるのを鉢はちに移すから底の方につゆが余るんだと」

「というか全体的に反則じゃないのか。ここにあるもの勝負でしょうが」

「誰もそんな事言ってない。俺はこの目の前にそびえる貧乏メシを豊かにできれば何でも良い。良いかルーキー、目先の材料だけで最良の上限を決めてしまおうと考えるのがお前の欠点だ。もっと広くねじくれた目で世界を眺ながめる事だな、ハッハーッ!!」

　どこまでも相あい容いれない二人がギリギリと睨にらみ合いながら貧乏メシを頰ほお張ばっている時だった。

　何な故ぜだか上条と上かみ里さとのテーブルに小さい女の子が腰掛けてきた。

　サイズ感で言えば小こ萌もえ先生とどっこいどっこいといった塩あん梅ばい。

　長い黒髪に大きなリボンの女の子は上条と上里の顔を交互に見やって、

「あ、あの、仲良くやって、います、か？」

「何じゃあ小娘。お嬢じようさんには必死に嵩かさ増ましさせた貧乏メシが美う味まそうに見えるのかもしれんが、ちっとも美味くもねえのに意外と油分塩分てんこもりのこっちの業界になんぞ足を踏ふみ入れる事はありゃしねえ。焼き魚定食なんてハイソなものを日ひ頃ごろから頼めるのなら、わざわざこんな修しゆ羅らの道を歩む必要はなかろうよ」

「きみさ、何で無ぶ頼らい漢かんモードになってるの？」

　そうでもしなけりゃやってられないからに決まっている。

　脂が乗りに乗ったしまほっけとか持ってこられたら、貧乏メシの努力なんぞ基本的に水の泡だ。戦車に竹たけ槍やりというか、こんなの逆立ちしたって勝てない。

　それはそれとして、

「大根おろしいらないならちょうだい」

「あっ、はい、どぞどぞ」

「……もう貰もらい物なら何でもアリなのか、きみのご飯……」

「お前なんかすごく奇き麗れいに魚の骨取るのな。お上品か」

「照れ照れ」

　何やらモジモジしている小さいのを放ほうって、上かみ条じようは言う。

「というかだな、おい上かみ里さと、そういやお前この学校のてっぺんにいるヤツ見た？」

「はあ、この学校は別に東西南北を守護する魔ま術じゆつ四天王とか地下超能力格かく闘とう大会の女王サマとかがいる訳じゃなかったと思うけど」

「生徒会長だよ。ビクビクウサギとか呼ばれているヤツ。朝、メガネのヤツが一いつ緒しよにいるって言っていたけど結局どこの誰だれだか分かんなくてさ。まあぶっちゃけあんまり縁はなさそうだけど」

　上条は大根おろしをてっぺんに乗っけた貧乏ミックスを一通りかき込んで、

「書記のメガネの野郎は『彼女』とか言ってたし、やっぱり女の人なんかね？　上里さあ、一足早くこっちの学校に来てたんだろ。もう見てる？」

「いやまあ、見た事はあるけど。放課後ちょいちょい手伝いとかもしてるしね」

「おいモテ夫、生徒会なんて頻ひん繁ぱんに出入りしている時点で普通でも平へい凡ぼんでもねえ！　つーかだな、どんな人なの？　生徒会長って言ったらあなた先輩系女子の頂点みたいな感じだろ。や、やっぱり包容力のある方なのかしら。そう、言ってみれば将来的には学生寮りようの管理人のお姉さんとかが似合いそうなグラマラスな感じの……ッ!!」

「あうあうあう」

「と、いうかだね」

　ちょいちょい、と上里はすぐ横合いを指差して。

『掌てのひらサイズ』と『すごく奇麗に魚の骨を取り除く人』くらいしかステータスのない女の子に目をやりながら言った。




「彼女が生徒会ｃｈ

「ふざけるな。全部やり直しだ」




　ピシャリとツンツン頭の馬ば鹿か野郎が言い放った瞬しゆん間かん、横合いの女の子が椅い子すごとピョコンと真上に跳ねた。

　涙目の女の子は小刻みに震ふるえながら言う。

「すみません、色々似合ってなくてすみません！　でもほら基本的に選挙で決まる事ですからあの自じ薦せん他た薦せん問わずで面おも白しろ半分に勝手に書類提出されちゃったっていうか私も色々あってイメージ押し付けられても困るんですがねっていうか……ッ!!　あうあうあう、みっ、未み絵えちゃーん!!」

　両目をバッテンにした掌てのひらサイズが何やら人名らしきものを叫ぶと、中高一貫ごちゃ混ぜになっている人混みの中から茶色い髪の女子中学生が出てきた。学食だというのにお弁当の包みを持っている。もしや友人知人の定食とおかずをクロスして楽しむつもりなのかもしれない。もはやブルジョワの領域である。

「ほら何やってるの『お姉ちゃ……」

　言いかけた少女の口が止まる。

　彼女は驚おどろいた真ん丸目で見ている。そう、上かみ条じよう当とう麻まの顔を。

　微妙に椅い子すごと引きずって、上かみ里さと翔かけ流るが距きよ離りを取り始めた。

「（……ぼくは遠えん慮りよしておこう。こんな所でまで右手で女の子を振り回す側には立ちたくない）」

　何やらブツブツ言っている野郎は放ほうっておく。

　小さなビクビクウサギの両肩に背後から手を置き、とにかくその女子中学生はおずおずとこう話しかけてきたのであった。

「あ、あの、秋あき川かわ未み絵えって言います。覚えて、ますか？」

　パーソナルスペースの外へ退たい避ひした上里は、それはそれで興味深そうな目で『先せん達だつ』である上条の反応を窺うかがっているようだった。

　そしてツンツン頭は言った。




「誰だれだっけ？」




　ああっ!?　と叫んだのは件くだんの生徒会長であった。

「みっ、未絵ちゃんにそういうのは禁句なんですがね！　自分はちょっと特別だと信じている思春期ちゃんなので、みんながみんな自分の事を知っているモードに入っても優しくしてあげなければならないんですよ!!　キホンです!!」

「いやだって俺はインデックスじゃねえんだ完全記き憶おく能力で道行く人全すべての顔と名前を網もう羅らしているとかじゃないんだから……」

「やれやれ、それにしたって『合わせ』ってものがあるだろう。『覚えていますか』に対して『知らん』なんて選せん択たく肢しはないんだよ。『まおう　を　たおして　もらって　いいですか？』でループ処理を無視して延々『いいえ』を選び続ける人か。まあ、女と見れば誰彼構わず定型で距離を詰める訳ではないと分かったのは収穫ではあったけれどもだ」

「あと何気にお前達の方が追い打ちかけてないか？　そっちの子、崩くずれ落ちたまま水分が抜けていっているけど、かさかさかさかさーって」

　五感は正常なはずだが、何だか例の秋川未絵が灰色になってパッサパサに乾いているような気がする。

「何だか一度にドバっとやってきたから鳥の巣みたいに絡からまった電気ケーブルっぽくなってるけど、一個ずつ消化しようぜ。そもそもこのチビっちゃいのがほんとに生徒会長で良いのか？　しかも高等部の!?　ええーっ!!」

「何でいちいち不満そうなんですかね!?　別にあなたの学校の話でもないのにっ！　そもそも他た薦せんで持ち上げられたっていうか半分ネタで票が集中したっぽいんですがね!!」

「うーん。弟がアイドル事務所に履り歴れき書しよ送ったらアイドルになっちゃいましたくらいのレジェンドを持っているみたいだね。これもこれで強きよう烈れつな『個性』であり『世界』を持っているとも言える訳だけど」

　上かみ里さとがぶつくさ言ってやがるが上かみ条じようとしてはそれどころではない。

　あるのだ。

　こう、夢が！

「困るよ！」

「何がですかね!?」

「女の生徒会長って言ったら美人・天才・大金持ちの三拍子じゃねえの!?　この美人は美少女じゃないよ、先輩系の頂点ってんだからグラマラスに決まってんだろ!!　そりゃ確かにぐるりと見回した時に見つけられなかったけどそういう事なのかよ。小さくなってんのかよお!!　何で掌てのひらサイズなんだよ意味が分かんねえ!!」

「……だっ、だから私としても好きでやっている訳じゃなくて担かつがれているだけなんですがね……」

「ハッ!?　……もしや肉体変化メタモルフオーゼとかの持ち主で満月の晩に真っ暗なプールでのみダイナマイツに限定変身する系？　相当の変化球だが学園都市なら絶対ないとも言い切れないか……？」

「すみません、能力関係は異能力レベル２の発火系ですが。普通に火が出てすみませんね」

「どっどうしよう、すげえ半はん端ぱ。……ひょっとしてまずい事を聞いてしまったか……。でもそこは無能力レベル０か超能力レベル５のどっちかじゃね？」

「あうあうあうあうあうあう!!」

　ついに耐え切れなくなったのか、涙目のビクビクウサギ（仮名）が両手でグーを握にぎってポカポカやり始めた。

　そう、そもそもこの子は一体誰だれなのだ？

　ようやっと灰色乾燥状態から回復してきた秋あき川かわ未み絵えが、よろよろと起き上がりながら掌サイズの生徒会長へ耳打ちした。

「ほら『お姉ちゃん』、自己紹介しないと」

「あっ、私は化け生しよう院いん明あ日す香かと申します」

「名前はすごく大おお仰ぎようだ」

「ええと、その、転入生の中でも滅めつ法ぽうトラブルを起こしそうと噂うわさの問題児二人に近づいてみた訳ですが。どうですか、仲良くできそうですかねえー……？」

　その言葉に上かみ条じようと上かみ里さとは同時に顔をしかめた。

　トラブルを起こしそうだの問題児だのはこの際どうでも良い。

　彼らは奇怪極きわまる右手でお互いの顔を指差し合いながらこう叫んだ。




「「こんな○○れた野郎と一いつ緒しよにされてんのかッッッ!?」」

「ぴいっ!!　あうあうあっ、未み絵えちゃぁぁ──────────────────ん!!」




　上条当とう麻まと上里翔かけ流る。

　転入早々『生徒会長を泣かした男』のトロフィーをゲット。




　　　　２




　銀行の前にやってくるといつも緊きん張ちようする。

「はまづら。何してるの？」

「……ま、ニット帽とかサングラスつけている訳でもなし、いきなり警報が鳴るこたねえだろうけど」

　コンビニや銀行に顔を隠かくすファッションで入ると警察を呼ばれる、というのは有名な話。ここ最近ではファッション用の黒いマスクとかでもやられる場合がある。……が、不良時代、浜はま面づら仕し上あげはこんな話を小耳に挟はさんだ事があった。

　いわく。

　目も口も隠した覚えはないんだが、自じ慢まんのモヒカンやスキンヘッドでぞろぞろ店に入ったらそれだけで警報鳴らされた事がある、といった与よ太たを。

　浜面仕上と滝たき壺つぼ理り后こうは並んで歩きながら、

「やーよねー。ピンクな本買った直後に万引き防止ゲートをくぐるようなこのドキドキ感。俺何にも悪くねえのに」

「はまづらは女の子の前でそういう事を言うからジェントルが足りない」

　ピンクのジャージの少女から突き刺すように言われつつ、髪を茶髪に染めて鼻にピアスまで空けた少年はガラスの自動ドアを潜くぐっていく。

　昼休み明けの行内は受付カウンターよりもずらりと並ぶＡＴＭコーナーの方に人が集まっていた。やはり時間帯のせいか、中高生よりも圧あつ倒とう的てきに大学生が多い。あれは仕送りを受け取っているのか、あるいは逆にどこかへ振り込みでもしているのか。背中を丸めてせっせと画面のボタンを押している連中の心は分からない。

　受付カウンターの方はまばらだった。ＮＩＳＡとか何とかベタベタポスターの貼はってある壁かべ際ぎわには薄うす型がたテレビがあり、午後イチのトーク番組が垂れ流しになっている。

「私は用紙に記入するから、はまづらは受付番号の紙取っておいて」

「あいよ」

　いったん黒髪ショートヘアの滝たき壺つぼ理り后こうと離はなれてカウンターの傍そばにある機械へ近づく。提灯ちようちんお化けのベロみたいに飛び出た小さな紙切れを引っこ抜くと、せいぜい三人待ちくらいのようだ。

（……今日のゲストは一ひと一つい一はじめか。やっぱ奥様向けの時間帯だなあ）

　テレビはひとまず興味なし。自分でチャンネルを変えられる訳でもない。

　浜はま面づらはソファに腰掛けて、雑誌用のラックに手を伸ばす。モーターショーのレポート記事を前面に押し出した自動車雑誌に興味を惹ひかれてそのままパラ見していく。

　彼らが銀行にやってきた理由はシンプルで、麦むぎ野の沈しず利り、絹きぬ旗はた最さい愛あい、滝壺理后、そして今は亡なきフレンダ＝セイヴェルン。今までは『アイテム』全員の窓口となる口座に入金された報ほう酬しゆうを個別の口座に振り分けてきたのだが、この窓口を解約し、さらに滝壺個人のものは必要な生活費以外は定期預金に切り替えよう、というだけの話である。

　コンピュータ上で行われる処理自体は、何の変哲もないものだろう。この国で、あるいは世界で。一日にどれくらい行われているかも分からないくらい膨ぼう大だいな処理の一つに過ぎないのだろう。

　だけど意味ならあった。

　裏うら稼か業ぎように身を投じて報酬を受け取る『アイテム』というくくり、窓口を自みずからの手で放ほう棄きする事。また、定期預金に手を伸ばすという行為で、ほんのわずかでも未来を意識する事。その場限りのあぶく銭を摑つかむだけではない、刹せつ那な的てきな今だけでない、点ではなく線として人生を見据えていく事。

　ちょっと気を抜くとすぐにでも雲の上に行きかねない少女達の本音は、野や暮ぼったい少年の浜面にはなかなか摑みにくい。だけど安易な表情や言葉だけでない、こうしたわずかなサインを見て取れたのはなかなかの収穫だった。ついつい雑誌のページをめくる指も軽快になる。

　と、その時だった。

　乱暴に身を投げたのだろう。浜面のすぐ隣となりで、どかりというクッションが沈み込むような振動があった。

　軽く頭にきて目をやった浜面仕し上あげは、そこで見た。




　地肌に半はん透とう明めいのレインコートを纏まとう、危険度一二〇％超の少女を。




「あ……」

　最初、浜面の頭の中から正常な喜き怒ど哀あい楽らくがぶっ飛んでいた。

　真っ白になった少年の意識では非常識極きわまる少女を見てもまともな感想を浮かべられない。

「あばあえっ!?」

　頭からすっぽりと防水フードを被かぶった、水着のような日焼け痕あとを見せる少女は男からの視線なんぞ気にも留めていない。いかにもずしりと重たそうなスポーツバッグを足元へ放ほうり捨て、そして優ゆう雅がに細い脚を組み始めた。裸足はだしなので足の指を開いたり閉じたりしているのが分かる。

　小さな口に咥くわえているのは、最初、フレメア辺りが好みそうなぺろぺろキャンディーだと思っていた。だが違う。それにしては鈍にぶい銀の輝かがやきを放ち過ぎている。

（……ピザ切り、カッター……？）

　頭の奥で危険度が一つ上がる。

　一見シュールに思えるかもしれない、メリケンサックと一体化したような大おお仰ぎようで極ごく悪あくな見た目の『いかにも専門的な』ナイフと比べればなんて事はないと考えるかもしれない。

　だが違う。

　費用対効果で考えれば、調理器具は最も効率良く手に入る刃物なのだ。

　ナイフや警棒もピンキリだが、その辺のネット通販やショップで手に入る商品は見てくれだけの場合も多い。ペーパーナイフに毛が生えた程度の刃がついたナイフに、二、三回叩たたいただけでくの字に折れる警棒、スイッチを入れた途と端たんに中の線が焼き切れるスタンガンなんていうのも珍めずらしくない。つまり、二万も三万もする大振りなナイフよりも、その辺のスーパーで手に入る一〇〇〇円の包丁の方がずっと鋭するどい切れ味を持っていたりもする訳だ。そして生産数が多ければアシもつきにくい。不良時代（……と呼んで良いのか）の知識がそう語っている。こいつは、『分かっている』側の人間だと。

　片手をグリップに添え、丸い刃を口元から離はなしながら。

　鼻歌でも歌うような気軽さで、幻げん想そう世界の住人は語る。

「浜はま面づら仕し上あげ。鎖仁サニーと恋因レインの情報が正しければ、『該当者』の一人で構わないっしょ」

「なん、だって？」

　レインコートの言い分なんぞどうでも良い。

　こんな非常識な人間が自分の名前を知っている事。それだけですでに重大なトピックスだ。

　くすくすと笑いながら、肌色の色彩を透すかせる少女は続ける。

「ま、何だって良いけど。少なくともアンタが気にする話じゃないよ、浜面ちゃん。それで、今日はどちらまで？」

　意図の見えない少年など構わずに。

　アメジストのような瞳ひとみを好戦と好奇心で輝かせて。

「相変わらず『アイテム』だの何だのの使いっ走りかな。まるで有名人のための部品だね。けど浜面ちゃん、アンタはどこまで行っても浜面仕上なんだよ。身を粉にしたって麦むぎ野の沈しず利りや絹きぬ旗はた最さい愛あいの一部になれるって訳じゃないっしょ。分かってる？　アンタの人生、何にも積み上げてないよー。アンタはロケットから切り離される使い捨てのエンジンかな。有名人がお空の上のお星様に届いたその時、用済みのアンタはただの浜はま面づら仕し上あげとして地面を転がるんだ。勘かん違ちがいをしちゃあいけないよ」

「……、」

　麦むぎ野の沈しず利りや絹きぬ旗はた最さい愛あい。

　しかも『アイテム』という組織内での立ち位置、振る舞まい。

　それなり以上に街の暗部として情報封ふう鎖さされているはずの『大前提』を、こうも容易たやすく。

「これはもっと大きなくくりの話でも言えるんじゃね？」

「なに、が」

「つまり浜面仕上はどこまで行っても浜面仕上って事さ。麦野沈利や滝たき壺つぼ理り后こうとくっつこうが、上かみ条じよう当とう麻まと同じ方を向いて事件を解決しようが、アンタが善性になれる訳じゃないの。最強の戦力になれる訳でもなければみんなに認めてもらえる訳でもないっしょ。人間は、生まれて死ぬ瞬しゆん間かんまで組織に属する個人という生き物だよ。全を無視した自由な個にも、個を無視した強固な全にもなれないんだからさ」

「アンタ……何を知っている？」

　浜面はごくりと喉のどを鳴らして尋ねていた。

「単に非公式の書類を見れば分かる事じゃねえ。麦野や絹旗はともかく、『アイテム』を追っているだけじゃ滝壺あいつとのラインまで見える訳がねえ。だとしたら、一体……」

「ん？　分かっているのは私じゃなくて鎖仁サニーと恋因レインの『お天気お姉さん』達なんだけどね」

　自分の座るソファの背もたれの上に腕をやりながら、レインコートの少女は楽しそうな感情を口元に含んで言う。

「で、質問に質問ってヤツで誤ご魔ま化かしている訳でもないっしょ。そろそろ私が赤の他人なんてフラットな位置じゃなくて、『とても好意的とは思えない誰か』ってのも薄うす々うす分かってきているはずだし。どうするの、大おお仰ぎようなふりして実は何も足跡を残せていない付属物ちゃん。私にこの距きよ離りまで近づかれたら、もう取り得る道は少ないんじゃね？　一つ、あくまで部品として滝壺理后を逃がす時間稼かせぎをする。二つ、『役』を放ほう棄きして生き残るために全力で逃げる。三つ、そうだね。ボロボロの血まみれになって上条当麻の前へ倒たおれ込み、何かしらのダイイングメッセージを渡す。ま、こんな所かな」

『アイテム』を潤じゆん滑かつに動かすための消しよう耗もう品ひん。

　他者と同じ向きを見る事でそいつと同じ正当性を欲しがる人物。

『自分』のない誰か。

「まさかと思うけど、降って湧わいたトラブルをチャンスに変えて、女の子を守ってイイトコ見せる俺カッコイイなんて真ま似ねができるとは思ってはいないっしょ、凡ぼん人じん？」

「……、」

　浜面仕上はゆっくりと息を吐はいた。

　そして距きよ離り三〇センチの異世界に向けて言い放った。




「もうどうでも良いんだけどな、そういうの」




　いっそ。

　キョトンとした目つきで、レインコートの少女は浜はま面づらの顔を見ていた。

　虚勢を張ったり会話を遮しや断だんしていれば、鼻で笑っていただろう。いやひょっとしたら、返礼として直接的な暴力が待っていたかもしれない。

「武装無能力集団スキルアウトを率いていた頃ころだったら、そういうのすげえ気にしていたかもな。とにかくステータスが欲しくて、周りからチヤホヤして欲しくて、誰だれ彼かれ構わず注目してくれなくっちゃあ『自分』なんてものを保てない。そんな風に思っていたかもな」

　だがそうではない。

　浜面仕し上あげは、本当に素のままに言っていたのだ。

「でもぶっちゃけ『自分』なんてどうでも良いだろ。自分探しとか真ま面じ目めな顔で呟つぶやいてその辺ウロウロしている連中ってすげえ馬ば鹿かじゃん。『自分』？　その価値？　そんなもん放ほうっておいても勝手について回るよ。特別になりたいとかさ、なってどうすんだよって感じ」

「……、」

「だって、普通ってとんでもねえじゃん」

　浜面は息を吐はいて、

「当たり前みたいな顔で当たり前みたいにレールの上を歩いているけどさ、それってそれだけですげえ事じゃん。人間なんてちょっと横から押したら簡単に脱線するんだぜ。夜の街で馬鹿ばっかりやってた俺には良く分かるし、その裏側に潜ひそんでいた麦むぎ野のだの滝たき壺つぼだのはもっとひどい事になってた。人様の人生取り上げてドヤ顔で語っちゃってる俺って最低クラスの人間なんだろうけどさ、ああはなりたくないし、あいつらがあんな時代に戻っちまうって言うなら全力で止めたいって思えるくらいには踏ふみ止とどまってる。それってすごく大切な事なんじゃねえの？」

　浜面仕上には色がない。

　強きよう烈れつな個性を持つ存在と寄り添わなければ、誰にも認識されない。

　まずはそれが大前提。

　ただし、彼はそこでは終わらない。

「俺はどこまで行っても無レ能ベ力ル者０だ。逆立ちしたって特別にはなれない」

　でも、と彼は呟いて、

「だから何？　どんな事が起きても特別にならない、道を踏み外さない、普通の位置からブレないってのはさ、きっとそれだけで『最強』って事なんじゃねえの？」

「ふうん、なるほどねえ……」

　レインコートの少女はくすくすと笑っていた。

　先ほどまでの嘲ちよう弄ろうとは、若じやつ干かん柔らかさのある笑み。

「想像以上にずぶずぶじゃね？　筋が通っているように見えて、思いっきり依存してるもん」

「だろうよ。……あーあ、自分で言ってて途中で気づいた。これ多分、大企業の御ご紋もんにしがみつくしかなくなってる、社しや畜ちくとか呼ばれている人達と全く同じだ。しかももがいて苦しんで脱却したいなんて思っているんじゃなくて、もう社畜である自分に喜びを感じている末期なレベルで」

　どこまで行っても格好のつかない浜はま面づらの隣となりで、水着の日焼け痕あとの残る裸身の上から半はん透とう明めいのレインコートを纏まとう少女はゆっくりとソファから立ち上がった。

　二重に重ねたレインコートの端はしが、海を漂ただようクラゲやクリオネのように広がる。

　かえって浜面は怪け訝げんな顔になった。

「何だ、何もしてこないのか？　いやまあこんなトコで得え体たいの知れないヤツと殺し合いなんて真っ平ではあるんだけどよ」

「やめた、アンタを攻こう撃げきしても実入りは少なそうだし。私の目的と合致しないから」

　首から紐ひもで下げた、子供のオモチャのように安っぽい懐かい中ちゆう時計を摘つまむ。

　口づけしてから彼女は告げる。

「……ただまあ、こっちもガキの使いじゃないんだから、何か『代わり』が欲しい所ではあるんだけどさ」

「代わり？」

「サインだよ。デモンストレーションと呼んでも構わないっしょ。銀行ってのはそういう意味じゃ色々と好都合でね。強ごう盗とう、金庫破り、色仕掛けの籠ろう絡らく、偽にせ札さつの両替にトンネル掘りからハッキングまで。セキュリティの象徴だから、逆にここを無事に叩たたけるとそれだけで犯罪者として箔はくがつく。登っておくとステータスになる難所だらけで有名な山、みたいな感じかな」

　おい！　と今さらながらよそから太い声が飛んできた。

　これまで誰だれも気づかなかったのか、あるいはあまりに堂々としていたため見送ってしまっていたのか。水着の日焼け痕の残る地肌にレインコートなんて不審極きわまる格好の少女に、ようやく警備の男達が反応を示したようだった。

「よっと」

　ずしりと重たい───そう、実際に何が入っているかも全く見えない───横長のスポーツバッグの肩紐を摑つかんで持ち上げ、少女は周囲をぐるりと見回した。

「非殺傷、か。モラルがあるのもつまんないなあ。もうちょい張り合いがあるイカれ方だとつまみ食いも楽しいんだけど」

　始めから警棒やスタンガンなどで武装した男達には興味がない。

　ビタリと彼女が見据えたのはカウンターの奥。

　巨大な丸い扉を備えた大金庫だった。

「そうだね、壊こわすならあれが良いっしょ」

　この時。

　浜はま面づらの背せ筋すじには得え体たいの知れない震ふるえが走っていた。

　そして同時に、生命の危機が少しでも自分の身を守るために様々な情報を脳内から検索して表に引っ張り出してくる。それはもう、さながら走そう馬ま灯とう。ぶわっとフラッシュバックする記き憶おくや知識の中に、こんなものがあった。

　それはフレメア＝セイヴェルンが黒くろ夜よる海うみ鳥どりやシルバークロース＝アルファら『新入生』に追われていた頃ころ。ファイブオーバー、モデルケースレールガンという極大の兵器から幼い少女を守るために使っていた待たい避ひ所じよも、やはり銀行備え付けの大金庫ではなかったか。

　錠じよう前まえ、ロッド、蝶ちよう番つがい。

　謳うたうように唱える少女は、その全すべてを無視していた。

　べろりと改めて舌を大きく出し。

　今まで持て余していたピザ切りカッターの丸い刃の側面を舐なめ取り、唇くちびるの隙すき間まへ導いて。

　ガギリ、と砕くだくような音が続いた。

　災さい厄やくは人の語で告げる。




「外がい的てき御ご供くう、我は海神マナナンに武具捧ささげ彼かの恩恵求める者なり」




　結果だけを伝える。

　ゾンッッッ!!!!!!　と。

　大扉どころか分厚い防護壁すら無視して、銀行の建物全体が斜めにズレた。




　　　　３




　午後イチの授業は体育でマラソンだった。

　上かみ条じようのクラスは男女合同で学校の外へ追い出される。

「ひい、はあ！　おかしいだろ、なんか駅伝とかマラソンとか冬の風物詩みたいになってるけどさ。そもそもプロ野球とかって冬にハードな運動すると怪け我がするからやらないって話じゃなかったっけ!?」

「走ってる最中にそんだけしゃべれりゃ問題あらへん。はあ、はあ。なんやかんやでカミやん鍛きたえられてるんと違う？」

「それはあれか、主に夜の街で訳も分からず不良どもに追い駆け回される例のアレか!?　嬉うれしくも何ともねえ!!」

　上かみ条じよう達は別に先頭グループという訳でもなく、中の下くらいをのんびり走行中。とはいえ、昼休みにゴージャスに食べ過ぎたのか、脇わき腹ばらを押さえた脱落組を見るとやっぱり怒ど鳴なり合いながら駆けずり回っている上条はスタミナがある方なのだろう。

「そういやカミやん、お邪じや魔ま先さきの学校の制度聞いた？　中等部と高等部でアシスト制度とかやっとるみたいやで」

「吹ふき寄よせとかも言ってたっけ？　無料でついてくる家庭教師って考えると便利そうだけど、でもなんか実際にはエスカレーター校の進学率を上げるためのものなんだろ。中等部卒業した子が高等部に進まないで別の学校を選択するのを阻そ止しするための。そう考えるとちょっと窮きゆう屈くつだよなあ」

「ていうかもう先輩と後輩の手取り足取りアシスト制度ってだけで真っ白な百ゆ合りの花が脳裏を埋うめ尽くしてたまらんのやけどボクＭＲＩ受けた方がええ？」

「どっちかと言えばカウンセリングか出家だな。あと別に女子限定って訳でもないだろ、普通に男と男でマンツーマンのアシストもありえるはずだけど」

「ぐはあ!?　フォークダンスの余った組とかじゃねえんだ！　何でっ、どうしてそこで男子と女子のクロスオーバーが発生せえへんのか!?」

「お前が思っている通りの事態を危き惧ぐしているからじゃね？」

　しかし実際どうだろう。

　そりゃあ胸元ぱっつんぱっつんで太ふと股ももからはガーターベルトがチラリ、普ふ段だんはぴしゃりエリートだけど実際はちょっと間が抜けておっとりな寮りようの管理人のお姉さん的パーフェクト美人先輩が手取り足取り教えてくれるのならばパラダイスだろうが、ひとまずドリームは横に置いて、リアルな話を。

　さて、日々の部活動さえかったるくて帰宅部一直線の上条や青髪ピアスとしては、プライベートな勉強時間まで容よう赦しやなく踏ふみ込んでくる『先輩』とは果たしてそんなにありがたい存在に映るのだろうか？

「んじゃま、そろそろボクも本気出してスパートかけるから。ほなお先に失礼って事で！」

「あん？　何でいきなりそんな熱血になってんだ青髪!?」

「馬ば鹿かやねカミやん。今日の体育は男女混合。そして女子のマラソンと言えばゆさゆさぷるんぷるんが待ってるに決まっているやん!!」

「お前はあれだな、そのパワーを全すべて正しい方向に導けば銀河の一個二個は救えるんじゃねえの？」

「ここは大だい魔ま王おうを倒たおして宇宙全銀河を救ってもご褒ほう美びキスの一つもないセカイなんやで？　でもってボクは気づいた、ゆさゆさぷるんぷるんは背中を追っているだけでは見えない、前から見なければ意味がないと!!　よってボクは頂点に立たなくてはならないのだっ、全てのゆさゆさぷるんぷるんを拝おがむためにっっっ!!!!!!」

　どだだだだだだだーっ!!　と派手な足音を立てて青髪ピアスの背中が小さくなっていく。マラソンだっつってんのに完全に短たん距きよ離りスプリンターな走り方だった。多分ドーパミンだかエンドルフィンだかが出まくってて痛覚が飛んでいるんだろう。きっとトップに躍おどり出る前に酸欠で倒たおれる。踏ふんづけないように気をつけようとだけ心に留とめておいた。

（……そういや結局土つち御み門かどのヤツはどうなったんだ。上かみ里さとに聞き忘れたな）

「おい人間」

「そして忘れた頃ころにやってくるオティヌス地じ獄ごく」

「いきなりご挨あい拶さつだな。きちんとポケットの中で黙だまっておいてやったというのに」

「ていうか、やっ、やだっ！　体操服に着替える途中どこにいたんだオティヌス？　お前ひょっとして俺の全部……っ!!」

「～～～ッッッ!!　むしろお前がすっぽかしていきなり着替え出すのが悪いんだろうが！　逃げ場のない私の気持ちも考えろ!!」

　授業時間内に完走さえすれば順位は特に関係ないので、上かみ条じようはいったん立ち止まって脇わきへ。オティヌスとの会話に集中する。

「平和なものだな。上里翔かけ流るのヤツが接触してきたんだろう」

「……そうか、ポケットの中のオティヌスの存在がバレてたらあそこで軽めに世界がぶっ壊こわれていたかもしれなかったんだな」

　今さらのように学食での事を思い出しつつも、

「ただ、今回のケースって上里がお膳ぜん立だてしていると思うか？　何もかも先回り、あるいは新しい学校選定の段階から嚙かんでいた？　でも僧そう正じようが学校の校舎を潰つぶしたのも、小こ萌もえ先生達が代理の校舎を見み繕つくろってきたのもかなりランダム性が高い。何より昨日の晩に俺と上里がぶつかった『顚てん末まつ』だって、向こうにとっては予想外なものになったはずだ。そこまで全部考こう慮りよして新しい襲しゆう撃げき計画なんて立てられるものかな」

「確かに、まあそこまで事前に考えられるのならもっと上う手まく先回りして、そもそも敗北しないように状況を設定しておくのが筋ではあるだろう」

　肩の上に乗ったオティヌスはあっさりと認めた上で、

「……だがヤツがアドリブに強い人間なら関係ない。棚から牡ぼ丹た餅もちで手に入った状況をフル活用して、お前の牙が城じようを切り崩くずしに来てもおかしくない。おあつらえ向きに、お前と上里は同じ生活空間内にいる。その気になればいつでも襲おそえる」

「……、」

「上里翔流のやり口は昨夜見た通りだ。はっきり言おう、あいつはお前よりも私に近い。『グレムリン』を率いていた『魔ま神じん』オティヌスを覚えているな。目的のために科学も魔ま術じゆつもかき集め、敵も味方も翻ほん弄ろうし、ただ己の目的のために世界を使い倒す。上里翔流に聖域は存在しない。まさかそんな、いくら何でもそこまでは。そうした言葉は一切不要だ。かつてこの神がお前一人をへし折るために、世界を焼いて柔らかい部分を根こそぎ抉えぐったのと同じようにな」

「そんなにか……」

「そんなにだ」

　オティヌスは断言した。

「故意か偶発かはさておいて、特異な力を手に入れた事がきっかけで歪ゆがみ、状況を元に戻そうとする所なども含めてそっくりだな。私は自分がそうだったから良く分かる。こういう手合いは目の前に広がる世界全体が薄うすっぺらく見えるから、周囲への犠ぎ牲せいや被害に興味がない。映画やドラマのセットの中で生きているような感覚で埋うめ尽くされているから、罪悪感がない。ヤツは、目的のために手の届く全すべてを躊ちゆう躇ちよなく破は壊かいするだろう。大金庫をこじ開けるために街全体を停電させる必要があれば、病院の新生児室も在宅介護の酸素吸入器も無視してスイッチを落とす。そういうヤツだ」

　上かみ条じようはゆっくりと息を吐はいた。

　そして言った。

「俺はそこまでは思わない」

「ほう。意見を伺おうか」

「ほんとに何も感じないヤツなら、バードウェイ姉妹を助けるために協力した意味が分からない」

「だから言っただろ、映画やドラマと同じだって」

　オティヌスは呆あきれたように答える。

「これはフィクションです、エンターテイメントです、現実の事件や団体とは一切関係ありません。……それでも悲劇は見たくないだろう。変えられるものなら変えてしまいたいだろう。その程度のものさ。テレビゲームでスコアが増えようが残機が減ろうが長い人生には何の影えい響きようもない。だけど数字が目に見えれば頭に血が上るものだろう。だから気をつけろ。ヤツの共感や熱情は、軽い。その時その場でハンカチ片手に泣いていても、スイッチを切り替えるように自分の目的を遂すい行こうできる。カップ麵めんのＣＭでいちいち驚おどろきの顔を浮かべられる芸能人くらいにな。昨日の理解が今日の関係に続くとは限らないと考えておくべきだ」

　上条当とう麻まも、上かみ里さと翔かけ流るという人物について深く知っている訳ではない。

　専門のプロファイラーではないので、交わした言葉の真しん偽ぎや深さについて一〇〇・〇％言い当てられる訳ではない。

　ただ。

　どうしても。

　オティヌスの言っている事に、簡単に頷うなずけない自分がいるのを上条は感じていた。敵か味方で言えば、上里は間違いなく敵だ。上条当麻の右腕を躊躇なく破壊し、最後に残った『魔ま神じん』のオティヌスを容よう赦しやなく殺害しようとしている危険人物だ。

　だけど、バードウェイ姉妹を助けるために動いた部分まで否定するのか。

　身近な世界、守りたかった少女達について憤いきどおっていたその心には、見当違いの部分もあったかもしれない。ただそれは、そんなにも大切なものを見つけていなければ踏ふみ外す事のない一線だったのではないか。

　そんな風に考える上かみ条じようの横顔を見て、肩のオティヌスは呆あきれたように息を吐はいた。

　そして言う。

「おい、まさかお前まで上かみ里さとに当てられているのではないだろうな？」

「えっ」

「冗じよう談だんじゃないぞ……。上里翔かけ流るの周囲に特異な戦力が集中している事から分かる通り、ヤツには相当の人心掌しよう握あく術じゆつがある。単なる話術だけとも思えない。ふっ、『どこにでもいる平へい凡ぼんな高校生』か。庶しよ民みんの代表とか何とか勝手に名乗って、自分を弱者に見せかけて共感を得る手合いもいるにはいるが、あれはそういうポーズでもないだろう。オーラ、カリスマ、何でも良い。そういう目に見えないものを持っているヤツの顔だ」

「……、」

「言うほど簡単な相手ではないぞ、上里翔流は。お前が奇跡のようなバランスで成り立っている天然のダイヤなら、ヤツはそれを実験室で完全に再現できる人工のダイヤだ。どちらにせよ輝かがやきは変わらない、簡単に魅み入いられて吞のみ込まれるなよ」

　上条はごくりと喉のどを鳴らしてから……ふと怪け訝げんな顔になった。

「待てよオティヌス、それだと計算が合わないだろ」

「何がだ？」

「いやだって、上里が人工のダイヤで俺が天然のダイヤなら、俺にだって上里と同じ『何か』があるって話になる。特殊な右手を持っていれば誰だれでも彼でも寄ってくるって訳じゃあるまいし、そんなオーラだのカリスマだのが備わっているように見えるのか、こんな『どこにでもいる平凡な高校生』が」

「……ああ、もう分かった。まさしくこの天然野郎が……」

「？」

　上条が首を傾かしげた時だった。

　後ろから女の子の声がかかった。

「何よ上条、やっぱり午後イチだから体調悪く……おっと」

　半はん袖そで体操服の吹ふき寄よせ制せい理りその人であった。

　そして黒髪おでこのクラスメイトは、何な故ぜだか肩に乗るオティヌスを見て生温かい目になった。

「上条、それは貴様の個性であって短所じゃない。だけど一応外に出る時は考えろ」

「いやもうぶっちゃけるけどオティヌスは別に際きわどい服を着た人形とかじゃないんだ。ちょっと触さわってみれば分かるからっ！」

「……生あい憎にくと、人形を眺ながめて楽しむくらいなら理解できるが、流石さすがに触って楽しむのは……そもそもこういうの異性に強要するのってセクハラなんじゃあ……？」

「おい人間、この神が『理解者』のお前以外にベタベタ触られるのを許容するとでも思っているのか」

「……そして自分から勝手に強要しておきながら裏声の腹話術で突き放すこの感じ。世界観ができすぎててもう割り込めない。可愛かわいらしいお人形に『神』とか称号つけてるし……。私はこれからクラスメイトとどういう距きよ離りで接すれば良いというの……？」

「助けてカミサマーっ!!　上かみ条じようさんが謎なぞの枠に入りそうになってまーす!!」

　割と本気の泣きを見せる上条だが、『理解者』を名乗っているはずのオティヌスは断固として少年の肩からどく気なし。

　吹ふき寄よせも吹寄で、あんまりこのラインを攻めても実になる事はなさそうだというくらいは察してくれたらしい。話題を変えてくる。

「そういえば上条、転入生の話って聞いている？」

「あん？　つかそれはまさしく俺達の事じゃねえのか」

「私達は校舎を借りているだけだから厳密には転入生じゃない。そうじゃなくて」

　吹寄は息を整えながら、

「何だったかしら。上かみ里さと翔かけ流るとかいうヤツ。貴様何か知り合いなんでしょ、昼の学食の話がちらほら聞こえてきているんだけど」

「っ」

「上条？」

　いや、と彼は言葉を濁にごした。

　学校のクラスメイトの口から上里という名詞が出てきた事に、想像以上に心臓が跳ねている自分を上条は自覚していた。なんというか、魔ま術じゆつや『魔ま神じん』という単語が当たり前のように飛び交っているのと同列に感じられるのだ。

「でも聞いた感じだとあんまり浮いた話題もないみたいね。可もなく不可もなくっていうか、転入生ってフレーズがなければそのまんま埋まい没ぼつしていきそうっていうか。何だか私達、大量に押し寄せちゃって悪い事をしたみたい」

「……あいつは目立つの嫌きらうヤツだから、むしろ喜んでいるんじゃねえかな」

「なら良かったけど」

　ひょっとするとそれが気になっていたんだろうか。

　気配り上手のクラスメイトである。

　でもって、そろそろ上条としてもマラソンに復帰しないと授業終了までに完走できなくなるかもしれない。吹寄と一いつ緒しよに指定されたコースをゆっくりと走る事に。

「にしても、吹ふき寄よせってジョギングとか手慣れている印象だったんだけどな。俺より遅いって事は平均以下か？」

「私のは健康維持のためだから。ドタドタどすどすタイム競って体に負担をかけるなんて真っ平ごめん。順位よりも自分のペースを守りたいのよ」

　言われてみれば吹寄は息が上がっている様子もないし、筋肉などが強こわ張ばっている感じもしない。おそらく本気を出せばかなりの上位を狙ねらえるのだろう。

　そして隣となりを走る吹寄は上かみ条じようの視線に気づくと、何やら不審そうな顔つきになった。

「何でさっきからこっちジロジロ見ているのよ？」

「───、」

　これはきっと上条当とう麻まだけの責任ではない、と思う。思いたい。

　不幸の源みなもとはむしろ周囲にある。

　一つ、吹寄制せい理りから『見ているのよ』と言われた事で上条が自分で自分の視線の先を意識してしまった事。

　二つ、ついさっき爆ばく走そうしていった青髪ピアスの妄もう言げんの中にこんなフレーズがあった事。

　ゆさゆさぷるんぷるん。

　不審から無の表情へ変じていくクラスメイトは、棒読みでこう尋ねた。

「……気になるのか」

　そして上条当麻は正直に答える事にした。

「気になりますッ!!」

　直後に大変正直なヘッドバットが襲おそいかかってきた。




　　　　４




　オレンジ色の密度が濃い。

　放課後、やはり一二月になったためか日の入りが早いようだ。部活に委員会に外へ遊びに、様々な理由で生徒達が校舎から吐はき出されていくその光景は、オレンジ色の夕日で染め上げられている。

　そんな中、上条当麻は部活でも委員会でも外へ遊びに出かけるでもなく、学校の敷しき地ちの中を歩いていた。

　両手には燃えるゴミと燃えないゴミ、大きな袋が二つある。

（……ええと、こっちで良いんだよな、っと）

　職員用の裏門の近くにゴミ捨て場がある。言葉では分かっていても、実際に初めて歩く場所は少々おっかなびっくりだ。授業の特別教室と違って到着までのタイムリミットがないのが救いか。

　誰だれもいないのを良い事に、ポケットからオティヌスがひょっこり顔を出す。

「んー」

「オティヌス」

「文句があるなら自分の胸に聞き直せ。せめて私の入っているサイドで燃えないゴミの袋を持つんじゃないっ。軽めに生ゴミ臭しゆう！　何だこれっ、焼きそばか、それともから揚げの透とう明めい容器かっ!?」

　ぶつくさ言いながらオティヌスは人の腕をよじ登って肩までやってくる。彼女のサイズからすれば結構な高低差でバランスも悪そうだが、どうもそこを定位置とみなしている節ふしがあった。

「言うほど何もなかったな。上かみ里さとの方から仕掛けてくる様子もなかったし」

「……私に言えた義理ではないが、そもそも完全管理された学園都市で上里翔かけ流るが当たり前の日常生活を送っている事自体がすでに極大の異常事態なんだがな」

　呆あきれたように言うオティヌスは続けて、

「元々この街で生活してきたお前には分かりにくいかもしれないが、これは技術、情報、金銭の面で多大な負荷を強しいられる。たとえてっぺんの統とう括かつ理事会の連中がお目こぼしをしていてもな。であるからには、上里側にも何かしらの意図があるのだろう。名残なごり惜おしいからもう少しここにいようくらいの気持ちでできるものではないぞ」

「そんなもんか……」

　言いかけて、上かみ条じようは慌あわてて首のマフラーを巻き直した。

　肩のオティヌスを思い切り巻き込み、その中に隠かくしてしまう格好で。何だか『ぶぎゅう!?』とかいう幻げん聴ちようが聞こえた気もしたが、今はそれどころではない。

　理由は単純、ゴミ捨て場には先客がいたからだ。

　中等部と高等部で共用のスペースなのか、裏門近くの一角は結構な勢いでゴミ袋が山積みされていた。教室二つ分くらい確保されているはずなのに、場所によっては人間の背丈よりも高い位置まで積み上げられている。地じ震しんが起きたりしたらそのまんま生き埋うめにされかねない感じだ。

　購買組のジュースのパックや菓子パンの袋のせいか、何だか全体的に甘ったるい匂においで包まれている。

　でもって、先客はそんなゴミの山と山の間、谷のような場所にいた。

　制服姿のまま、両手にはビニールの手袋。

　小こ萌もえ先生に負けず劣おとらずの掌てのひらサイズ、大きなリボンに長い髪の生徒会長。

「やあやあ。うちの学校、どうですか？　中等部と高等部で共有しているスペースとかもあるから、ちょっと普通の学校よりも入り組んでいて迷いやすいかもしれませんけど」

「心配ご無用。設備に関しちゃ前の学校よりも良いくらいだ」

　上条の言葉を聞いてほっと安あん堵どしているようだが。

　さて。

「……何だっけ。確か名前は教えてもらったはずなんだけど」

「ところでそっちは日直か何か、ですかね？」

「そうだビクビクウサギだ」

「一応言っておきますがスラングというか非公式というか、とにか痛っ！　舌嚙かんだ……。ひょにきゃく本人前にして言うようなあだ名じゃありませんからねそれ!!」

　感情が高まると重力に反発するのか、ピョコンピョコンと真上に跳ねている。

　マフラーの中でもごもご言ってるオティヌスはひとまず放ほうっておいて、上かみ条じようは不思議そうな目をビニール手袋装備の少女へ向けていた。

「そういう会長さんこそ何でこんなトコに？」

「そして名前を覚える気もなさそうかなこれはー……ッ!!　みっ、みっ」

「？」

「未み絵えちゃーん!!　わーん!!」

　感かん極きわまるととにかく例の女子中学生にすがる癖くせでもあるのか、ビクビクウサギがビニール手袋のまま携帯電話を操作し始めた。送信から返信までが超速い。予測検索のショートカットを使っても間に合わないくらいだから、多分ほとんど記号や顔文字だけで会話を成立させている。

　そして着信音と共にメールを開いた会長がピキリと石化した。

　動かない掌てのひらサイズを危き惧ぐして上条が恐る恐る肩越しに携帯電話を見てみると、小さな画面にはこうあった。
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「ぶっ、ぶごふっ、うえええ……」

「何もブタ語で泣き出すほどの非常事態じゃないと思うんだ生徒会長。昼に思春期って言ってただろ」

「ふごふう。埋うめ合わせの意味でも未絵ちゃんを遊びに誘さそうので、ちょっと黙だまっててくれませんかね。いえ決して年上の私が愛あい想そ尽つかされるのが恐ろしくて中学生相手に揉もみ手モードと化しているなどという話ではなく」

　肩に手を置いて慰なぐさめてやると嗚お咽えつが徐々に小さくなっていった。……ちなみに知ったような口を利きいているツンツン頭もカテゴリ的には思春期内のはずである。

　で。

　なんというか共に苦境を味わうと心の距きよ離りも縮まるものらしい。

　ぐじぐじと真っ赤になった鼻を擦こすりながらビクビクウサギは語る。

「ぐずっ……。と、というかまあ、その、こちらは毎度お馴な染じみ生徒会の活動というか、ようは雑用の一環なんですがね」

「うん？」

「ゴミの分別」

　会長はあっちこっちの山を指差して、

「大おお雑ざつ把ぱに燃えるゴミ、燃えないゴミで山を分けていますが、中には面めん倒どう臭くさがってお構いなしにアルミホイルだの何だのボンボン放ほうり込む人もいましてね」

「ああー……」

　何となく上かみ条じようは自分のゴミ袋へ目をやる。

　半はん透とう明めいの袋を外から見る限り、特に問題はなさそうに思えるが、

「まあ、学園都市の処理場はリサイクル関係も拡充していますから。生ゴミの堆たい肥ひ化かはもちろん、古紙、金属、プラスチックから都市鉱山……ようは電子回路の中にあるミクロサイズのレアアースまで何でもあり。エアー、磁力、静電気、遠心分ぶん離り。よっぽどの事がない限り回収後に大型装置で徹てつ底てい的てきに選えり分けられるみたいなんですがね。……でも流石さすがにカッターの折れた刃とかヘアスプレーの缶とかそのまんま捨てちゃうような事例は未然に防いでおきたいな、と」

「うげっ、そこまで見境なしなヤツまである訳？」

　捨てる方はワンアクションだろうが、場合によっては回収に来た清掃員の指を吹っ飛ばしかねない。収集車は少しでも効率を上げるため、強きよう烈れつなプレス板でゴミ袋を圧あつ搾さくするからだ。

「ええと、その、中高合わせて五〇〇人以上が生活していますので。家庭ゴミと違って出所を特定される心配が少ないっていうのも効いているのかもしれませんがね。袋に各クラスの数字を書き込みましょうって議案は何な故ぜだか反対が多くて否決されちゃったし……」

「けどまあ」

　上条は燃えるゴミと燃えないゴミの袋を、ビクビクウサギの指差し指示に従って大雑把に二つの山へ合体させながら、

「ここって中高共用のスペースなんじゃあ？　高等部の生徒会長がここまでやる必要まではないと思うんだけど」

「結局中等部は高等部の『付属』って位置付けなので、全体の責任は高等部に降りかかってくる訳ですがね。それに」

　ビニール手袋の生徒会長はゆっくりと息を吐はいて、

「私がやる必要はなくても、ええと、誰だれもやらなければ危険は素通りなので。となると誰かが手を動かさなくちゃならないって結論に落ち着く訳ですけども」

「……、」

　自分の仕事を終えた上条は周囲をぐるりと見回した。

　教室二つ分のスペースに、場所によっては自分の背丈を超える山々。

「……俺も手伝いましょうか？」

「あっはっは、一〇〇年早い。後はあなたが持ってきてくれたその袋を調べれば今日の分は完了ですから」

　もう一度、上かみ条じようは途方もないゴミの山を見てしまった。

　あれを、すでに、全部、一人で？

「私だって日々成長している訳ですがね」

「ううんと……すみません、どの辺が？」

「あまりジロジロと人様の身体からだを眺ながめ回さないように。ほぼ初対面!!」

　ビクビクウサギはどこにも自じ慢まんのできない胸をガードするように両手を交差して縮こまり、ちょっと涙目になりつつ、

「ぶっちゃけ最初の方は一つ一つ手作業で中開けて確認していこうかとも思ったんですがね、その、どうにもならない壁にいきなりぶつかりまして」

「そりゃそうだ」

　でも今はそうでもないらしい。

　理由はと言えば、

「カッターの刃とかスプレー缶とか、滅めつ法ぽうデンジャラスなものって大体金属じゃないですか。ですから安物の金属探知機を通販でゲットしましてですね、外から機材を近づければ大おお雑ざつ把ぱに当たりはつけられる、と」

「なるほど」

「ま、まあ厳密には完全分別ができている訳じゃないんですがねっ！　でもさっきも言った通り学園都市の場合は都市鉱山含めたリサイクル分別処理が半はん端ぱではないので、その辺は持ちつ持たれつというか何というかそんな尊敬のマナザシを受けちゃうと流石さすがにこっちも……っ!!」

「別にレアな能力とか使っている訳じゃなかったのか」

「お昼からちょいちょい刺しに来ていますよね!?　何か私悪い事でもしましたでしょうか!?」

「ぎゃーっ!!　そういうお前こそドロドロビニール手袋で摑つかみかかってくるなっ!!　新手の生物化学テロか!?」

「あら失礼」

　あっぷあっぷになっている上条の襟えり首くびから両手を離はなしつつ、

「ともあれ、ここにはもう用はないので、あなたも残る必要はありませんがね。ええと、ちなみにこの後は部活？　それともバイトか何か？」

「がっつり帰宅部です」

　そうですか、とだけ生徒会長は答えた。

　良くも悪くも興味はなさそうだ。わざわざ一番面めん倒どう臭くさい役回りで放課後を潰つぶしている身の上なのに、あんまり帰宅部に対する偏へん見けんはないらしい。

「ならさっさと帰りましょう」

「ありゃ？　生徒会とかってのは？」

「ええと、忙しい日と忙しくない日を自分で選べないのが私達の辛つらい所なんですがね」

　たははと力なく笑うビクビクウサギはビニール手袋を外していく。

　今日の仕事はおしまい、という儀ぎ式しきらしい。

　と、そこで手持ち無ぶ沙さ汰たの上かみ条じようはゴミの山に埋うもれるようにあったものを見つけた。

　跳び箱を二セット平行に並べたくらいの大きさの錆さびた鉄の箱に、真まっ直すぐな煙突を取り付けたようなそれ。

「焼しよう却きやく炉ろなんてまだ残っていたんだな、こんな時代に」

「それ、基部のトコががっつりコンクリの地面とくっついているらしくて、真ま面じ目めに撤てつ去きよしようとすると無む茶ちや苦く茶ちやなお金がかかるみたいですがね」

　箱の上部には金属製の扉のようなものがあったが、こちらは太い鎖くさりと南ナン京キン錠じようでぐるぐるに封ふう鎖さされている。下の方にある、灰をかき出すための小窓も以下略だった。

「……誰だれも使わないなら、わざわざ封をする意味は？」

「ええと」

　と、何やら生徒会長は顔を赤らめてもじもじ。両手の人差し指を（小さな、あるいは平たい）胸の前でくっつけたり離はなしたり。

　予想外過ぎる反応に上条は無の表情になった。

　今の会話のどこにソノヨウナハンノーを返す桃色要素があったというのだ!?

「もしや何でもかんでも鎖で縛しばり上げたい緊きん縛ばくマニアか、とにかく密室を作って出入りを封鎖したい閉所管理マニアの人？　ひょっとしてソリッドシチュエーション上等、デスゲームの管理人志望の方ですか……？」

「想像に飛ひ躍やくがあり過ぎませんかねっ!?」

「なら一体何だと」

「う」

　と、何やらまたモジモジ。

　そして白状するように彼女はこう切り出してきた。

「そのう、焼却炉をそのまま放置しておくと、ええとですね、夜中にこっそりやってきて物を燃やそうとする生徒が出てくるようでしてね。……その、いわゆる勇気を出してレジまで持っていったものの中身が拍子抜けで行き場のなくなったえっちな本や勢い余って深夜にネット通販でクリックしてしまった等身大のお人形さんや抱き枕まくらカバーさんなどを……」

　ガカァッ!!　と上条の意識に雷鳴のような衝しよう撃げきが走り抜けた。

　マフラーの肩の辺りがもごもごうるさい。

『（……その手があったかとか考えているのか？）』

「まさかそんな、ろくでもない誤解だ」

「あっ、だ、駄だ目めですよ！　結局盛大に煙が出るのでちっともコソコソしてないし、最悪、校内のセンサーが火の粉や煙の反応を捉とらえて警報を撒まき散らしますから！　建造物不法侵入やら放火未み遂すいやら思わぬ大事件になって最後に泣くのは自分です。本人にその気がなくてもリアルな人形の燃え残りの顔や腕とご対面して何も知らない周りがパニックを起こせば威い力りよく業務妨害とかつきかねません！　『何な故ぜこうなったのか』を公式の記録として残されますからねっ!!」

「だからナイスアイデアとか思ってねえし!!」

　確認作業というよりはいつもの癖くせのような感じなのか、ミニマムな会長さんは鎖くさりを繫つなげている南ナン京キン錠じようをガシャガシャと軽く揺ゆさぶって、

「今日も問題なし、と。じゃあ帰りましょう」

「うす」

　今度こそ上かみ条じよう達はゴミ捨て場を後にしていく。

　今日もお勤めご苦労様。




　　　　５




　でもって。

　校門の辺りでビクビクウサギと別れた上条には、特別なミッションが待っていた。

「ついにスーパーへ出かける時間がやってまいりました。買うよ、今日という今日は一週間分の食材を買いますよう!!」

「……こんなの決意をもって表明している事自体がまともじゃないんだ」

　あっという間に夕暮れから夜へと空の色は変わっていく。

　あんまり見慣れない通学路を歩く上条と、肩の上のオティヌスも吐はく息の色が白い。

「というかだな、おい人間。あの腹ペコシスターは今いま頃ごろどうなっているんだ。あり合わせの食材では朝食分しか保もたないはずだったろう」

「知らないのか。ヤツはメイド見習いの舞まい夏かの移動ルートを完全記き憶おく能力で覚えているから、その気になれば街を徘はい徊かいするだけでご飯がもらえる仕様になっているんだぞ」

「不審者にしか見えない……」

「……というか、舞夏で思い出したけど土つち御み門かどのヤツは結局どうなったんだ、今日も学校来なかったし。何となく上かみ里さと勢力にボコられたというふわっとした情報しかないんだけど」

　そんなこんなで街に繰くり出す。

「おい、繁はん華か街がいのメインストリートは軒並みどこも割高なんじゃないのか？」

「そう思うだろうオティヌス？　みんなそう思うから売れ残りが発生する。でも売れ残っていますみんな買いに来てねと宣伝するとお店のブランドに関かかわる。なので賞味期限ギリでほとんど捨て値に落ちているにも拘かかわらずセール情報はそんなに多く流れていない。狙ねらい目というヤツなのだよ、普ふ段だんお高くとまってやがる輸入食材専門の高級スーパー様とかがなあ!!」

「ちょっと待て、ギリを狙ねらうのか。今さっき一週間分の食材の話をしていたはずだろう!?」

「オティヌス、お前のような神様に一つ言っておく事がある」

「？」

　怪け訝げんなオティヌスに、上かみ条じようはふんわり笑顔で告げた。

「人間は、そう簡単には死なない」

「みんながみんなお前と同じ耐久力と思ったら大間違いだぞ……ッ!!」

　学園都市は学区ごとに特色の豊かな街並みが広がっているが、第七学区は良くも悪くも平均的というか、普通な感じだった。上条達が今いるのは、ファミレスやハンバーガーショップなどの外食関係、カラオケやゲームセンターなどの遊興関係、洋服や楽器なんかを売っているオシャレ関係のお店なんかがざっくり並んだ商店街といった雰ふん囲い気き。全体的に、何をするにしても金はかかるんだけど何をしたって平均以上の満足は得られない、チェーン系列でまとめられている辺りが何とも哀かなしい。やはりターゲットは下校途中の学生なのか、色んな制服を着たままの少年少女が人の流れを作っている。

　そんな中、

「……あれ？」

「どうした人間」

「見知った顔がある。ええと、メガネと、ビクビクウサギと、あと何だか特徴に乏とぼしい生徒会の人達。極め付けに中等部のナントカさん」

「それ本当に知り合いってレベルなのか!?」

　ともあれお人形扱あつかいのオティヌスを肩に載せているのがバレると色々生温かくなりそうだ。急きゆう遽きよ上条はマフラーを巻き直し、毛糸のハリケーンにオティヌスを巻き込む事に。

『（……おまっ、これ超チクチクするわ全身締しめ付けられるわで大変なんだぞ！）』

「色々あるんだ。あとシャラップ神様」

　上条は小声で応じながらも、わずかに目を細める。

「……一いつ緒しよに上かみ里さとがいる。お前がここにいる事は絶対バレたくない」

『……、』

　それでオティヌスも黙だまり込んだ。

『（……黙って立ち去る選せん択たく肢しは？）』

「もう地雷を踏ふんでいるんだけど足を上げないからまだ爆ばく発はつはしないみたいなこんな状態で？　職務質問の基準の一つには不自然に振り返る、引き返す、ってのもあったはず。つまり悪い意味で目立つ、余計な一手間は省きたい。最善は『人の流れに逆らわずに素通り』だ」

　生徒会の面々と上里が集まっているのは、ゲームセンターの入口近くに設置されているクレーンゲームのようだった。

　上かみ条じようの幻想殺しイマジンブレイカーでは上かみ里さとの理想送りワールドリジエクターには勝てない。

　これは昨日の夜に確定した。

　そして上条の右腕が上里に破は壊かいされると、何か別の『モノ』が飛び出すという未確認情報がある。細かい条件は把は握あくできていないが、だからこそ怖い。

　周囲に広がる楽しそうな声が、ざわざわという言語化不能のノイズへ変わっていく。

　これだけの人混みの中で、『アレ』が飛び出たらどうなるか。

　想像がつくからではなく。

　できないからこそ、怖いのだ。

「おっ」

　と、生徒会の中の一人、メガネの男子生徒と目が合った。

　クレーンゲームのガラスに両手をつけてべったりのビクビクウサギこと生徒会長の……誰だれさんだったか。とにかく彼女に代わって手を振ってくる。

「問題児二号さんじゃないですか」

「テメェも大たい概がいひどいな。しかも上里が一号で俺が二号なのかよ！」

　上条が思わず叫ぶと、事態に気づいた上里が肩をすくめて薄うすく笑う。

「そりゃあまあ、ぼくの方が早くこっちに来ている訳だしね」

「……そう言われると反論はできない」

　ともあれ、上条の方もクレーンゲームへ近づいていく。

　イマドキ女子中学生の秋あき川かわ未み絵えは掌てのひらサイズのビクビクウサギの背中に隠かくれているようで隠れていない、生いけ垣がきから胴体出ちゃってる感じの防御力を維持したまま上条と向き合っていた。

「あっ、あの、ええとですね、この前はどうもというか……」

「この前っていつだっけ？」

「っ」

「というか根本的にどなたさんなんだ……？」

「みっ、未絵ちゃん？　カサカサしたままのしかかってこないでくれませんかねーっ!?」

　ここで暇ひまを潰つぶしている割に、戦利品は見当たらない。おそらく負け続けなのだろう。一体いくら突っ込んだかは知らないが、ガラスケースの中の不細工なぬいぐるみにそこまでの原価があるのかは判断に困る。食材探しの旅人上条当とう麻まとしては背せ筋すじに寒気が走る浪費の仕方だ。

　全すべては頭のてっぺんから湯気が出ているミニマム生徒会長の賜たま物ものだろう。

「う、ううううう……。あと少し、ほんの少しで。気合が！　根性が足りないと見ましたがね！　よしやるぞーっ!!」

「……もう技術論とかじゃなくて精神論に焦しよう点てんがぶっ飛んでいるし、そもそもクレーンゲームって技術の前にまずアームのバネの緩ゆるさで勝負が決まるっていうか、パチンコ屋さんの設定並みにアコギなビジネスモデルだったはずじゃあ……」

　言いかけたその口をメガネの掌てのひらで塞ふさがれた。

　ついでにメガネは自分の唇くちびるの前に空いたもう片方の手の人差し指を当てている。

　面おも白しろいから黙だまっていろのサインであった。

　そもそも根本的にビクビクウサギは茶色い髪の女子中学生との二に人にん羽ば織おりに近い状態で、つまり頭から湯気は出しているが実際にボタンを操作しているのは秋あき川かわ未み絵えである。生徒会長のお仕事は念を送るというか、『おいしくなーれと言う人』と同レベルになっているような気がしないでもないが……？

「（……彼女は大体いつでもこんな感じです。放課後、お手伝いにやってきている秋川さんが実質的に書類の八割に目を通しハンコを押してゴーサインを出していると言っても過言ではないくらいに）」

「実はほんとに乗っ取られてやがった生徒会！　青髪、俺達の妄もう想そうもあながち捨てたもんじゃなさそうだぞーっ!!」

「（そりゃあ大おお仰ぎような名前の雑用係としては、乗っ取っていただいた方が肩の荷が下りて楽ができるのですが。ただし、秋川さんは秋川さんで何でもそつなくこなしてしまう分だけありがたみを理解されにくい。学校の代表としては、やはりピーキーな個性を持った会長くらいがちょうど良いんです、心身共にね）」

　なんというか、経験ゼロでカリスマだけ持ったアイドル系一日警察署長と堅実に事務処理を行う警察官かん僚りようみたいな扱あつかいだ。

「愛されているのか小こ馬ば鹿かにされているのか……」

「ハッ!?　だっだっ、誰だれか現在進行形で馬鹿の話をしていますか!?　生徒会長なのにギリギリで平均点に届かなくてすみませんね!!」

「えーっ！　会長なのに満点コースじゃねえの!?」

「ひいいーっ！　ひいいいいいいーっ!!」

「えと、かと言ってオール〇点まで振り切れない辺りも『お姉ちゃん』らしいです」

「ぶごふう！　うええっ、未絵ちゃんの見て見てアピールで私が四し面めん楚そ歌かーっ!?」

「全体的に爽そう快かい感かんが足りないな。普通か」

　と、ここで舌打ちが入った。

　普通が大好き上かみ里さと翔かけ流るであった。

「現実なんてそんなものだろう。むしろ可もなく不可もなくくらいがちょうど良いよ、きちんとした人間らしくて」

「問題児一号君、さては決して私のフォローはしていませんね!?」

「悪いが生徒会長なんて雲の上の人にリアルなんか求めちゃいねえんだ。そこには理想だけがあれば良いんだどうせ俺の人生とは交わらねえし」

「二号君に至ってはドリーム優先で私の基本的人権を抹まつ消しようにかかっていると!?」

　泣き言を無視して上かみ条じようはクレーンゲームの方へ目をやった。

「……そもそも一体何が入っているんだ。やたら真ん丸でずっしりとしたぬいぐるみばっかり詰まっているみたいだけど。うわあすげえ不細工……」

　この質問にはメガネが答えた。

「復刻フェアだそうですよ」

「あん？」

「そちらの人面自動車はモーターショーの売れ残り、そちらの真ん丸は半年前の月面開発フォーラムのマスコット、そちらのひねったキリンに似たマスト君は二回前のワールドカップの公式キャラクターだそうでして」

「やだっ、旬しゆんってものがない……ッ!!　倉庫の肥やしコースが目に浮かぶ!!」

　原価はともかく時価で言ったら〇円を下回り、もう小銭を渡すからもらってくれと迫せまられかねないような代しろ物ものばかりである。一体どうしてこんな資本主義への反乱みたいなラインナップを攻めているのだ。

　天才にもポンコツにもなりきれないビクビクウサギは唇くちびるを嚙かむ。

「……未み絵えちゃんと約束していたんです」

「？」

　上条が首を傾かしげると、二に人にん羽ば織おりモードのイマドキ女子中学生が苦笑した。

「半年前に、月面開発フォーラムへ一いつ緒しよに行くって、それだけです。お勉強の事とか興味はなかったんですけど、えと、宇宙ステーションを舞ぶ台たいにした映画のプロモーションで大物俳優がやってくるって二人して喜んでいて。でも結局、前日にはしゃぎ過ぎたせいで熱を出してしまって……」

　メガネが補足を入れてくれる。

「ちなみにうちはアシスト制度というか、中等部の子を高等部の生徒がマンツーマンで勉強を教えて進級させやすくする、家庭教師じみたシステムがあるんです。会長と秋あき川かわさんの繫つながりはその辺りがきっかけになっています」

「ふうん。で、会長はその熱出しちゃった子のためにぬいぐるみが欲しい、と」

「い、いえ。……熱を出したのは私の方でしてね……」

「クソガキ!!」

　割と容よう赦しやのない上条に生徒会長は八割方マジの涙目になりながらも、

「みっ、未絵ちゃんは一人でも行けたはずなんですがね、熱を出した私の看病をするって聞かなくて、結局未絵ちゃんまでチャンスを棒に振っちゃって……」

「私は別に良いんだけどなあ、そういうの」

　後ろから抱き着くような格好の秋川がそんな風に言っている。

　のだが。

「何やらしんみりしている所悪いんだけど、おいメガネ。高等部が中等部をアシストする仕組みなんだよな？」

「まあエスカレーター校の囲い込みの一環というか、中等部からよその高校へ生徒を取られないようにするためのレールなんですが。……そして会長の場合、家庭教師役として全く歯が立たず、逆に相手の子から面めん倒どうを見てもらう始末で。今じゃすっかり毎日お弁当まで作ってもらって、中学生いないと食生活維持できないとかこの馬ば鹿かほんとにもう……」

　ひいいーっ!!　と絶叫するビクビクウサギだが、上かみ条じようはもう片手で目頭を押さえるばかりだ。逆に変な保護欲が働いて人望を集めていないか、このミニマム会長。生徒会選挙とかあっても情にほだされる以外に票をもらう理由が思い当たらない。

　とはいえ、

「その月面開発フォーラムのマスコット？　とにかくそいつがどうしても手に入れたいって訳だ」

「えっ、ええと、別に今さらこんなの手に入れたって何かが変わる訳じゃないんですがね、でも見ちゃったら見ちゃったで後ろ髪を引かれるというかこれを素通りしちゃう自分がすでに何もなかった事にしているようで罪悪感を覚える訳で」

「（……なら変なプレミアがついている訳でもなし、中古ショップにでも行って底値で買い叩たたけば良いんじゃあ）」

　根本的な疑問に対してはメガネの放った首チョップで黙だまらされた。

　こいつはこいつで面おも白しろ優先らしい。

　掌てのひらサイズの生徒会長は鼻から息を吐はきながら、

「よしやるぞ、とにかくやるぞ！　未み絵えちゃんは私のアシスト。縦方向はこっちから見ますからね、問題児の一号二号は横から、ケースの横から見て！　調整をお願いしますっ!!」

「一方向に何十人集めたって見えるものは同じだよ」

　異議は却下された。

　仕方がないので、二に人にん羽ば織おりモードの生徒会長の指示に従い、上かみ里さとと二人で並んでクレーンゲームのケースを横方向から確認する羽は目めになる上条。

「（……てかメガネ、ほんとに会長何もしてねえじゃん!?）」

「（……まさに本校生徒会の縮図です。でも面白いのでこのまま行きましょう）」

　マフラーの中にはオティヌスがいる。上里との距きよ離りを考えれば一〇センチもない。割と洒落しやれにならないニアミスに上条の心臓が無む駄だに鼓こ動どうを倍化させていくが、そこで上里の肩と軽くぶつかった。

「づっ……」

「？」

「……生あい憎にくとぼくの体はきみの右腕ほど便利に生えたり治ったりしてくれる訳じゃなくてね。こう見えて、服の下は包帯だらけだ。ただでさえ傷が開いていたのに、どこかの野良犬と連戦したのはまずかったかな」

「だから謝れとでも？　こっちは片腕一本切り飛ばされているんだぞ」

「ふっ」

　何な故ぜだか上かみ里さとはむしろ笑っているようだった。

「安心した、ハーレム野郎。これでぼくにまで甘い声を囁ささやくほど博愛主義で見境なしだったら流石さすがに対話を諦あきらめていたよ。本当は戦いたい訳じゃなかったんだー（笑）とかね」

「お前たまにどこに憎にくしみを向けているのか見えなくなる時があるよな」

「それに」

　無視して上里は言った。

「こいつで消せるって事は、きみもまた『願望の重複』が発生している訳だ。例えば異世界から帰りたいとか泣き言言っておきながら実際はハーレム作るのが楽しくて仕方がないって感じでさ」

「たとえに異世界とか持ってこないでください！　みんながみんなデフォルトで分かる訳じゃないんだ!!」

「そうかい？　ぼくはほらどこにでもいる平へい凡ぼんな高校生だからさ、逆に中途半はん端ぱに海外とかの方が遠くに感じるんだよね。必死になって外国語マスターしてパスポートと航空券握にぎり締しめて空港に出かけるよりも漫画やゲームの方が身近だし」

「というか無む趣しゆ味み人間かと思ってた」

「……果たして趣味と言える域なのかね。好きだけど詳しい訳じゃないんだ。ほんとにもう、ぼくはそんなのばっかりだよ。趣味は映画観賞ですって言ったって誰だれも知らないフランス映画の名前をずらずら並べられる訳じゃないし、音楽を聞きはするけどライブなんて行った事もない。ほんとにそんなのばっかり」

「おい馬ば鹿か野郎。趣味ってのは金メダル取らなきゃ名乗れないってものじゃねえんだぞ」

「そんな程度のこだわりに何の意味がある？」

　少年達はオモチャのようなクレーンの行き先を眺ながめながらそんな風に言い合っていた。

　……上里翔かけ流るの『歪ゆがみ』の根底は、この潔けつ癖ぺきぶりにあるのではないか。何となく上かみ条じようはそんな風に思えてきた。特別不思議なものではなく、上条のクラスにも似たようなヤツは二、三人くらいいるような気がする。

「ぼくには何もない。別に世界一を名乗りたい訳じゃないさ。ただ客観的に見ても分かる適当な金字塔があれば。そう考えると秋あき川かわ未み絵えさん、彼女は本当にすごいと思うよ。無自覚のお手伝いだけで中学生が高校生の生徒会の舵かじ取とりをしている。そこまでやったら立派な個性と認めるしかない。だって間が埋うまるだろう、その話をしているだけで。エレベーターの沈ちん黙もくを吹き飛ばせる。ぼくにはないのさ、そういったものが。軽いんだよ、どこまで『好き』を突き詰めたってね」

　一番に届かないと分かっていても裏技に頼たよるのは真まっ平ぴら御ご免めんで、でも真正面から挑戦して一番を取れない自分がやっぱり許せない。そもそも一番っていうのが具体的にどの位置にいる誰だれの事かも分かっていないのに、頭の中で一番というモンスターを作って勝手に対抗心を燃やしている。

　正攻法で一番を目指すが故ゆえに、何かの拍ひよう子しにポッと出の棚から牡ぼ丹た餅もちで順位を押し上げられると、それはそれで素直に喜べない。居心地が悪い。

　だから突然降って湧わいた幸福に理由や正当性を求める。

　そうした処理ができない場合、受け取るべきでないと拒絶してしまう。

　何も対価を払わずに商品はやってこない、だとすればこれは何か裏があって自分の知らないところで何かを奪うばわれているのではないか、なんていう風に。

　上かみ里さと翔かけ流るの場合は、それが対人関係に凝ぎよう縮しゆくされていた。

　自分がちやほやされるのが許せない。

　こんなのは不自然で間違った状態だ、と。

「……疲れないか、その生き方？」

「悪いけど、ぼくは読心術が使える訳じゃないんだ」

　願望の重複。
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　上かみ里さと翔かけ流るはまるで悪のような口振りで語るが、さてどうだろう、と上かみ条じようは思う。カツ丼どんを食べている最中にラーメンにしておけば良かったと思う事はあっても、だから今すぐカツ丼を脇わきにのけてラーメンを作り始める人は稀まれだろう。明日か明後日あさつてかは知らないが、いつかはラーメンを食べる。でも今はとりあえず目の前のカツ丼だ。……それのどこがいけないのか？

　第二志望を許さない。思い描いた夢に一直線で進んで無事に叶かなえる以外の道を許さない。最初から叶わない事を前提に保険として滑すべり止めを用意するという惰だ弱じやくな精神を許さない。ひょっとしたら叶わないかもしれないという可能性が頭の片かた隅すみでちらついている事を許さない。現実的な妥だ協きようなんていう言葉をもう絶対に許さない。

　これもまた、上里の潔けつ癖ぺきを示している端たん的てきなサインだと思う。

　どこにでもいる、平へい凡ぼんな高校生。

　彼が言っていた通りだ。上里翔流を突き動かしているのは、得え体たいの知れない神話や伝説に基づいた誰だれにも理解のできない終末思想ではない。クラス全体を見回せば一人や二人は普通にいそうな、ありふれた考えでしかない。

　ただし、彼には『魔ま神じん』をダース単位で撃げき滅めつし、正面衝しよう突とつであれば上条の幻想殺しイマジンブレイカーすら破は壊かいする特異極きわまる右手、『理想送りワールドリジエクター』がある。

　だから。

　まるで小さな子供に核ミサイルの発射コードを預けたように、結果として出力される行為が異様に見えるだけで。

「りそうおくり、か」

「それが何か？」

「いや、確かにピッタリだと思ってさ」

　上条は吐はき捨てるように言った。

　クレーンゲームのガラスに映る自分の顔は、決して友好的とは思えない笑みを浮かべていた。

「現実的な妥協を考えてブレる人間を、理想の彼方かなたへぶっ飛ばす。新たな天地だの何だの訳の分かんねえ理り屈くつをこねているけど、ようは根っこはそういう事だろ。消えた連中が必ずしも理想の世界を求めていたとは限らない。誰よりも理想を求めていたのは、実は右手を振りかざしているお前なんだ。お前はさ、自分でも他人でも、とにかく人が現実に押し潰つぶされて理想を手放しちまう瞬しゆん間かんってのがどうしても許せない人間なんだよ。だから何としても背中を押したいんだ、その右手でな」

　そういう意味での、ヒーロー。

　そりゃあ周りに人だって集まってくるだろう。

　特に、なりたい自分、向かうべき方向をすでに持つ、強きよう烈れつ極まる個性を備えた人達なら。

　その夢を認めてもらい、背中を押してもらう事を不快に思う人間はいないのだから。

　ただし、

「ネフテュスは言ってた、俺の右手に幻想殺しイマジンブレイカーが宿ったのと同じように、お前の右手に理想送りワールドリジエクターが宿ったのには何か理由があるんじゃないかって。……確かに、その右手は俺には不向きだ。なんていうか、どれだけ便利でも嚙かみ合わない。『助ける』なんて言葉はおこがましいけどさ、でも俺の『助ける』とお前の『助ける』は、きっと意味が違うんだ」

　世界を正しくしたい、死んだ人を蘇よみがえらせたい、一番を極きわめたい、もう二度とあんな悲劇を見たくない。理想自体は間違っていなかったのに、それ一つに固執するあまり本ほん末まつ転てん倒とうになって極大の破は壊かいを撒まき散らす魔ま術じゆつ師しや能力者なら何人も見てきた。上かみ条じようの戦いとは、まさに凝こり固まった『理想』をいったんバラバラにして別の角度から眺ながめられないかを迫せまる、そんな風に定義づけられるのかもしれない。

　幻げん想そうを、破壊する。

　どんなに言葉を並べた所で、それが上条当とう麻まの本質なのだろうから。

　あの時、あの場所に。上かみ里さと翔かけ流るがいたらどうなっていただろうか。

　彼は押す。

　理想の先に断だん崖がいが待っているとしても、迷わず背中を押す。

「……分かるのか」

　上里の声の質が、変わる。

　どこにでもいる平へい凡ぼんな高校生。

　始点はそこであっても、結末がどこへ向かうかは分からない一人の人間の声。

「ありふれた街にありふれた学校だった。絵エ恋レンも、暮クレ亞アも、獲冴エルザも、誰だれも彼もが自由に生きていて、中心なんてなくて、思い思いの夢を描いてバラバラの道を切り拓ひらいていた。この右手だ、こいつが宿ってからまるで磁石に集まる砂鉄みたいな有り様だった。みんな狂って、壊こわれて、歪ゆがんで……『特別』になって、一つの方向しか見なくなった。分かりやすい『特別』に自由なんかない、そんなのはバトルのコマンド四択ストーリーは一本道の異世界ＲＰＧと同じで薄うすっぺらい。そんな『特別』にありふれた大切なものが全部奪うばわれて地じ均ならしされる瞬しゆん間かんを散々目まの当たりにしてきたぼくの奥底が、ただ享きよう受じゆしてきたきみに読み取れるとでも？」

　違った選択は違った結末を呼び起こしていたかもしれない。一から世界を作れる『魔ま神じん』じゃあるまいし、歴史の『もしも』なんて馬ば鹿か馬ば鹿かしい話だが、見比べても甲こう乙おつつけられないものなのかもしれない。

　でも、何となく。

　背中を押した先に笑顔はないような気がした。

　徹てつ底てい的てきなサポートで、多くを巻き込んで理想を叶かなえた誰かさん本人さえ。

「ブレてても良いよ」

　だから、上条はもう迷わなかった。

　臆おくする理由は特になかった。

「一〇〇でも一〇〇〇でも願望を重ねて、自分の都合に合わせて自由に付け替えて、五秒前に言っている事と五秒後に言っている事がひっくり返っても構わねえよ。それで、最後の最後にみんなで笑えるなら。そんな結末を摑つかめるなら、主義だの思想だの捨てちまっても問題ねえよ。たった一つに固執して結局誰だれとも笑えない英えい傑けつサマより、そういうピエロの方がよっぽど幸せだろ」

　隣となりの上かみ里さとが、何かを言おうと口を開こうとした。

　だが言葉は出なかった。

　それより前に、掌てのひらサイズの生徒会長、ビクビクウサギが大きな声を上げたからだ。

「きたきたきた!!　やっときましたがね！　ベストマッチ、ベストポジション！」

「はいはい。ほら『お姉ちゃん』、暴れないの」

「横方向はがっつりオーケーですがね、後はまさに奥行だけ!!　よろしくお願いしますよ、ちゃんと見ててくださいよ!!」

　巨大なガラスケースの中でクレーンアームが等速度で動いている。上かみ条じようと上里はいったん会話を切って、アームの動きを目で追い駆ける事に。

「おーらーい、おーらーい、まだまだおーらーい！」

「というか真ん丸のヤツ手前の山と奥の谷に二つあるけどどっち狙ねらいな訳？　いやどう考えても山の方だと思うけど」

「何言ってんだ奥のヤツ頭のてっぺんから紐ひもの輪っかが奇き麗れいに出てるだろ。真ん丸ボディデカすぎるし、あれをアームで引っかけないと取れねえよ」

「山だ」

「谷だ！」

「えっえっ、結局何なんですかねどっちタイミングなの!?」

「「ばかっ、どっちも通り過ぎてるっ!!」」

　大声に反応してピョコンと真上に跳ねたビクビクウサギのせいで、二に人にん羽ば織おりで後ろから手を伸ばしていた秋あき川かわ未み絵えとぶつかる。大きなボタンから掌を離はなしてしまう。山とも言えない谷とも言えない、割とどうでも良い位置でクレーンの最終ポジションが決まってしまった。

　チャンチャカチャラチャラやたらと軽い電子音がかえって物悲しい。崖がけっぷちに爆ばく走そうしていく車を見送るような上条達。ゆっくり下りていくアームが狙いを定めているのはまったくもって無関係な一品。

　朗ほがらかに笑うメガネの鑑かん定ていによるとこうだ。

「ああ、あれは『日本が誇ほこる世界の大風俗展』のマスコットだったあわあわスケ○イスちゃんですね。確か最近の話ですよ、一〇月の下旬くらいの」

「人が真剣に第三次世界大戦やってた裏側で何してんだニッポン!!」

　ビクビクウサギはキョトン、秋川未絵は顔真っ赤。……さてこの場合ツッコミを入れるならどちらにするべきか。

「おかしいな、確か超大国ロシア辺りから宣戦布告受けてウルトラピンチだったはずなのに余裕があり過ぎるぞ……。もうイベント自体が最低だし！　そもそもほんとに着ぐるみが求められていた催もよおしだったのかそれ!?」

「まあ、あの時は熱を出してごめんねと言いながら中学生に渡すようなものではないかな。……ここまで行くと失望を通り越して心配されそうだ」

　ぞぶりと目玉に突き刺すような格好でクレーンアームが得え体たいの知れないぬいぐるみを挟はさみ込んだ。そしてこういう時だけ無む駄だに握あく力りよくを発揮するアーム。それなりに他のぬいぐるみと絡からみ合っていたはずなのに、無理して引っこ抜いてしまう。

　涙の生徒会長、ガラスに両手を押し付けるの巻。

「あ、ああ、ああああああー……」

「ああ、一いつ緒しよに絡まっている乾いたバナナみたいなのはねとねとヒゴ○イキちゃんですね」

「お前もお前で何でそんなに詳しいんだメガネ」

　と、その時だった。

　ぬいぐるみを敷しき詰めた地じ盤ばんからセクハラ人形を引っこ抜いた事で、地殻変動が起きたらしい。すぐ近くにあった別の山がぐらりと揺ゆれたと思ったら、勢い良く崩くずれていく。

　当然、てっぺんにそびえていた真ん丸のターゲットも。

　どさどさどさどさーっ!!　と大量のぬいぐるみが雪崩なだれのように投入口へ吞のみ込まれていく中、上かみ里さと翔かけ流るはひどくビターな笑みを浮かべていた。

「目の前でミラクルが起きているはずなのに、ちっとも羨うらやましくないのは何な故ぜなんだろう」

「思い入れが見えない限り基本的に廃はい棄き物ぶつだからじゃね？」

　そもそも根本的に上かみ条じよう当とう麻まは不幸な人間なので、普通にもらって嬉うれしいぬいぐるみが大量に手に入るなんて奇跡は逆立ちしたって起きない。起きたという事は起きて困るような何かだったと見るべきなのだ。

　長い黒髪に大きなリボンのビクビクウサギは両手で真ん丸のぬいぐるみを抱き上げる。天に掲かかげて顔いっぱいに笑みを浮かべる。

「やったーっ!!　月面ニキビ君ゲットしましたーっ!!」

「完全に悪口!!」

「はいどうぞ、未み絵えちゃん！　これでセンパイの威い厳げんは守られましたがね、ふんふんっ!!」

「あ、あはは。それはどうも……（どうしよっかな、もう）」

　イマドキ女子中学生が顔面の筋肉の使い方を練習しているようだった。

　上里は上里で、やや場の盛り上がりからズレたフラットな感情を維持したまま指摘する。

「それより標的以外のぬいぐるみはどうするんだ。そちらの会長さんは明らかに持って帰る気なさそうだけど」

　で、軽めに天使が見えてる会長を除いた現実世界の全員が顔を見合わせた。

　すでに一個確実に押し付けられた秋あき川かわ未み絵え込みで。

　それから彼らは今も大き目の投入口の中にダース単位で残されている、悪意の塊かたまりみたいなぬいぐるみの方をチラッと見る。

　負のオーラがすごい。

　そういう能力はないはずだが、何だか黒とか紫めいたモヤが幻げん視しできる。

　もしも彼らが何かしらの犯罪容疑をかけられて家宅捜索を受けたら、現代の病巣とか異形のコレクションとかワイドショーで特集を組まれかねない感じ。多分そこから無実を証明するのは相当骨だ。劇場型裁判が何回無む駄だにひっくり返るか分かったものではない。

　メガネが咳せき払ばらいした。

　そして言った。

「ではここは平等にジャンケンにしま───

「嫌いやだよッッッ!!　絶対全負けで俺一人が抱え込むに決まってる！　おいおい分かるだろ、こんなの全然平等じゃないぞ。上かみ里さとお前なら分かるだろ！　この、なんていうか、特殊な右手を持ってしまったばっかりに抱え込まなくてはならないカルマ的な何かが！　ていうか理想送りワールドリジエクター持っているんだ、お前だって何かこう運の勝負になったらまずい的なデメリットがあるはずだ!!」

　そうだねえ、と上里は重たい息を吐はいて自分の五指をわきわきさせながら、

「……強しいて挙げるなら、何の因果もなく突然周囲の女の子からチヤホヤされる事くらいかな。ほんとどうしようもない副作用だよね、恐ろしい」

「ようし分かったモテもて夫。コブシだ！　コブシで決着をつけてやるよおッッッ!!」




　　　　６




　夜半。

　真っ白になった上かみ条じよう当とう麻まが大量の廃はい棄き物ぶつを抱えて途方に暮れている頃ころ。

　学園都市第七学区、繁はん華か街がいからやや離はなれた川沿いを、名門常盤ときわ台だい中学のエース、御み坂さか美み琴ことがゆっくりと歩いていた。

　別に目的地がある訳ではない。

　寮りようの規約にうるさい常盤台の事情と照らせばリスクの割にメリットが全くない夜間外出だ。

　思索に耽ふけるだけなら寮の部屋でも構わなかったはずなのに、敢あえて厳戒態勢の寮を抜け出して夜の街を歩いているのは、ひょっとしたら彼女自身がいつもと違った環境、もっと言ってしまえば非常識、非日常に身を置いてみたかったからかもしれない。

　理由は言わずもがな。

『遠い……』

　こうしている今、学園都市はすでにその都市機能を回復させ、繁はん華か街がいでは多くの人が行き交っている事だろう。しかし完全に爪つめ痕あとを消去できている訳でもない。所々に工事中の看板や黄色い封ふう鎖さテープが設置され、砕くだけたガラスを張り替えている箇所も多い。

　御み坂さか美み琴ことはその元げん凶きよう、中心核を知っている。

『魔ま神じん』僧そう正じよう。

　そして、その怪物に正面から挑んだあの少年。

『あいつが、遠い……ッッッ!!!!!!』

「……はあ」

　切り裂さくような夜気の中、白い塊かたまりのような息を一つ。

　平たく言えば煮詰まっていた。あの少年に置いていかれるのは怖い、あの少年の背中を追い駆けられるものなら追い駆けたい。だが具体的に何をどうする？　自分は学園都市でも七人しかいない超レ能ベ力ル者５の一角、第三位の超電磁砲レールガン。それだけ見れば稀け有うな人材であるのは間違いないが、逆に言えば、それ故ゆえに進むも戻るもできない。

　安定した最大戦力である事が、最悪の足あし枷かせとなってしまっている。

　突出した何かを持てない。

（なら、ここからどうしろって感じなのよね……）

　学園都市の時間割りカリキユラムを極きわめた所で、おそらく第三位の超電磁砲レールガンは第一位の一方通行アクセラレータには勝てない。これはもう冷れい酷こくに演算結果が出ているのだから間違いない。

　では能力関連は諦あきらめるのか。手放した所で、他に何がある？　今から新しい何かをゼロからスタートさせたとして、それで見えない階段に足を掛けて次のステージに上っていく自分をイメージできない。

　次のステージは、ある。

『魔神』僧正やあの少年がそこに立っているのだから、それはもう間違いなく。

　だけど、そこにいる自分を想像できない。

　最強の、一歩手前。

　第三位。

　力比べの終しゆう盤ばん戦せんに差し掛かった自分だからこそ、分かる。分かってしまう。

　これはチェスや将しよう棋ぎの終盤戦と同じ。最初に盤上へ駒こまを並べていった時と違い、もう自分が進める場所、動かせる位置はかなり限定されている。そこに自由はなく、窮きゆう屈くつなルートがいくつか残されているだけ。

　そのどれを選んでも、あのステージに立てるとは思えない。

　嫌いやな想像が渦巻く。

　腹の真ん中にボウリングの球のような重圧がのしかかる。

（もしか、して）

　つまり。

　つまり、は……。

（……私、成長の方向を間違えた……？）

　ごくりと喉のどが鳴る。

　冷たい風が一層温度を下げて彼女の体温を丸ごと奪うばっていく。

　失った時間は戻ってこない。進めてしまった駒こまは戻せない。なまじ自分がきちんと成功しているからこそ、最適の道の先に望んだ答えがないという衝しよう撃げきの事実に目が眩くらむ。一体どこから分ぶん岐きを間違えていたのか、それこそ遡さかのぼって遡って遡って、自分の人生の始点からやり直さなくてはゴールに辿たどり着けないのでは。そんな妄もう想そうさえ頭をよぎる。

　そして。

　御み坂さか美み琴ことには、分からないのだ。

　今ある道の先にゴールがないと知ってしまっても、ではどこで何をやり直し、どんなものを手に入れればあの少年と同じステージに立てるのか。それが見えないのだ。間違っているのが分かっていても、反省も後悔もできない。そうしている間にも時間は進む。自分が乗っている列車が目的地とは関係ない方向に進んでいると分かっていても、ではどこで何を乗り換えれば良いのか答えが出ないような焦しよう燥そう感かんが胸を焼く。

　挙げ句。

（……あいつは）

　ギリッと奥歯を嚙かんで、御坂美琴は思う。

（あいつが、いつまでも同じステージで待っているとは限らない）

　そう。

　御坂美琴の目的はステージ到達ではない。そこにいる人だ。列車のたとえで言うならば、待ち合わせ場所が決まっているのではなく、相手も常に動いている。最後に目撃した駅の名前は分かっているが、その駅に繫つながる路線が見えない。しかもそいつは複雑に入り組んだ巨大駅の中をふらふらと歩き、いつどんな色の列車に乗るか分かったものではない。

　黙だまっていればどんどん突き放される。

　彼は自由自在に駅で乗り換えて、誰だれも知らない場所へと気ままに旅を進めてしまう。

（落ち着け……）

　川沿いをしばらく歩いた美琴は、差し掛かった大きな橋へ足を向ける。

　欄らん干かんから暗い水面へ目をやり、そこに浮かぶ冷たい月を見下ろしながら考える。

（少なくとも、線路はある。あいつがいるのは竜りゆう宮ぐう城じようでもかぐや姫の宮殿でもないんだ。あいつ自身がその足で上のステージに上ったのなら、絶対に線路はある。答えは目の前にあるはずなんだ。どうすれば見える、どうやったら視点を変えられる……？）

　おそらくコロンブスの卵のようなものなのだ。

　複雑に見えているのは美み琴こと自身、騙だまし絵の見方が分かっていないだけ。

　世界は常に目の前に広がっている。

　誰だれかが悪意をもって鍵かぎを掛けている訳ではない。

　夜の街、切り裂さくような冷気、水面に浮かぶ月。

　いつもの部屋のいつもの暖房の中から敢あえて外へ飛び出したのもまた、少しでも新しい刺激がそうした扉をこじ開けないかと期待しての事だった。どうしても解けないクロスワードパズルの雑誌からいったん目を離はなし、軽くジョギングしている最中にふと答えが頭に浮かんでくるような、そんな期待。

　結果は否いなだった。

　自分にはまだ刺激が足りない。

　世界という騙し絵がガラリと色彩を変えるためのきっかけ作りには届かない。

（住んでいる世界が違う訳じゃない）

　欄らん干かんに肘ひじを当てて頰ほお杖づえを突きながら、御み坂さか美琴は考える。

　まるで行動傾向と統計データから標的の心理状態を分析する、プロファイラーのように。

（あいつは、この学園都市で、この第七学区で……私が見ているものと同じ街並みを眺ながめながら、一体どんな色彩に包まれていたって言うの……？）

　と、そんな時だった。

　堂々巡りの思考を断ち切るような、新たな刺激が一つ投じられた。

　まるで水面に浮かぶ月を乱す小石の波は紋もんのようなそれの正体は、足音。

　カツン、という硬い音に振り返った御坂美琴は、そこで目もく撃げきする。




「やあ」




　知らない顔だった。

　ＣＤのように見る角度によってギラギラ輝かがやく長い銀髪を頭の左右で円えん盤ばんや悪あく魔まの角のように丸めたその髪に、小柄で華きや奢しやな体。そして何より地肌に直接半はん透とう明めいのレインコートなどという、暗いバスルームで返り血に気を配る以外に合理性を全く感じられない特殊極きわまる裸足はだしの少女。肩かた紐ひもでずしりと重たい横長のスポーツバッグを担かついでいるが、どう考えたって中身は野球のバットだのラクロスのスティックだのではないだろうし、百歩譲ゆずって本当にスポーツ用品が入っていたとしても、絶対に使用上の注意を守った使い方はしないだろう。

　この寒い中、棒のバニラアイスでも食べているのかと思った。

　いや違う。美琴の知る由よしもないが、それは白く色抜きした、人を殴おう打だするための革のパドルだ。スナップの必要な鞭むちよりも扱あつかいが容易で、しかも確実に根深いダメージを与える拷ごう問もん具ぐ。

「むぐむぐ。んー、牛革はあんまり美お味いしくないな。違うか、メンテのために擦すり込んでる油が良くないのかなー？」

　不満げに言いながら、二重に重ねたレインコートの少女は口からパドルを離はなした。そして決けつ裂れつした契約書でも破るように、両手であっさり真っ二つにしてしまう。

　しかし、詳細が分からない美み琴ことにも結論は出せる。元が何であれ、あんなに分厚い、丁てい寧ねいになめした革を、両手で裂さくなんて尋常ではない。電話帳よりも難易度は高いはずだ、と。

　夜の街。その危険度が跳ね上がる。

　心臓どころか首の血管の辺りからも脈動が響ひびき、肌全体がチリチリとした痛みを放ち始める。相手の正体が分かっていないのに、すでに危機のシグナルだけを受信している奇妙な状態。

　強しいてイメージするなら、猛もう獣じゆう。

　ひたりひたりとこちらに近づき、下へ手たに刺激を与えればすぐにでも飛びかかってくる。

　学園都市でも七人しかいない超レ能ベ力ル者５、その第三位『超電磁砲レールガン』の名で知られるエース。

　そんな大前提さえ覆くつがえすほどの。

　危機感。

「御み坂さか美琴」

　頭から防水フードをすっぽりと被かぶった少女は、書類の文字を指でなぞるような調子で舌に言葉を載せていた。

　こんなモノに顔と名前を知られている。

　その事実だけで、じりじりと神経を炙あぶられていくのが自分で良く分かる。

「御坂美琴。うん、やっぱりこのラインが良いっしょ。浜はま面づら仕し上あげの時は正直あんまりピンと来なかったし。あれは上かみ条じよう当とう麻まと共に行動していると言っても、本質的には別の円だもん。ついつい『関係者』を見つけちゃったから絡からんだけど、一部が重なっていても『そのもの』じゃない。あれを攻こう撃げきしても上条勢力にダメージを与えたとは言い難がたいし……何よりあいつは、受け答えが面おも白しろかったからね」

　くすくすと笑いながら、レインコートの少女は肩を震ふるわせている。

　振動のためか、スポーツバッグの中身がガチャガチャと金属音を響かせていた。

「その点、アンタなら間違いがないよ。御坂美琴、ずぶずぶの上条勢力っしょ。まあ、潰つぶすならここじゃね？　人間関係っていうのは蜂はちの巣みたいに奇き麗れいに区画分けされている訳じゃない。それは歪いびつなトランプのピラミッドだもんね。たった一枚引っこ抜くだけで、全すべてが瓦が解かいを始めちまう事だってあるんだし」

「アンタ、は……？」

　漠然と受けていただけの重圧や緊きん張ちようが、具体的な指向性を伴ともなった。

　それは自分の個人情報を摑つかまれている事や、明らかに害すると宣告された事ではない。

　この猛獣は、知っている。

　上かみ条じよう当とう麻まという名前を把は握あくした上で、アクションを起こしている。

「さて、なんて名乗ってやるべきかな」

　可か憐れんな唇くちびるから白い息を吐はいて、レインコートの少女は馬ば鹿か正直に思案していた。

「シンプルに去鳴サロメか、マスメディアから抹まつ消しようされた絶ぜつ滅めつ犯はんなんて異名の方か。ああ、うん、でもまあやっぱりこれが一番効果的かな。何しろ私は今、上条勢力とやらとかち合っている訳なんだし」

「……？」

　訝いぶかしむ美み琴ことの前で、可憐な唇が、裂さける。

　狂的に、邪じや悪あくに、歪ゆがむ。

　レインコートの少女は太めの紐ひもで首から下げた安っぽいオモチャのような懐かい中ちゆう時計を摘つまみ、軽く口づけを交わす。

　そして告げた。




「そうだね、上かみ里さと翔かけ流るの妹とでも呼んでちょうだい。ああ、義理の方でね」




　音が飛んだ。

　色彩が弾はじけた。

　真正面からただ去鳴サロメが弾丸のように駆けたのだと気づいた瞬しゆん間かん、美琴の中で危機のシグナルが爆ばく発はつ的てきに増幅した。ほとんど反射的に前髪から青白い火花が散る。そうしている間に、接敵するレインコートの少女が小さな舌を出して自みずからの唇を湿らせるのが、奇妙に美琴の意識に突き刺さってくる。

　ズドン!!　という爆音が発せられた。

　体感的にはまさに一瞬。閃せん光こうと同義。一〇億ボルトに達する『雷らい撃げきの槍やり』が前髪から放たれたはずだが、去鳴サロメには当たらない。ただ空気だけが焼け付き、そしてそこにはもう誰だれもいない。

　全身から電磁波を発してレーダーのように取り扱あつかう美琴には、彼女の動きをなぞる事ができた。

　できてなお、自分で手に入れたはずの答えを信じられなかった。

　駆け抜けている、とは違う。

　飛び跳ねている、とも違う。

　強しいて挙げるなら、舞まっている。踊っている。一体どんな願いを込めてつけられたのか、不ふ吉きつ極きわまるその名前の源みなもとにある伝説と同じく。

　王を惑わし聖者の首を刈かり取る。

　まさしく死の舞ぶ踏とう。

（なに、あれ……？　人間の関節であんな動きできる訳!?）

「遅い」

　声が、ブレる。

　ザリザリと道路を削りタイヤのスリップのような焦こげた匂においが遅れて知覚されるほどの世界。

　音源は、真後ろ!?

「……ッ!!」

　美み琴ことは振り返らなかった。

　相手が首からオモチャのような懐かい中ちゆう時計を下げていたのは僥ぎよう倖こうだった。レーダーの感が増す。いっそそのまま磁力で真上に引っ張って首でも吊つるしてやろうかとも考えたが。

　触れるな他人、生きたまま開かれたいか。

「っ」

　声ではなく、圧で響ひびく思考。

　背骨を丸ごと瞬しゆん間かん凍とう結けつさせられるような悪お寒かん。

　この時ばかりは、相手と向き合ってなくて良かったと美琴は素直に思う。

　体が硬直する前に、ただただ磁力を操る。そこらじゅうの砂鉄をより集めて高速振動させ、風力発電のプロペラさえ一瞬で切断する『砂鉄の剣』を真後ろへ放つ。

　それは剣のようでありながら、同時に鞭むちのように変へん幻げん自じ在ざいに形や長さを変える刃。

　その絶大な切断力も加味すれば、まさに一いつ刀とう必ひつ滅めつ。逆に初見で防御や回かい避ひが成功するビジョンが見えないほどの極ごく悪あくな一いち撃げき。

　にも、拘かかわらず。




　パン!!　と。

　乾いた音と共に、御み坂さか美琴の『砂鉄の剣』が容よう赦しやなく砕くだけ散った。




　消える。

　自分の命を預ける得え物もの、いいや命いのち綱づなの力強い感触が。

「な、」

　さしもの第三位の思考とて、一瞬限り空白に吞のみ込まれる。

　第一位の『反射』とも違う。『砂鉄の剣』を砕く。破は壊かいする。無効化する。

『これ』ができる人間を、彼女は一人しか知らない。

　知らない、はずなのに……ッ!!

「。あ？」

　もう戦略も戦術もない。空白のままに、ただ疑問に答えが欲しくてぐるりと振り返った美琴は、至近で邪じや悪あくに嗤わらう去鳴サロメと目を合わせる。

　そう。

　レインコートの絶ぜつ滅めつ犯はんは、この状況でもくすくすと笑っていた。

　二重に重ねたレインコートの端はしを、踊り子のヴェールのように広げながら、

「外がい的てき御ご供くう」

　口の中で飴あめ玉だまを転がすような、含んだ一言。

　直後の出来事だった。

　ボッッッ!!!!!!　と、両者の間で何か凶きよう悪あくなモノが交差した。

　まず一つは、御み坂さか美み琴ことの前髪から放たれた『雷らい撃げきの槍やり』。

　もう一つは、去鳴サロメが無造作に振るった右手。下から上へ、五指を緩ゆるく折ったまま逆ぎやく袈け裟さのように放たれた一撃。ギリギリで美琴の体には届かない距きよ離りだったにも拘かかわらず、冷れい徹てつな夜気を引き裂さき、足元のアスファルトを抉えぐり、傍かたわらの欄らん干かんをオレンジの火花と共に両断して、そして慌あわてて上半身を後ろへ仰のけ反らせた美琴のコートのボタンを軒並み弾はじいて、前髪を数本切り飛ばしていく。

　ジリジリと美琴の神経が緊きん張ちように炙あぶられる。

　正体不明の見えない攻撃だからではない。彼女にとって見覚えがあったからこそ。

　御坂美琴は、答えを合わせる。

「砂鉄の、剣……ッ!?」

「ご明察」

　いったん距離を取るべく後ろに下がりながら、美琴はさらに磁力を操作する。冷たい川の中に沈んでいた自転車を浮かび上がらせ、風力発電のプロペラを根元から引っこ抜き、さらには二本目となる『砂鉄の剣』を右手に集約させて。

　一斉に放つ。

　だが。

「外的御供」

　不可視の、しかし見覚えのある切断面を見せた途と端たん、まず錆さびた自転車が空中で消しよう滅めつする。

「外的御供」

　続いて風力発電のプロペラが柱ごと。

「外的御供」

　さらには純正の『砂鉄の剣』が、もう一度。

　去鳴サロメの腕が振るわれ、得え体たいの知れないリーチの斬ざん撃げきが走るたびに、その攻撃は色彩を変えていく。重さを変え、鋭するどさを増し、より凶悪な嵐あらしへと進化していく。

「アンタの攻撃は、単なる、破は壊かいや打ち消し、じゃない」

　単なる能力とは思えない。

　では、あれは何だ？

「吸収、それに性質と破壊力の上乗せ!?」

「いちいち驚おどろくような事でもないっしょ」

　その右の手を握にぎって開き、去鳴サロメは小首を傾かしげる。

「私はケルトの様式に則ってはいるけど、こんなものは世界中どこにだって転がっているし。特定の武器や宝飾、あるいは動物の肉を手順に従って破壊し、定められた場所へ放棄する事で必勝祈願の贄とするの。イケニエなんて悪目立ちした言葉だけが独り歩きしているせいで忘れられがちだけど、そいつはエスカレートの末の極論。本来正しい意味での贄ってのは物品とか、あるいは踊りとか、とにかく『命を奪う必要のない供物』を指すものっしょ」

「……ぁ……？」

　頭が言語を理解する行為を放ほう棄きした。

　いいや、自分の考えに囚とらわれるな。

　留とどまるな、進め。

　ジリジリと意識を炙あぶるこれは、何かのきっかけだ。

　世界という騙だまし絵の見方、角度を変えるための……。

「だから私は、この手で破は壊かいできるモノなら何でも取り込めるし……」

　ズバヂィ!!　という爆ばく音おんが橋を貫つらぬく。

　学校の水着のような日焼け痕あとの残る地肌にレインコートの少女は半歩だけ横に移動して。

　笑う。

「……この手で破壊できない強度のモノ、あるいはそもそも武具の体ていを為なしていない攻こう撃げき手段は取り込めないっしょ」

　キン、という甲かん高だかい音が一つ。

　御み坂さか美み琴ことの親指がゲームセンターのコインを真上に弾はじいた音だった。

　去鳴サロメは、あくまでも邪じや悪あくなままだ。

　分からないのではない。知っていて、なお待ち構える。




　ッッッド!!!!!!　と。

　そして音速の三倍で、オレンジ色の閃せん光こうが空気を焼き焦こがして突き抜ける。




　空気は攪かく拌はんされ。

　衝しよう撃げき波はが暴れ回り。

　アスファルトはめくれ上がって。

「くす」

　なお、笑っていた。

『絶ぜつ滅めつ犯はん』去鳴サロメは傷一つなく、緩ゆるく握った右手を水平に振り切ったまま笑っていた。

　オレンジ色の軌跡は、断たれている。
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　御み坂さか美み琴ことの象徴たる超電磁砲レールガンは、どこにもない。

「本来なら無手で破は壊かいできるものにしか私の『外がい的てき御ご供くう』は適用されないんだけど……もう、ここまで『連れん鎖さ』を繫つなげて上乗せしてもらえれば何でもアリなんじゃね？」

「……、」

「そして今、私は第三位の超電磁砲レールガンを喰くって、捧ささげた。その破壊力をモノにした。さ・あ・て、問題です。『砂鉄の剣』に自転車だの電柱だのの瓦が礫れき、さらにはトドメに超電磁砲レールガン。雪だるまみたいに膨ふくらませた攻こう撃げきはどこまで派手に暴れ回るでしょう。正解はＣＭの後で」

「……ふ」

「つかアンタ、何で笑ってるの？」

「いやね」

　自分は今、どんな顔をしているだろう。

　こいつはあの少年よりすごい。だが少なくとも絶望はない。自分の代名詞の超電磁砲レールガンは届かなかった。本来なら髪を振り乱してもおかしくないはずなのに、不思議と衝しよう撃げきは少なかった。以前『魔ま神じん』僧そう正じようにやられた事もあるだろうが、それだけでは説明がつかない。

　では何だ？

　美琴は疑問に思ったが、答えを出したいとは思わなかった。

　きっと自分が嫌きらいになる。

「ある所にはあるものだなあって。世界って名前の騙だまし絵の見方を変える刺激、きっかけ作り。あれだけ散々悩んでいても見つからなかったものが、本当に何かの拍ひよう子しにポンと出てくるものなんだなあって思って」

　あるいは、その瞳ひとみに湛たたえているのは。絶望的に暗い新月のような闇やみか。

　あるいは、その瞳に湛えているのは。絶望的に輝かがやく満月のような光か。

　知りたくない。

　知りたくない。

　知りたくない。

「やだなあ、こういうの。ひょっとして抜群に狂っているんじゃね？」

「さあちょうだい、もっとちょうだい。おそらくこれで『方向』は間違っていないはず。今の私に理解のできないアンタを越えた先に、私の望む次のステージが待っている……ッ!!」

「でもって、やっぱりここつついて正解だったっしょ。私も絶ぜつ滅めつ犯はんなんて後ろ指差されるほどにイカれているけどさ、でもきっと、アンタは私以上になるよ。このままこっちに進んできたらね」

　言葉は無視した。

　いっそベロリと貪どん欲よくに舌なめずりさえして、御み坂さか美み琴ことはゲームセンターのコインをもう一度取り出す。まともに当たれば即死、それ以前に学園都市第三位の全力すら『吸収』あるいは『上乗せ』している絶滅犯・去鳴サロメには敵かなわない。何しろ全力『まで』しか出せない美琴と、そこからさらにプラスアルファを積み上げている去鳴サロメとの間には圧あつ倒とう的てきな差があるのだから。

　殺すか殺されるか。

　究極の二択で、かつ、十じつ中ちゆう八はつ九くこちらが死ぬ。

　だがやる。

　どれだけ個人的で主観に偏かたよった事情だろうが、美琴には去鳴サロメを倒たおす理由ができた。

　倒して、聞き出す。

　世界という名の騙し絵。その『正しい見方』とやらを。

　あの少年と同じステージに上るための足掛かりを。

　ここで、摑つかむ!!




「だあああああああっ!!　やめやめっ、絶滅犯のノリについていけるスパー相手なんて育ててどうすんですか!?　がーちーでーこのまま世界を終わらせるつもりかーっ!?」




　その、一いつ瞬しゆん手前の出来事だった。

　横よこ槍やりが入った。

　飛来、とは違うのだろう。夜空から降ってくるようにメガネの少女がやってきたが、おそらく橋の欄らん干かんに草の蔦つたのようなものを絡からませ、下から上へ跳ねたのだ。

　黒い髪を二つ縛しばりにした、真冬には寒々しい真っ白なワンピース。背格好だけなら地味なはずなのに、頭の両サイドから南国の巨花のようなものを咲かせて丸ごと印象を覆くつがえしている正体不明の少女。

　彼女は御み坂さか美み琴ことの側に立つ。

　匂においで分かる。学園都市製かどうかはさておいて、こいつは『能力者』だ。美琴の頭の中で処理と納得ができてしまう、『騙だまし絵』の解法の足掛かりとはならない相手。

「あなたもあなたで去鳴サロメ相手に無む駄だに燃料投下を繰くり返さないっ！　去鳴サロメは『連れん鎖さ』が続く限り無限に戦力を増していく絶ぜつ滅めつ犯はんです。彼女は冗じよう談だん抜きに、条件さえ揃そろえればまっすぐ歩いて一人でホワイトハウスを破は壊かいできる。去鳴サロメ撃げき破はにおいて第一に考えるべきは、『連鎖』を断つ事です。ちょっと考えれば分かるでしょう!?」

　レインコートの少女は防水フード越しに自分の頭を搔かきながら呟つぶやいた。

　横長のスポーツバッグの中身をガチャリと揺ゆらし、

「うーん、暮クレ亞ア。無理だと思うよ？　『外がい的てき御ご供くう』は三分以内に武器の補給を繰り返さないとニュートラルに戻るリアルパズル状態だって条件をそいつは知らないっしょ」

「黙だまらっしゃい絶滅犯」

　ようやく、美琴の温度が沸点から下がりつつあった。

　そして同時に気づく。彼女達の言い分が正しければ、今の今まで温存していたスポーツバッグの中身は非常食だ。『連鎖』が途切れそうになった時に繫つなぎとして破壊し、取り込み、次の三分間を確保する。そのための。

　確かに暮クレ亞アの言う通り。

　この雪だるまは一回転がり始めて、一定以上の大きさに膨ふくらんでからが恐怖の始まり。そうなってしまえば転がした本人が受け止めようとしても押し潰つぶされてしまう。まして、学園都市のように限られた土地の中に研究機関や治安維持の次世代兵器が鮨すし詰づめになっている環境では、ほとんど最悪と言って良い相性を発揮する。

「上かみ里さとさんには上里さんの考えがあります。現状、直接的な殺人行為を必要としていない事くらい彼の学校生活を観察していればお分かりのはずでしょう」

「おやまあ、何かと思えばお兄ちゃん第一主義か。でもあの弱虫は妹の肌に生傷がつく事を是ぜとするかなあ？」

「お生あい憎にく様さま。……私は最終的に上里さんのためになるならば、その肉親の排除すら辞さない考えの持ち主です」

　パン、と胸の前で両手を合わせて。

　メガネの奥の眼光を妖あやしく輝かがやかせ、暮クレ亞アと呼ばれた少女は低い声で宣告する。

「……チョーシ乗んなよ小娘。上里さんのブランド頼だのみでステータスを上げているコバンザメ風ふ情ぜいが、義理の妹なんてカードを無限にかざせるものとは思うな。『自分だけは特別』が私にまで通用すると思ったら大間違いだ」

「参ったなあ。どうしてまあお兄ちゃんの周りはこんなのばっかりなのかな。ま、自覚のある狂人と自覚のない狂人で優劣をつけるなんて馬ば鹿か馬ば鹿かしいどんぐりの背比べだろうけど」

　それに、とレインコートの少女は息を吐はいて、

「そうやって会話で時間を引き延ばしていれば『三分』を凌しのげるとでも？　舐なめるな雑草、食物連れん鎖さの最下位。刃と武具は文明の象徴、ヒトの手で刈かり取られたくなけりゃ引っ込んでろ」

「……、」

「……。」

　沈ちん黙もくは数秒だった。

　だんっ!!　という鈍にぶい音の炸さく裂れつと共に、二人の影が橋から消える。

（……川の、上!?）

　とっさに美み琴ことは視線を横へ振ったが、暗い水面に浮かぶ月がわずかに乱れた程度だ。一体何をしているのかは電磁波を使って走査しても読めないが、どうやら二人は水中ではなく、その上で激げき闘とうを繰くり広げている。

　遠ざかる反応。

　しばし呆あつ気けに取られていた御み坂さか美琴だったが、そこで、ビュオ！　という冷たい一いち陣じんの風が彼女の火ほ照てった身体からだに叩たたき付けられた。

　それで、ようやく思考が現実に追い着いた。

「う」

　自分は、何をしようとしていた？

　暮クレ亞アとかいう植物少女が現れなかったら、あのままどうなっていた？

　打開策も見つからず、ただただ去鳴サロメに粉ふん砕さいされただけか。

　あるいは。

　あるいは？

「うっぷ!!」

　口元を押さえた。

　思わずそのままうずくまった。

　かろうじて込み上げる吐き気を抑え込むが、ボロボロとこぼれる涙までは無理だった。何度も何度もえずいて、そして背中全体を使って大きく震ふるえる。

『やだなあ、こういうの。ひょっとして抜群に狂っているんじゃね？』

　不ぶ気き味みな予言があった。

　狂人のたわ言と切り捨ててしまうのは簡単だった。

　だけどどうしても耳にこびりつく。

　こびりついて、離はなれない。

『私も絶ぜつ滅めつ犯はんなんて後ろ指差されるほどにイカれているけどさ、でもきっと、アンタは私以上になるよ。このままこっちに進んできたらね』

　うずくまってうずくまってうずくまって。

　震ふるえて震えて震えて。

　不安定が極きわまる少女は、やがてようやく全すべてを吞のみ込もうとした。

　だが。

　自分の足でふらふらと立ち上がろうとする、まさにその寸前で。絶滅犯に植え付けられた情報を基に、そっと囁ささやくような自問が脳に滑すべり込んできた。

　───じゃあどうする？

「……ぁ……」

　───そのまま『まともいきどまり』に戻るのか？

「ああ」




　切り裂さくような冷たい夜風に叩たたかれる少女が一人。

　やがてその震えが止まる。

　御み坂さか美み琴ことはゆっくりと、しかし確実に立ち上がる。

　立ち上がる。








行間　二









「ま、こんなもんですか……」

　学校の体育館の優に四倍以上。

　あまりにも広大な空間を見やって、リクルートスーツに白衣の女は息を吐はいていた。

　木き原はら唯ゆい一いつ。

　高い高い天てん井じようからぶら下がる無数のハロゲンライトが徹てつ底てい的てきに夜の闇やみを拭ぬぐう。ともすれば真昼よりも突き刺さるような光に満ちた空間だが、反して暖房設備などは気を配っていないのか、一二月の切り裂さく冷気が容よう赦しやなく襲おそいかかってくる。

　屋内にも拘かかわらず吐く息も白い有り様だが、かえって唯一は好ましかった。こちらの方が、自みずからの思考速度に冴さえがあるように感じられる。

　広い空間は、まるで航空機の事故調査だった。

　グシャグシャにひしゃげた金属パーツが規則性に従ってずらりと並べられ、それらの傍かたわらに英数字の書かれたプレートが立てられている。しかもそれらは一般には決して出回る事もない軍用兵器の群れであった。レーザー照射用の励れい起きロッド、大型のミサイルコンテナ、バンカー破は壊かい用のドリル、火炎放射器や液体窒ちつ素その噴ふん霧む器き、各種の装甲板やロケットブースターなどなど。

　全すべてを総じて、対魔術式駆動鎧アンチアートアタツチメント。

　木原唯一でさえ全ぜん貌ぼうの摑つかめない特殊極きわまる兵装システムにして、今はもういない誰だれかの愛用品であった。

「『これ』を知りたいの、唯一ちゃん？」

　傍らの小柄な少女、木原円えん周しゆうが首を傾かしげて呟つぶやいていた。

　彼女は携帯端たん末まつやゲーム機、スマートフォンの画面を利用して他の様々な『木原』をエミュレーションする専門家だ。その気になれば、木原唯一の知らない木原脳のう幹かんに迫せまれる可能性も見えてくる。

　唯一はにっこりと笑う。

「先生がやられたなんて未いまだに信じられませんけど、事実は事実です。そして私は先生をああしたクソ野郎に相応の報むくいを与える、こいつは確定事項。……ところがまあ、あの先生を倒たおすくらいですからね、おそらく相手の戦力は完全なオーバーキル。現場で当たって砕くだけて調べましょうなんて言っていたら一発でやられる事間違いなしなんですよ、困った事に」

　そう。

　あくまでも研究者の木き原はら唯ゆい一いつは神かみ頼だのみや因果応報など信じない。あの時、何が起きたのか。まずは徹てつ底てい的てきに情報を洗い出し、実際にぶつかる前に撃げき破はまでの筋道を立てる。

　ヒントは二つ。

　対魔術式駆動鎧アンチアートアタツチメントについた、この世のモノとは思えないほど不可解な爪つめ痕あと。

　そして。

　対魔術式駆動鎧アンチアートアタツチメント、そのもの。

　敵を知り、己を知れば百戦危うからず。確実な分析のためには片側だけではダメだ。戦せん闘とうに関連するその全すべてをつまびらかにし、恩師を包んでいた神秘のベールさえ無ぶ遠えん慮りよに剝はがさなければならない。

「あのう、唯一ちゃん。やっぱり脳のう幹かんちゃんのストレージやクラウドからは何も出なかったの？　私に頼たよっているって事は暗号化が複雑過ぎたとか」

「ええと」

　と、そこで何な故ぜだかリクルートスーツに白衣の女はわずかに躊躇ためらい、人差し指で居心地悪そうに自分の頰ほおを搔かきながら、

「……開くには開けたんですけど、あんなドーベルマンのバーチャルフィギュアやこんなグレートピレネーズのリンク集、果ては第一五学区のご当地土佐犬アイドルとの電子握あく手しゆ券けんとかワンクリックで即印刷注文できるセントバーナードの抱だき枕まくらデータとかが出てきまして。うん、ここをほじくり返すのは流石さすがにロマンに反するかなあと……」

「？」

　二人は居並ぶ残ざん骸がいの山の合間を縫ぬって歩き、広い広い空間の中心部分まで辿たどり着く。

　そこだけは何もない。

　あるいは、本来ならばゴールデンレトリバーが鎮ちん座ざするべきだった空くう欄らん。

「それじゃ、始めてもらえます？」

「良いけど」

　珍めずらしく、木原円えん周しゆうが口ごもるような素そ振ぶりを見せた。

　眉まゆをひそめるリクルートスーツに白衣の女に、小柄な少女はこう続けた。

「唯一ちゃん、怒おこらない？」

「何がですか」

「だって、さっきからなんか顔がすごく怖いよ」

　ああ、と唯一は肩の力を抜いた。

　つもりだった。

「……ご心配なく。ただ、私の知らない先生を知っているかもしれない人間が目の前にいる、という可能性にイラついているだけですから。あなたはそういうスキルを持っているだけで、あなたは何も悪くない。でしょう？」

　首を傾かしげる円えん周しゆうには、人間の機微は理解できなかったらしい。

　とりあえず許可だけもらって、首からジャラジャラと下げた無数の端たん末まつの一つを摑つかむ。その小さな画面に、複雑な波形が浮かび上がる。

「うん、うん」

　ぶつぶつと、その口の中で意図不明な言葉が籠こもる。

「分かっているよ、脳幹ちゃんならこうするん……」

　その途中だった。

　瞳どう孔こうを開いて画面を凝ぎよう視しする木き原はら円周の全身が不規則に痙けい攣れんした。ガクガクン！　と大きく跳ねる小柄な少女の背中を、唯ゆい一いつはそっと支える。

　見た目は優しく、だが実際には強要する形で円周の耳元に甘く囁ささやく。

「何が見えました？」

「あ、あう……あうう……」

「円周ちゃん」

　耳じ朶だを嚙かみ、背中をゆっくりとさする。母親が赤ちゃんの背中をさするのは、副交感神経を刺激して『物理的に』安らぎの信号を与えるためだ。だが唯一は違う。むしろ指先で抉えぐり込むような格好で不快のシグナルを刻み付け、円周が忘我と夢む幻げんの世界へ旅立つのを容よう赦しやなく阻そ害がいする。

　逃げ場のなくなった円周の意識が小さな体の中で暴れに暴れ、さらに二度三度と肩や腰が跳ね回り、それからようやく焦点が現実に合ってくる。

　熱病のような吐と息いきと共に、息も絶え絶えに彼女は語る。

「分から、ない」

「……、」

「でも、似ている感覚は知っている。これ、加か群ぐんちゃんの『奥』に潜もぐり込んでみようと思った時と、同じ感覚……」

「にゃるほど」

　ニヤリと笑って唯一は円周の背中から手を離はなす。

　木原加群。

　またの名をベルシ。『木原』の一員でありながら科学の外にある技術体系へ手を伸ばした異端の中の異端。東欧のバゲージシティでの顚てん末まつ、木原病びよう理りに対する自じ滅めつ戦術については唯一も断片的に情報を得ている。

　そもそも、バゲージシティ騒そう乱らん解決の青写真を描いたのは、木原唯一当人なのだから。そこで起きた事については統とう括かつ理事会でも情報制限できない。

「はあ、ふう」

　体の芯しんから力を、そして同じ木原からの支えを失った少女が、へなへなとその場にへたり込んでいく。

　潤うるんだ瞳ひとみで唯ゆい一いつの顔を見上げながら、なお健けな気げに円えん周しゆうは言葉を紡つむごうとする。

「……でも、加か群ぐんちゃんともちょっと違う。脳のう幹かんちゃんの『中』に読み込み不可能な破損ファイルがある訳じゃない。なんていうか、リンクだけ貼はってあって、迂う闊かつに踏ふむと別の場所に飛ばされるようなイメージ。脳幹ちゃんを特別にしていた源みなもとは、きっと脳幹ちゃんの『外』にある……」

（道理で）

　にこりと微笑ほほえみながら、しかし唯一は冷れい徹てつに思考を回す。

（特に罰ばつ則そくを必要としない木き原はら円周が少年院の隔かく離り区画に収まっていた訳です。誰だれか、先生と肩を並べるほどの誰かが、これを解読されるのを恐れていた、と）

　木原円周は権けん謀ぼう術じゆつ策さくに長たけた人物ではないが、それでも彼女に『自みずからの意志で高級ホテルのような贅ぜい沢たくさを感じさせて、自発的に少年院の最さい奥おうに引きこもらせる』のは至難の業わざだろう。その誰かさんは見事に成し遂とげている。あたかも『殺人的なスケジュール』と『自分は周囲から必要とされている喜び』をひっくり返して履はき違えさせるように。

　心当たりはそう多くない。

　中でも殊こと更さらに『木原』というブランドに対して強い相性を持つ存在と言えば、

（……『原形制御アーキタイプコントローラ』。件くだんの統とう括かつ理事長サマかな）

「わたし……」

　今なお顔を真っ赤にして荒い息を吐いている円周が、喉のどから声を搾しぼり出す。

「私、唯一ちゃんの役に立てた？　こんな有り様で、ほんとうに……」

「ええ、大だい丈じよう夫ぶです」

（並の『木原』では分析できない、という第三者からの客観的な結論が欲しかっただけですし）

　床に伏す小柄な少女の背中を支えてそっと抱き寄せ、額ひたいから珠たまのような汗を流す同じ『木原』の耳元で、唯一はそっと囁ささやく。

　甘く、優しく、慈じ悲ひに溢あふれた声で。

「ねえ円周ちゃん。そんなに心配でしたら、この私、木原唯一をエミュレーションしてみれば手っ取り早いのでは？」

「うん、うん。分かっているよ、唯一お姉ちゃんならこう……ッ!?」

　言いかけ。

　今度こそ、ぷつん、と細い糸が切れたように円周の頭がぐらついた。完全に意識が落ちた少女を見やり、そして木原唯一は子供が遊び飽きた人形を放ほうり出すように、無造作に両手を離はなしてしまう。

　唯一は顔色一つ変わらなかった。

（あらあら。私も先生同様、『向こう』に片足でも突っ込み始めているんですかね）

「さて」

　小さく呟つぶやいて。

　木き原はら唯ゆい一いつは思考をまとめるため、一度巨大な屋内空間の外を目指す。木原脳のう幹かん、彼女が心しん酔すいしていたゴールデンレトリバーのいた空くう欄らんから躊ちゆう躇ちよなく背を向けて。

　未練はある。後悔もある。

　だが引きずる必要はない。去り際ぎわ、彼はこう言ったのだから。

　もう教え子である必要はない。自分を越えて、誰だれにも成し遂とげられない唯一になれと。

「……、」

　外に出る。

　白衣のポケットに手を伸ばし、薄うすく四角いケースを取り出す。中に並んでいるのは品の良い葉巻だった。吸い口を前歯で嚙かみ切って唇くちびるで挟はさみ込むように咥くわえてみるが、火は点つけない。ただその甘い葉の香りだけを、鼻び腔こうで楽しんでいく。

　一二月。

　真夜中の製紙工場だった。厳密には、書類上そう登録されているだけの大きな箱。木原脳幹は二三の学区全すべてに対魔術式駆動鎧アンチアートアタツチメントの交換兵装をストックしておいたのだが、ここもその保管場所の一つだった。

　工場の壁に背中を預け、口の端はしで太い葉巻を揺ゆらしながら、唯一は夜空を見上げる。

（……先生が背中を預けていた『力』については、これでほぼ確定）

　数学などで見られる証明不能問題とは、解答に至る情報が足りず、論理から論理へと飛ひ躍やくさせてしまっている事に自分で気づいていないからこそ発生するエラーだ。

　一つ一つを分析していけば良い。

　どれだけ絶壁に見える問題でも関係ない。答えはいつでも目の前にある、ただその時代の人の目には見えていないだけで。万有引力は紀元前からあった。相対性理論は宇宙発生の瞬しゆん間かんから成立していた。だが地上の大陸をゾウだのカメだのに支えてもらって宇宙の方が回転しているなどとのたまった当時の連中にはそれが見えていなかった。

　これは存在しない机上の空論や言葉遊びのパラドクスとは違う。

　現象として世界に存在する以上、その理論や法則は独占できない。

　技術や知識は誰の前にも平等にある。

（だとすると、先生の『力』を屠ほふった上かみ里さと翔かけ流るの攻こう撃げきの手段、効果、条件、範はん囲いは……？　娘ニヤン々ニヤンにネフテュス、『魔ま神じん』の名で警戒されてきた者達の行動パターンと照らし合わせて見えてくるものはないか）

　思索に耽ふける唯一の耳に、カタンという物音が聞こえた。

　首を巡らせれば、カムフラのために停とめてあったフォークリフトや木箱の陰から、小さな女の子が脅おびえた目でこちらを見ていた。その手にはペットにつけるリードのようなものが握にぎられていたが、足元にいるのは一般的な飼い犬ではない。寮りようの規約の問題か、小型のペットロボットが尻尾しつぽを振っていた。

「あ、あの……お姉ちゃん、白衣着ているけど、保健所の人じゃないよね？」

　恐る恐る、といった調子で女の子は声を掛けてくる。

　まさしく、よせば良いのに。

「……金色のわんちゃん、は、どこですか？」

　対して、木き原はら唯ゆい一いつはにっこりと微笑ほほえんだ。

　直後の出来事だった。




　ばぢんっ！　と。青白い火花が散るような音が夜の街に炸さく裂れつする。




　ゆっくりと横に揺ゆれた女の子は、そのままアスファルトの地面へ崩くずれ落ちていく。唯一は手を突っ込んでいた白衣のポケットの中から、スタンガンに似た機材を取り出す。が、それはスタンガンそのものではない。増幅回路を用いて高出力パルスを飛ばし、非接触で電子回路を破は壊かいする開かい錠じようツールを、さらに生体用に組み替えたデバイス。

　平たく言えば、距きよ離り一〇メートル以内にいる人間が持つ直近の記き憶おくを自由に奪うばう装置。

　脳神経内に蓄たくわえた電気信号を破損させ、読み取り不可能にする。

　ある意味では最悪の非殺傷兵器。

「首にチョップや腹にパンチと一いつ緒しよで、脳を破壊しない方が大変なんですけどね、これ」

　呟つぶやきながら、木原唯一は倒たおれた少女に、というより危機管理機能に乏とぼしいペットロボットの方に近づいていく。拾い上げ、ケーブルを挿さして内部メモリを覗のぞいてみると、どうやら無線電波を使ってクラウドに記録を取るタイプではなさそうだった。まあこの点については電波や赤外線が飛んでいれば警告が入ったはずなのであまり心配していなかったが。

　映像記録をいくつか改ざんすると、木原唯一はゆっくりと息を吐く。

　スイッチを切ったペットロボットをいったん足元に置く。

　はっきり言えば、老ろう若にやく男なん女によ問わず目撃者は殺した方が手っ取り早い。万に一つも記憶や記録を復元されるリスクも減る。何よりそちらの方が『木原』らしい。

　だが唯一はそうしなかった。

　舌打ちすると、携帯電話を取り出してどこかと連絡を取る。

「ええ、ええ。ケースＣが発生、対応は四番で、『目』は潰つぶしてありますので対処不要です。そちらは二〇分以内に現場からの全撤てつ収しゆうと痕こん跡せきの消毒に専念を。次の候補地はそちらに任せますが、三時間以内に通常業務に戻り、かつ水準以上のセキュリティを構築するという条件をお忘れなく。バタバタしないでくださいよー、注目を集めるのは逆効果ですから」

　この世に完かん璧ぺきなセキュリティは存在しない。

　強しいて挙げるなら無理に防壁を分厚くして悪目立ちしてしまうよりも、自然に背景の中に溶け込む事で『そもそも狙ねらわれない』構図を作る方を優先するイメージか。

　当然のように、寝耳に水の部下達からは理由を問われた。

　それで決定が覆くつがえるとは思ってもいないだろうに。

「そうですね」

　木き原はら唯ゆい一いつの方もさして真剣に考えない。

　ただアスファルトの上で死んだように眠り続ける女の子とペットロボットに目をやる。おそらくは寮りようの規約でペットを飼えない少女と、そんな一般人に小さな夢を見せていたゴールデンレトリバーについて頭に浮かべ。

　そして、火のない葉巻を咥くわえる『木原』の女は答えた。

　躊ちゆう躇ちよなく。




「それがロマンだから、ですかね」








第三章　転換、あるいは視点の変更　Not_Fiend, Not_Enemy.









　　　　１




　翌朝。

　上かみ条じよう当とう麻まはユニットバスのバスタブで目を覚ますなり絶句していた。

「……抜けてる」

　自分の口で呟つぶやいてみて、今さらながら悪お寒かんが全身を包む。

「髪の毛が抜けてる!!」

　その時その時ではピンときていないものの、どんだけストレスを溜ため込んでいるのだ新生活。そりゃあまあ理想送りワールドリジエクターを宿した上かみ里さと翔かけ流るなんて化け物が同じ校舎にいて何をしてくるか分かったものじゃないんだから当然と言えば当然ではあるのだが。

「うおおおおおおお!!　たっ、ただでさえインデックスの嚙かみつきにやられて上条さんの毛根がヤバいというのにここに来ての上里パニックかああああ!?　嫌いやだよやだよまだ一〇代だよピッチピチだよこんな頭皮の心配したくないよおカミサマ助けておーてぃぬーす!!」

　あまりの恐怖にゴロンゴロン床を転がり、半ばドアを自分でぶち抜くような格好でユニットバスから大脱出。

「……ひょっとして寝ぼけているのか？　わざわざユニットバスに籠こもっているんだ、顔を洗ってから出てこい」

　ちなみに朝からオティヌスは両手を腰に当てて呆あきれ果てていた。

　開けた空間にいても彼女が余裕の態度を崩くずさないのは、おそらく前日のじゃんけん大会で押し付けられた呪のろいのようなぬいぐるみの数々の恩恵だろう。早さつ速そく三み毛け猫ねこの遊び相手として消耗されているため、嚙んだり引っかいたり、あっちこっちに真っ白な綿をもりもり飛び出させた残ざん骸がいが散らばっている。

「配はい慮りよが足りず致命的にデリカシーのない人間にしては良くやった。褒ほめて遣つかわす」

「そですか」

「この、こいつ、何だったか？　とにかく神の身代わりを買って出るとはなかなかやる。神の名において祝福を授けてやりたい気分だ」

「オティヌス、お前が今両手で抱だきかかえているのはヒゴ○イキちゃんだ。一応きちんとした由ゆい緒しよはあるが、絶対に検索はするんじゃないぞ」

　食材だけなら昨日の放課後にたくさん買っておいたので、ようやっと食糧難からは解放された。トーストに牛乳、野菜とお肉を一いつ緒しよに食べた気になれるベーコンとアスパラの炒め物と、割と雑な感じの朝食が並べられていく。

「お前フライパンしか使ってなくないか？」

「こんな最悪の朝から洗い物とか考えたくもねえ、こっちは色々あって頭が重たいんだ」

　そして朝食の折、上かみ条じよう当とう麻まはこう切り出した。

「今日はオティヌスも留守番だ」

「ふざけるなよ人間。この神の権利を縛しばれるとでも思ったのか」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、ぬいぐるみあるからしばらく三み毛け猫ねこに襲おそわれる事はないだろ」

「分かっているならもっと抜本的な対策を講じようか！」

　髪の毛を逆立たせて叫ぶオティヌスだが、いまいち上条やインデックスなど人間サイズの危機感は薄うすい。ちなみにフローリングの床ではこうしている今も三毛猫が両前脚で適当なぬいぐるみを押さえつけ、口で咥くわえて手前に引っ張り、ぶちぶちぶちぶちー……と不ぶ気き味みな音を鳴らしている真っ最中である。

「上かみ里さとの動きが見えないのがちょっと怖くてな。何にしてもお前と上里を至近に置いておくのはまずそうだ。あいつは何かを考えているのかもしれないけど、お前を見た途と端たんに全部真っ白にぶっ飛んでいきなり理想送りワールドリジエクターを振り回す可能性だってある。それが学校の中だったら最悪だ」

「一理程度はあるが、この寮りようの位置も上里側には洩もれているはずだろう。挙げ句、上里は単独行動している訳ではない。お前達が学校へ行っている間に、別働隊が寮を襲うリスクは？」

「ゼロ、とは言えないんだよなあ……」

　上条は困った顔をしながらも、

「でもこれまでの傾向から考えて、きっとそれはしない」

「根拠は？」

「上里は『魔ま神じん』を恐れている」

　上条は箸はしを動かしてアスパラガスを挟はさみながら言った。

「理想送りワールドリジエクターがあればとりあえず倒たおせる事は分かっていても、それだけだ。逆に言えば、理想送りワールドリジエクター以外で倒せるかどうかは不明のまま。そして上里は、自分の周りにいる女の子が傷つく事を何より嫌きらう。そもそも『魔神』攻こう撃げきの発ほつ端たんがそこにあるんだからな、ここはブレない。つまり、お使いを頼んでそのまま帰ってきませんでしたじゃ困る訳だ」

　上里勢力とやらは、悪の秘密結社ではない。

　部下を小分けして送り出し、やられたらやられたで『所しよ詮せんその程度のヤツだったのだ』とかふんぞり返って次に思考を切り替えられるような連中ではないのだ。

　むしろ身内は一人も犠ぎ牲せいにできない。

　そのためならば、中心にいるべき上里は率先して最前線に繰くり出してくる。

　そう考えると、

「途中経過はどうあれ、トドメについては絶対に上かみ里さとが出てくるはずだ。俺は学校で上里の動向に気を配っていれば良い」

「……ヤツらの情報源が見えない。私が『魔ま神じん』としての力を失っている事が洩もれている可能性だってあるんだぞ」

「だろうな」

　上かみ条じようは頷うなずいてから、

「それでも、上里は、『魔神』が怖い。何しろあいつにとっては全すべての発ほつ端たんだ、相当心を抉えぐられている。少なくとも自分を特別にしている……と思い込んでいる右手の力がなくなるまでは、世界のどこかに『魔神』の力や影えい響きようが残っていると判断する。論理的に説明されてお前の弱体化を九九・九％確信していたって、だけどやっぱりオティヌス、お前を警戒するはずだ。そしてヤツが言葉通り、本当に身近な女の子が大切だっていうのなら、絶対にお使いは頼たのまない。上里が自分で動くまで待たせるはずだ。論理的かどうかなんて問題じゃないんだ、何度も何度もドアの錠を確かめるのと一いつ緒しよだよ。分かっていても、上里は怖い」

　そう。

　上里翔かけ流るは絶対に自分の目の届かない所で身近な女の子と『魔神』をかち合わせようなんて考えないはずだ。

　彼の主観の話では、身近な女の子達は『魔神』達に何かを奪うばわれ、上里の言いなりにされている状態に見えているのだから。

　すでに何かを奪われている。

　これ以上もっと奪われるような可能性を、残すはずがない。

「やれやれ。神の威い光こうとやらも考え物だな」

　ちなみに先ほどからインデックスは無言だった。

　会話に入ってこない。

　とはいえ特段不ふ機き嫌げんな訳でもなければ深く思案している訳でもなく、

「……うーん。待ちに待った普通のご飯のはずなのに、普通な事で刺激がなくなっているんだよ」

「まずい、インデックスが地味にクライシスを迎えているぞ！」

　今後の課題ができてしまったが、こうしている間にも時間は進む。

　ひとまずインデックスとオティヌスにはお留守番をしてもらう方向で話をまとめ、上条は上条で学校へ向かう準備を進める。

　吞のん気きに見えるかもしれないが、不ふ穏おんの中心にいる上里の動向を摑つかめるという点では学校も大きなポイントだ。逆に上里がやってこなかったり、途中で早退する事があれば何か動きがあると見て間違いないのだし。

「行ってきます」

「暗くなる前に帰ってこい。……冗じよう談だんではなくリアルに何かありそうだ」

　上かみ条じようは学生寮りようを出る。

　ついついいつもと同じ通学路を歩こうとして、校舎が変わったのだと遅れて思い出す。

　そして徐々に危機感が追い着いてきた。

（……あれ？　だとすると距きよ離りも違うはずだから、いつもの時間に出たんじゃ間に合わないかも……？）

　顔が真っ青になる。

　慌あわてたように足を向ける先を変える上条は、そこで見知った影を目もく撃げきする。

　御み坂さか美み琴こと。

　さあこんな状況でビリビリ混じりで絡からまれたら大変な事になるぞー留年的にーっ!!　と全身が総毛立つ上条だったが、そこで彼は眉まゆをひそめた。

　何か。

　言葉には言い表せないけど、何かがおかしい。

「おい……？」

　非常に珍めずらしい事に、上条の方から声を掛けていた。

　そこに至る心理がどんなものだったのか、彼は自分で把は握あくできていなかった。




「なに？」




　ただし。

　振り返った彼女と目が合った瞬しゆん間かん。

　上条の背せ筋すじに、ゾッ……と、冷たい何かが走り抜けるのは確かに感じられた。

　御坂美琴の表情が怖かったのではない。常盤ときわ台だい中学の制服も奇き麗れいなもので、どこかに得え体たいの知れない汚れがついている訳でもない。

　なのに。

　にも拘かかわらず。

　まるで血まみれの日本刀の切っ先を眉み間けんに近づけられたような、どうしようもなくゾワゾワした感覚が十本指をくまなく苛さいなんでいく。

（なんだ、これ……？）

　上条には答えを出せなかった。

　そうこうしている間にも、御坂美琴はにっこりと笑っていた。

　あくまでも彼女は、笑っているだけだった。

「アンタ冬物のコートとか買わないの？　中になんか重ねているみたいだけど、でもそれだけじゃ寒くない？」

　交わされる会話にも不ふ穏おんな色はない。

　緊きん張ちようや危機感を募つのらせる理由はどこにもない。……はずなのに、同じ時間を共有すれば共有するほど、どんどん違和感は大きく膨ふくらんでいく。

　まるで薄うすく張ったゴムの膜を内側から指で押しているような笑顔。

　金属製の振動板を使って作り出されたような完かん璧ぺき過ぎる音声。

「ああ……」

「？」

　ようやく、上かみ条じようは尻尾しつぽのようなものを摑つかんだ。

　何かがあるから怖いのではない。逆だ。ない、見えない、分からない。御み坂さか美み琴ことは笑顔を浮かべて言葉を並べているが、そこに至る心、本心のようなものが伝わってこないのだ。

「んじゃ私はこっちだから。今日は授業が始まる前に事務局に寄っておきたいのよね。三学期からの選択体育、今からでも変更できると良いんだけど」

　何の気のないようで。

　実はまったく共有のできない誰だれかは、口を開く。

「基本は捕手術、合気道、護身術、『砂鉄の剣』重視なら剣道にフェンシング、でも『超電磁砲レールガン』推しならやっぱり射的やアーチェリーなのかな。まあ何でも良いか。少しでも足しになれば」

「……何か、あったのか？」

　今さらのように。

　どうしようもなく周回遅れで、上条はそう呟つぶやいていた。

「うん」

　美琴は明言しなかった。

　ただ笑みを広げて、彼女はこう答えた。

「自分がいつまでも先頭に立ってみんなのペースを決められるだなんて思わないように」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　立ち去る美琴の背中を、追い駆ける事もできなかった。

　何だ。

　一体何が起きている……？




　　　　２




　のろのろと。

　まるで酔よっ払いの帰巣本能みたいに上条が学校を目指したのは、ひょっとしたらいつもの流れに乗っかる事で、少しでも自分の精神状態に負担をかけまいと努力した結果だったのかもしれない。

　実際には学生寮りようからの直線距きよ離りだと前の学校よりも短いようで、思ったよりも早く学校に着いてしまった。

　あるいは、自分の歩幅の調整すらできなくなっていたのかもしれないが。

　複数の制服が入り乱れる一風変わった登校風景。正門を潜くぐって敷しき地ち内に入った上かみ条じようは、ふと校舎の裏手へ消えていくビクビクウサギこと生徒会長の……誰だれだったか。とにかく掌てのひらサイズの小柄な影を見かけた。

　何となくそっちについていくと、例のゴミ捨て場に彼女はいた。

　制服姿で両手にはゴム手袋。さらに南ナン京キン錠じようと太い鎖くさりで封ふう鎖さされた焼しよう却きやく炉ろの蓋ふたの上に、コンビニで売っている『朝っぱらから頰ほお張ばれバナナ』とかいうゼリー飲料の容器を置いている。上条さん家ちの食卓にはあまり並ばないが、パンでもご飯でもなく、寝起きでバナナとかアサイーとかブルーベリーとか、とにかく果物系をメインに攻めたい層もいるらしいという話は聞いた事がある。主にテレビの情報番組で。

　という事は、

「……おいおい、こんな所で朝食なのか？」

「わひゃあ!?」

　背中に声を掛けたら真上に跳ねた。

　取られるとでも思ったのか、慌あわてたようにゼリー飲料を手で摑つかんだのが運の尽き。びゅるりと飲み口から噴ふん射しやさせてしまっている。

　ビクビクウサギは頭から被かぶった上にド派手に尻しり餅もちをついていた。

「ななななななん何だ何ですか問題児二号君じゃないですかびっくりしたー。あれ？　問題児と二人きりだと別に安心はできない……？？？」

「分かったからＭ字の足を閉じるか髪に絡からんだ白はく濁だくバナナ飲料を拭ぬぐうかどっちか方向性を決めるんだ会長、あっちもこっちもじゃ視線が散らばる。……というか、こりゃあ中学生の後輩が毎日お弁当を作って食事の面めん倒どうを見たがる訳だ……」

「んっ。これおにぎりやサンドイッチと違って手が汚れていてもノープロブレムに栄養補給できる完全食なんですがね。未み絵えちゃんは過保護というか心配性過ぎるのではないかと」

「そういう問題じゃねえんだよ便所メシと同ランクだぞこれ。そのアキカワとかいうのにちゃんと報告しておくべきか……」

「ひいい！　ひいいいいいいっ!!　ええと未絵ちゃんはその怒おこると大変怖いというかそのう落ち物パズルみたいに正論の塊かたまりを積み上げられてプレスされていく感がすごいと言いますかね……っ!?」

「どうしてお前が叱しかられる側から脱する事ができないんだ生徒会長」

　どうやら相変わらず生徒会長はゴミの面めん倒どうを見ているようだった。収集車がやってきて実際に清掃員のおっちゃんが怪け我がなく無事にゴミを持っていくまで動かないつもりなのかもしれない。あるいは収集車にゴミを押し込む作業そのものも手伝っていくつもりなのか。

　少し考え、上かみ条じようは尋ねた。

「残った方が良い？」

「ノープロブレム。ほんとに人手が足りなければ、まず未み絵えちゃんにご相談して生徒会の面々を呼びつけますがね」

「……道理でメールで気安いとか言われるんだ。召使いか」

「ひいいい!!　ひいいいいいいいいーっ!!」

　あまり拘こう泥でいしても仕方がないのだろう。

　無理には構わず、上条はいったん生徒会長とは別れる事にした。

　一番の理由は単純。

　人目を憚はばかるように、敢あえて裏門からやってきた男子生徒を見つけたからだ。

　今この校舎に在ざい籍せきする、いずれの学校とも違う制服の持ち主。

　上かみ里さと翔かけ流る。

「……何か、知っているのか……」

　顔を見た瞬しゆん間かんに言葉が出たのは、特に何の根こん拠きよもなかった。

　ひょっとしたらほとんど八つ当たりに近かったかもしれない。

「俺の知り合いの様子がおかしかった。上里、アンタなんか知ってい……」

「去鳴サロメが出た」

　断ち切るように、むしろ上里の方から来た。

「上条勢力はどこまで広がっている。学園都市にいる分だけの安否確認じゃ足りない。あいつがこの街に来るまでの間にどこまでつまみ食いしているかは把は握あくができない！　連絡手段があるなら早くしろ、こっちも無用な流血は避さけたい!!」

　何かがあったとしても、すっとぼけられると思っていた。

　だから表情や口調の機微から何かを読み取ろうと身構えていた上条は、かえって面食らってしまった。

「さろめ……？」

「そっちの言い分からすれば、上里勢力の一員って所かな。そして同時にぼくの妹でもある。義理って冠が頭につくけどね」

　上里はゆっくりと息を吐はいて、

「だけどあいつは完全に暴走している。ぼくが何を言っても、周りがどれだけ止めても、一度動けば無む尽じん蔵ぞうの破は壊かいを撒まき散らす。ああくそ、こうならないように頭の電極で神経伝達信号を遮しや断だんして脳波レベルを活動領域以下に抑えてもらっていたっていうのに。自分の言葉で無限に自分が興こう奮ふんするような臨界状態さえ防げれば普通に会話できるはずなんだ、あの子は……」

　ざわざわとした不ふ穏おんが忍び寄ってくるのを、上かみ条じようは肌で感じ取っていた。

　御み坂さか美み琴ことと相対した時と同じ。

「そんなの信じられるか。なんて言ったって上かみ里さと勢力だろ、その一員だろ。全部が全部、アンタを中心に回っているって事くらいこっちだって分かる！　良いか悪いかはさておいて、アンタのゴーサインがなきゃ彼女達は動かない。そうじゃねえのか!?」

「暮クレ亞アを覚えているか。元は園芸部で、『原石』としての能力者。全身の細胞がほとんど植物質に近くなっている女の子だ」

「ああ、それが？」

　上条にとっては、パトリシア＝バードウェイを救出する際に重要な役割を担っていたため、上里勢力の中では他の少女達と比べて強い印象があった。

　だが『どこにでもいる平へい凡ぼんな高校生』はこう切り返した。




「昨日の夜、去鳴サロメとかち合って胴体真っ二つだ」




　あっさりと。

　極大の異状が覆おおい被かぶさる。

「……、」

「幸い、能力が能力だから一命は取り留めたけどね。……暮クレ亞ア以外だったらそのままあの世行きだった。そして去鳴サロメは相手が暮クレ亞アだったから遠えん慮りよしなかった訳じゃない。絵エ恋レンでも獲冴エルザでも、あいつは目の前に立ち塞ふさがれば誰だれでもやる。同じように」

「どう、なっているんだ……？」

「さあね、ぼくにも分からない。だけど『そっち』で何か異変が起きているとしたら、十じつ中ちゆう八はつ九く去鳴サロメのヤツが何か仕掛けていると見て良い。少なくともぼくは今、あの子達に直接的な『お願い』はしていない。戦争がしたければとっくにぼくときみとでかち合ってる。去鳴サロメのヤツは勝手に動いていると考えて欲しい」

　上里は片手で自分の前髪をくしゃくしゃにした。

　彼は彼で、何かを思い出すように呟つぶやいている。

「……ずっと前に、去鳴サロメとボードゲームで遊んだ事がある。海外製のマイナーなヤツでね、解説書がみんなドイツ語なもんだから、まず英語に翻ほん訳やくしてから日本語に直す必要があって、とにかく最初にルールを覚えるまでが面めん倒どう臭くさかったよ。ああ、これは、まだあの子達が『壊こわれる』前の話なんだけどさ」

「？」

　その言い分には引っかかるものを感じたが、今は話を引き出すのが先だ。

「選挙ゲーム。サイコロを振ってコマを進め、手持ちのカードを切って大統領を目指すって内容だった。まあ一風変わったすごろくみたいなものだと考えてくれ。当然、架空のゲームだから色んな手が使える。テレビや新聞を買い占めて広告をばら撒まいたり、敵対候補の選挙カーに小細工して事故を起こさせてイメージダウンさせたり、一発逆転で開票前の投票箱を強ごう奪だつしたり。まあメチャクチャな自由度が笑えるんだけど」

「それが？」

「去鳴サロメのヤツがどんな手を使ったと思う？」

　上かみ里さとはどうしようもなく淡く笑って。

　言った。

「暗殺。とにかくこのカードばっかりかき集めて、ここぞって時に連打で切りまくった。しかもサイコロの確率が超厳しいＶＩＰの暗殺じゃない。敵対候補の支持者、ようは何の変哲もない一般の家庭に押し入って殺しまくったんだ。限られたＶＩＰならともかく、無む尽じん蔵ぞうにいる支持者全員を護衛する事はできない。やりたい放題だったよ。その候補の支持を表明しただけで殺す。話題に出せば即ターゲット。だから誰だれも彼も候補者から離はなれざるを得ない。懐かい柔じゆうよりも脅きよう迫はくの方が強く効く、中南米の選挙方式だって笑っていたっけね」

「……冗じよう談だんだろ。じゃあその去鳴サロメってのが学園都市でやろうとしているのは……」

「根本は同じだ、ぼくときみがそれぞれ自前の勢力を持っていて、ヤツはぼくを勝たせるためにきみの勢力を切り崩くずしに来た。それもトップで狙ねらいにくいきみ本人じゃなくて、その周りにいる無防備な知り合いを集中的にね。一いち罰ばつ百ひやつ戒かいって訳じゃないけど、とにかく何人か食い散らかせばきみの土台が崩れて、知り合いの輪がバラバラになるって考えている。だから実際にバラバラになるまで去鳴サロメは捕食をやめない。状況は分かってもらえたかな？」

　美み琴ことの様子がおかしかったのは、これか？

　すでに彼女は去鳴サロメと遭そう遇ぐうしていて、生命の危機に見み舞まわれていた？

「……、」

「どうした？」

　いや、と上かみ条じようは適当に遮さえぎってしまった。

（……何かイメージと合わない。恐怖に震ふるえて事件の事をつつかれるのを嫌きらう。そんな印象じゃなかった。もっと不ふ穏おんで、どうしようもない、ドロドロしたものを感じたんだけど……）

　激しい違和感はあるが、所しよ詮せんは印象の話だ。

　根こん拠きよとなるものは何もない。

　今は分かっている事だけを頼たよりに足場を固めていった方が良い。暮クレ亞アの胴体切断までやってのけたという話が正しければ、去鳴サロメの暴力はケンカの域を越えている。手順を踏ふみ間違えてモタつけば、本当に上条の身内から死者が出る恐れが出てきた。

　単純な暴力、殺傷を目的としている訳じゃない。

　限られた事件によって大衆を扇せん動どうし、集団全体の方向性、舵かじ取とりを外部からコントロールしようという考え。ある意味において完かん璧ぺきな、元来の定義においてのテロリストだ。

　もちろん、これが上かみ里さと勢力全体の策さく謀ぼうという可能性もゼロではない。

　暮クレ亞アの胴体切断も含めて自作自演。去鳴サロメなんていう人物は存在しなくて、ただ慌あわてふためく上かみ条じようがあちこちに連絡を取るのを眺ながめ、『上条勢力』の全体図……つまり叩たたき潰つぶすべきターゲットの名めい簿ぼを手に入れようとしている、なんていうリスクも。

　ただし、

「なあ上里」

「何だい」

「もしも去鳴サロメじゃなくて俺が、暮クレ亞アの胴体切断なんてやらかしたらどうしてた？」

「……今すぐ殺してほしいのか……？」

　一段。

　確実に、上里翔かけ流るの声が落ちる。

　新たな天地を望むか。そんなお決まりの一言さえすっ飛ばして。

　はっきり言って上里は信用ならない人間だ。だけどこの部分だけは噓うそはないと上条は考えている。だとすれば、上里は絶対に周りの少女達を犠ぎ牲せいにはしない。どんな目的があったとしても、それが最短の道だったとしても、暮クレ亞ア本人が自分の腹を裂さくと言い出しても。『どこにでもいる平へい凡ぼんな高校生』は絶対に許可しない。

「分かったよ。でもどうする？　去鳴サロメとかいうのが勝手気ままに学園都市を回遊して、俺の知り合いを見つけるなりいきなり嚙かみ付くような状況だとしたら何ができる？」

「こっちからは自衛しろとしか言えない。去鳴サロメの行方は全力で追い駆けているけど、どこまでやれるかは未知数だ。あいつは絶ぜつ滅めつ犯はん。人混みに紛まぎれて迷彩し、気がつけば文明社会を真っ赤に染める怪物だよ。いったん人の海に潜もぐったら、獲物を襲おそう時まで海面に顔は出さない」

「そっちの情報源は？　どれくらい信用できる？」

「鎖仁サニーと恋因レイン。姉妹の占い師で、地球全体の気象図と星の運行にまつわる天てん球きゆう儀ぎを利用してかなり広こう範はん囲い、高精度で情報を取得できた。時には飛行機からヨウ化銀やドライアイスをばら撒まいて気象条件を切り替え、むしろ彼女達から望む運命を導くよう気象図に手を加えていた事もあったっけね。『お天気お姉さん』としても優秀だった関係で天候相場やウェザーデリバティブにも強かったから、ネット取引で重要な資金源にもなってくれた。……去鳴サロメのヒューズだった頭の電極を取り外して、臨界状態の絶滅犯を制御もできずに返り討うちに遭あうまでは」

　上条は舌打ちした。

　占い。魔ま術じゆつサイドで普及している技術と、上里勢力内の技術の間にどれくらいの格差があるのかは、上条には判断できない。が、そんな手段で本当に機密情報に触ふれられるとしたら情報セキュリティ的には致命傷だ。どんな防壁を張ってもそもそもネットに繫つながる線を切断してもお構いなしに重要データを抜き取られる。

　上かみ里さと達が、時に個人の記き憶おくや思い出に触ふれる部分まで突っ込んできたのはそういう事情か。オンラインかオフラインか、機械的な記録か生物的な記憶かなどお構いなしの、地球規模の傍受システムを備えていたとイメージすれば分かりやすい。

「……その姉妹は去鳴サロメを使って何をしたかったんだ」

「さあね、頭が痛いよ。ぼく達の方も一枚岩じゃなかったって感じだったのかな。あの子達の間では極力軋あつ轢れきを生まないように努力してきたつもりだったんだけど、ぼくの知らない所で何があったのやら……」

　好感情は必ずしも円満な人間関係を築くとは限らない。

　突発的犯罪の半数以上は恋愛要素が絡からむ、なんていう統計のない与よ太た話ばなしが広まる程度には。上里ほどの一極集中型なら、さぞかし歪ゆがみもあっただろう。去鳴サロメをけしかける事で、事故に見せかけて排除したかった誰だれかがいたのかもしれない。

　鎖仁サニーと恋因レイン。彼女達の安否は不明だが、こんな注ちゆう釈しやくを入れてきたという事は、少なくともまともに動ける状態ではないはずだ。となると上里側はレーダーを失った状態に近い。ますます学園都市に溶け込む絶ぜつ滅めつ犯はん・去鳴サロメを見つけるのは困難になった訳だ。

　さらに言えば、去鳴サロメは地球単位の占い師である二人の姉妹の予測すら振り切った。

　返り討うちの未来が読めなかった時点で、去鳴サロメはあらかじめ決められていた『何か』を無視して二人を害した事になる。

　まともに追っても辿たどり着けない。

　後手に回っている間に、街中が血まみれになってはどうしようもない。

　ふう、と息を吐はいて上かみ条じようは頭の中で条件を並べた。

「上里、去鳴サロメはできるだけ狙ねらいを広こう範はん囲いに散らばらせる事で、いつ誰が襲おそわれるか分からない状況を作っている。全員の警護はできないから、必ずどこかに穴が空く。そんな有利な状況をキープしたいからだ」

「ああ、それが？」

「でもあくまで大きな目的は俺、上条当とう麻まの弱体化、もっと言えば撃げき破はなんだよな」

「要点を言ってくれ」

「質問に質問を返す。もしもてっぺん……と勝手にみなされている俺が一人でぶらぶら街を歩いていたら、あいつはどうする？　いつでも自由にギャラリーを仕留める事ができたとしても、狙えるものならてっぺんを直接狩りに来ないか？」

「……、」

「まして、今回のケースは選挙ゲームじゃない。直接の殴なぐり合い、戦争だ。つまり投票日まで待つ必要はない。俺と上里が直接街中で殴り合えば、もっと言えば俺が優勢になっちまえば去鳴サロメは悠ゆう長ちように構えていられない。何しろ最終目標は上里を勝たせる事なんだから、大ボスのお前がいきなり排除されちまったら元も子もないんだ。矢も楯たてもたまらないだろうさ。どれだけ有利な条件を捨てるとしても、あいつは絶対にお前を助けに来る。将しよう棋ぎで飛ひ車しやだの角かくだの狙ねらっている最中に、自前の王将を取られちまったら何の意味もないんだしな」

「なるほど、確かに」

　上かみ里さとも上里で、肩をすくめた。

「こちらから追えないなら、向こうから確実に出てくる環境を整えた方が手っ取り早い。確かに道理ではあるね」

「……言っちまえば、アンタは仲間を売る事になるけど？　しかも義理の妹とやらなんだろ」

「だからこそ、と言ってほしい所だけどね。ぼくはあの子達に、加害者にも被害者にもなってほしくはないんだよ。ただきちんと帰したいんだ、くそったれのご都合ハーレムからさ」

　上里は携帯電話を取り出しながら、

「そういう事なら連絡を回そう。街中で殴なぐり合うのは結構だけど、迫はく真しんの演技過ぎると獲冴エルザとかあの辺が本気できみを殺しに来かねない」

「いいや、それなら好都合だ。アンタのお仲間が本気で慌あわてふためいてくれないと、去鳴サロメのヤツが違和感を覚えて近づいてこないかもしれないからな」

「……きみは女の子の怖さを知らないのか？」

「できれば慈じ悲ひと優しさで満ちたマシュマロみたいな生き物だって信じたかったけど、そうこう言っていられるほど余裕はないらしい」

　方針は決まった。

　だがその上で一つ、どうしてもクリアしておかなくてはならない問題がある。

「どうすんだ、本当にどうすんだ俺の出席日数!?　あとどれくらい残っているんだっていう次元じゃなくてもうすでにマイナスの借金状態なんだけど何をどれだけ頑張ったらリカバリーできるのかももう計算できないし全体的にどうするべきか……ッ!!」

「んー」

　上里翔かけ流るはさして深く考えもしなかった。

　ただ言った。

「クラスの誰だれかに代返でも頼たのめば？」




　………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。




　上かみ条じよう当とう麻まの中で小さな宇宙が弾はじけた。

　そして彼は天に向けて今さらのように咆ほう哮こうしていた。

「まァァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッッッ!!」

　そんな簡単な方法で何とかなるなら二学期頭からずっとそうしていれば良かったではないか。一〇回に一回くらいの成功率だったとしても何日分かは確実に日数稼かせげていたはずではないか。そうしたら今まさに留年ゾーンに片足突っ込む事もなく、余裕しゃくしゃくでミッションに集中できたはずではないか。

　何もかも遅過ぎた。

　失った時間の浪費が馬ば鹿か過ぎる。

「あーっ！　あーっ!!　あーっっっ!!!!!!」

「幼児退行したいのは分かったからぼくを母親役にはしないでくれ。正直背せ筋すじがかなりヤバい」

　喚わめいてもどうにもならない。

　とにかくわずかなチャンスを繫つなぐため、携帯電話を摑つかむ。

　ひとまず青髪ピアスに連絡。

『代返って……まあええけど、ほとんど密室状態の高校の教室でそんなん通じるんかね。見破られても文句は言うなや』

「俺はお前を信じてる。……てかなんかバタバタしてるな。何かあったのか？」

『ちょいとした催もよおし物だよ。配線の様子も調べておきたいし、職員室の方にも用はある。ああ、こういう時フィギュア修復用のパテを常備していて良かったなあって思えるわ。工具でダメな場合は合あい鍵かぎが必要かもしれへんし』

「ん？　んん？」

『後で教えたるわ。今夜をお楽しみに!!』

　向こうから電話を切られてしまった。

　ともあれ、代返の問題はクリアできた。こっちもこっちで早々に動かなくてはならない。

「去鳴サロメが立ち寄りそうな場所……が分かれば苦労はしないか。でもあいつに俺達が殴なぐり合っているトコを目もく撃げきさせなきゃ釣れないぞ」

「動画サイトでも使おう。妹はテレビより動画派なんだ。素人しろうと丸出しの目撃情報に見せかけてぼく達がケンカしている様子を公開すれば、どこにいたって妹のヤツは飛んでくるさ」

「となると、こっちの条件は一つ」

「去鳴サロメが背景見ただけで正確に場所が分かるよう、ランドマークの近くでやろう」




　　　　３




　水着のような日焼け痕あとをつけた地肌に直接レインコートを纏まとう、長い銀髪を頭の左右で円えん盤ばんや悪あく魔まの角のように丸めた裸足はだしの少女。

　絶ぜつ滅めつ犯はんの去鳴サロメ。

　彼女にとっての宝物は、鎖仁サニーと恋因レインが残した『リスト』だ。去鳴サロメはこれに従って人を襲おそい続けるだけで、当座の目標を達成できる。

『リスト』は悲劇の象徴とも言えるかもしれないが、学園都市全体としてはあった方が良かっただろう。

　そうでなければ、去鳴サロメは対象を限定しなかった。

　学園都市の中から無作為に一般市民を抽ちゆう出しゆつし、上かみ条じよう当とう麻まに悪感情が向いて社会から排はい斥せきされるような形で無差別攻こう撃げきを仕掛ける。そういう構造になっていたはずだ。

「来た来た」

　そう呟つぶやいた去鳴サロメが腰掛けていたのは、バス停にあるベンチの一つだった。通勤通学のタイミングをわずかでも外せば客足ゼロの休きゆう憩けい所じよに早変わりするベンチを独占し、立ち寄る人を待ち伏せしていた訳だ。

　正直、相手に恨うらみはない。

『リスト』に載っている人物であれば誰だれでも良い。

「一方通行アクセラレータちゃん☆　……本名だと意外とカワイイ名前なんだね」

「……、」

　白い髪に赤い瞳ひとみ、片手で現代的なデザインの杖つえを突き、もう片方の手でドラッグストアのレジ袋を下げたそのターゲット。まるでホワイトアスパラだ、と去鳴サロメは率直な感想を抱いだいていた。人の手で特異な環境に放ほうり込まない限り、人間はあんな風にはならない。

「学園都市第一位。有名人ならこういう展開にも慣れているんじゃね？　ちょっくら殺しにきたよん」

「……、」

「あら乗り気じゃない？　モチベが足りないのかな。ひょっとして『俺はもォ二度と殺しはしねェって決めたんだ（ピカッ☆）』みたいな事言っちゃうのかな？　くっくく、あっはっはっは!!　あれだけ散々やらかしといて自分一人で条件付けすれば過去の悪行ぜーんぶ切り離はなして奇き麗れいサッパリ善人モードにでもなれると思ったの、ひゃっひゃっひゃっひゃっ!!」

「……、」

「それにそもそも殺しを切り離すとか無理な話っしょ」

　と、直前までの笑みを引っ込め、奇妙に空くう虚きよな目でレインコートの少女は呟く。

「私とアンタは違う。まあ強ごう姦かん魔まが食人鬼と一いつ緒しよにするなって喚わめき散らすようなもので、ほんとにまともな人間から見たら失笑モノの主張だろうけど。でも違う。もしも私とアンタを同じ枠に入れようなんて言い出す輩やからがいたら、それだけで殺されても文句は言えないんじゃね？　ってくらいにさ。ただ、違っていても分かっちゃうんだよねえ。アンタは殺しというブランドを捨てられないよ。たとえ世界が私とアンタの二人きりになって、この絶ぜつ滅めつ犯はんが両手を上げて殺しを卒業したとしても、さ」

「……、」

「一つ試してみよう」

　くすくすと笑って。

　頭から防水フードを被かぶる去鳴サロメは、ついっと人差し指を正面に上げた。

　指差した。

　一方通行アクセラレータ、いや彼の手にしたレジ袋を。

「牛乳やチョコレートはまだ分かる。お風ふ呂ろアイテムのアヒルやシャンプーハットも実はそういう趣しゆ味みなのかもしれないね。……でもその小っちゃいサイズの靴は流石さすがにアンタの足には入らないよねえ。だとすると、ひょっとして。近くにおねだりした『持ち主』がいるん




　ズドァッッッ!!!!!!　と。

　言い終える前に、去鳴サロメの人差し指が二の腕ごとごっそり消失した。




　何か特別な事をした訳ではない。

　ただ近づき、ただ腕を摑つかみ、ただ毟むしり取った。

　一連の動作にベクトル操作が絡からみ、人間業わざを超える速度が伴ともなっていただけで。

「ひゃっ」

　だが。

「ひゃっひゃっひゃっひゃっ!!　ああもう、なんていうかこれ以上ないくらい正解っしょ!!」

　絶滅犯・去鳴サロメの顔には苦痛も恐怖も浮かんでいなかった。

　むしろはるか昔に公開中止になった古い映画について語り合える同種の変人とようやく巡り合ったような、安あん堵どと感動さえ伴っていた。

　たんっ、と後ろへ下がり、二重に重ねたレインコートの端はしをクラゲやクリオネのように漂ただよわせる。去鳴サロメはなおも腰を折って残った腕で腹を抱え、隠かくす事なく笑い続けている。

　残った手で首から紐ひもで下げたオモチャのような懐かい中ちゆう時計を摘つまみ、口づけする。

「私の『外がい的てき御ご供くう』は生身で破は壊かいできるものならどんな武器だの防具だのでも取り込んで己の力に組み込めるもん。いったん坂道を雪玉が転がり落ちたら最後、誰だれにも『連れん鎖さ』は止められないっしょ。だからまあ、そうなんだよ。武器だの防具だの文明の利器に一切頼たよらない、チンパンジーより間抜けに二本の腕振り回して最大戦力を叩たたき出す輩やからがいっちばん相性が悪い訳」

「オマエ……」

「『その身体からだはどォしたンだ（ピカッ☆）』みたいなクサい台詞せりふは勘かん弁べんね。くっくっ、少なくともアンタの脳みそほど不思議なものでもないよ」

　ギチギチギチ、と濡ぬれた糸の束が軋きしむような音があった。

　引き裂さかれたレインコート、腕の断面から出血はない。

　そもそも、質感がおかしい。

　日に焼けた小麦色の腕。その表面は滑なめらかだが、どこかマネキンめいた無機質な不ぶ気き味みさが漂ただよっているのだ。

「ほら、贄にえっていうのは『そいつにとってどれだけ大切なものか』が重要っしょ。豊作過ぎて食べ物が腐くさってしまうような状況じゃ米や魚は贄にはならないの。その辺で捕まえてきた赤の他人だって生贄とは呼べない。ブードゥーの祭さい儀ぎを知ってるかな？　連中は悪あく魔まに魂たましいを売ると年に一度、家族や恋人、恩師なんていう自分の胸が痛む相手を一人必ず捧ささげなくちゃならなくなる。でもってストックが切れたら最後は自分の命を支払う羽は目めになるの。同じだよ、同じ事なんだ。やーっぱ『外がい的てき御ご供くう』だけじゃあ絶ぜつ滅めつ犯はんとしては心こころ許もとなくてね、もっと大切なもの捧げて力を得るために『内ない的てき御ご供くう』……つまり自分のカラダを神様にくれてやったって訳」

　生贄。

　その最もシンプルな形は、自分自身の命と引き換えに願いを叶かなえてもらう方式だ。

　だがここに、たとえ己の心臓を明け渡しても生き残る方法があった。

　すなわち、自己の置き換え、道具化。

　御み坂さか美み琴ことはインパクトに惑わされず、最初に気づくべきだったのだ。『外的御供』は両手で破は壊かいした武具を取り込む事のできるオカルトだ。だがそもそも『砂鉄の剣』なんてものを両手で摑つかんでへし折る行為自体、武術や格かく闘とう技ぎで実現可能な限界を超えている。普通の人間にできる事ではないのだと。

「まともじゃねェな」

　一方通行アクセラレータは千ち切ぎった腕を見やり、脇わきに放ほうり捨てて、それから吐はき捨てた。

　何もオカルティックな言動や肉体を人工物に置き換える事で生身の血肉を廃はい棄きした経緯に関して、ではない。

「それ、学園都市製じゃねェだろ」

「はっはは！　やっぱバレるか。それはまあ私はこんなイカれた街と接点ないもん。だからその辺にあるものテキトーに寄せ集めて、テメェの腹を自分で開けて手作業でちょこちょこ交換していったって訳。バラ売りで乙女おとめのカラダを神様に渡しながらね」

　言うのは簡単だ。

　だが学園都市製でないという事は、動作の保証はかなり怪しい。ハンドメイドだと緊きん急きゆう事態が発生しても本人以外誰だれも手出しできないし、そもそも雑菌、薬品、錆さび、電磁波などのシールドも万全とは言い難がたい可能性が高い。

　いくら心臓を動かすのに必要だからと言って、その辺の一〇〇円ショップで投げ売りされている目覚まし時計やオモチャのギミックライトを分解して手に入れた基板で作ったペースメーカーを胸に埋うめ込んでみたいと思うか。

　迷わずそれをやった命知らずがここにいる。

　そもそも去鳴サロメは何な故ぜ地肌に直接レインコートを着ている？

　歪いびつな人工物の肉体に曇くもりガラスのようなフィルターを掛けて生身の肉体のように見せかけているのか、あるいは防水や防ぼう塵じんなどの都合で全身を分厚いビニールで覆おおう必要があったのか。

　あらゆる意味で死と隣となり合わせ。

　いつ脳に錆さびや雑菌が回ってもおかしくない状況。

　頭のイカれた絶ぜつ滅めつ犯はん。

　だがそんな綱つな渡わたりを娯ご楽らくとして楽しんでいるかのように、去鳴サロメは笑みを崩くずさない。

「ていうか、イカれてんのはそっちの方っしょ。不殺主義なんぞ気取っておきながら、迷わず人様の片腕引っこ抜いて外傷性ショックで意識吹っ飛ばそうって話なんだから。ゾウさんは人と同じ友達ですって言いながら人間に石投げてんのと変わらないんじゃね？」

「なら優しく頭でも撫なでてやった方が良かったか？」

「その手で？　冗じよう談だんじゃない、脳みそ何回シェイクされるか分かったものじゃないっしょ」

　笑いながら、レインコートの少女はポケットから何かを取り出す。ペンとは違う。砂糖菓子でできたステッキでもない。鋼はがねの鉤かぎ、おそらくは人間の背中にでも突き刺して吊つり下げるための。悪あく趣しゆ味みな処刑具をそれこそペン回しのようにくるくる回しながら、指で挟はさんでくの字にへし折る。

　まるで何かの儀ぎ式しき。

　ライブ会場にあるケミカルライトでも点灯させるように。

「しっかし情報通り、トリガーはやっぱり『打ち止めラストオーダー』とかいう個人か。今度は挑発じゃなくてマジトークなんだけど、疲れない、その生き方？　アンタが誰だれを何を守ったところで過去の経歴がまっさらになる訳じゃない。善人だの英えい傑けつだの聖女だのにくっついたって、アンタが『そのもの』になれる訳じゃあないんだよ。ほんとは分かっているでしょ。アイドルライブに出かければみんなで一体感を抱いだける？　クソたっかい限定品のハッピ着てウチワを振っていれば心は通じ合える？　知ってるかな、ビッカビカにライトアップされたステージの上からは、光の落差のせいで暗がりの中に埋もれた観客の顔なんかろくに見えないってハナシ。今のアンタそのものじゃね？」

「……、分かっていて」

「それでも新曲の発表に張りついて、全国ツアーを北は北海道から南は沖縄まで残らずついていって、雲の上のあの人を応援できれば幸せですってんなら止めないけどさ」

「分かっていて、分かっていて、分かっていて、それでもトリガーを引く訳だ」

「アンタいつまで小っちゃいガキの付属品やるつもり？　最強ちゃんが泣いてるよん」

　ヂリッ!!　と乾いた何かが両者の間で弾はじける。

　低い声で、合図があった。

「殺すぞ」

「モチベ湧わきました？」




　スポーツバッグから大量の刀剣や鈍器に飛び道具まで溢あふれ出す。

　直後に殺しの味を知る者同士の激突があった。
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　第七学区は基本を押さえた住みやすい街並みだが、逆に言えば良くも悪くも凝こりに凝ったランドマークというのはなかなか見つからない。上かみ条じようや上かみ里さととしては動画サイトの中でわざと殴なぐり合って、さっさと去鳴サロメの方から接触してきてほしいので、誰だれにでも分かる目印をさりげなく画面の中に配置しておきたいのだが、

「どうする？　ぼくは土地勘かんについては観光案内のパンフ程度の知識しかないぞ」

「っ。そうだな、ひとまず『窓のないビル』にしよう。統とう括かつ理事長とかいう偉い人が住んでいる場所で、核かく攻こう撃げきを受けたってびくともしないらしい。あそこなら駅前の案内板にだって載っていると思うし」

　そう言って、上条達の足が大きく方向転換する。

　その途と端たん。




　ドッッッ!!!!!!　と。

　それこそ一〇〇〇発以上の銅貨が、流星雨のような面制圧で上条当とう麻まの頭上を埋うめ尽くす。




「あ……？」

　最初、意味が分からなかった。

　そして惚ほうけている間に、吊つり天てん井じようのように飛び道具の豪ごう雨うが降り注ぐ。到達する。慌あわてて右手を頭上に掲かかげてもどうにもならず、辺り一面にオレンジ色の火花が散り、アスファルトは削られて粉ふん塵じんの雲を作り、そしてツンツン頭の少年は全身を叩たたかれて二度三度とその体が路上を跳ね転がった。

「ぐぅぅぅああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　横よこ倒だおしになり、背を弓のように反らして絶叫するが、起き上がる事もできない。

　対して、背の低い雑居ビルの屋上から手を振る影があった。

「やっほーうい。大将、ちゃんとやれてるー？」

　長い茶髪をざく切りにして、頭から狐きつねの耳のような房を伸ばす不良少女。両手には空っぽになったペットボトルがあり、彼女が逆さにしたそれを軽く振ると、路上に散らばっていた無数の一〇円玉がぞるぞると蠢うごめき始めた。ゆっくりと竜巻状により集まっていくのが分かる。

　地上では、傷一つない男が手を振り返していた。

「予定通りだ、獲冴」

「へっへへー。褒ほめられちった」

　上かみ条じようの頭の中で、猛もう烈れつな熱が渦巻く。

　結局はこうなるのか。上かみ里さとにとってこちらの被害などどうでも良いのか。絶ぜつ滅めつ犯はんの去鳴サロメが暴れるだけ暴れて、学園都市の人が大勢傷ついて、上条にとって大切な人や世界が血の海に沈んでいくのを見て、めでたしめでたしハイスコアを更新しましたと手を叩たたいて笑うのか。

「か、み……さとぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

「喚わめくなよ。確かにぼくは裏切ったが、きみの目的は果たしてやる。妹を止めるにはこれが最善手なんだ」

　上里は訳の分からない事を言った。

　いや、

「なあ上条当とう麻ま。ぼくはきみに言ったはずだ、去鳴サロメは二つのグループの内、ぼくを勝たせるためにきみの友人知人を端はしから順に殺さつ戮りくしていくって。だったら話は簡単なんだ。きみは上条当麻と上里翔かけ流るをカメラの前で激突させて、ぼくがやられたふりをすれば妹がすっ飛んでくると判断したようだけど、それじゃあ去鳴サロメが演技に気づいて、騙だまされずに、殺戮を続けるリスクがある。というより、主導権を絶滅犯なんて呼ばれている妹に預けている状態だ。こんな危険を負わせる訳にはいかない。だから、もっともっとシンプルで確実性の高い、主導権をこちらで握にぎれる状況を作った方が好ましいんだよ」

「なに、を……」

「きみが死ねば良い」

　簡潔に。

　これ以上ないくらいの死刑宣告を、理想送りワールドリジエクターは告げる。

「言っただろう。去鳴サロメは二つの勢力の内、ぼくが勝つために行動を続けているって。だったらさ、敵方の王将であるきみがカメラの前で死ねば良いんだよ。そうすれば去鳴サロメの戦う理由は自然と消失する。きみのお仲間が命を狙ねらわれる心配もなくなる。演技じゃないから去鳴サロメが騙されずに制御不能になる心配もない。まったく素す敵てきな解決策だとは思わないかい？」

「……、」

　倒たおれたまま衝しよう撃げきで起き上がれない上条は、自分の鼓こ動どうが強く跳ねるのを自覚した。

　嫌いやな汗が掌てのひらを満たす。

　ドグッドグッと首の辺りで気味の悪い音が増す。

「獲冴エルザ」

　謳うたうように上かみ里さとは言った。

「府フ蘭ラン、冥メイ亞ア、琉ル華カ」

　あるいは、背負ったリュックの中から大量のアンテナを伸ばし、巨大風船を使って自由に遊覧飛行するパジャマのＵＦＯ少女が。あるいは、足元の人工霧きり発生装置の中に浮かぶ白しろ装しよう束ぞくの幽ゆう霊れい少女が。あるいは、片目の眼帯と海かい賊ぞく帽子にミニスカート、カトラスと大型のマスケット銃を備えた海賊少女が。

「愛燐アイリーン、雷矛ライム、理リ沙サ、芽李メリー、杏アン奈ナ、入洲イリス、丹ニ南ナ、銘撫メイヴ、江エ梨リ、鞍蘭クララ、出洞デボラ、妹メ伊イ、聳愛ソフイア、精錬セイレーン、燦泥サンデイ、魔鈴マリン、露去ロザリー、好楽スカラー、夢ユ肖ニ、零紋レモン、賑多ニキータ、麗レ美ミ、牧納マキナ、傘厘キヤサリン、蕩輝ドロテア、宛那アテナ、夢厨ミユーズ、米璃ベリー、数斬スーザン、姪龍メロン、診華ミルカ、瑛魅エイミ、麟堕リンダ、比阿フイーア、好応スノウ、来夏ライカ、覇尼ハニー、威イ舞ヴ」

　あるいは、あるいは、あるいは、あるいは、あるいは、あるいは、あるいは、あるいは、あるいは、あるいは、あるいは、あるいは、あるいは、あるいは、あるいは、あるいは、あるいは、あるいは、あるいは、あるいは、あるいは、あるいは、あるいは、あるいは、あるいは。

　ゾッ、と。

　あちこちから顔を出す少女達に、上かみ条じようは声も出せなかった。

　身動きの取れない自分、これだけの数、しかも一人一人が暮クレ亞アや獲冴エルザのような極限の突然変異。本来だったら一対一でも命いのち懸がけになるような強敵が、まさしく星の数の勢いで一斉攻こう撃げきを仕掛けようとしている、この絶望。

「嫌いやだよね、こんな事を任せておきながら彼女達を助けたいとか本気で言っているんだから。ま、取り押さえてもらうだけで、トドメはぼくにやらせてもらうくらいの配はい慮りよはするんだけどさ、それでも片棒担かつがせるだけで大問題だ」

　上里翔かけ流るは安物の携帯電話を取り出していた。

　モラルハザードを起こした狂気の教室の主のように、レンズを獲物に向けながら。

　冷れい酷こくに、告げる。

「きみの友人知人のために、こっちはスナッフ動画なんて薄うす気き味み悪いものに手を染めようっていうんだ。せめてさっさと終わってくれよ、上条当とう麻ま君？」

「……ッッッ!!!???」
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「おっと」

　絶ぜつ滅めつ犯はんの去鳴サロメは震ふるえるスマートフォンに目をやって、不思議そうな顔をしていた。

　一体何があったのか。

　周囲のアスファルトはめくれ上がり、道路標識はへし折れ、破れた地中のガス管から火炎放射器のような炎が垂直に伸び上がっている。

　全部無視して誰だれかの妹は呟つぶやいていた。

「……まーたまた、これはもう本当にくだらない事やってるなあ。このお兄ちゃんめ」

「あン？　さっきから何言ってやがる」

　真正面、距きよ離り一〇メートルの位置で怪け訝げんな顔をしているのは学園都市第一位の一方通行アクセラレータだ。レインコートの少女の言葉に、というより現在進行形で第一位と殺し合っている最中、歩きスマホなんて命知らずな行動に対して眉まゆをひそめている。

　だが構わずに去鳴サロメは肩をすくめた。

「でも事と次第によっては面おも白しろくなりそうじゃね？」

　くすくすと笑いながら、

「ねえ第一位、いったんここはお開きにしよう。惨みじめったらしい付属品に命の猶ゆう予よを与えてあげるから」

「……いちいちオマエの事情なンぞ汲くむとでも思ってンのか？」

「汲むと思うよ」

　去鳴サロメはぐるりと首を回して、

「加か納のう神しん華か」

「？」

「フレメア＝セイヴェルン、フロイライン＝クロイトゥーネ、黒くろ夜よる海うみ鳥どり、番外個体ミサカワースト、そして打ち止めラストオーダー。ダメだよねえ、みんな学校に行かなきゃ。悪い子が不幸な目に遭あったってそいつは天てん罰ばつって事で丸く収められちゃうよ？」

「……、」

「そう、流石さすがに全員分は把は握あく不可能だったかにゃ？　こっちの『リスト』に載ってる連中はまだまだたくさんいる、例えばその辺の群衆の中にも。私はこのままやり合ったって構わない。アンタはアンタで『反射』があるから怖いものはないっしょ。……でも『反射』でカッ飛んだ飛び道具は全部が全部一〇〇・〇％私に当たるかな？　当たらなかったら流れ弾や跳弾はどこへ飛んでいくんだろうねえー？？？」

　一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよだった。

　その隙すきに、絶ぜつ滅めつ犯はんの去鳴サロメは、だんっ!!　と大きく後ろへ跳んだ。二重に重ねたレインコートが踊り子のヴェールのように揺ゆれる。生身の肉体では絶対不可能であろう動きで、ビルの壁面から突き出た看板に飛び乗り、さらに屋上まで跳び上がり、ビルからビルへと高速移動を続けていく。

　すでに背後からゾクリとした悪お寒かんが突き刺さった。

　振り返るまでもなかった。

「来た来た。流石さすがにハンドメイドの足で振り切れるほど甘い相手じゃないか」

　くすりと笑って。

　レインコートの少女は、ビルの屋上から屋上へ死のジャンプを決行していく。

「でも、それで良い」
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　状況は一いつ瞬しゆんで動いた。




　ゴッ!!　と。

　突然飛来したレインコートの少女が、上かみ条じようへ近づく海かい賊ぞく少女へ飛び蹴げりを放ったのだ。




　為なす術すべもなかった。

　ぶわりといっそ場違いなほどゆっくりと、二重に重ねたレインコートの端はしが揺ゆらぐ。

　包囲網もうが一挙に崩くずれる。倒たおれたまま起き上がる事もできない上条当とう麻まの近くで絶ぜつ滅めつ犯はんの少女は身を屈かがめ、腕一本で米こめ俵だわらのように手負いの少年を肩で担かついでしまう。そして周囲を取り囲む全員をぐるりと見回し、馬ば鹿か笑いする。

「はっはっはー!!　ご機き嫌げんいかがお兄ちゃん？」

　太めの紐ひもで首から下げたオモチャのような懐かい中ちゆう時計を意識するが、そこでレインコートの少女はわずかに舌打ちした。

「ああもう、片手は吹っ飛んで片手は塞ふさがって……。これじゃ『おまじない』ができないな」

「どういうつもりかな、去鳴サロメ？」

　上かみ里さと翔かけ流るがわずかに目を細めた。

　おっかない兄を見て、しかし地肌にレインコートの妹はくつくつと笑う。

「私の行動は常に一貫しているよ、分かっているでしょお兄ちゃん。狂人っていうのは行動に規則性がないから狂人なんじゃない。そいつ個人にしか理解できないルールを曲げないから狂人なんだもん」

「……、」

「私はアンタのためになる事をやる。たとえそれが人殺しであったとしても」

　去鳴サロメは疑問でいっぱいの上条を抱えたまま、

「これは逆に言えば、アンタのためにならないなら絶対に殺さないって事だよ。だってさあ、上条当麻が上里翔流に何をした？　『魔ま神じん』を庇かばうこいつはお兄ちゃんの敵なの？　お門かど違ちがいの八つ当たりも甚はなはだしい。そもそも『魔神』を全滅させたって理想送りワールドリジエクターが消滅して周りの取り巻きバカが元に戻るなんて保証はどーこにもないっしょ。だったら私はもっと確実な手で行かせてもらうよ。上かみ条じよう当とう麻まを殺しても『魔ま神じん』を絶ぜつ滅めつさせてもお兄ちゃんが元に戻るとは限らないもん。なら何を殺せば上かみ里さと翔かけ流るは元に戻る？　一個だけ絶対確実な線があるよね、おにーちゃん？」

「まさか……」

　兄の言葉に、妹は邪じや悪あくに笑って宣告する。




「テメェの取り巻き全員ぶっ殺す。それが一番正しいんじゃね？」




　時間が、凍こおった。

　空間が、固まった。

「上里翔流を狂わせているのは上条当麻でも『魔神』でもないよ。浜はま面づら、御み坂さか、でもって第一位。後は学園都市の空港に銀行？　試しに何人かつついてみたけどぜんっぜんしっくりこない！　だって上条勢力は何にも悪くないっしょ!!　原因は上里勢力とかいう訳の分かんないクソ馬ば鹿かハーレムなんだよ。自己責任って言葉さえ投げ捨てて年中無休で発情してる馬鹿どもを元の赤の他人に戻してやろうなんて考えるから、お兄ちゃんは理想送りワールドリジエクターとかいう意味不明な右手を振るって無む駄だな戦いに出かける事になるんじゃね？　ゼウスとヘラじゃないんだ、アンタ達の茶番劇に巻き込まれるパンピーの気持ち考えた事ってあるの？」

「……、やめろ」

「ほら見た事か、全すべての元げん凶きようが浮き彫りになってきたぞう？　大体さ、『魔神』とかいうぶっ飛んだカテゴリ相手とはいえ、『どこにでもいる平へい凡ぼんな高校生』なんて生き物がそう易やす々やすと殺しに手を染める訳ないっしょ。みんなを助けるスナッフ動画？　笑わせないでよお兄ちゃん、この罪悪感ゼロの気持ち悪い乱らん痴ち気き騒さわぎは何なんだっていうか。絶ぜつ滅めつ犯はんじゃないんだからさ。アンタはね、一見するとてっぺんに立ってるふりしておいて、実は狂気の取り巻き連中に背中押されているの。何が上里ハーレムよくだらない、女どもは傅かしずいているふりして取り憑つき放題っしょ。みんなして裸の王様の糸を摑つかんで、好き放題手足を動かして……」

「やめろ」

「やなこった」

　んべっ、とレインコートの少女は舌を出しつつ、

「これだけ上里勢力（笑）が揃そろっていれば絶滅犯の一人二人力技で押さえ込めるとでも思った？　でも残念、手を出した相手が悪かったね。しかもカメラの前で堂々公開とか自殺行為だよ」

「？」

「馬鹿なヤツ。上条当麻にはさ、とびきり面倒臭いファンがついているっていうの知らないの、お・に・い・ちゃん？」

　直後の出来事だった。




　ドゴァッッッ!!!!!!　と。

　上かみ里さと勢力の包囲網もうのど真ん中へ、垂直に。白い竜巻が落ちた。




　学園都市第一位。

　その到来。

　もういちいち成り行きを見守っている必要もなかった。

　去鳴サロメは片腕一本で上かみ条じようを肩に担かついだまま、笑って距きよ離りを取る。

「あははは!!　はっははははははははははははははははははははははははははは！　狙ねらい通り過ぎてお腹なかが痛い!!　涙が止まんにゃい、全米の涙るい腺せんのダムが決けつ壊かいする！　ポンポンが、くっくっ、ああもう駄だ目めだっ、やーん☆　さろめポンポン壊こわれちゃーう!!」

「去鳴サロメ……ッ!!」

「ひっひ。アンタにゃ策士なんて似合わないよ、『どこにでもいる平へい凡ぼんな高校生』を気取るならアドリブ任せで歯は軋ぎしりでもしている方がお似合いっしょ。ではさらばだお兄ちゃん、あでゅー。ぷっくく、ぶわはははははっっっ!!」

　とっさに追い駆けようとする上里翔かけ流るが、白い嵐あらしに吞のみ込まれていく。

　一方で混乱しているのは上条当とう麻まだ。

　さっきっから三段飛ばし過ぎて話についていけない。

「ちょっと待て、全体的に説明してくれ！　何で裸？　片腕ないの？　血が出てないんだけど？　あいつの妹扱あつかいって事はアンタが去鳴サロメって事で良いの？　絶ぜつ滅めつ犯はんって結局何なの？　あと何で裸なの!?」

「ハダカが二回出てる、それが一番気になってんのかよ思春期ちゃん。そもそもこいつはバトル専用のボディだから、そういう器官は省いてあるんだけど」

　うんざりしたように言いながら、レインコートの少女は三、四階程度の雑居ビルの屋上へと飛び上がってしまう。

「言っておくけど兄妹ゲンカはしても、私は基本的にお兄ちゃん、上里翔流の味方だよ。胡う散さん臭くさいあの取り巻きみたいにその辺の角で出会い頭がしらにごっつんこしたら一発で一ひと目め惚ぼれするような所属の鞍くら替がえなんていうのはありえないっしょ。私の貞操は地球よりも重たいの。そこんとこは履はき違えないように」

「……、」

「今まで私がやってきた事については、お兄ちゃんと一いつ緒しよに走り回ってたアンタなら分かるっしょ。上条勢力を適度につついて輪を乱す。『上条当麻の知り合い』ってだけで攻こう撃げきされると分かれば標的を支える土台が崩れるからね。つまり、実際に殺すかどうかは関係なかったの。むしろ効率良く恐怖をばらまくには『残らず全ぜん滅めつ』じゃ困る訳だから、話を持って帰ってもらうためにある程度は見逃さなければならなかったって感じかな。流言飛語から始まる暴動と一いつ緒しよじゃね？　ゾンビＰＣっていうかゴキブリ殺しの殺虫餌えさっていうか、とにかく内輪のネットワークに持ち帰って自然と全員を冒おかしてくれる、恐怖のばらまき役を作るのが狙ねらいだった」

「難しい話は知らねえが、どっちみちアンタは俺の敵で、俺の知り合いを集中的に狙ってた黒幕だろ。だったら何で俺を助ける!?　つか待って、これホントに助けられているんだよな？　巣に持ち帰ってるとかじゃなくて!!」

「心配しなくても大だい丈じよう夫ぶだって殺す気ならとっくにやってるっしょ」

　去鳴サロメはビルからビルへ渡りながら、

「私はさ、掛け値なしの狂人だよ。お兄ちゃんが『ああなる』前から絶ぜつ滅めつ犯はんだったの。『内ない的てき御ご供くう』でカラダ捨てたのはここ最近の話だけどね、そんなのは関係ない。もっと根っこの所で、私はずっと前からバケモノだったの」

「……？」

「それでもまあ、狂人は狂人なりに思っちゃう訳だよ。『魔ま神じん』だか何だかのおかげで順当に狂っていくたった一人のお兄ちゃんを何とかしてやりたいってさ。そのために必要なのはぬるま湯みたいな取り巻きの発情女どもじゃなくて、きっちり一〇〇度に沸ふつ騰とうした上かみ条じよう当とう麻ま、アンタの方だって私は睨にらんでる。あのクソ馬ば鹿かハーレム野郎、いっぺん完かん膚ぷなきまでぶっ飛ばして正気に戻さなくちゃダメじゃね？　ハイかイエスしか言わない雌めす犬いぬどもがどいつもこいつも寄ってたかって甘やかしまくるから、正気のふりして頭のネジがゆるんゆるんのズブズブになってるっしょ。そのための、いーいコブシ持っているのがアンタって訳。……それ、何しろ幻げん想そうをぶっ殺すって触ふれ込みっしょ？　安易な最強ハーレムなんて恥ずかしいものキメて自分に酔よってる大馬鹿野郎に一丁キビシイ現実の痛みっていうのを教えてやってちょうだいよ」

「勘かん弁べんしてくれ……。『魔神』の全滅だの世界の秘密だの右手のナゾだの、こっちは突然人生の山場迎えて疑問がいっぱいだったのに、蓋ふたを開けてみりゃイカれた兄と妹の間で板いた挟ばさみにされてたってのか!?」

「はっは！　突然の狂人遭そう遇ぐうなんて大体そんなものっしょ、野の良ら犬いぬに嚙かまれたとか言うじゃん！」

　もう本格的にふて寝したいが、そうも言っていられない。

　どんな理由で振りかざされようが、その力自体は本物だ。

　脅きよう威いは何も変わっていない。

　改めて思う。どこにでもいる平へい凡ぼんな高校生。そんなのが世界を変える『力』を持ったら誰だれだって怖い。無む秩ちつ序じよで無軌道で、でも確実に『力』を振るう存在。もうほとんど災害と言っても過言じゃない。

「お前にとって……」

「あん？」

「お前にとって、上かみ里さと翔かけ流るってのはどんな存在なんだ？」

　肩で担かつがれたまま、上かみ条じよう当とう麻まは思わずといった調子で呟つぶやいていた。

　効果は（何な故ぜか）テキメンだった。

「ぶっ!?」

　ビルからビルへ飛び移っていたレインコートの絶ぜつ滅めつ犯はん・去鳴サロメがいきなり噴ふき出した。空中でバランスを崩くずす。何とか地上へ真っ逆さまだけは避さけたが、そのまんま四角いビルの屋上へ顔から落下する。ごろんごろんと転がっていく内に当然のように上条の体なんぞ手放される。

　そしてレインコートのビニールフードが頭から外れ、鼻の頭を真っ赤にした去鳴サロメが絶叫した。

「なっ、ななななななな何を真正面から尋ねてんのバカなんじゃね!?　私は妹だよ、義理だよ、分かっているのか！　それを目と目を合わせて真まっ直すぐ言えってか!!　ここは夕日の丘か、どれだけ難易度の高い青春過ごしているんだよアンタは!?」

「……も、もうその前に、まずは俺にものた打ち回る時間をくれ……」

　あちこち擦すり傷だらけの上条はようやく体を起こしながら、

「てか頭の横で髪ぐるぐるまとめていると思ったら、それツインテールだったのか？」

「えっ、あ、ああ。ちくしょうまとめていたのに衝しよう撃げきで解ほどけちゃったか」

「頭のそれ取ると意外と普通に可愛かわいいんだな」

「いちいちぶっ込んでくるんじゃないよ！　おっかないな上条勢力、アンタ私のお兄ちゃんじゃあるまいし!?」

　さっさと頭をビニールフードで覆おおってしまおうとしている去鳴サロメだが、例のツインテールが邪じや魔ましているらしい。片手一本で髪をまとめ直すのには時間がかかると判断したのか、やがて諦あきらめたようにビニールフードからも手を離はなした。

「まさかと思うが、それ……」

「こ、今度は何なの」

「その首から下げた懐かい中ちゆう時計が小さい頃ころに上里に買ってもらったもので今でも肌身離さず状態だったり、バトル用以外に対お兄ちゃん用本気グレードフルスペックニャンニャンボディがあって夜な夜な磨みがいてるとかそういう話じゃあるまいなこの妹野郎……？」

「ほんとに何なんだよ!!　もおーっ!!」

　ついに絶滅犯がわたわたし始めた。

　片手一本で首から下げた懐中時計を摑つかみ、世界の全部から守ろうとするようにきゅっと身を縮めてしまう。

「別に取らないから心配すんな」

「そ、そういうのじゃないっしょ！」

　まだ顔は真っ赤なままだが、会話の主導権が自分にないのも下に見られているようでイラつくのだろう。どかりとあぐらをかいた（全裸）レインコートの少女は意図して片目を瞑つぶり、
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「それで、上かみ里さと翔かけ流るがどんなヤツか、だっけか。聞きたいなら構わないけど、後ろからどこの誰だれが追っかけてくるかは分かんないよ。それでも立ち話を続ける度胸は？」

「俺はそもそもあいつの事をほとんど知らない。話を聞けるなら何だってプラスになる」

「あっそ」

　去鳴サロメはついでに腕も組もうとして、しかし片手がない事を思い出したようだ。

　息を吐はいて彼女は続ける。

「折り紙の鶴つるを折ってもらった事がある」

「？」

「自転車の乗り方を教えてもらった。箸はしの使い方も。鉛筆の持ち方はどうだったかな。小さな頃ころは一いつ緒しよに風ふ呂ろに入った。学校に行く時は手を繫つないでもらった。宿題の面めん倒どうを見てもらったし、遠足前は大体荷物のチェックをしてもらった。別に好きでもないヤツから初めてラブレターをもらった時は相談にも乗ってもらったかな」

　そこまで言うと、彼女は首から太めの紐ひもで下げた懐中時計を摘つまみ上げた。

　大部分がプラスチックでできた、安物極きわまる一品。

　だけど逆に、メーカーは一切サポートをしてくれないだろう。時計屋に持っていっても新しいのを買えと門前払いされるだろう。それでも今日まできちんと動き続けている、その程度には大事に扱あつかわれてきたであろう、一つの懐かい中ちゆう時計。

「……これだってお察しの通り、あいつに買ってもらったものっしょ。何かっていうと五分前行動ができない私のために、自分の小遣い削ってお菓子を我が慢まんしてね。笑っちゃうでしょ、五分前行動だって。こんなどうしようもない絶ぜつ滅めつ犯はん相手にそのレベルから世の中の仕組みを教えようとした野郎が本当にいたんだよ」

　上かみ里さと翔かけ流るというモンスターを浮き彫りにしたい。

　そういう上かみ条じようの狙ねらいからは離はなれた回答のように思えた。

　だが違う。

「結局、特別な事なんか何もないのさ。だからこそ、私は上里翔流に惚ほれ込んだって言い換えても構わない。普通ってのはさ、結構染しみるものなんだよ。特に私みたいな絶滅犯からすればね」

「もっと分かりやすく」

「んー、そうだね……。例えば、だ。朝、学校に行く道すがらで人と会ったら挨あい拶さつをしましょう。まあこれは普通の感性っしょ」

「それが？」

「じゃあ道で会った誰だれかさんが銀行強ごう盗とうだったらどうする？　にこりと笑顔を浮かべて会え釈しやくするのが普通の感性かな？」

「……、」

「そういう事。普通の感性っていうのは、必ずしも無む尽じん蔵ぞう、無条件の慈じ悲ひや博愛に繫つながる訳じゃあないっしょ。絶滅犯なんて自分で選んだ道だよ、だから全部ひっくるめて自じ業ごう自じ得とくの因果応報なの。それでもさ、染みるものなんだよ。『特別ではない何か』っていうのは」

　……言われてみれば、去鳴サロメの話に上里の両親は出てこなかった気がする。

　そして、上里翔流の口からも。

　あの化け物は、自分は『どこにでもいる平へい凡ぼんな高校生』から始まったと言っていた。何度も何度も。では問題、そんな前提・環境を支えてきた『どこにでもいる平凡な父親と母親』は、上里や去鳴サロメのような存在を『普通の感性』としてどう扱ったのだろうか。

　受け入れたのか。

　あるいは、否いなか。

「一応失しつ踪そう届とどけは出してあったかな。でも親も警察も本気で私を捜すつもりはなかったね。だって私は家出中って言っても学校にはチョロチョロ顔を出していたんだよ？　大人の話としては、頑張ってるけど見つからないくらいが良かったんだ。何しろ、失踪中で今何しているか分からなければ親として手た綱づなの件で糾きゆう弾だんされる事はないし、管かん轄かつが違えば警察は管内の治安を守れなかった責任を負わなくても済む訳だし。真っ当に捜査して逮捕する気き概がいも失っていた。ま、減点法の社会なんてそんなものだよ。私一人を逮捕して、自分の管内から一〇〇でも二〇〇でも新しい事件がゴロゴロ出てきたら警察だってどこからどこまで首が飛ぶか分かったものじゃないっしょ。何で今まで気づかなかったんだ、子供相手に良いように振り回されるのが限界なのか、って糾きゆう弾だんされるのを恐れている。捕まえた方が損をする域に達していたって訳」

「マジかよ……。何がどこにでもいる平へい凡ぼんな高校生だ、上かみ里さとのヤツ」

「はっは！　いいや？　普通のご家庭なら拒絶するんだよ、絶ぜつ滅めつ犯はんなんて。ま、私の相手は主に集団っしょ。殺人じゃなくて絶滅させる。どうしようもない終末思想カルトだの夜の海でビニールパックの小包拾うダイバー集団だの、そんなのばっかり嚙かみ付いていたおかげで警察の上の方が混乱したっていうのも大きかったんだろうけどさ。上手にコントロールすれば、公安や外事が面めん倒どうがる汚れ仕事を押し付けられるとでも皮算用したんじゃね？　ハンターが猟りよう銃じゆうで人を撃うつのはご法はつ度とだけど、銃口で人の背中をつついてジャングルへ入れれば後は罪に問えない獣けものがバリボリやってくれるって。……実際、こっちは自分の処遇だの立ち位置だのなんてどうでも良かったんだけどさ。だって普通に無抵抗のパンピー襲おそったってつまんないっしょ、歯ごたえ的に。せっかく手の中にピカピカの猟銃があるのに、わざわざ森に背を向けて牧場で吞のん気きに草喰くってる羊の横っ腹を狙ねらうなんてマナー違反だよ。そんなのはもう動物虐ぎやく待たいだ、何の意味もない。狩猟っていうのはさ、捕食とは違うっしょ。あらかじめ役割の決まった天敵が獲物を狙うんじゃない、逆なんだよ。知恵と道具を使って下位が上位に挑いどむから、獲物がピラミッドをひっくり返して天敵を殺害するから、そこにひりつくような緊きん張ちようと、仕留めた獲物をトロフィーとして飾る価値が生まれるんだよ。だからこそ人間にしかできないのさ、この『遊び』は」

　どうしようもない話。

　そのスケールのせいで、善悪がひっくり返りそうな存在感。

　いいや、道理を引っ込めた方が丸く収まる勢い。

「そんな中でさ、あいつだけだった訳。どう考えたってちらちら見えてる私をきちんと視界に入れて、話を聞いてくれたのは。ま、人を殺すのは良くない、なんてお小言を一〇回でも一〇〇回でも当然のように言ってくるのには飽き飽きしていたけど」

　どっちが、何が、普通で平凡だったのだろう。

　絶滅犯を拒絶した両親が普通だったのか。それでも向き合った上里が平凡だったのか。

「だから私は、その、何だ。結構本気でお兄ちゃんを尊敬している。あっ、い、言わないでよあいつに！　言ったらほんとにぶっ殺すから!!」

「言わないよ。ていうかどうやったらそんなフレンドリーに見えるんだ、乙女おとめ補正じゃないだろうな」

「マジで約束っしょ……。ああもう、私もナニ語っているんだって感じだけど、ここまで来たら中途半はん端ぱもモヤモヤする。まあとにかく、『普通の感性』だったらとっくに見捨ててるよ、こんな化け物。さっさと一家揃そろって夜逃げしているか、あるいは介護疲れみたいにぶっ殺して排除するか。でもあいつはそうしなかった。立場が逆だったら最後まで付き合っていたかどうか、私にだって分かんないってのにさ。だから尊敬していたんだよ。……あのクソ馬ば鹿か野郎に右手の問題が浮上するまではね」

　右手の問題。

　理想送りワールドリジエクター。

「なあ、やっぱりお前もそう思うのか」

「うん？」

「上かみ里さと翔かけ流るには特別な右手がある。だからあいつの周りにはたくさんの人の輪ができている。そんな風に考えちまうのか」

　去鳴サロメは、確かにおかしい。

　だけどおかしいなりに、いやだからこそか、とにかく他の上里勢力とはどこかがズレているような気がする。絶ぜつ滅めつ犯はんなんて名乗る少女に意見をもらうのは馬鹿げているが、でも、歯車のおかしい去鳴サロメにしか見えない何かがあるような気がしてならない。

　その絶滅犯にまでイエスと即答されたら、上かみ条じようも流石さすがに迷う。

　本当に右手が全すべてなのか。

　彼女達には理想送りワールドリジエクターしかないのか。

　上里翔流というパーソナリティは関係のない話なのか、と。

「どう思う？」

　が、はぐらかすように去鳴サロメは質問に質問で返した。

「私はそいつも含めて右手の全部が上里翔流の呪じゆ縛ばくで、それはいつか誰だれかがぶち破らなくちゃならないものだと思っているんだけどね」

　イエスでもノーでもなかった。

　ひょっとしたら、絶滅犯と恐れられるツインテールの少女さえ、明言を避さけているのかもしれない。口に出した途と端たんに何かが決定づけられると、オカルトじみた悪お寒かんに足止めされて。上条と上里は敵同士だ。でも去鳴サロメは違う。何かが決定づけられた後も、ずっとずっと付き合っていかなくてはならないのだからこそ、余計に。

「冷えてきたね、体も心も」

　よっと、と掛け声を上げて立ち上がりながら、レインコートの少女はそう呟つぶやいた。

「この辺で幕引きかな。流石にこれ以上の道草はヤバいっしょ。続きは目的地に着いてからにしよう、上条ちゃん」

「ちょっと待、うわっ!?」

　拘こう泥でいしている暇ひまはなかった。

　去鳴サロメはさっさと上条を摑つかんで米こめ俵だわらスタイルで抱だき上げてしまう。

　再びの助走。

　そして跳ちよう躍やく。

　ビルからビルへ、何の気兼ねもなく飛び移っていく。

「……で、アンタは上かみ里さと翔かけ流るをどうするつもりなんだ。というか全体的にどこへ向かってるんだ!?」

「どこだって良いよ。とりあえず上里勢力なんて胡う散さん臭くさいクソ馬ば鹿かハーレムに匹敵できる『数』さえ揃そろえられるならね」

「数？　匹敵？？？」

「おいおい、うちのお兄ちゃんは正体不明のイケメン力（笑）を使ってあれだけ面めん倒どう臭くさい戦力を確保しているんだよ。切り込むにしても守り抜くにしても、自分の手札は一ヵ所にまとめておくに限るっしょ。じゃないとみんな砂糖漬けでずぶずぶにされちゃうよ」

「ちょっと待ってくれ、これ以上誰だれを巻き込もうとしているんだ!?　というか『動き出した』上里の動向が摑つかめなくなるのはまずい、寮りようにいるインデックスやオティヌスがいつ狙ねらわれるか分からない！　冗じよう談だんじゃないぞ、やるなら俺だけにしてくれよ!!」

「……そこで躊ちゆう躇ちよなく自分を差し出す辺り、アンタも相当染まってるねえ。内ない的てき御ご供くうじゃあるまいし。ともあれどこから始めても同じなら、近いトコから潰つぶしていった方が良いよ。ひとまず私の方針に従ってもらおうかな」

　呆あきれたように言いながら、去鳴サロメはなおもビルからビルへ飛ぶ。

　段々上かみ条じようにも分かってきた。

　これは学校に向かうルートだ。

「でも勘かん違ちがいはしないように。これはもう自分を差し出せば他は見逃してもらえるなんて話じゃないっしょ。ホームとアウェイに区切りなんかないの。何しろ相手は『あの』お兄ちゃんだ、安全地帯なんてどこにもないんだよ。一体どこまで見えない汚染が広まっているのやら。そもそも、もう陣じん取とりゲームの盤ばんは大詰めになってるかもしれないんじゃね？」

「？」

　いちいち答えを待っている暇ひまなんてなかった。

　だんっ!!　と一ひと際きわ大きく跳躍したレインコートの少女が、上条当とう麻まを抱えたままとある校舎の屋上を目指す。




　　　　７




　突然で悪いが、お昼休みの屋上に絶ぜつ滅めつ犯はんなんてのが降ってきたら誰でもびっくりすると思う。

　ましてそいつが水着日焼け痕あとも眩まぶしい地肌にレインコート一丁の少女で、片腕をもぎ取られているのにケロッとしていて、米こめ俵だわらみたいに年とし頃ごろの少年を肩で担かついでいるとしたらなおさらだ。

　そんな訳で。

「はい失礼。学校に不審者、混ぜるな危険ですよっと」

「ぴいいいいいいい───────────────────────────っ!?　みっ、みっ、未み絵えちゃぁぁぁぁ───────────────────────────ん!!」

　今まさにお弁当の蓋ふたを開けようとしていたビクビクウサギこと掌てのひらサイズの生徒会長が正座のまま真上に跳ねた。

　もちろん絶ぜつ滅めつ犯はんは気にせず、肩に担かついでいた上かみ条じようを適当に放ほうり投げる。

　ちなみに生徒会長の他に、中等部の制服を着たイマドキ女子も目を丸くしていた。全く同じデザインのお弁当箱を箸はしでつついているため、どうやら本当に秋あき川かわ未絵がビクビクウサギの食生活を支えているらしい。でもって一いつ緒しよに食べている所を見ると、今日の中等部は給食ではなく『お弁当の日』らしかった。

「えっ、えっ、ちょ、な……」

「未絵ちゃんはこんな非常識に巻き込まれる必要はありませんがね！　こっ、ここはやはりこの私が生徒会長としての威い厳げんを見せなくては……。たっ、タコさんウィンナーまでなら譲じよう歩ほしますから未絵ちゃんは見逃してあげてくださーい!!」

「まあくれるものならもらうけど」

　裏返したお弁当箱の蓋の上に載せられた献上品を指で摘つまんで口に放ほうり込むレインコートの絶滅犯。彼女は掌サイズの生徒会長に興味はないようで、指先をぺろりと舐なめると出しっ放しだった銀のツインテールを軽くいじくり始めた。出していると落ち着かないらしい。

　でもって生徒会長とイマドキ女子中学生の視線が痛い。

　地肌レインコートで片腕一本、まして肩書きは絶滅犯な去鳴サロメだけでなく、お仲間的に自分までオドオドした目で見られているのが上条は寂しい。

「それじゃまあ、私はちょっくら髪をまとめて武器になるものでも探してくるよ。スポーツバッグの中身は第一位んトコで軒並み消費しちゃったから、『連れん鎖さ』を繫つなげるための材料が欲しいっていうのもあるっしょ」

「……、」

「ねえ何なの不安なの？　それは絶滅犯なんて名乗ってる危険人物が刃物探して校内をうろつくなんて尋常じゃないけどさ、今んトコは心配しなくても大だい丈じよう夫ぶだって。私はアンタの味方だよ、上条当とう麻まが上かみ里さと翔かけ流るの『正しい敵』であり続ける限りはね……っと」

　言葉が途切れる。

　そこでようやく彼女は思い出したように、自分の千ち切ぎれた腕の断面へ目をやった。

「……それよりも腕の方が先か、利きき手がないと髪もまとめられないっしょ。ねえ、ここってフツーに美術室あるよね？　パテとか石せつ膏こうとかネリモノ系って一通り揃そろってたりする？」

「……そんなんでできてんのかお前のカラダ」

「『そのもの』じゃなくてカタドリのための素材なんだけどね。後は化学薬品を少々ってトコかな。私のは電子部品のサイボーグじゃなくて化学反応で収縮させるヤツだからさ。しゃーない、調理実習室辺りで妖あやしいクッキングでも始めるかな」

「もっかい言うけどそんなんでできてんのか!?　夏休みの工作じゃねえんだぞ!!」

「こっちはむしろ最さい先せん端たん過ぎて肌に合うかどうか心配なくらいだけど？」

　ケラケラと笑って去鳴サロメは残った片手を振っていた。

　ひょっとしたら去鳴サロメの脅きよう威いは規格外の運動性能や上かみ里さと勢力全体をも煙けむに巻く権けん謀ぼう術じゆつ策さくなどではなく、いつでも材料を調達してどこでも修復可能な利便性の方ではないだろうか。

　それから、シリアスな声で彼女は言い直す。

「上かみ条じよう当とう麻ま、アンタは私の準備が終わるまで、ひとまず自分の身内に声を掛けて、妙な素そ振ぶりを見せてるヤツがいないかチェックするトコから始めるんだね」

「？」

「『攻こう撃げき』っていうのは目に見える方法で相手を痛めつけるだけとは限らないんだよ、特にあのクソ馬ば鹿かお兄ちゃんならさ。何でも良いから一通り調べてみなって、損はさせないから。なあに、いつものクラス、いつもの部活、いつもの委員会、いつものバイト……。とにかく何も問題ないならそれに越した事はないっしょ。私もそうである事を願ってる。ただまぁ……雲行きは五分かな。降水確率五〇％ってくらいにヤバそうじゃね？」

　言いながら、去鳴サロメは何かを鼻で嗅かぎ取るような仕草をした。

　狂人の嗅きゆう覚かくが何を摑つかみ取っているかまでは、流石さすがに上条でも予測できない。

　とにかくレインコートの絶ぜつ滅めつ犯はんはこう言い切ったのだ。




「……この胸焼けするくらい甘ったるい砂糖菓子の底なし沼みたいな感じ。まるでクソ馬鹿上里ハーレムの中とそっくりだよ」








行間　三









　研究室。

　……という単語に、人はどのようなイメージを抱いだくだろうか。あるいは山奥に建っている怪しげな細菌の保管施設。あるいは砂漠のど真ん中に建つ新型戦せん闘とう機きの開発基地。海上油田に偽ぎ装そうした深海研究室や宇宙ステーションのモジュールとして組み込まれた無重力実験室などを思い浮かべる人もいるかもしれない。

　このように、専門的な研究施設と言うと無意味に大おお仰ぎようで個人の財力では手が届かないものと思われるかもしれない。実際、オールマイティにあらゆる学部学科の研究内容を満たすハコモノとなれば、それこそ地方の総合大学が丸々一つあっても足りないくらいだろう。

　だが、逆に言えば。

　要点さえまとめてしまえば、研究室はとことんコンパクトにまとめられる。

　例えば銃砲類を作り出す金属加工研究室、二四時間以内に一〇〇万都市を壊かい滅めつさせるウィルスを培ばい養ようする生物管理研究室、使い方次第では無限の資金源となりえる合成薬物を生み出す薬学化合実験室。学問の持つ無限の可能性なんて最初から切り捨て、明確な一つの『目的』のみに特化してしまえば、各おの々おのの研究室は港のコンテナにだって収められるくらいなのだ。

　リクルートスーツに白衣の女。

　木き原はら唯ゆい一いつがやってきたのは、学園都市の第一七学区。

　学区のほとんどが無人工場で構成された学園都市の工業生産インフラの要かなめでもある学区だが、唯一は工場そのものに興味はない。

　役目を終えた工場跡地に山のように積まれたコンテナの群れ。まるでパズルゲームで操作をミスしたようにぽっかりと空いた空白の場所。バスケットボールのコート程度のサイズの空間を埋うめるのは、黒くろ塗ぬりの高級車だった。それも進化の方法を間違えたダックスフントのように、極きよく端たんに胴体が長い。

　開発コードは、グリフォンドライバー。

　元々は第三次世界大戦を睨にらんで一二人の統とう括かつ理事会役員に動的防御（つまり常に移動し続ける事で行方を晦くらます警護方法）という選せん択たく肢しを与えるために発注されていた要人警護用の防弾公用車だ。実際に唯一が近づいてみれば分かる通り、遠目に見ればカジノの前にでも停とまっていそうなリムジンだが、実際には全高だけで二メートル以上、全長になれば二五メートル以上あり、唯一は立ったまま扉を潜くぐれるほどだった。ボディは複合装甲製、防弾ガラスの厚さは五〇センチ超、八本のロッドと真空ロックを兼ねる扉は銀行の大金庫に匹敵する。タイヤについてはエアではなくスポンジ封入式で、狙そ撃げきや対戦車地雷の直撃を想定している他、そもそも重過ぎる車体のせいで足回りが潰つぶれて身動きが取れなくなる、という頭を抱えるような兵器あるある話に巻き込まれるのを防ぐ役割を持つ。

　それが、複数。

　平行に並ぶ磨みがき上げられた高級車の群れが、木き原はら唯ゆい一いつの城となる。

『お疲れ様です、唯一女史』

　無線機から若い男の声が飛んでくる。

　それに倣ならっていくつもの声が洪こう水ずいのように押し寄せてくる。

『お疲れさんです！』

『うっす、唯一さん』

『引き続きお仕事頑張ってください』

　矢継ぎ早に言葉は投げかけられるが、誰だれも運転席から降りてこようとはしない。唯一も唯一で無線機は摑つかまず、車体前部を回り込みながら小さく手を振るだけだった。主人と後部座席については詮せん索さくしない。窓は全すべてスモーク処理で覆おおい、運転席と後部座席の間にも分厚い仕切りを設けて何も見ない。この手のサービスとしては基本中の基本ではある。

（……まあ、自分達が日中テキトーに街を転がしている車の後ろで、ｐ４レベルの生物兵器を培ばい養ようしていますーなんて話を聞いたらそれだけで頭の血管弾はじけてくも膜まく下か出血でも起こしそうですけど）

　ずらりと並ぶ黒塗り高級車の一つにあたりをつけて、唯一は後部座席のドアノブを摑む。複数の方式で生体認証を済ませると、驚おどろくほど軽々とドアは開いた。

　中は一転。

　銀色のステンレスのような冷たい素材に、青っぽい紫外線ライトの光が全てを埋うめ尽くす。木原唯一は小スペースで衣服を脱ぎ捨てて裸になると、電話ボックスよりも狭せまい完全洗浄室で全身消毒し、それから分厚い防護服を纏まとって『本体』への扉を開け放つ。

　中は最近流は行やりの野菜工場にも似ていた。いくつかの金属ラックと、水の入っていない水すい槽そうのようなものが並んでいる。ガラス表面についた小さなデジタルカウンターは温度や湿度を管理するための装置らしい。ただ熱帯魚の水槽と違うのは、水槽側面に丸い穴が二つ空けられており、両手をすっぽり収められる分厚いビニール製の手袋のようなものが内側に向かって伸びている点だ。つまり、完全密閉下での作業を可能とする装置である。

　一つの水槽の中にはガラス製のシャーレが一〇個ほど。その水槽が左右の壁を埋め尽くす金属ラックに複数の段に分けてぎっしり。

　木原唯一は指を鳴らして部屋全体の録音機能を作動させると、独り言のように経過報告を告げていく。

「一七番から二五番まで廃はい棄き、四〇番から六〇番まで廃棄、一三〇番から二五六番まで廃棄。一番、九番、三〇番を第一候補。五番、六番、七〇番、九九番を第二候補」

　いちいち一つ一つのシャーレを顕微鏡などで観察したりはしない。

　廃はい棄きと呼ばれたサンプルについては強きよう烈れつな紫外線と電子線で即座に焼かれて無力化されていく。

「先生の武力の要かなめとなった対魔術式駆動鎧アンチアートアタツチメントについた痕こん跡せきから、上かみ里さと翔かけ流るの保有する能力は組織断面を潰つぶさずに完全破は壊かいを成し遂とげる、極きわめて鋭えい利りな切断力を持つものと推定。武装のみならず先生の肉体をも破壊できるはずなのだが、そうしなかった理由については不明。不確定な良識の線はひとまず捨て、何かしらの発動条件が絡からむものと推定」

　残ったシャーレの内、特に第一候補として選えり分けたものだけを集中的に顕微鏡で観察していく。

「発動条件は不明だが、やはりこれも装甲各部についた痕跡から、上里翔流が『右手』に執着しているものと推定。中には手形そのものとしか思えない跡もあり。かの装甲を上回る防御方法に心当たりがないため、実質同人物からの攻撃を受け止めるのはほぼ不可能とみなす。従って長期戦は最初から期待できない」

　決して直接は触ふれずに。

　冷たいガラスと分厚いビニールを挟はさんで徹てつ底てい的てきに断絶しながらも、ナノグラム単位での薬品投与を可能とするファインスポイトなどを使って培ばい地ちの世話を続けていく。

「先生の牙きばには上里翔流の血液や組織片が付着していた。よって、同人物は先生の接近を許してしまった事を意味し、これは有効な長ちよう距きよ離り射程の攻撃手段を保有していないか、扱あつかうのが難しい環境にあるものとみなせる」

　第一候補と呼ばれるシャーレ群に、一つとして同じ条件の薬品は投与しない。

　全すべてはバラバラに。

　その中から一つでも『仮説』を満たすものがあれば構わない。

「導き出される結論は、上里翔流は自身が触れた物体、あるいは自己の肉体を基準に何かしらの方法で近中距離の標的を照準して奇怪な能力を発動する。防御及び回かい避ひについては未知数で、基本的に発動すれば死ぬものとして扱って構わない」

　寒かん天てんの中を侵しん蝕しよくするように蠢うごめく『それ』を眺ながめて。

　唯一は口の中で呟つぶやく。

「すなわち」

　息を吸って、吐はき。

　決定的な一言を。

「上里翔流の最も妥だ当とうな撃破手順は、××××××に××で×××を×××××事」

　ぐじゅり!!　という粘質な音が響ひびき渡った。

　唯一が動かしているファインスポイトの先せん端たんに、何かが絡み付いていた。シャーレから飛び出しているのは、黒々とした何か。それでいて、表面に南国のカエルやトカゲを思わせる極ごく彩さい色しきのまだら模様を見せるモノ。

　二度三度とファインスポイトを引っ張り、思い通りにならないサンプルを眺ながめてニヤリと笑いながら、防護服の唯ゆい一いつは笑う。

　笑って言う。




「そうですよね、ショゴスちゃん？」








第四章　絶望、あるいは目的の明示　Artificial_Disaster.
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　秋あき川かわ未み絵えの頭は疑問でいっぱいだった。

　今日も今日とて昔馴な染じみの生徒会長のためにお弁当を作ってきた。屋上で二人一いつ緒しよに食べる事になった。ビルからビルへ飛んでくる形で不審者が飛び入りしてきたが、実は一番インパクトが大きかったのはそこではない。

『ぴいいいいいいい───────────────────────────っ!?　みっ、みっ、未絵ちゃぁぁぁぁ───────────────────────────ん!!』

　ここはおかしくない。

　いかにも小柄な先輩がパニックを起こした時には言い出しそうな事ではある。

『未絵ちゃんはこんな非常識に巻き込まれる必要はありませんがね！　こっ、ここはやはりこの私が生徒会長としての威い厳げんを見せなくては……』

　ここもおかしくない。

　特に秋川未絵のような年下の人物の前では自分を大きく見せようと虚きよ勢せいを張るのはいつもの事だ。

『たっ、タコさんウィンナーまでなら譲じよう歩ほしますから未絵ちゃんは見逃してあげてくださーい!!』

（……ここだ）

　違和感の正体に、秋川未絵はわずかに俯うつむく。

　あのお弁当は生徒会長が作ったものではない。秋川未絵が用意したものだった。そりゃあおかずの半分は母親のお手製だし、もう半分はほとんど冷凍食品を電子レンジでチンしたものと言っても過言ではない。元々生徒会長は食品添加物を考え過ぎなくらい怖がっている節ふしもあるから、タコさんウィンナーみたいな安物の精肉加工品が苦手でもある。

　ただし。

（……だからって、そんな風に言うかな？）

　好きとか嫌きらいとかそういう次元ではない。

　そもそも自分のために作ってくれたお弁当に対して、追い詰められた程度で諦あきらめて投げてしまうような人だったか。

（何だか……違う、ような気がする。未絵ちゃんの作ってくれたお弁当には手出しさせません、の方がしっくりくるような……）

「未み絵えちゃん？」

「っ」

　びくりと秋あき川かわ未絵の小さな肩が跳ねた。

　そうしてから、どうして一メートル以内にいるこの小さな生徒会長にそんなリアクションをしなければならないのか、秋川未絵は自分で自分の心境が分からなくなってきた。

　彼女だって相当パニックになっていたはずだ。

　頭が真っ白になってしまえば、普ふ段だんと違う回線が繫つながって『らしくない』行動を選んでしまっても不思議ではないはずだ。

「へ、へへ。何だか慌あわただしくなってきちゃいましたがね、でも私達生徒会がきっちり問題解決してみせますから！　未絵ちゃんは気にせず午後の授業をきちんと受けてください」

「え、あ、うん」

「なら、ひとまずみんなに報告して情報共有しないと。単独行動で返り討うちに遭あったら情報が止まってしまいますからね！　ではでは未絵ちゃん、お弁当ごちそうさまでした！　ばびゅーん!!」

　自前で効果音までつけて屋上から立ち去っていく小さな生徒会長の背中を眺ながめて、秋川未絵は小さく息を吐はいた。

　空っぽになった二人分のお弁当箱を片付けて彼女も教室に戻ろうと思ったのだが、

「あっ……と」

　小さなグラタンを載せるのに使っていたビニールのカップが、風を浴びて飛んでいってしまった。すぐにフェンスを越えてしまったので、流石さすがにどうにもならない。何となく目線で追って屋上から裏庭の方を眺めた秋川未絵だったが、すぐにお弁当箱の方へ戻る事にした。蓋ふたを閉めて留め具で押さえ、巾きん着ちやく状じようの布袋に仕し舞まっていく。

（……やっぱり食後のお茶の話がなかったな。いっつも絶対、水筒にちょびっとだけ残しておくはずなのに）

　ゆっくりと立ち上がって、それから秋川未絵はもう一度裏庭の方へ目をやった。

　そちらにあるのは、職員用駐車場と中等部高等部の共用スペースであるゴミ捨て場。

　そして、今は封ふう鎖さされた焼しよう却きやく炉ろ。
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　まずはクラスを中心に、いつもの人間がいつものままか確かめてこい。

　絶ぜつ滅めつ犯はんの去鳴サロメに半ば脅おどされるような格好で言われた上かみ条じようは、まだまだ慣れない新しい学校の廊下を歩いていた。

　時間的には昼休み終了間ま際ぎわ。争そう奪だつ戦せんのような昼食が終わってフリーとなる時間帯だが、それでも普ふ段だんならまったりムードの方が多いかもしれない感じだった。が、この日はどうやら勝手が違うらしい。教室の近くまでやってきた時には、もう中の賑にぎやかな喧けん噪そうみたいなのが聞こえてくるほどだった。

　複数の男子と輪を作っている青髪ピアスに話しかけてみる。

「どしたの青髪、なんか大だい覇は星せい祭さいとか一いち端はな覧らん祭さいの準備期間みたいな盛り上がり方だけども」

「おっ、カミやんナイスなトコに。そろそろそっちにも連絡回そうと思うてたん」

「……つか代返どうなった？」

「意外や意外、なんか素通りされたから上う手まくいったんと違う？」

「良かった!!」

「けどつまり誰だれも彼もカミやんがおるかおらへんか気にしてへんって事よね、この狭せまい教室の中なのに」

「良かったけど寂しい……ッ!!」

　ちなみに何だかちょっと離はなれた所では、長い黒髪におでこ（と巨乳）がトレードマークの吹ふき寄よせ制せい理りがくだらなさそうに片手を額ひたいに当てて首を横に振っている。

「？」

「今は女子の方はどうでもええねん。きっとこのビッグイベントの真価を理解できるのはボク達しかおらへんからな」

「全体的に何なんだ」

「ヒミツの話やで？」

　全然秘密じゃない感じで楽しそうに身を乗り出してくる青髪ピアス。

　彼は笑顔でこう言った。

「この学校の裏手に今はもう使ってへん焼しよう却きやく炉ろがあるって話、知ってるか？」

「あん？　……ちょっと待て、まさかそれって」

「その様子だとカミやんも小耳に挟はさんでおったみたいやね。そう！　若気の至りでついつい手に取ってしまったものの中身でガッカリ、しかも奇き天て烈れつなゾーンをつっついたばかりに捨てるに捨てられへん例のアレ、オールカラーの雑誌類だの深夜のスパーリングに付き合ってくれる等身大のお人形だの一風変わった細長い枕まくらだのとにかく色々をこっそり持ち寄って焼却炉で燃やしているーなんて話があるようやないの！　いやあそういうのがあるなら教えてくれれば良かったのに。郷に入れば郷に従え、朱に交わって赤くなれ！　ボク達男子は新天地での伝統を引き継いで余計なアレやコレを捨てちまおうって考えている訳」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　人が上かみ里さと勢力なんていうのに取り囲まれて絶体絶命、しかもその妹らしき絶ぜつ滅めつ犯はんの去鳴サロメとかいう化け物にまで目をつけられているというのに、平和なトコではとことん平和な空気が流れているらしかった。

　いや、というか。

　あのビクビクウサギの生徒会長が言うには、まずいんじゃなかったか。

「おいおい、確かそれって大事になると不法侵入とか放火未み遂すいとか色々つくって話じゃなかったっけ。公式文書に『何でこんな事が起きたのか』が残るから結構恥ずかしい記録がいつでも検索できちゃうようにな……」

「いやあ、それにしても盲もう点てんやったなあ」

　青髪ピアスは両手を頭の後ろに回し、椅い子すの背もたれに体を預けて。

　何の気なしに自然と呟つぶやいていた。




「上里翔流とかいうヤツ、見た目と違って茶目っ気の分かるヤツで良かったわあ」




　ぴくり、と。

　上かみ条じよう当とう麻まの頰ほおが、奇妙な蠢うごめき方をした。

　何だ。

　何でこの場面でその名前が出てくる。科学と魔ま術じゆつの争いとか『魔ま神じん』達の願いとか二つの右手とか、『そういうの』から最も遠い、何の縁もないのが当たり前の、この教室の中で。

「ちょっと、待て」

「どしたんカミやん？」

「ちょっと待て！　それって上里のヤツが言い出したのか!?」

　思わず大声で尋ねると、青髪ピアスどころか教室のみんなが上条の方に不思議そうな目を向けていた。

　まるで危機感を覚えている上条の方が『異物』扱あつかいされているかのように。

（……だとすると、何だ？　一見くだらないように見える焼しよう却きやく炉ろの件についても、やっぱり何かしらの思惑があるのか。不法侵入に放火未遂。わざとクラスメイト達に勇み足でも踏ふませて泥どろを塗ぬろうとしている……？）

　だがそれどころではない。

　半日前なら上条自身、疑心暗鬼になり過ぎだと思っていたかもしれない。だが現にこちらは上里翔かけ流るから騙だまし討うちを喰くらい、冗じよう談だん抜きに殺されかけている。とてもではないが裏表なくあの男の言動を信じている場合ではない。

　何かある。

　味方のふりして上条を校外へ誘さそい出して集団で嬲なぶり殺しにしようとした先ほどと同じく、この何気ない流れには何かが潜ひそんでいる。

　額ひたいから嫌いやな汗を浮かべる上かみ条じようを放ほうって、青髪ピアスら男子グループを中心としたクラスメイト達はさっさと話を先に進めてしまう。

「カメラと見回りの位置は大体こんな感じやから……」

「焼しよう却きやく炉ろの南ナン京キン錠じようの鍵かぎだけどさー、表のドラッグストアに入れ歯の接着剤あったんだよ。あれで型取れば合鍵作れるんじゃね？」

「夜の学校とか燃えるよな。身近な異世界って感じ」

　信じられない。

　計画自体は夜にみんなで集まって花火をしようくらいの感覚かもしれないが、やっている事は立派な犯罪だ。不法侵入に放火未み遂すい。いいや飛び出た火の粉がよそに燃え移れば未遂の文字は消える。普通だったら『仮に』『もしも』の馬ば鹿か話ばなしで俎そ上じように上る事はあっても、実際に行動に移すなんてありえないはずなのだ。

　何かのタガが外れている。

　このまま流れに任せるのはまずい。根こん拠きよもなく上条はそう判断した。何となく、いらない雑誌を持ち寄って今は使っていない焼却炉でこっそり燃やす……『だけ』に留とどまらないような気がするのだ。

　思わず上条は口を開いていた。

「なあ。やっぱりこれってまずいって！」

「何が？」

「だってこれ、トラブったら誰だれも仲裁できないだろ。バレたら一発で警備員アンチスキルが飛んでくるぞ。こんなくだらない事で停学処分とかになったら笑えないし!!」

「だ・か・ら、綿密な計画立ててちゃんとバレへんように集まるから大だい丈じよう夫ぶやって」

「いやそういう問題じゃ……」

「警備状況は確認したやろー、変圧器は外側の小屋にあるからスイッチ切ればフェンスは乗り越えられるやろー、焼却炉の南京錠は合鍵作ればええやろー……。ほら、何にも心配あらへん」

　もしも学校にテロリストが入ってきたら。そんなレベルの計画だ。頭の中で思い浮かべる事はあっても、実際に行動を起こしたら大事になる。

「ちょっと待て、合鍵ってダメに決まってんだろ！　それに変圧器のスイッチ切るって何なんだ!?　その時点で絶対何か触ふれてるぞ。大事になっちまう!!」

　必死に大きな流れを食い止めようとするが、どうにもならない。

　青髪ピアス達の首を傾かしげる角度がさらに深くなっていく。男子グループとは直接関係ない女子グループ側まで、うるさそうな目を上条へ向けてくる。

　そして。

　群衆の中の誰かが、低い声でポツリと言い放った。




「いちいち水差してんじゃねえよ、空気読めねえヤツ」




　上かみ条じようは。

　ゆっくりと、本当にゆっくりと、教室をぐるりと見回した。

　すでに辺り一面はいつも通り。和わ気き藹あい々あいと話すいつものクラスメイト達がいるだけで、どこかの誰だれかが具体的に悪意のある視線を突き刺してくる訳でもない。

　だけど、言った。

　この中の誰かが、言った。

　ざわざわがやがやと、周囲の声の洪こう水ずいが意味をなくしていく。ただ一ひと塊かたまりの音の壁のようになって上条当とう麻まを取り囲む。

（……、あれ？）

　意味が、分からなかった。

　手の中で、気味の悪い汗だけが溜たまっていく。

（教室って、こいつらって……こんなに遠い存在だったっけ……？）

　そんな風に思った。

　直後の出来事だった。




「だーから散々言ってるっしょ。ここはクソ馬ば鹿か上かみ里さとハーレムと同じような匂においがするってさ」




　突然、いつもの教室へ無ぶ遠えん慮りよに踏ふみ込んできた影が一つ。

　水着の日焼け痕あとのようなコントラストの地肌の上から直接二重に重ねたレインコートを纏まとう、長い銀髪の少女。すでに髪はセットし直したのか、半はん透とう明めいのビニールフードの中で円えん盤ばんや悪あく魔まの角のように丸めてある。一体何をどうやったのか、千ち切ぎれたはずの腕も元通りになっていた。

「ちょっと見ない間に結構やられたみたいじゃね？　まるで虫歯だらけのガキの口でも覗のぞいているような気分だよ。薄うす気き味み悪い。ここから元に戻るかは正直こいつらのプライド次第って感じかな」

「お、おい何だよ上条、こいつお前の知り合……」

　まさに『異物』そのものの絶ぜつ滅めつ犯はん・去鳴サロメを見てオドオドと口に出したクラスメイトだったが、その言葉が途切れた。

　去鳴サロメがその首を片手で摑つかんだからだ。

「クソうるさいんだよ砂糖漬け」

「……が……っ!?」

「簡単に染まって善悪放ほうり捨てて自分の責任みーんな放ほう棄きしちゃってさ。私はさ、欲しがりません勝つまではとか叫ぶだけ叫んで隣となり近所に重圧押し付けた挙げ句、時代が変わった途と端たんに最初から戦争なんて真っ平でしたとか言い出す輩やからが一等嫌きらいなんだ。つまりアンタみたいな腐くさった砂糖漬けだよ。分かってんのかなーええおい、この絶ぜつ滅めつ犯はんの去鳴サロメちゃんをムカつかせちゃったのが何を意味しているのかっていうの」

「ぐぶっ。あ、あれは……おれじゃ……ッ！」

「俺じゃない。つまり誰だれが罵ば詈り雑ぞう言ごん吐はいたか知っててくすくす笑ってた訳かな。くっだらない、何で生きてんの？　ねえ教えてちょうだいよ砂糖漬け、アンタをそうした上かみ里さと翔かけ流るはさ、アンタにお願いだから生きてくれなんて一言でも言ったのかな？」

「おい!!」

　片手一本で吊つり上げられたクラスメイトの顔が真っ赤になるのを見て、上かみ条じようが慌あわてて去鳴サロメの腕に取りついた。

　肩をすくめてあっさり手を離はなすレインコートの少女は、しかし邪じや悪あくに笑って付け足した。

「博愛主義な事で。……でも勘かん違ちがいしないように、別に誰もアンタに感謝なんかしてないっしょ。砂糖漬けの頭にそんな高度な思考ができると思っているのかな」

　ぎぢり、と教室の空気が嫌いやな感じに固まっているのは、上条も理解していた。

　去鳴サロメに、『異物』の象徴に向き合う方が気が楽で、後ろを振り返れない。本来自分がいるべき陽ひの当たる場所の方がかえって苦痛を与えてくるのが良く分かる。

　息を吐いて、上条は言った。

「出よう」

「良いとも。私も腕を新調したばかりでまだ慣れていないからさ。あんまり気味の悪い砂糖漬けばっかり見ているとうっかり殺しちゃいそうだし」

　レインコートの少女と一いつ緒しよに廊下へ出る。

　上条はうんざりしたように叫んだ。

「どうしてそう孤独を愛せるんだ狂人！」

「覚えておけー、他人からどう見られているのか全く気にならなくなったら狂人の始まりだよ。私はそういう生き物なのさ」

　去鳴サロメはくつくつと笑いながら、

「ともあれ、毛色が変わってきたっしょ。私としては机や椅い子すで出入口を塞ふさいでクソ馬ば鹿か上里ハーレム相手に学校籠ろう城じよう戦せんをやらかすのも胸熱展開だったんだけど、どうやらそう単純な話でもないらしいね」

「……、」

「あのお兄ちゃんめ、すでに種を蒔まいた後だった訳だ。今のまんまバリケードなんか組んだって内側から背中刺されるだけっしょ。上里勢力だけでも厄やつ介かいなのに、どこの誰がどれだけ砂糖漬けで汚染されているのか分かったものじゃない」

「上かみ里さとはこうなる事まで予測していたっていうのか？」

「そんな訳ないっしょ、この去鳴サロメちゃんの動きを読んでいたらもっとスマートに迎げい撃げきしているさ。そもそもお兄ちゃんは私が学園都市にやってくる事さえ分かっていなかったはずだよ。そしてあいつは計画性とかあんまり気にする人間でもないの。右手の理想送りワールドリジエクターが強過ぎる弊へい害がいだね。大抵の事は真正面から力技で突破できちゃうから、細かいトコまで話を詰めないんだ」

「だとすると」

　上かみ条じようはゆっくりと息を吐はいて、

「……元々蒔まいていた別の種が、今になって時間差で勝手に芽吹いてきたって話なのか。お前が学園都市で暴れる事も、俺が上里と協力して炙あぶり出そうとした事も、上里が途中で方針転換して俺を殺そうとした事も、妹がその邪じや魔まに入った事も、全部想定外。なら最初の計画は何だったんだ……？」

「さあーね。ただしあいつの目的は常に一本化されているよ。『魔ま神じん』への復ふく讐しゆう。具体的にはオティヌスを差し出すようアンタに迫せまるのが上里翔かけ流るの目的じゃね？　学校を侵しん蝕しよくしてんのは上条勢力を切り崩くずして防壁を取り除くための施し策さくの一つかもね」

「……夜の学校に忍び込んで今は使っていない焼しよう却きやく炉ろでエロ本だの人形だの燃やすイベントが？」

「そこまでは知らないかな。けど人の輪をぶっ壊こわす目的でお兄ちゃんがわざわざ動いているんだ、絶対それだけじゃ終わらないよ。一見間抜けなイベントだけど、裏に何かありそうじゃね？　……なあ上条ちゃん、アンタは選挙ゲームって知ってる？　ドイツ生まれのマイナーなボードゲームなんだけどさ」

「？　上里のヤツも言ってたな。ようは複雑なすごろくみたいなもんで、現実じゃ絶対できないメチャクチャな方法で大統領を目指すとかいう」

「……妹のエピソード切り売りしてやがったのかあの野郎」

　去鳴サロメは舌打ちした後、

「じゃあその時、私のお兄ちゃん上里翔流はどんな方法を好んで使っていたと思う？」

「分かる訳ねえだろ」

「あいつは他のプレイヤーや支持者を襲おそったりはしなかった。フェアプレイ精神に溢あふれていたって訳じゃないよ。敵を被害者の枠に収めると結束が固くなるから、下へ手たに暴力沙ざ汰たなんかに頼たよらない方が良い。そういう考えで動いていたんだよ」

　だとすると。

　絶ぜつ滅めつ犯はんの去鳴サロメは口の端はしを歪ゆがめて笑い、防水フードで目元を隠かくしてこう言った。




「だからヤツが好んで使ったのは『勇み足』さ。敵対候補の背中を押して、罪を犯させ、加害者の枠に収める。そうする事で陣じん営えい内の結束を乱すの。あいつはそういうヤツなんだよ」




　　　　３




　午後の授業は身が入らなかった。

　力加減を間違えたのか、シャーペンの芯しんはポキポキ折れるばかり。秋あき川かわ未み絵えは何度芯を入れ替えたのか覚えていない。とにかく時間の流れが遅く遅く遅く感じられたのに、黒板に書いてある内容の半分も頭に入っていなかった。とりあえず一通りノートに内容は全すべて書き込まれているのだが、自分の文字を自分の目で追い駆けても理解できない。本当にこんな内容の授業だったのかと眉まゆをひそめてしまうほどだった。

　全てがオレンジ色に染まる放課後。

　一度大きく息を吐はいて、ようやく彼女は自分の席から立ち上がる。

「……帰るか」

　気になるのはいつもお弁当を作って面めん倒どうを見ているあの生徒会長の事だが、よくよく考えてみれば穿うがち過ぎだったのかもしれない。何しろ屋上でお弁当を食べていたら、いきなり片手のない全裸にレインコートの女の子が乱入してきて、肩で担かついでいた男の子をその辺に放ほうり投げたんだから、パニックになるに決まっている。不審者対策として生徒会や他の先生達とも連絡を取り合わなければ……などという秋川未絵が生徒会のお手伝いでやるような事務作業まで頭が回っていたかはさておいて、考える事が山積みで『いつものお昼ご飯』の思考が飛んでいただけかもしれない。

　教室から廊下に出て、それから何気なしに窓の外へ目をやる。

　裏庭のゴミ捨て場は昼休みを過ぎるとゴミ袋の山がピークを迎える。理由は言わずもがな、購買組のパンや惣そう菜ざい、ドリンク系のゴミが最も多いからだ。中には掃除の時間まで待っていられずゴミ箱がパンパンになる事もザラなので、昼休み終了前に一足早くゴミの山が積み上げられる事になる。

　でも今はどうでも良い。

　気になるのは、そんなゴミ捨て場に小柄な女の子の影が見える事だ。

　おそらくは生徒会長。

「……、」

　秋川未絵は窓の縁に手を掛け、ガラス越しにゴミ捨て場を眺ながめて、それから小さく頷うなずいた。下げ駄た箱ばこに向かうと上うわ履ばきから革靴に履き替え、校舎の裏へ回っていく。

　長い黒髪に大きなリボンの生徒会長は、すぐにこっちに気がついた。

　分厚いビニール手袋の及ばない、セーターの二の腕の辺りで額ひたいの汗を拭ぬぐいながら、彼女は屈くつ託たくなく笑ってこう言ってきた。

「未絵ちゃんじゃないですか。一体どうしたんですかね、日直でゴミ運び……って訳でもなさそうですが」

「うん」

　秋あき川かわはいつも通り、小さく頷うなずいて言葉を返す。

　いいや、

「『お姉ちゃん』こそ、どうしてこんな所に？」

「あっはは、これでも一応生徒会長なんですがね。ゴミの分別って結構怖いんですよ。スプレー缶とかカッターの折れた刃とかそのまんま捨てちゃう子もいますから、うっかりしていると清掃員さんが怪け我がする事もあって」

「うん」

　それ自体は立派な考え方だと秋川未み絵えは思う。

　たまにテレビのニュースとかで、指を吹き飛ばされてしまう清掃員の話は耳にする事がある。そうした事故を未然に防ぐためにゴミの分別のチェックを毎日しているとしたら、本当にすごい事だと思う。

　ただし、

「でも『お姉ちゃん』、ゴミの分別なんかやってなかったよね？」

「……、何を」

「中等部の廊下からさ、裏庭の様子は見えるんだ。三〇分くらい観察していたけど、『お姉ちゃん』はゴミ袋なんて一つも開けていなかったよね？」

　一いつ瞬しゆん流れが止まったのを見て、秋川未絵は自分の違和感を信じた。

　そして切り込んだ。

　三〇分なんて噓うそだ。実際には二分も見ていなかった。

　だけど、真に受けた生徒会長の滑なめらかな言葉遣いは、古いレコードの針飛びみたいにますますラグを広げていく。

「やだなあ、こーんな山みたいな量のゴミ袋を一つ一つ開けて調べていくなんて、いくら生徒会長でも無理ですがね。ほら、ヘアスプレーとかカッターの刃とか、危ないものって大抵金属製じゃないですか。だからハンディ式の金属探知機を使ってめぼしいものを」

「うん」

　もう、最後まで言わせなかった。

「……でもそれって意味ないよね？　『お姉ちゃん』、今、自分で言ったじゃん。『危ないものって大抵金属製じゃないですか』って」

「それが」

「大抵。つまり一〇〇％危険を除去できる訳じゃない。串くし焼やきの竹串は？　プラスチックだったらどう？　割れたガラスのコップなんかは？　袋突き破って清掃員さんの指を傷つけちゃうのは同じじゃない。どうしてそこで妥だ協きようできるの。『お姉ちゃん』が本当に清掃員さんのためを思って放課後遅くまで残っているとしたら、こんな半はん端ぱな形にならないと思うんだけど」

「……、」

「そしてそもそも、妥だ協きようで清掃員さんが傷ついても構わないなら、放課後残って作業しようなんて事は考えもしないはず」

　だとしたら、生徒会長はここで何をしていた？

　わざわざゴミ捨て場に通い詰めて得られるメリットなんて心当たりはそう多くない。普通に考えれば誰だれだって近づきたいとは思わない場所だ。

　でも、それなら逆に考える事はできないか。




　誰も進んで近づきたいと思わないからこそ、『何か』を隠かくすにはうってつけなのではないか。

　そしてそれは、定期的に通って面めん倒どうを見なくてはならないような『何か』ではないのか。




　ドッドッドッドッ!!　と。

　秋あき川かわ未み絵えの中で、信じられないくらい心臓の鼓こ動どうが加速する。

　あの液体ダイヤを巡る大冒険よりも、あるいは暴走している自分を感じる。

『生徒会長』は、ゴミの山には興味がなかった。そもそも山の中に『何か』を隠したところで、翌日には全すべて清掃員が持ち去ってしまうのだから、大した迷彩効果はない。

　でも。

　あるのだ。

　このゴミ捨て場には、大量のゴミの山の他に、もう一つだけ非常に目立つものが。今はもう使われていないもの。錆さびた金属の箱。太い鎖くさりでぐるぐるに縛しばられ、無ぶ骨こつな南ナン京キン錠じようで外から施せ錠じようされている、まさにそれ。

「ねえ『お姉ちゃん』」

「……、何ですかね」

「その焼しよう却きやく炉ろの中、一体何が入ってい




「未絵ちゃん？」




　ゾッ……と。

　その瞬しゆん間かん、秋川未絵は背せ筋すじに悪お寒かんが走るどころか背骨を丸ごと引っこ抜かれたような衝しよう撃げきが走り抜けた。

　目の前の『生徒会長』が、具体的に何かをした訳ではない。

　ただ、彼女は夕暮れの中でいつものように微笑ほほえんでいるだけだ。

　なのに。

　ぶわっと嫌いやな汗が全身から噴ふき出す。今は人ひと気けのないゴミ捨て場にいて、一対一で、つまり誰だれも何も見ていないという環境、条件が改めて頭の中に飛び込んでくる。

『生徒会長』は言っていた。

　ゴミの山の中には危険なものも混ざっている、と。それが過失ではなく、故意によるものだとしたら？　何かの保険として、刃物や爆ばく発はつ物ぶつを詰めた袋が混ざっているとしたら？　いいや、分かりやすい凶きよう器きを振り回す必要なんてない。ゴミの山は場所によっては彼女達の身長を超える勢いで詰まれている。何かの拍ひよう子しに山が崩くずれたら、冗じよう談だん抜きにそのまま生き埋うめにされかねない。そしてそうなったとして、一体誰が違和感を覚える。『生徒会長』はただ両手で顔を覆おおってこう報告すれば良い。散々注意したのにゴミ捨て場で遊ぶ生徒がいて、そのために不幸な事故が起きたのだと。

　それだけの事でしかない。

　それだけの事でしかなかったのだ。

「ねえ未み絵えちゃん」

「っ」

　笑顔の圧が迫せまる。

　思わず一歩後ろへ下がる秋あき川かわ未絵に、『生徒会長』は笑って告げる。

「焼しよう却きやく炉ろは『危ない』から、触さわっちゃダメですよ？　鎖くさりと南ナン京キン錠じようで縛しばってあるとはいえ、引っ張れば数センチくらい扉に隙すき間まが空くので指を挟はさんでしまう恐れもありますし、あちこち錆さびだらけだから破は傷しよう風ふうの心配もありますからね」

　それはそれは、完かん璧ぺきな笑みだったのだろう。

　平時であれば一〇〇人が見て一〇〇人が騙だまされる、完璧な笑みだったのだろう。

　多少怪しく見えてもこっちの考えすぎか、と改めてしまうほどに。

　だが秋川未絵はごくりと喉のどを鳴らす。

　夕暮れ時を映像用語でマジックアワーと呼んだのは一体誰なのか。さして映画に詳しくもないミーハーな秋川未絵には分からなかったが、その恩恵を得る事はできた。

　沈みかけた西日による特殊な色彩。

　そして顔の表面のわずかな凹凸を捉とらえる深い深い影。

　そんな中だったからこそ。




　ぐじゅり、と。

　屈くつ託たくのない笑顔の裏、皮ひ膚ふの奥から引っ張るような、極大の違和感を。




「未絵ちゃん」

　あ、という音が洩もれた。

　それはもう声ですらなかった。

「みーえちゃん、ちゃんと私と約束してくれますかね？」

「ッッッ!!!???」

　どうにもならなかった。

　恐怖が限界を超えた途と端たん、秋あき川かわ未み絵えの理性が弾はじけ飛んだ。そのままぐるりと背を向けて、勢い良く走り出す。ゴミ捨て場から、焼しよう却きやく炉ろから、見慣れた誰だれかに『見えた』人影から、少しでも少しでも遠ざかるように。

　悔くやしい。

　悔しい悔しい悔しい!!

　何もできない自分が、焼却炉を縛しばり付ける鎖くさりや南ナン京キン錠じようを引き千ち切ぎる腕力を持たない自分が、たった一人に睨にらまれただけで錆さびた箱に取りつく気き概がいさえへし折られてしまった自分が。

（……誰だあいつ）

　心の中で呟つぶやいてみれば、一気に疑問が噴ふん出しゆつする。

　なりすましているヤツがいる。学校の中に混ざっているヤツがいる。だとすれば、本物はどこにいる。秋川未絵の良く知る、添加物を怖がるくせに食中毒にも脅おびえている、あの小動物みたいな生徒会長は一体どこにいる。

　ガンガンと頭の中で大きく膨ふくらんでいくビジョンは一つ。

　太い鎖と鍵で戒いましめられた、誰も中身を知らない焼却炉。

（誰だあいつッッッ!!）

　背中に叩たたき付けるように、無む邪じや気きな声があった。

「未絵ちゃーん、明日もお弁当楽しみにしていますからねー」

（ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!）

　頭の奥がとにかくスパークした。

　走って、走って、走って、走って走って走って走って。

　気がつけば学校の敷しき地ちから外へと飛び出していて、どこにでもある風力発電のプロペラの柱に寄りかかって荒い息を吐はいていた。

　重たい息と一いつ緒しよに胃袋の中身まで吐き出してしまいそうになる秋川未絵は、ずぶ濡ぬれのように汗まみれになった体に不快感を覚えながら、必死で吐き気を抑え込む。

　そうしながら、彼女は呟く。

　心の中だけでなく、ついに口を動かして世界に言葉を出力する。




「……あいつ誰だ」




　暴かなくてはならない、元げん凶きようを。

　取り戻さなくてはならない、元の生活を。

　でも秋あき川かわ未み絵えは普通の中学生だからこそ、自分が普通である事に自覚がある。あんな極大の歪ゆがみにたった一人で立ち向かっても、哀あわれな次の被害者以外の枠には入れない事が嫌いやというほど分かってしまう。

　生徒会のお手伝いが何だ。

　時価六兆の液体ダイヤを巡る大冒険がどうした。

　実際問題、彼女が積み重ねてきた行動履り歴れきはエレベーターの中の気まずい沈ちん黙もくを破るくらいの魅み力りよくはあっても、危機的状況を脱するための武器にはならない。そこまでの、ある種の異常性さえ秘めた『何か』を抱えている訳ではない。

　だとすれば、それを持っているのは誰だれか。

　具体的には、身近にいて、頼たよりになって、話を聞いてくれそうな人物は？

　携帯電話のアドレス帳に並んでいるクラスの友人知人では駄だ目めそうだ。警備員アンチスキルや風紀委員ジヤツジメント？　普通過ぎる。というか今頭の中でぐるぐる回っている問題をきちんと説明して理解してもらえるビジョンがイメージできない。生徒会の人達。尊敬はしているけれど、やっぱり『いつも』のレールから外れた場所で夜を駆け闇やみと戦う感じはしない。

　やがて脳裏の奥から点てん滅めつするように現れたのは、二つの候補だった。

　秋川未絵自身、どうしてそんな事を思いついたのか、判断基準は説明できない。

　ただ、とにかく。

　彼らだけは異質に見えたのだ。元々レールから外れた場所で自由に動き回っているような、とでも言うべきか。

　嗅きゆう覚かくに従うならば、相談相手の候補は二人。

　つまりは。

　上かみ条じよう当とう麻まと上かみ里さと翔かけ流るのどちらかだ。




　　　　４




　夜も更ふけた。

「……ヤベえ。何がヤベえってインデックス達の晩ご飯作ってないぞどうしよう。まあ前回までの教訓としていくつかカップ麵めんも揃そろえておいたけど、オティヌスとか容器の中に落ちそうで怖いな」

　青髪ピアスらクラスメイト達が上里翔流の入れ知恵に従って、動きを見せている。何でも深夜の学校に忍び込んで、今は使っていない焼しよう却きやく炉ろを使っていらないグラビア雑誌だの等身大人形だの抱き枕まくらカバーだのを燃やしてしまおうとしているのだとか。

　当然、『あの』上かみ里さとが酔すい狂きようでそんな誘ゆう導どうをするとは思えない。一見くだらないイベントに見えたとしても、何か目に見えない悪意みたいなものがあるのでは。上里の妹である去鳴サロメ辺りがそう警告したため、ひとまず夜の学校を見張る事になった訳だ。

　……と、経緯はそんなトコなのだが、

「何で一二月のこのクソ寒い中、校門脇わきの茂みの中に隠かくれてヤロウの軍団なんか待たなきゃならねえんだっ！　せめて、こう、なんていうか、ファミレスとか喫茶店とか近くにあるだろ！」

「やだなあ、私は地肌にレインコートだよ？　バトルモードだからそういうのは省いているんだけど、扉潜くぐった時点で即通報っしょ」

「分かってるなら改めなさいよ!!」

「色々事情があるんだよ、こんなカラダだと」

「そしてその分だとホントにバトル以外のスペアボディがありそうだな対お兄ちゃん？」

「げふんそこ深入りするなよ気安いっしょ」

　謳うたうように言った去鳴サロメは、ちょっとしたお土産みやげを取り出すように近くの暗がりへ手を伸ばした。

「それより問題なのはこいつなんだけど」

「ぶっ!?」

　いつの間にか知らない女子中学生が首の後ろを摑つかまれて借りてきた猫みたいになっていた。向こうも向こうで大層ブルーになっているらしい。

「ちょっと待て、誰だれだその子!?」

「秋あき川かわです！　秋川未み絵え!!　いい加減に覚えて!?」

「そのナントカさんがどこでどうなって一丁上がりになってるんだ!?　料理番組の三〇分寝かせたものがこちらになりますくらい気軽に人をさらってきやがってーっ!!」

「違うよ保護っしょ。こいつ、なんか学校に用があるらしくてさ、私達と同じように茂みの中に隠れていたんだもん」

　うん？　と上条は改めて制服のままの女の子の顔を見る。

　どこかで見覚えがある。ような？

「あっ、あきかわ、みえ……です。ほ、ほんとに、ほんとのほんとに覚えてはいませんか？」

「どちらさん？」

　もおーっ!!　とイマドキ女子中学生は全力で頭を搔かき毟むしる。

　プライドの話をしているといつまで経たっても先に進まないと理解したのか、一つ一つ嚙かみ砕くだくように言葉を放ってきた。

「あのっ！　液体ダイヤの時は、その、助けてもらって……僧侶のおじいちゃんはお元気ですか？　あの人にもお礼を言っておかないと!!」

「？　？？？」

　去鳴サロメにうんざりした目を向けられるが、上かみ条じようとしては首をひねるしかない。僧そう侶りよの知り合いなんていたっけかな？　と少し考えた末に、

「あれ、待てよ。まさか僧そう正じよう……なのか!?　あいつ学園都市までやってきてほんとに何してんだ！　僧侶のくせに女子中学生をナンパとか、イタリア車乗り回して純金のネックレスじゃらじゃら下げた金持ち和お尚しようみてえ!!　一応道を究めた『魔ま神じん』なんだろーもおーっ!!」

「へ、えへへ」

「そしてまんざらでもない顔のイマドキ女子中学生の心の中が見えない……。一体どうやったら木ミ乃イ伊ラの僧正に春がやってくるって言うんだ!?　何だもうそこまできてんのかお寺女子、あるいは御本ほん尊ぞんガールの時代がよお!!」

「でも良かった……。『お姉ちゃん』の事で相談したい時に目当ての人達が見当たらない状態が続いていたから。できればあなただけじゃなくて、上かみ里さとさんとも顔を合わせておきたかったけど……」

「かみさと……？」

「悪いんだが人生相談ならまた今度にして」

　レインコートの去鳴サロメが静かな声で静せい寂じやくを促しつつ、

「……動きがあったっしょ。いくつか懐かい中ちゆう電灯みたいな光が躍おどっている。あれは見回りの警備員アンチスキルって感じじゃないね。あちこちふらふら動いていて、決められた巡回ルートを一つ一つ見て回っているって感じが全くしないから」

「あいつらか……」

「？」

　事情を吞のみ込めない秋あき川かわ未み絵えは小首を傾かしげていた。

　そもそも何でこの子は一人で夜が更ふけるのを待っていたんだろうか。

「えっ、ええと、『お姉ちゃん』……違うっ、高等部の生徒会長さんが見つからないかなって思っていたんです。夜になっても監視の目が残っていたらそれまでですけど、一応、ええと、心当たりもあって」

「生徒会長？」

　何でこの場面でビクビクウサギの話が出てくるのだ、と上条は怪け訝げんな顔になったが、今度は秋川未絵の方から質問があった。

「ええと、あなた達はどうして？」

「ろくでもない話だよ。うちのクソ馬ば鹿かお兄ちゃんがそいつのクラスメイト達を焚たきつけてだね、深夜の学校に忍び込んで今は使っていない焼しよう却きやく炉ろでエロ本だのストイックな修行相手のお人形だの燃やそうパーティとか企画したんだって。ただでさえ不法侵入に放火未み遂すいで、しかもそれだけで終わるとは限らないんじゃね？　どーうにもきな臭くさい感じがしているんだけど、その正体がまだ見え……」

　ガサガサバギ!!　と細かい枝をたくさん折るような音が響ひびいた。

　仰ぎよう天てんした秋あき川かわ未み絵えが後ろにひっくり返り、わざわざ茂みの中へ尻しり餅もちでダイブしていったからだ。

　浮き輪にお尻を突っ込んでぷかぷか浮かぶような格好のまま、秋川は叫ぶ。

「ちょ、ちょっと待ってください！　焼しよう却きやく炉ろ!?　それってほんとなんですか!?」

「だとしたら？」

　絶ぜつ滅めつ犯はんの去鳴サロメが怪け訝げんな声で言うと、秋川未絵の唇くちびるがわななき始めた。

「だって、ちょっと待って、だとしたら、そんなの、噓うそでしょ」

「だから何が」

「昼間、学校の中を闊かつ歩ぽしている『お姉ちゃん』は本物じゃないんです。別の誰だれかが入れ替わってる！　そして本物の『お姉ちゃん』は焼却炉の中に閉じ込められているかもしれないんですよ!!」

　上かみ条じようと去鳴サロメは思わず顔を見合わせていた。

　冗じよう談だんか妄もう想そう、と振り払ってしまいたいが、背せ筋すじに走る悪お寒かんは止まらない。

「……おい上条ちゃん、アンタも一応この学校ん中を出入りしていたんだよね。生徒会長とかいうのとは接触した？　今の話、確度はどれくらいのものだと思う？」

「一個質問がある。秋川未絵……ちゃん、だっけ？　生徒会長のお弁当の面めん倒どうを見ているって話だったけどさ」

「あ、は、はい……お弁当については、私もちょっとおかしいなって思っていたんですけど」

「いや、悪いがそこじゃない」

　上条はいったん区切ってから、

「アンタ、昼飯以外はどうしてる？　例えば朝食。やっぱり生徒会長のために用意したりしているのか？」

「ええと」

　秋川未絵は困った顔をした。

「そもそも『お姉ちゃん』は朝食なんて食べませんけど。健康に悪いからやめてって言っても聞いてくれなくて」

「……、あー」

　それで確定した。

　上条は片手で前髪をぐしゃぐしゃにしながら、

「今朝その生徒会長と会ってる、例のゴミ捨て場で。でも会長はバナナ系のゼリー飲料のパックを持ってたぞ。これなら両手が汚れていても口に入れられるって言って……」

「何度も言いますけど、『お姉ちゃん』は朝食を食べない派です」

「だとすると、こいつは……」

　去鳴サロメの言葉を上かみ条じようが引き継いだ。

「自分の分の食事じゃなかった。秋あき川かわ？　その子の言い分が正しければ、焼しよう却きやく炉ろの中で飼育している分の食事だったんだ」

　入れ替わりやなりすましなんてそうそう簡単にできる事ではない。十じつ中ちゆう八はつ九く上かみ里さと勢力の少女達の誰だれかが関かかわっていると見て良い。

　そして親玉の上里は上条のクラスメイト達を誘ゆう導どうして、焼却炉に火を入れるように仕向けている。

　選挙ゲームでの『癖くせ』を、妹の去鳴サロメはこう評価していた。

　上里翔かけ流るが好んで使っていたのは『勇み足』。敵対候補に罪を犯させ、その重みで結束を乱してバラバラにする。

「……なあ去鳴サロメ」

「何だ」

「仮に焼却炉の中に『本物』がいるとして、何も気づかずに青髪ピアス達が火を入れると思うか？　鍵かぎや鎖くさりを取り除いて蓋ふたを開ければ、そこには女の子が丸々一つ入っているんだぞ。普通なら絶対に気づくよな？　なっ!?」

「どうだかね。この暗がりじゃあ密閉された箱の中なんて影で覆おおい尽くされているっしょ。わざわざ使ってもいない焼却炉の奥を懐かい中ちゆう電灯で照らすかな？　持ってきたいらない雑誌だの枕まくらカバーだのをボンボン投げ込んで火を点つけたコヨリを投げ込めば任務完了、後は蓋しておしまいっしょ。それに、噂うわさの生徒会長さんの状態は？　手足と口をダクトテープで縛しばられていたら呻うめき声も上げられない。まして栄養失調だの脱水症状だので意識を失っていたら完全にノーヒントだよ。……何よりさ、普通思うかな？　もう一〇年単位で封印されている焼却炉の中に、まさか生きた人間が丸々一人分放ほうり込まれているだなんて。その安全確実の先入観で埋うめ尽くされていたら、むしろまともな確認作業なんてやる理由がないっしょ」

「ちくしょう!!」

　上条は叫んで茂みの陰から立ち上がった。

　もういちいち息を潜ひそめている理由はない。警報なんて鳴ってくれた方が良い。強引にフェンスを乗り越えて学校の敷しき地ち内を走る。去鳴サロメと秋川未み絵えもついてくる。

　おかしい。

　今回の上里翔流は完全にぶっ壊こわれている。

　上条勢力。目に見えない仲良しグループをバラバラにするためだけに、いくら何でもここまでやるか？　青髪ピアスやクラスメイト達に知らずに人殺しをさせて、その罪を被かぶせて、重みで押し潰つぶして友達の輪を壊す。はっきり言ってメチャクチャだ。歪ゆがんだ形であってもバードウェイ姉妹を助けるために手を打った少年と同じ人物とはとても思えない。そもそも生徒会長ビクビクウサギは何ら上かみ条じよう達とは関係ない。所属している学校も違えばつい先日まで赤の他人のはずだった。

　それを、躊ちゆう躇ちよなく？

　生きたまま人の手で火だるまにする？

「何を考えてんだ、あの大おお馬ば鹿か野郎ッッッ!!!!!!」

　確かに終わりだ。

　どこの誰だれにどんな風に踊らされていようが、笑って火を点つけて人間一人を火柱にしてしまったら、きっともう昨日までの生活は永遠に戻ってこない。ここを軸に決定的なレールが切り替わり、上条当とう麻まの知る世界なんて一いつ瞬しゆんで粉々になる。

　でも。

　だけど。

「……こうなる前にきちんとぶん殴なぐって欲しかったんだけどね」

　去鳴サロメが呪のろうように呟つぶやいていた。

「あのハーレム馬鹿が！　何でもかんでも全肯こう定ていされっ放しだからついにモラルが吹っ飛んだっていうの!?　否定材料のない世界ってのは軌道修正のチャンスを失った世界だっていうのが何で分からないかね、あのご都合まみれのクソ馬鹿お兄ちゃんめ!!」

　全速力で夜の校庭を縦断し、校舎の裏へ。ゴミ捨て場、いいや錆さびた焼しよう却きやく炉ろのある方へ。暗がりの中でジャラジャラという重たい音が響ひびいていた。

　焼却炉を縛しばっていた鎖くさりのものだ。

　すでに取り外されている。

（間に合え……）

　シュボッ、という小さな音。

　おそらくライターのものだろう。まるで得え体たいの知れないカルトの儀ぎ式しきで蠟ろう燭そくに照らし出された有う象ぞう無む象ぞうの顔のように、見知ったクラスメイト達のニヤニヤ笑いが闇やみに浮かぶ。

　その中には。

　青髪ピアスもまた。

（間に合えッッッ!!）

「去鳴サロメェェェえええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!」

「あいよ、『外がい的てき御ご供くう』」

　そこから先は本当に早かった。

　地肌にレインコートの少女が前へ出る。二重に重ねた雨具の端はしがクラゲのように揺ゆれる。そう思った時にはロケットエンジンみたいにカッ飛ぶ。カッター、包丁、鋸のこぎり、枝切りバサミ、草刈り機。とにかく学校の中にあった武器防具となるものを片っ端ぱしから集めてきたのだろう、両手を使ってそれらを破は壊かいし、消費し、どこかへ捧ささげる事によって圧あつ倒とう的てきな力を得る。

　いちいちクラスメイト達なんぞ狙ねらわなかった。

　全すべての元げん凶きよう。

　錆さびた箱、焼しよう却きやく炉ろ。

　去鳴サロメが飛び込んだ途と端たん、ゾンッッッ!!!!!!　という凄すさまじい音が炸さく裂れつした。とても金属を切ったとは思えない生々しい音だった。そして斜めに裂さける。真上に延びた煙突の重さに耐えられないように。むしろ宝箱や宝石箱のようにパカリと上方向へ開いて、崩くずれていく。

　みんながみんな、呆あつ気けに取られていた。

　あまりにも長い年月放置されていた焼却炉は、もはや灰の匂においもなかった。

　そして。

　そして。

　そして。




　何も、なかった。

　ビクビクウサギの生徒会長どころか、紙かみ屑くず一つさえも。




「あ……」

　時間が、止まった。

　上かみ条じよう当とう麻まだけではない。去鳴サロメも、秋あき川かわ未み絵えも、訳が分からないといった顔で斜めに裂けた焼却炉の中を覗のぞき込んでいた。

「、え？」

「あの後……どこかに場所を移された……？」

　呆ぼう然ぜんと、秋川未絵が呟つぶやく。

　だがこれは去鳴サロメが否定した。

「いいや、そんなはずないっしょ。だとしても人の匂においっていうか、痕こん跡せきくらいは残るはず。だって、私達の見立てが正しいなら生徒会長とやらはこんな狭せまい所に何日も押し込まれていたんじゃね？　汗の匂い一つないってのはおかしいよ」

「だとしたら、結局」

　秋川未絵は訳が分からないといった顔で、

「全部、何だった、の？　単に私の思い違いで、『お姉ちゃん』は『お姉ちゃん』のままだった？　夕暮れの中で変な風に顔が歪ゆがんで見えたのも、私が変な先入観を持っていた、だけ、だった……？」

　ひとまず、本物の生徒会長が丸焼けになるのだけは回かい避ひできた。

　そう考えればプラスだったのかもしれない。

　しかし。

「……つーかさ……」

　どこかの誰だれかが言った。

　上かみ条じよう当とう麻まは、振り返れなかった。

　低い低いその声は、本当に本当にそれはもう人を見下した声こわ色いろで呟つぶやいていたのだ。




「マジで何なのお前ら。ここまでやられると本気で引くんですけど」




　言葉が。

　詰まる。

　上条当麻は無理に呪じゆ縛ばくを断ち切って体を動かす。ようやっと全力で振り返るが、もうどれもこれも能面しかなかった。そして三々五々に散らばっていく。せっかくのイベントを台無しにされた。そんな失望しかない。

　ようやく、ここにきて上条は思い出していた。

（……まさか）

　去鳴サロメの言葉を。

　上かみ里さと翔かけ流るの得意技は『勇み足』。敵対候補に罪を犯させ、その重さで結束を破は壊かいする。

（まさかっ!!）

「あっ、おい、青髪……ッ!!」

　とっさに背中に呼びかけた。

　友人はかろうじて立ち止まってくれた。そしてゆっくりと振り返った。

「大だい丈じよう夫ぶ、カミやん」

　怒いかりも失望もなかった。彼は友人でいてくれた。

　ただし、

「多少居心地悪うなっても、ほとぼり冷めるまでボクはついていてやるよ」

　憐れん憫びん。

　同情。

　断じて同じ立場にいる者同士の会話ではない。青髪ピアスは、上条当麻が『やらかした』事をきちんと把は握あくしている。その上で、だ。その上で、はるかな高みから孤こ独どくに落ちようとしている上条当麻へ手を差し伸べようとしてくれている。

　なんて優しくて。

　なんて残ざん酷こく。

「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　誰だれもいなくなった。

　上かみ条じよう当とう麻まの周りからは誰もいなくなった。

　夜の学校で、ただただポツリとツンツン頭の少年だけが立ち尽くしている。

　上かみ里さと翔かけ流るの輪は閉じた。

　バラバラに、砕くだけ散った。

「は」

　そう。

　気づくべきだったのだ。上里翔流がどれだけの外げ道どうでも、全く無関係の人間を丸焼きにするような策は使わない。バードウェイ姉妹のためにあれだけ骨を折った上里はそんな方法を好まない。もしもそう見えるとしたら、もう一段奥に別の罠わなが張ってあると怪しんでみるべきだったのだ。

「。はは」

　どのくらいそうしていたかは、把は握あくできない。

　その間に去鳴サロメや秋あき川かわ未み絵えが何か話しかけてくれたのか、それとも無言のまま待ってくれていたのかも、判然としない。

　やがて。

　カツン、という新たな足音が、上条の意識をようやく揺ゆさぶった。

　のろのろとそちらへ首を巡らせると、裏門の方から学校の敷しき地ち内に入ってきたのは、『どこにでもいる平へい凡ぼんな高校生』。

　左右にぶかぶか白衣に長い黒髪の絵エ恋レンと茶色い髪をざく切りにしたキツネ少女の獲冴エルザを侍はべらせて。

　いつもの通りに、ヤツは言う。

「やあ上条当麻。何だかちょっと見ない間に随ずい分ぶんやつれてしまったようだけど」

「てんめェェェよォォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　むしろ。

　最初に動いたのは、ゼンマイの切れかけた上条ではなく、去鳴サロメの方だった。

　あくまでも上里翔流の側に立ち、彼のためになる事を何でもやると言い張った少女こそが、真っ先に突っ込んでいった。

　いいや。

　だからこそ、か。

　上かみ里さとは、右手を振りもしなかった。

　ただ傍かたわらの獲冴エルザが古びた銅貨をしこたま詰め込んだ、鈍どん器きのようなペットボトルを横合いから差し出した。凄すさまじい音と共に去鳴サロメの右手の五指が食い止められる。

　至近、兄の鼻先まで迫せまりながら、横目で邪じや魔ま者ものを睨にらみつけて妹が吼ほえる。

「そんなに雪玉を転がしたいの……。何ならアンタからミンチにしてやっても良いけど!!」

「どうぞご自由に。けど基本を忘れんなよ、こっくりさんに使った一〇円玉を粗末に扱あつかうもんにはバチが当たるって、は・な・し」

　それ以上は去鳴サロメも拘こう泥でいしない。

　腕を使うどころかそのまま喉のど笛ぶえを嚙かみ千ち切ぎれる距きよ離りまで接近して、レインコートの少女は涼しい顔の高校生を本気で睨み付ける。

「……正直今回ばかりはマジで頭に来てる。私は絶ぜつ滅めつ犯はんなんて呼ばれて喜ぶ本物の狂人だけどさ、それにしたってアンタのそれには賛同できないっしょ。一体どこでそうなった。アンタは『どこにでもいる高校生』で！　だからこそ私みてえな狂人の憧あこがれだった!!　誰だれに何を肯定されて道を踏ふみ外したのか言ってみろ!!　このくそったれがァァァ!!!!!!」

「去鳴サロメ、きみの頭がまともじゃないのはもう分かっている。だからギアを落としてぼくにも分かるように言ってくれないかな」

「もう今すぐアンタを殺して終わりにしたいって言っているんだよ!!　キレイな殺しの一つもできない見下げ果てた狂人が!!」

「やれやれ……。去鳴サロメはこの調子だし、上かみ条じよう当とう麻まとは元々相あい容いれないし。ああそうだ、うん、もう一人いるようだね。そこのきみ」

「……、」

「教えてくれないか。一体どうしてこの妹が憤いきどおっているのか。ぼくにはサッパリ理由が思い当たらなくてね」

　秋あき川かわ未み絵えは、ほとんど部外者のはずだった。

　上条当麻と上里翔かけ流るの確執なんて全く知らないはずだった。

　だけど。

　その一言だけはカチンときたようで、彼女も彼女で挑みかかるようにこう告げた。

「……あなたのした事は最低です」

「そうかもしれないし、そうではないのかもしれない」

「結局『お姉ちゃん』は……高等部の生徒会長はどうなったんですか!?　あなた達が焼しよう却きやく炉ろ以外の場所へ連れ去ったのか、それともさらわれたかもしれない、不ふ穏おんな事が起きているかもしれないって思い込ませる事だけに集中していたのか！　今、この学校にいる『お姉ちゃん』は誰なんですか!?　本物なのか、偽にせ者ものなのか!!」

「ん？　ちょっと待ってくれ」

　と。

　上かみ里さと翔かけ流るは初めて眉まゆをひそめた。

　そして言った。




「高等部の生徒会長って何の事だ？　そんな話は初耳だぞ」




　………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。

　今度こそ。

　今度の今度こそ。

　もう上かみ条じよう当とう麻まは理解を放ほう棄きした。ただただ真っ白になった世界の中を揺蕩たゆたっていた。

「そんな訳ないっしょ……」

　代わりに口火を切ったのはやはり去鳴サロメだ。

「とぼけないでよ、回りくどい真ま似ねして上条当麻の芯しんを折りに来て！　今は封ふう鎖さされた焼しよう却きやく炉ろの中に生徒会長が閉じ込められている。クラスメイト達はそうとは知らずに焼却炉に火を入れる計画を練っていて、早く止めなきゃみんな殺人犯になってしまう。……そういう風に見せかける事で、上条当麻をみんなの前でピエロにして!!　学校の中から居場所を奪うばったのはアンタじゃないかクソ馬ば鹿か兄貴!!　アンタには『正しい敵』に対する敬意すらないっていうの!?」

「だから」

　上里翔流は初めて一歩後ろへ下がった。

　両手の掌てのひらを前へ差し出して、落ち着くようジェスチャーで示す。

「ぼくはそんな話は知らない。生徒会長には手出ししていない、やっていない事を証明するなんて悪あく魔まの証明になりそうだけど、こればっかりは本当だ」

「なら、どうして。何でその、上条さんのクラスの人達に夜集まって焼却炉を使うよう指示を出したんですか……。何の意味もないんじゃおかしいじゃないですか！」

「ぼく達の戦せん闘とうを見せたかった」

　上里は呆あつ気けなく言った。

　答え合わせを。

「理想送りワールドリジエクターと幻想殺しイマジンブレイカー。両者がぶつかればぼくが勝つが、代わりに千ち切ぎれた腕から『得え体たいの知れないもの』が飛び出してくる。それを、上条当麻を良く知るみんなに見てもらいたかった。ひょっとしたら、近しい者なら何かしら心当たりがあって、その人の顔や反応を注意深く観察すれば『答え』を知っている人物を探り当てられると思ってね」

　去鳴サロメと秋あき川かわ未み絵えは理解できなかったようだった。

　だが上かみ条じようには通じた。

　そう、そもそも上かみ里さとは上条を潰つぶす気でいたのだ。だったら回りくどい事を考えるより、理想送りワールドリジエクターを使って上条を仕留められる条件を探っていった方が手っ取り早い。

　……それはそれで、上条の腕の秘密を目まの当たりにしたクラスメイト達が敬遠してしまいそうなものだが、少なくともあの最悪の結末よりはまだしも筋は通っている。

　そう見える。

「そんなの信じられない……」

　秋あき川かわ未み絵えは呟つぶやいていた。

「だったら、だったらあの『お姉ちゃん』は一体何なの？　ほんとに私の見間違い？？？　ううん、絶対そんな事ない。空っぽの焼しよう却きやく炉ろを見た時は無理にでも納得しようと思ったけど、やっぱりおかしいもの！」

「それだ」

　上里はパチンと指を鳴らして、

「少なくとも、ぼく達は生徒会長には手を出していない。でも現にきみ達はその言動や容よう貌ぼうを怪しむようになった。高度な入れ替わりやなりすましの可能性まで頭に浮かべて」

「……、そうだ。だとしたら」

「ぼくはいったんきみ達の提示した情報を無条件で受け入れよう。だからきみ達もいったんぼくの提示した情報を無条件で受け入れてみてくれ。そうしないと話が先に進まない」

　上里翔かけ流るはゆっくりと息を吐はいてから、

「もしも、生徒会長が他の誰だれかと入れ替わっていたとして。もしも、それがぼく達にもきみ達にも全く心当たりのない誰かだったとして」

　一つ一つを並べていく。

　改めて考えてみれば、どこかで何かがねじれた話。

　そして上里は、疑問の根幹を口に出した。




「……だとしたら、そもそも生徒会長になりすましているのは誰なんだ？」




　疑問に対する答えはあった。

　それは音だった。

　サクリという果実を切り分けるような、瑞みず々みずしい音。

「な、」

　さしもの上里翔流さえ、息を吞のんでいた。

　彼の、すぐ隣となり。

　絵エ恋レンや獲冴エルザといった取り巻きの間に割り込むほどの至近。

　小柄な影があった。

　長い黒髪に大きなリボン。ビクビクウサギなどと呼ばれていた誰だれか。

　とは違う誰か。

「。あ!?　いつか、ら……っっっ!?」

　唐とう突とつだった、あまりにも。どこかから高速で近づいてきたというよりも、何の変哲もない風景の中からいきなり浮かび上がったような出現であった。そう、海の底で砂の中からヒラメやカレイがそっと移動を始めるような。

　とっさに身を引いたのは、正解だったのか失敗だったのか。

　先ほどの答え。音の正体について考えてみるべきだったのだ。




　直後に。

　取れた。




　上かみ里さと翔かけ流るの右手。ちょうど手首の辺りですっぱりと断ち切られ、そして生徒会長に見える別の誰かの両手に収まっていた。

　理想送りワールドリジエクター。

　かの『魔ま神じん』をダース単位で屠ほふる最強最悪の右手。

　それが、あまりにもあっさりと。

「あ、あああ、ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　絶叫する上里翔流が血を振り撒まきながら転げ回るが、対して小柄な生徒会長の方は頰ほおについた返り血を舌で舐なめ取るほどの余裕があった。特に刃物らしい刃物を握にぎっている訳でもないのに、上里の右手首は骨まではっきりと切断されている。

　秋あき川かわ未み絵えが悲鳴というより絶叫を上げて、そのまま後ろへ倒たおれ込んだ。

「ふっふっふーう、のふう」

　パチンと少女は指を鳴らす。

　キラリと右手首の周囲にブレスレットのような輝かがやきが瞬またたいたと思ったら、やはり切断。ワイヤー状の何かを使っているようだが、詳しい事まで分かるはずもない。そして自みずからの手首を失っても、なお正体不明の誰かは愉ゆ悦えつの笑みを浮かべるばかりだ。

　いや。

　いいや。

「上里翔流の右手が最大のネックだった」

　その、断面を軸に。

[image: ]

　ぞるぞるぞるぞるぞるぞるぞる!!　と少女のシルエットがめくれる。乱れる。壊こわれる。そこにはもう学校の制服を着た少女などいなかった。

「だけど、意い趣しゆ返がえしのために一番欲しかったのもこの右手だった」

　ただ。

　リクルートスーツに白衣の女が佇たたずんでいるだけ。

　そして白衣の内側から細い細い糸のようなものが飛び出すと、自みずから切断した腕と上かみ里さと翔かけ流るから切り取った手首とを強引に繫つなぎ合わせていく。まるで寄生虫のようにひとりでに蠢うごめく糸。腹の破れたぬいぐるみを縫ぬい合わせるような乱暴な動きだったが、一体どんな技術を使っていたのか、すぐに女は繫ぎ合わせた掌てのひらを握にぎって開いた。

「くっくく！　あっははははははははははははははははははははははははははは!!　サンプル＝ショゴスによる縫ほう合ごうを確認、続いて弱毒性サンジェルマンウィルスによる認識制御を実行開始。これより私の脳はこの右手、理想送りワールドリジエクターの持ち主として書き換えられる!!　ああ、ああ、宿敵の能力を奪うばって無む双そう三ざん昧まいなんていかにもロマンですよねえ！　先生ッッッ!!!!!!」

「なん、だ……」

　あまりの事態に、上かみ条じよう当とう麻まはついていけなかった。

　半分以上本気でギブアップするくらいの気持ちで、彼は自然と疑問を口に出していた。

「アンタは、一体誰だれだ……？」

「私は木き原はら唯ゆい一いつ」

　素直に名乗りを返す合理性は特になかったはずだ。

　特に、非合法な襲しゆう撃げきを行う側からすれば。

　にも拘かかわらず、リクルートスーツに白衣の女は即答した。

　何な故ぜならば。

「誰だれにも追い着く事のできないロマンを求める者の一人。『誰だ？』、それにしても、ぷっくく！　あっはっは!!　何バカ正直に答えてんの私!?　ロマン、ああ、ここにはロマンしかない!!　でもって本来の獲物は上かみ里さと翔かけ流るなんですけど、まあ途中で寄り道しても構いませんよ？」

　ザッ！　と空気が動く。

　元々、絵エ恋レン、獲冴エルザ、そして去鳴サロメは上里サイドの人間だ。その手首を切断して奪うばい取り、さらには理想送りワールドリジエクターの力さえ使って当の本人を害すると宣言されれば黙だまっていないだろう。

「『先生』なら絶対こうは言わないでしょうけど。己の復ふく讐しゆうに無関係な誰かを巻き込むなと仰おつしやるでしょうけど」

　分かっていて。

　分かっていて、なお木原唯一はこう続けた。

「でも、『先生』と同じじゃつまらない。私は他の誰でもない唯一にならなくてはいけない。だったら逆振りだって試してみましょう！　『先生』が絶対選ばないような道も敢あえて選んでみせましょう！　私の全すべてを奪ったそこのクソ馬ば鹿か野郎はただ殺すだけじゃ飽き足らない。奪うだけ奪って、殺すだけ殺して、大切にしてるもん全部取り上げてからトドメを刺すくらいでちょうど良いでしょうしねえ!!!!!!」








行間　四









　フェイズ一。

　食しよく蜂ほう操みさ祈きと蜜みつ蟻あり愛あ愉ゆの個人間闘とう争そうで軸となったファイブオーバーＯＳ、モデルケースメンタルアウト。そこで使われてきたリアルタイムの軍事迷彩技術、磁性制御モニターのサンプルを入手。

　上かみ里さと翔かけ流るの理想送りワールドリジエクターの特徴を探るため、至近まで迫せまる必要あり。

　当該学校の任意の人物と入れ替わり、外見を完全に誤ご魔ま化かすために使用を決定する。







　フェイズ二。

　加か納のう神しん華かを軸とした高層ビル占せん拠きよ事件の重要項目であるサンジェルマンウィルスのサンプルを入手。丸薬の形を取っていたそれをシャーレ上で培ばい養よう、弱毒化に成功。

　仮に上里翔流の右腕を体ていよく切断できたとして、そこに宿る『力』がこちらを拒こばむ可能性がある。認証を誤魔化すには自みずからの脳に手を加える必要あり。サンジェルマンウィルスの特性を活いかし、実際の書き換えのために使用を決定する。







　フェイズ三。

　バードウェイ姉妹を中心とした上かみ条じよう・上里両りよう陣じん営えいの衝しよう突とつにおいてネックとなったサンプル＝ショゴスのサンプルを入手。こちらは実質的に学園都市第二位、『未元物質ダークマター』の変種となるが、当該能力者の意思を無視して第三者が制御できる点に要注目。腕の切断と縫ほう合ごう、血管や神経の接続など外科手術的条件を満たすため使用を決定する。







　……以上の手順を用いて上里翔流を特異点たらしめている『右手』を奪うばい、我が物として完全に振るう事で同人物への復ふく讐しゆうとみなす。

　続いて上里翔流の対人関係をピックアップ。

　理想送りワールドリジエクターについての情報収集は、もちろんなるべく物理的な接近を試みたい。だが俗に言う上里勢力の内部にまで潜もぐるのは危険と判断する。彼らの特殊な連帯感は、それこそ一いつ朝ちよう一いち夕せきで習得できるものではないだろう。

　報告によれば上かみ里さと翔かけ流るは生徒会へ頻ひん繁ぱんに出入りしているらしい。

　上里勢力の色に染められていなければ、ここに介かい入にゆうするのがベストであろう。

　余計なしがらみは不要。一番トップにいる生徒会長に狙ねらいを定める。

　個人情報取得完了、標的は化け生しよう院いん明あ日す香か。

　上里翔流への接近中、入れ替わりが露ろ見けんするのは回かい避ひしたい。同人物には離はなれた場所でゆっくりしてもらおう。必要なデータの集積が終わり、標的を襲おそう具体的な算段が付くその瞬しゆん間かんまで。




『ひいいいいいいー……。とっ、突然健康診断でマーカーついたと思ったら七〇〇〇万人に一人の割合でくっつくレア度マックスＳＳＲ級の寄生虫って何なんですかねえ？』




　デコイとして現在使用が中止されている焼しよう却きやく炉ろに注目。

　仮に目標達成前に露見のリスクが生じた場合は、こちらを使って疑いを逸そらし、続行か撤てつ退たいかを判断する時間を稼かせぐものと想定。いわゆるトカゲの尻尾しつぽだ。危険人物にはまず『焼却炉の疑惑』をぶつけ、そこから化生院明日香の真実にどの程度まで迫せまっているかをテストするのに利用する。




『でっ、でも新薬投与の治験ボランティアはとんでもない額の謝礼もらえるみたいですし、これ乗り越えたら未み絵えちゃんのお誕生日に何か買ってあげられますがね。う、うん！　頑張らなきゃ!!　せっ、せっ、センパイの威い厳げんを見せるのだーっ!!』




　殺した方が手っ取り早い。

　そうすれば万に一つも露見の心配はない。

　だがそうはしない。

　善悪で言えば悪だが、好こう悪おで言えば好ましい。

　木き原はら円えん周しゆうのエミュレーションがなくても、そんな言葉がすぐ浮かぶ。








第五章　光明、あるいは底なしの闇　To_the_Magic.
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　場所は夜の学校、その校庭。

　重要なのは幻想殺しイマジンブレイカーを持つ上かみ条じよう当とう麻まと理想送りワールドリジエクターを奪うばった木き原はら唯ゆい一いつ。

　それから数名の少女達。

　そして右手を失い、倒たおれた上かみ里さと翔かけ流る。

　条件を頭の中に入れ、そして上条は開口一番こう叫んでいた。

「去鳴サロメ!!　右から回り込め!!」

「いちいち敵さんの前で口に……ああ、にゃるほど」

　地肌にレインコートの少女は途中で何かに気づいたようで、ニタニタ笑いながら上条の指示に従っていく。

　上条は小さな弧こを、去鳴サロメは大きな弧を。

　だが元のポテンシャルの違いか、先に駆け出した上条を去鳴サロメがあっさりと追い抜く。視覚的な攪かく乱らんすら伴ともなって、タイミングをずらす形でレインコートの少女が木原唯一へと肉にく薄はくしていく。

　リクルートスーツに白衣の女も動じなかった。

　彼女はただ、強引に接合した右腕を軽く振り上げる。

「……ッ!?」

　上条は自分の胃袋が持ち上がるような恐怖を覚えた。

　幻想殺しイマジンブレイカーと理想送りワールドリジエクターが激突すればこちらの右腕がもぎ取られる。……ばかりか、こちらの傷口からは正体不明の『あれ』が飛び出して制御不能の破は壊かいを撒まき散らす。それが去鳴サロメや上里達に向かったら最悪の事態の引き金になりかねない。

　とっさに靴底で地面を嚙かんで急ブレーキをかける上条だったが、そこで奇妙な事が起きた。

　いいや、むしろ逆か。

　起こらなかったのだ、何も。

（……何だっ、不発!?　それともフェイントか!?）

「？」

　木原唯一自身、首を傾かしげているようだった。

　自みずからの（？）右手を握にぎって開き、怪け訝げんな目を向けているそこへ、地肌にレインコートの少女がまともに突っ込んだ。

「きひひっ!!」

　パパンパン!!　と乾いた音が連続する。

　去鳴サロメが左右の手で空気を裂さくように振るったのに対し、木き原はら唯ゆい一いつは右足一本。地面につける事なく二段蹴げり、三段蹴りの要領でそのまま連打する。

　打ち合いの末に、ザザッ！　と地面を嚙かむ音が響ひびいた。

　後ろに下げられたのは、驚おどろくべき事に去鳴サロメ。

　二重に重ねたレインコートの端はしがクリオネのように揺ゆれる。

　唯一は月に掲かかげた右手に目をやるばかりで、レインコートの絶ぜつ滅めつ犯はんなど見てもいない。

「ああ、やっぱりこの程度でくたばるほど安くはありませんか」

　ようやっと右手を下ろし、リクルートスーツに白衣の女はうっすらと微笑ほほえんだ。

「打点を複数設ける事で体内に伝でん播ぱする衝しよう撃げき同士をかち合わせ、血管内を移動する血液に気泡を与えて死を招く……。生身の人間なら今のでコロッと倒たおれていたはずですが、まあ、所しよ詮せんは数多ちゃんの野郎に半端な形でコピーされる程度の小こ手て調べです。これくらいで死んでもらってはロマンがない」

　奪うばった右手、理想送りワールドリジエクターだけではない。

　そこを潰つぶすだけでは撃破たりえない。

　ドッと上かみ条じようの全身から嫌いやな汗が噴ふき出すが、今はやるべき事を一つ一つ見据えるしかない。絡からまった毛糸や山のように積まれた問題は、いきなり全部解決できないのだ。

　そもそも、上条と去鳴サロメが二人して右回りで唯一へ突撃したのには意味がある。

　上条は背中に回した手の指で、出遅れた絵エ恋レンや獲冴エルザの注目を集める。彼女達には彼女達でやってもらわなくてはならない事がある。

　つまりは、

「『上かみ里さとの手当てが優先だ。俺達が足止めするからお前達は手首を縛しばってやってくれ』……辺りですか。くすくす、なんちゃって!!」

　まるで心の中を直接読まれたような言葉だった。

　全身の汗に水分を奪われたのか、今度は喉のどが奥まで干ひ上あがっていくのが良く分かる。

　木原唯一は小さく笑って、

「それなら私に遠えん慮りよなさらず、存分に奮ふん闘とう努力してくださいな。そうやって一分でも一秒でも長生きしていただいた方が、大切なものを奪われる苦しみもまた引き延ばされるんですから。うーん、善悪で言うなら悪で、好こう悪おで言っても悪ですねえ。でもそれも良い」

　今度こそ、その右手を大きく開く。

　至近、上里翔かけ流るの妹に向けて容よう赦しやなく振るわれようとしている。

　目の前で奪われれば、確実に一人の少年の心を引き裂くであろう格好の標的。

「くそっ、気をつけろ去鳴サロメ!!」

「あっ、待っ」

「そいつの右手の影に入るな！　新たな天地を望むかって声がトリガーになっているようだからタイミングを合わせて回かい避ひしろ!!」

「バカヤロォォォおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!　自分から扱い方教えてどうすんのよォォォあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　上かみ条じようの唇くちびるが真っ青になった。

　なーる、と唯ゆい一いつはふざけた調子で呟つぶやいていた。

　直後。




「新たな天地を望むか？」




　ゴッッッ!!!!!!　という世界の抉えぐれる音が炸さく裂れつした。

　唯一の至近にいた去鳴サロメの腰が、折れる。まるで柔軟体操のブリッジのように、立ったまま真後ろへと。正面の獲物を喰くいそびれた理想送りワールドリジエクターが、校庭の土をまとめて抉り、消し飛ばした。

　レインコートの少女の動きは止まらない。

　さらに二度三度と振るわれる極大の攻こう撃げきを避さけるため、宙返りや側転を駆使して不規則に逃げ回る。二重に重ねたレインコートが踊り子のヴェールのように揺ゆれる。

「なるほどなるほど、こういう風に使うものだったんですね。あはは！　すごい、確かにすごい。質量保存の法則も相対性理論もぶち抜いてる！　空間移動テレポートの応用か？　むしろどうして原子崩ほう壊かいに伴ともなう大だい爆ばく発はつが起こらないか不思議でならないレベルの超常現象なんですけどーっ!!」

　これでいよいよ木き原はら唯一は奪うばった右手をフル活用できるようになってしまった。

　上条は自分の右手に目をやる。

　かつて、右方のフィアンマに右手を奪われた時は、『上条当とう麻まの右手に宿るモノこそが幻想殺しイマジンブレイカーの媒ばい体たいになる』とかいう話で、結局幻想殺しイマジンブレイカーは上条の方へ戻ってきた。

　上かみ里さとの理想送りワールドリジエクターはそうではないのか。

　あるいは、

（……上条の右手に宿るモノこそが）

　ごくりと喉のどを鳴らして。

　自分に当てはまる条件を、他の誰だれかにも仮定で当てはめて。

（つまり、木原唯一を上里翔かけ流るだと誤認させるような『何か』があれば、理想送りワールドリジエクターはあの女を主人とみなし続けるって訳なのか……ッ!?）
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　夜の風に乗って。

　囁ささやくような声があった。

「やっべ、あの絶ぜつ滅めつ犯はんが押されてるし。って事はホントにやばくね？」

「そもそも不意打ちとはいえ上かみ里さとさんが一発っていうのがもうまずいです」

「ベースの学園都市ってのがもうゲテモノだからな。どんだけドラ乗せてんだーあいつー」

　あるいは街路樹の陰から。

　あるいはビルの屋上から。

「正直に申しまして、あまり義理の妹とかいうのに華は持たせたくありませんけれど」

「まー仕方なくない？　ここでえり好みしていると上里クンほんとに死にそうだし」

「困った事に、去鳴サロメの野郎をブーストすんのが一番手っ取り早そうなんだよな」

　誰だれが放ったのかは、さして大きな問題ではないのかもしれない。

　重要なのは、『彼女達』の総意が決定的に傾いたという事の方だろう。

「それじゃあ一丁動きますか」

「上里翔かけ流るを助けるために」

「それが叶かなうならば、わらわは人間を辞めてもよいぞ？」
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　ピクン、と絶滅犯の去鳴サロメがわずかに顔を上げた。

　直後に叫ぶ。

「ちょっくら野や暮ぼ用よう！　上かみ条じようちゃん、アンタは時間を稼かせいでちょうだいな。三〇秒キープ!!」

「あっ、ああ!?」

　慌あわてて注目すると、レインコートの少女が太い紐ひもで首から下げた懐かい中ちゆう時計に口づけしている所だった。

　彼女なりの何かのサイン、覚悟の証あかしだ。

　そして去鳴サロメが真後ろへ飛び下がり、上条が追い抜く格好になる。自然と追ってきた木き原はら唯ゆい一いつと正面からかち合う構図になった。

　一言もなかった。

　視線の交差は一いつ瞬しゆん。

「新たな天地を望……」

「ッ!!」

　無造作に振るわれる右手の手首の辺りを、逆に上かみ条じようの拳こぶしが横から打ち抜く。パリィなんて上等なものではないが、兎とにも角かくにも軌道を逸そらそうとする。

　だが唯ゆい一いつの顔色は特に変わらなかった。

　打ち払われる手の動きに合わせて、彼女の体全体にひねりが加わる。そのまま膝ひざが上条の脇わき腹ばらへ鋭するどく抉えぐるように食い込んでくる。重たい打だ撃げき音おんと共に上条の体が止まる。一撃で横おう隔かく膜まくをやられ、肺から強引に酸素を搾しぼり出される。

「おっ、ぐ!!」

　頭はほとんど真っ白になるが、まだ意識を手放す訳にはいかない。

　木き原はら唯一は自分で言っていた。複数の打点を使って体内で伝でん播ぱする衝しよう撃げき同士をぶつけ合わせ、血管内に気泡を生んで生身の人間を確実に殺す技術があると。

　使われたら一発だ。

「ッッッ!!!!!!」

　込み上げる吐はき気を嚙かみ殺し、宙に浮きかけた足で地面を強く踏ふみ付ける。唯一が身をひねる際に大きく翻ひるがえった白衣の裾すそごと縫ぬい止める格好で。

　かくんっ、とわずかに唯一の体が落ちた。

　直後、もう何が起きたかも理解できなかった。

　とにかく一いつ瞬しゆんで全身を叩たたかれた。ドラム缶に放ほうり込まれて金属バットで外から殴なぐられるような、数や方向さえ分からない衝撃が全すべてを包む。視界がぐるりと回ったという事は、上条自身が空中で大きく縦に回転させられたという事か。

　鈍にぶい音と共に背中から落ちた。

　時間の感覚が戻る。

「がっふ!!　おぐぅえっ!?　あかはあっっっ!!」

「おや」

　木原唯一から軽い疑問の声があった。

　台所の掃除が終わったと思っていたのに、ガス台の裏に油汚れが残っているのを見つけてしまったくらいの一言。白衣の裾を踏まれて計算された打点をズラされたから、と分析しても、唯一の声に強い感情の波はない。

　追い打ちの連打があった。

　倒たおれた上条を狙ねらうべく、杭くいのようなハイヒールが矢継ぎ早に襲おそいかかってくる。

　とにかくゴロゴロと転がって少しでも距きよ離りを取ろうとする上条へ、

「新たな天地を望むか？」

「ッッッ!!　くそったれが!!」

　一ひと際きわ大きく、横倒しのまま腕と足を使って海え老びのように跳ねた上条の間近を、全てを抹まつ消しようする『力』が抉り取っていく。ボコリと削り取られた地面を見るだけで悪お寒かんが走る。

　何とか起き上がる上かみ条じようだが、ここから先の手がない。

　理想送りワールドリジエクターは幻想殺しイマジンブレイカーが通じる相手ではない。しかも根本的な体術の面でも負けている。今の上条では木き原はら唯ゆい一いつを押さえ込む方策がない。

　ところが。




「お待たせ上条ちゃん。補給完了だよ、三〇秒良く保もたせたっしょ」




　その一声が、全すべてを変えた。

　小柄な影が上条を追い抜く。左右どちらかではなく、真上から、飛び越して。二重に重ねたレインコートが空気を蓄たくわえて膨ふくらむ。常人を超える運動性能を見せるのは、地肌にレインコートの少女、絶ぜつ滅めつ犯はんの去鳴サロメ。だがこれまでとは違う。半はん透とう明めいのレインコートを大きくはためかせ、舌なめずりすら交えて木原唯一の懐ふところへ潜もぐり込んだ少女が、今一度大きくその右腕を横に薙ぐ。

　おかしな事が起きた。

　ゴッッッバッッッ!!!!!!　と、右手の動きに合わせて校庭全体が半月状に抉えぐれ飛んだのだ。まるで二、三〇メートルほどの見えない刃でも握にぎっているかのように。

「……、」

　木原唯一は。

　その場でフィギュアスケートのように大きく回転し、身を翻ひるがえして白衣を悪あく魔まの翼つばさにも似せて虚こ空くういっぱいへ広げていた。

　それだけだった。

　布地が派手に引き裂さかれる音を耳にし、そして絶滅犯は好戦的な笑みを浮かべる。

「やるねえ、あれを『逸そらし』に来るなんて。見えない斬ざん撃げきなんてフツーなら一撃必殺っしょ」

「見えない、なんて便利な言葉は乱発するものじゃありませんよ。気流の乱れは空気中の粒子の動きで分かりますから」

　盾たてというと重さや厚さで刃を受け止めるイメージがあるかもしれないが、これは間違いだ。雨あられのように降ってくる矢ならともかく、渾こん身しんの力で振り下ろされる鋼はがねの塊かたまりを片腕に装着した丸い小型盾で受け止めれば腕の骨ごとへし折られる。

　盾の本質は『逸らす』『受け流す』事にある。

　そして極きわめれば布切れ一枚、いいや紙切れ一枚さえ斬撃の流れを曲げて致命傷を避さける防具となりえる。

「ただまあ、そっちもそっちで余裕がなくなってきたんじゃね？」

「それは、やってみれば分かる事では？」

　レインコートの少女とリクルートスーツに白衣の女が再び派手に激突していく。

　上条はロックオンが外れた事で不覚にも安あん堵どし、思わず額ひたいの汗を拭ぬぐっていた。

　そして気になる事があった。

（去鳴サロメのヤツ、三〇秒とかいう時間で何を……？）

　つい先ほどまで、去鳴サロメはあんな凶きよう悪あくな『見えない刃』なんて使っていなかった。つまり何かをした。彼女は補給完了とも言っていた。後ろに下がった去鳴サロメが具体的に何をしていたのか。意味のない事なのに、上かみ条じようは何な故ぜだか後ろを振り返ってしまった。

　直後に答えが出た。




　真後ろ。

　夜の校庭のど真ん中に。数十人もの女の子達が無造作にバタバタと倒たおれていたのだ。




　　　　４




　その直前の出来事だった。




　当人の人格面が激しく不安定なのを除けば、いわゆる上かみ里さと勢力の中で最も強大な実戦能力を持つのは絶ぜつ滅めつ犯はんの去鳴サロメだ。これはたとえどれほど忌いま々いましく思っていても、少女達の間では暗あん黙もくの了解として浸しん透とうしている。

　薬品的サイボーグ処理を施ほどこす事で自みずからの肉体を放ほう棄きし、余った血肉を神に捧ささげる事で身体能力を急激に上昇させる『内ない的てき御ご供くう』。

　敵味方問わず素手で破は壊かいした武器防具を神に捧げる事でその破壊力や特性を雪だるまのように上積みしていく『外がい的てき御ご供くう』。

　条件さえ揃そろえば単たん騎きで真正面からホワイトハウス攻略を実現できるとまで噂うわさされる絶滅犯。

　だが一方で。

　条件さえ揃わなければ、去鳴サロメは決して本領を発揮できない。具体的には武器を破壊しては神に捧げていく『連れん鎖さ』が途切れてしまえば、去鳴サロメはただの『日本刀を素手で摑つかんでへし折れる程度の馬ば鹿か力ぢからを持った変人』でしかないのだ。

　目下最大の強敵、木き原はら唯ゆい一いつを倒すにはどうすれば良いか。

　片腕を失った上里翔かけ流るを助けるためには何が一番か。

　個人の活かつ躍やくは横に置き、上里勢力というグループ単位で勝利をもぎ取るために必要な事は。

「ああもう!!」

　そして誰だれかが叫んだ。

　織雛オリビア。自他ともに認めるコスプレ少女だが、ジェットブースターや魔ま法ほうの杖つえ、レーザーブレードに壁走り用の特殊ブーツなど、作中に登場するギミックならば科学だろうが魔術だろうが片っ端から完全再現してしまうという滅めつ法ぽう危険で原作サイドが一つも望んでいない域まで首を突っ込んではイベント会場から毎度摘つまみ出される要注意人物でもあった。

「これを認めるのは癪しやくだけど、でも今はあなたに預けるのが最善手みたいね」

　飛び入りで夜の校庭へ踏ふみ込んだ超機動少女カナミン風の誰だれかが、本物なら絶対やらないであろう盛大な舌打ちをして、

「だからさっさと私を壊しなさい。それで『外的御供』の素材にできるんでしょ!?」

　去鳴サロメが絶ぜつ滅めつ犯はんとしての全力を出せないのは、破は壊かいすべき武器のストックがないからだ。

　より正確には、昼の内にストックしておいた分を焼しよう却きやく炉ろ切断で使い切ってしまい、『連れん鎖さ』を繫つなげる材料がなくなってしまったからだ。

　ならば、代わりがあれば良い。

　ザザザザザザザザ!!　と後ろへ下がった去鳴サロメを取り囲む影があった。

　海かい賊ぞく少女、幽ゆう霊れい少女、ＵＦＯ少女、怪盗少女、剣士少女。

　数え上げればキリがない上かみ里さと勢力の面々は、それぞれ絶滅犯に破壊されるべき武器を携たずさえていた。去鳴サロメは得え物ものを狩る魔ま術じゆつ師しだが、素のままより『どう使われるのか』も込みで喰くらった方が威い力りよくも上がる。武器の真価は使い手が握り『魂たましい』を込めてこそ、という訳だ。古来、舞や演武が神への『奉納』とみなされたように。

　彼女達は個人の勝利など求めていない。

　上里勢力という塊かたまりしか頭にない。

　よって、去鳴サロメもまた躊ちゆう躇ちよしなかった。

　レインコートの少女は胸の前で両手を合わせ、舌なめずりと共にこう言った。

「ごちそうさまです☆」




　　　　５




「あ、あ……」

　呆ぼう然ぜんとするしかなかった。

　上かみ条じよう当とう麻まはえげつない戦略を選び取った去鳴サロメの戦いを見ている事しかできなかった。

「ああああああああああっ!!」

　こうしている間にも、去鳴サロメと木き原はら唯ゆい一いつの激突は続いている。

　そして先ほどまでと違い、強く押しているのはレインコートの絶滅犯の方だった。極限の殺人体術に上里翔かけ流るから奪うばった理想送りワールドリジエクター。それをもってしても去鳴サロメが一歩も譲ゆずらない、勝利の秘ひ訣けつは一いち目もく瞭りよう然ぜん。

「来蘭クララ。切れ味追加、犠ぎ牲せいになって!!」

「ッ！」

　徒と手しゆ空くう拳けんで戦う去鳴サロメだが、彼女は彼女で『見えない刃』を振るっている。

　……のではない。攻こう撃げきの種類は、一つに留とどまらないのだ。

「雷矛ライム。リーチが欲しい、墓場コーナーへゴーッ!!」

「簡単に……死ねって言ってくれるわね!?」

　去鳴サロメがリクエストを放ち、少女達が飛び込んでくるごとに、攻撃の質が変わる。

　文字通り少女を材料に、その武器を砕くだいて身体からだを薙なぎ払うのと引き換えに。

「瑠ル華カ。連打で追い詰める！　消費!!」

「ちくしょう、ちゃんと役立ててくださいよ！」

　あるいは刃物に、あるいは鈍どん器きに、あるいは銃砲に、あるいは鉄てつ鎖さに。

　ただでさえ『見えない一撃』は防御や回かい避ひが難しい。そこからさらに変へん幻げん自じ在ざいに射程や傷の種類を組み替えていけば、ますます混乱の度合は深まる一方だろう。

　まさに究極の消費作戦。武器、攻撃手段の切り替えごとにバタバタ少女達が倒たおれ、意識を失い、捨て置かれる悪夢のようなビジョン。

　しかもそれすら留とどまらない。

　去鳴サロメの本質は『見えない一撃』ではなく、『徒と手しゆ空くう拳けんにどこまで上乗せできるか』という部分にある。

　つまり、

「火炎放射器＋日本刀」

「ッッッ!!!!!!」

　ドッッッバッッッ!!　と景色全体が引き裂さかれた。実際にもらった木き原はら唯ゆい一いつどころか、傍そばで見ていた上かみ条じようさえ思考が止まりそうになる。あくまで徒手空拳のエフェクトとしての斬ざん撃げき、武器そのものは存在しないため『見えない斬撃』と思えたそれ。だが本質は違う。

　まるで火炎放射器のような勢いで鋭利な日本刀を大量に吐き出したような。

　ごくりと喉のどを鳴らす上条の前で、さらに少女達の犠ぎ牲せいと引き換えに恐るべき攻撃が形を変えてリクルートスーツに白衣の女へ雪な崩だれ込んでいく。

「催さい涙るいガス弾＋スレッジハンマー」

　あるいは、『目を潰つぶす』煙幕に物理的な圧を付与して全周から叩たたき潰す圧力攻撃。

「爆ばく薬やく＋長弓＋エレキギター」

　あるいは、弦を引いて弾はじくだけで標的の三さん半はん規き管かんを吹き飛ばす爆音音おん響きよう兵器。

「スタンガン＋水鉄砲＋鉛なまり弾だま＋ハンマー投げ」

　あるいは、水の上を走る電気のように複雑に軌道を曲げる超特大の対物狙そ撃げき弾頭。

（……道理で）

　今さらながら。

　上かみ里さと翔かけ流るの抱えていた『闇やみ』のようなものの一いつ端たんを、上条は肌で知る事ができた。

　去鳴サロメは別に上里勢力の女の子達に犠牲を強しいている訳ではない。脅きよう迫はくも強要もしていない。あくまでも自発的。少女達の方こそが喜んで身を捧ささげ、撃げき破はされる事を望んでいる。個人としての勝利を捨てて集団としての勝利を手にするために。さらに言えば、片腕を失って失血のショックに襲おそわれた上かみ里さと翔かけ流るさえ助けられれば、後はどうなっても構わない。

（あいつが混乱する訳だ。こんなものを見せつけられたら、そりゃあ『突然与えられた右手の力のせいだ』って考えちまう。完全に仲良しこよしの域を超えてるぞ!!）

　上里を特別にしていたのは、右手の力のせいではない。

　上里当人が皆に好かれていたのを、彼自身が気づいていなかった。

　上かみ条じようはかつてそう上里に言葉を叩たたきつけたが、それを経てなお、うっすらと寒気のようなものが全身を包むのが分かる。

　もしも、これは仮定の話。

　本当に上里翔流を取り囲んでいる女の子達が『右手の副産物』を浴びているとしたら。木き原はら唯ゆい一いつに『右手』が馴な染じんでいくにつれて、彼女達も所属をじわじわと切り替えていくのではないか。あるはずがないと分かっていても、そんな意味のない終末論のような仮説が首をもたげてくる。

　だが忌いま々いましい事に、効果はある。

　木原唯一は白衣を翻ひるがえして各種の攻撃を『逸そらし』、ダメージを最小に食い止めているが、盾たて役やくの白衣そのものがボロボロになってきている。このまま攻撃を続ければ衣服が完全に裂さかれて盾としての役目を終えるだろう。捌さばき切れなくなればそれまでだ。徒と手しゆ空くう拳けんの性質をとことん切り替え、上乗せし、無む尽じん蔵ぞうに『連れん鎖さ』を繫つなげて破は壊かい力りよくを高めていく去鳴サロメの攻撃は、やはり一度勢いづいてしまえばとことん暴ぼう威いを振りかざしていくものらしい。

「っ!!」

　長期戦を嫌きらったのか、多少強引にでも木原唯一の方が前へ出た。

　敢あえてその身を危険にさらしてでも距きよ離りを詰め、強引に繫ぎ合わせた右手を振るう。

　掌てのひらの影を去鳴サロメの体に這はわせる。

　レインコートの絶ぜつ滅めつ犯はんの暴ぼう虐ぎやくを食い止めるべく、もう一人の化け物が告げる。




「新たな天地を望むか」




　今度こそ。

　今度の今度こそ、上条当とう麻まの頭が真っ白になった。

　去鳴サロメ、と名前を叫ぶ暇ひまもなかった。

　だって、あれは致命的だ。まさしくクリーンヒット。完全に掌の影が体に重なった状態での宣言。理想送りワールドリジエクターはいったん発動すればあの『魔ま神じん』さえダース単位で撃滅する効果を持つ。去鳴サロメの肉体は速すみやかに『追放』され、同系時間軸に存在する余よ剰じよう領域……ようは、今生きている人間からすれば二度と巡り合えない異世界へ吹き飛ばされてしまう。

　はずだった。

　はずなのに。




「効く訳ないっしょ。あんまり上里勢力を舐めるなよ、借り物風情が」




　上かみ条じようには。

　これまでの事件を一側面しか見ていない上条には、理解の範はん囲いを超えた事態だった。

　だが上かみ里さと翔かけ流るの右手は『願望の重複を起こした優柔不断な人間』を率先して吹き飛ばす。そして彼が認めた人間とは、その『願望の重複』を持たず、この広い世界で常に一本の道を見み出いだし続ける者を指すのだ。

　パトリシア＝バードウェイもそうだった。

　彼女が資格者であったが故ゆえに、上里翔流は少女の頭を撫なでて握あく手しゆを交わす事ができた。その右手で触ふれても吹き飛ばされない高潔な精神の持ち主こそを、一個の人格として認め、尊重すると宣言したのだ。

　であれば。

「そもそも上里勢力に属した時点で理想送りワールドリジエクターは通用しないっしょ。何な故ぜなら私達全員は上里翔流に認められ、『願望の重複』を起こしていない事が証明済みなんだからさ」

「……、」

　木き原はら唯ゆい一いつもまた、その条件は知らなかったのだろう。

　知っていれば、ここまでの迂う闊かつには及ばなかった。ついさっき右手を奪うばい、その使い方については上条の口から洩もれた『誤った警告』に基づくものだったのだから仕方がない。

　なおかつ。

　去鳴サロメ自身が今の今まで唯一の右手を避さける素そ振ぶりを見せ続けてきたのだから。

「そして残念だったね復ふく讐しゆう者しや。私もまたあの薄うす気き味み悪いハーレム状態にまみれてご満まん悦えつなクソ馬ば鹿かお兄ちゃんのためになる事であれば人殺しさえ許容する！　この芯しんは絶対にブレない!!」

　だが、それにしても。

　このミスは致命的だった。

　一いち撃げきで倒たおせないのなら、そこはもう絶ぜつ滅めつ犯はん・去鳴サロメの領域。

　これまで散々他の少女達を喰くい物にして、徹てつ底てい的てきに磨みがき上げた『外がい的てき御ご供くう』の『連れん鎖さ』。腕の一振りで戦せん艦かんを両断するほどにまで膨ふくれ上がった極大の攻撃が、無造作に振るわれる。

　ここに来て、木原唯一が盾たてを放ほう棄きした。

　初めて、全力で真横へ跳ね飛ぶように回かい避ひ行動を取ったのだ。

　しかし、それでもやはり間に合わない。

　直後の出来事だった。




　ズパン!!　と。

　むしろ不釣り合いなほど小気味の良い音と共に、木き原はら唯ゆい一いつの右腕が斬きられる。




　奪うばった右手の縫ほう合ごう面めん。乱雑なぬいぐるみの修復痕あとのような黒い糸をブチブチと引き裂さいて。完全な切断とまではいかなかったが、三分の二以上を切り取り、中途半はん端ぱにぶらんと揺ゆれる方がかえって痛々しさを増していた。

「まずは返してもらおうか、その右手」

　レインコートの去鳴サロメが獰どう猛もうに笑いながら宣告する。

「そんなものでもクソ馬ば鹿かお兄ちゃんの一部だよ。それは上かみ里さと翔かけ流るに預けられた力。どうケリをつけるかもあいつの仕事なんだよ。アンタみたいな部外者が勝手をして良いものじゃない」

「くす」

　そこで、おかしな事が起きた。

　右手首を三分の二以上切り取られた木原唯一が、なお笑っていたのだ。

「……確かに私は理想送りワールドリジエクターの細かい発動条件までは理解していませんでした。ですがあなた達も何か勘かん違ちがいをしている。これは、実際に接合してその力を得た私だからこそ分かる事かもしれませんけど」

「？」

「それにしても奇妙な符合です。幻想殺しイマジンブレイカーが否定する力でありながら全すべての基準点であり修復点であるように。理想送りワールドリジエクターは肯こう定ていする力でありながら、しかしその本質は抹まつ消しようソフトに近い。単に破は壊かいするのではなく、誰だれにも読み取れない形に加工する事で消去したとみなす」

　ゆったりとした、その声。

　だが止められない。

「話が少々逸それましたかね。いいや逸れてはいない。理想送りワールドリジエクターは『魔ま神じん』をダース単位で消し飛ばす力ですが、完全に殺し滅ぼす訳じゃありません。二度と出会えないなら死別と同じ。でも、これだって条件が正確じゃないんです」

「去鳴サロメ……ダメだ、いったん退け。こいつは駄だ目めだ……!!」

「『橋渡し』である以上、この右手は二つの領域にまたがっている。例えば鎖さ国こく時代の出島のように、この右手が『向こう』にとって自由の利きく突とつ端たん、世界の果てエンドオブザワールドであるならば」

　上かみ条じようの背せ筋すじを、ゾワリと何かが走った。

　言わせてはいけない。

　それだけは絶対に言わせてはいけない。

　そんな意味不明な警戒を打ち砕くだくように、木原唯一は壊こわれかけた右手をかざした。

　前に。




「こういう使い方もできるとは思いません？　……ペイジングアナザー〝娘ニヤン々ニヤン〟」




　ゴボンッッッ!!!!!!　と。

　木き原はら唯ゆい一いつの手首の断面から、右手の中から、何かが泡立った。

「あ、」

　そう思った時には、すでに変化は始まっていた。

　ぱっくりと裂さけた傷から、ドロドロと、ドロドロと、何かが溢あふれ出す。粘液のようなそれは木原唯一の腕を逆回しに伝って肩の方へと移動していく。表面がさらに泡立つ。

　肩口の辺りから、何かが盛り上がる。

　一つの肩に二つの腕がついているようにも見えるが、違う。

『何か』が生えていた。

　右手から。壊こわれた右手を伝って、その肩から細長い『何か』が。

「あああ」

　それは華きや奢しやな少女の身体。とても生者のそれとは思えないほど青ざめた肌に、額ひたいの符、白いミニチャイナのドレスを纏まとう、挑発的な瞳ひとみを持った……、

「娘ニヤン々ニヤン。本来であれば突とつ端たんは右手の『中』のはずなんですが、ほら、あなた達が無む闇やみにこんな事をするから。それに、国を封ふう鎖さしても蘭らん学がくが学問を埋うめ尽くし沖に浮かぶ黒船の影が官民問わず見る者を震ふるえ上がらせたのと同じく……座標を制限しても、存在そのものを抑えられるほど神は安くないでしょう？」

「うわああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　上かみ条じよう当とう麻まが掛け値なしに絶叫した。

　直後の出来事だった。

　吐はき出された娘ニヤン々ニヤンが両手を広げ、その一〇本指全すべてが各おの々おの独立した刀剣や槍やり、斧おの、杖つえなどに変じていく。その全てが楽器か何かのように震えて甲かん高だかい大だい音おん声じようを撒まき散らす。

　そして。

　そして。

　そして。

　究極の神しん威い。

　ある少年の、右手の奥に潜ひそむモノ。

　かつて討うたれたはずの『魔ま神じん』の力が、夜の学校全てを埋め尽くす。
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　ッッッズン!!!!!!　と。

　どうしようもない衝しよう撃げき波はが、第七学区を震しん源げんとして学園都市を席せつ巻けんした。




　　　　７




　正直に言うと、御み坂さか美み琴ことは刺激を求めていた。

　つい先日、夜の街を歩いている最中に遭そう遇ぐうしたレインコートの少女。あらゆる常識を無視した果てに立つようなその有り様と、彼女が得意満面に振りかざしていた『新たな可能性』。とことんまで煮詰まっている今の御坂美琴にとっての光明。ああいう道標となる刺激が他にもないものかと、常盤ときわ台だい中学のエースは不ふ謹きん慎しんにも期待していた部分もあった。

　だが。

　その大震動に身をすくめた瞬しゆん間かん、自分の頭が急速に冷静になっていくのを覚える。

　どれだけ頭が沸ふつ騰とうしていたのかを理解する。

「……なに、今の……？」

　呟つぶやき、そちらに向かう。

　彼女の知らない『何か』がある。行けば分かる。新しい世界が広がる。にも拘かかわらず、先ほどまでの高揚感は全くなかった。心臓の鼓こ動どうは跳ね上がっていく一方だが、そこにあるのは不ぶ気き味みな緊きん張ちようだけだ。見たくもないもの、受け入れたくもないものが待っている。そんな感覚しかしない。

　場所はどこかの学校のようだった。

　敷しき地ち面積や校舎の数から考えると中高一貫なのかもしれない。

　しかし、金属製のフェンスは軒並み倒たおれ、街路樹はへし折られ、修復したばかりであろうガラスというガラスが砕くだけ散っていた。

　一面に倒れ伏しているのは……本当にここの生徒なのだろうか。とにかく中学生から高校生くらいまでの少女達が数十人の規模で意識を失っている。

　極きわめ付けに。




　グシャグシャにひしゃげたレインコートの少女。

　血まみれで転がったまま、そんな残ざん骸がいとも呼べるモノを抱だき抱かかえているツンツン頭の少年。

　最後に右腕から奇怪極まるバケモノを飛び出させる、リクルートスーツに白衣の女。




　まともな声もなかった。

　その絶叫はほとんど音に近かった。

　御み坂さか美み琴ことは元々薙なぎ倒たおされていた金属フェンスを踏ふみ越えて少年の下へと走る。腰から下を失い、首の角度もおかしいレインコートを抱えたまま、上かみ条じよう当とう麻まはくらりとした動きで美琴を見返していた。くるな、とその唇くちびるは動いていた。従う訳がなかった。

「ふふ」

　突然の乱入者に、白衣の女がいちいち気に掛けている様子はなかった。

　バギバギバギバギ!!　という異音と共に、ただでさえ手首の裂さけていた右腕が大きく変質していく。

「うふふ」

　少年少女の見ている前で、何かが起こる。

　元々ミニチャイナの少女の全身が飛び出ていた、その『右腕』。さらに右肩の断面からおかしなものが飛び出した。

　あるいは、ライオンのたてがみのようなファーをつけた金髪で背の高い優やさ男おとこ。

　あるいは、片足に義足の代わりの黒く磨みがき上げられた丸い鏡を当てた浅黒い男。

　あるいは、西洋風の黒いドレス型の喪も服ふくに同色のベールで表情を隠かくす妙齢の美女。

　あるいは、左腕に銀の義手を装着し、全身に戦いくさ化粧の刺青いれずみを入れた半裸の青年。

　ミニチャイナを含めて都合五人。

　元あった人間の華きや奢しやな手は、イソギンチャクに埋うもれるように見えなくなっていた。後に残った『五人』はそれ自体が巨大な指となり、全体で特大の掌てのひらとして機能しているかの如ごとく、白衣の女は新たな五指を自在に開閉してみせる。

「あはははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは!!」

　突き抜けた哄こう笑しようだけが世界を支配する。

「ああ、ああ！　確かにこんな右手は反則です。おかしいのは『彼ら』じゃない。そもそも別枠でありながら当たり前の顔でこの世界に存在を許された、理想送りワールドリジエクターという異物の方が完全におかしい!!」

「……、げ、ろ」

　駆け寄ってきた美琴に、血まみれの上条は息も絶え絶えに口を開いた。

「逃げろ……あいつは、あれは、敵かなわない。俺達じゃ……無理だ……っ」

「アンタ、何を言って……」

「あれは」

　だらりと下がった手を上げて、正面を指差す事もできないのか。

　今にも止まりそうな呼吸を必死に繰くり返し、それでも必死に上かみ条じようは言葉を搾しぼり出す。

　悪夢のような一言を。




「お前も知ってるだろう……『魔ま神じん』の僧そう正じよう。あれが、全部、そうだ。……あいつは、あのクラスの化け物を、ダース単位で引き連れているんだ……っ!!」




　空白が、頭を打った。

　記き憶おくや思考なんていう次元ではなかった。

　自我が。

　御み坂さか美み琴ことという存在が木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛ばされたかと思った。

　だって。

　勝てる訳ない。アクロバイクを使って学園都市中を走り回ったあの逃走劇だって、結局最後は美琴や上条ではなく他の第三者がトドメを刺したのだ。それが失敗していればアローヘッド彗すい星せいの落着で学園都市は吹き飛んでいたかもしれなかったのだ。

　それが、一人じゃない？

　ダース単位で襲おそいかかってくる？？？

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　ぎぎぎぎぎちぎちぎちぎち……と。

　血まみれでへたり込む上条の背中を必死で支えながら、美琴は首を回す。

　その視線の先で、

「うふ」

　怪物が。

　どうしようもない白衣の化け物が月に照らされ、嗤わらっていた。

「ああ、ああ。自己の復ふく讐しゆうのため、こうも無関係な人間まで巻き込んでしまう愚ぐ劣れつさ。善悪で言えば悪で、好こう悪おで言っても悪……。きっと先生なら絶対に許さないんだろうなあ、こういうの、あはは」

「はっ……はっ……」

「でも私はどうでも良い。『先生』とは違う、だから良い。だんだんそう思えてきたぞう。私の道はまだまだ途上だけど、粘土のように柔らかくて無ぶ様ざまだけど、でも、だからこそ。一つ一つをこねて唯ゆい一いつの道を整えていく事に躊ちゆう躇ちよしてはならない。ああ、ああ、いや、違うのか。自己の目的のために主義を捨てるっていうのもロマンの一つなのかな。ともあれ」

　ことりと小さく首を傾かしげて。

　最大最悪の戦力であるその『右手』を前へ突き出し。

　彼女は言った。




「邪じや魔まするなら死ね。今ここで」




　全すべてはあの日の焼き増しだった。

　御み坂さか美み琴ことが自分自身の無力さを嚙かみ締しめた、『魔ま神じん』僧そう正じようとの逃走劇。

　しかも今度はアクロバイクなんて便利なものはなく。

　そして『魔神』はダース単位で迫せまりくる。




　　　　８




「づ……ッ!?」

　学園都市の病院で、呻うめく小さな影があった。

　パトリシア＝バードウェイ。

　体の大半をネフテュスと呼ばれる『魔神』によって補ってもらった一人の少女だった。




　　　　９




　おそらく数秒単位で、上かみ条じようの意識は何回か断続的に途切れていたと思う。

　とにかく切れかけた蛍光灯がようやく安定したように意識を取り戻した時、上条は肩で担かつがれるような格好で御坂美琴に抱えられていた。

　ぐるぐると回る視界、切り裂さくような夜の風、胃袋を持ち上げる奇妙な浮遊感、地面と言わずビルの壁や看板まで足場とする振動、圧あつ倒とう的てきな速度と重力さえ無視した移動に、車列のヘッドライトや窓の光が織りなす夜景の光がありえない方向に尾を引いていく。

　少しずつ理解が追い着いていく。

（……磁力か、何か使って、ビルからビルへ、跳んで……？）

　肩の位置で担がれているためか、上条のぐらつく視界は後方を確認する形になっていた。

　そして、いる。

　こちらは高層建築の壁から壁に、ろくに突起もないような場所を縦横無尽に跳ね飛んでいるにも拘かかわらず、その後をなぞって正確に追ってくる影が。

　木き原はら唯ゆい一いつ。

　理想送りワールドリジエクターの簒さん奪だつ者しや。

　上かみ里さと翔かけ流るが吹き飛ばされた、無数の『魔ま神じん』。

　その力を強引に引き出す者。

「……めんな、さい……」

　ごくりと喉のどを鳴らす上かみ条じようは、そこで耳元から震ふるえる少女の声を聞いた。

　今も行動の中心になっている美み琴ことの口からだ。

　よほどの事があったのか、ズタズタになったコートの布地を風に飛ばしながら、

「……ごめんなさい、刺激が欲しいとかレールから外れたいとか価値も分からずに願ってごめんなさい。私が願ったから、私がこんな事願っちゃったから、だとしたら、うう……」

　上条には、その呟つぶやきの根幹に何があるのかまでは理解できなかった。

　抱えられたまま、どう言葉をかけようか逡しゆん巡じゆんする少年だったが、

「さっきっからずっとそんな調子っしょ。ジメジメしたロマンチストほどおっかないものはないよね。いつ長ちよう蛇だの列のエスカレーターのてっぺんからダイブするか分かったものじゃないっていうか」

「えっ、あ？　うわあ!?　去鳴サロメ!?」

　上条が驚おどろいた声を上げたのは、背中に張り付いている重みが明らかに人間一人分のものとは思えなかったからだ。せいぜい、あっても折り畳たたみ自転車か、もうちょっと重いくらいか。ぎぎぎと恐る恐る首を回してみると、なんか見えた。二本の腕に頰ほおずりするほど近い銀髪少女の顔。だが足の感触がない、おそらくへそ下辺りで破は壊かいされている。

　ぶっちゃけ、胡う散さん臭くさい自称テレビ人が首に巻いているカーディガンの袖そでみたいなスタイル。

　少女らしい（まあ正体は人工物のようだが）柔らかさとは別に、尖とがった硬さを感じるのは、彼女が太い紐ひもで首から下げたオモチャの懐かい中ちゆう時計のせいか。

　たとえ胴体を失ってでも、そこだけは死守したのかもしれない。

「ああくそ、暮クレ亞ア辺り真っ二つにしたバチでも当たったかな。因果応報とはまさにこの事っしょ」

「おい何だこのビジュアル!?　女子中学生に米こめ俵だわら的てき抱っこをされて夜の街を飛び回りながら、背中にゃバラバラになった絶ぜつ滅めつ犯はんが張り付いてんのか！　捏ねつ造ぞうされた心しん霊れい写真だってもうちょい大人しいだろ!?」

「それは殺される方より殺す方のが目立つのは道理だろうからね。しかもいちいち楽しくおしゃべりしている暇ひまもないっしょ。……来るぞお、私以上にはっちゃけた狂人が!!」

　この時。

　木き原はら唯ゆい一いつの右腕は、肩の所から分化していた。五つの上半身を持つ五人の『魔神』。その内の一人が、動く。白いミニチャイナに蒼あおざめた肌を持つ小柄な少女のように見える、それ。

　娘ニヤン々ニヤン。

　一〇本指が刀剣や槍やり、斧おの、杖つえなどに変じたと思った直後だった。




　ゴバッッッ!!!!!!　と。

　さながらレーザービームのように、夜の闇やみをまとめて引き裂さく。




　刃の先せん端たんから雷光が迸ほとばしったり、槍そのものが投げ飛ばされた訳ではない。

　伸張。

　一〇の武器そのものが爆ばく発はつ的てきに伸び上がり、扇状に撒まき散らされたのだ。ギョッとした美み琴ことが慌あわてて磁力を操って空中で足場もなく方向転換し、ギリギリの線で回かい避ひ。それらは近くにあったビルの壁面へ次々と突き刺さって、

「　　　　。」

　気がつけば、顔があった。

　距きよ離りの概がい念ねんが消えた。娘ニヤン々ニヤンの武具が再び縮み、木き原はら唯ゆい一いつごとその体を強引に『引っ張って』瞬しゆん時じに間合いを詰めてきたのだと、気づくのが遅れた。

　宙で身をひねった唯一から放たれたのは、蹴けり。

　生身の人間であればクリーンヒットと共に全身の血液を泡立たせて殺害する絶対の手段。とっさにほとんど体を失った人工物の去鳴サロメが割って入り、そして重たい衝しよう撃げきが突き抜ける。

「っ、あ!?」

　美琴の叫びがあった。

　上かみ条じようを庇かばった去鳴サロメごと、少年の感覚が消える。

　思わず少年を追うか、眼前の脅きよう威いに対抗するか、どちらか逡しゆん巡じゆんした美琴へと、白衣の女の『右腕』が差し向けられる。

　そこから生えているモノには見覚えがある。

　かつて、僧そう正じように追われていた際、戯たわむれに美琴や上条の前に現れた異様な存在。

　彼女の薄うすい胸をまとめて貫つらぬいた正体不明の武具の群れ。

　その持ち主。

　娘ニヤン々ニヤン。

「……ッッッ!!!???」

　闘争心を恐怖心が塗ぬり潰つぶした。

　直後に娘ニヤン々ニヤンの両手の指が爆発的に弾はじけ、無数の武具が至近から飛ぶ。とっさに大量の砂鉄を使って盾たてを作ったのに、恐るべき衝撃が走り抜けた。間に鉄のドアを挟はさんでゼロ距離で散弾銃でも撃うち込まれたように、美琴の体が大きく飛ぶ。人工の光がちりばめられた夜景の中へ落ちていく。

「がああっ!?」







　一方。

　上かみ条じようは上条で、手近なビルの窓へ砲弾のように突っ込まされた。リュックか何かのように去鳴サロメにひっつかれたまま、ツンツン頭の体が何回も埃ほこりっぽい床の上を跳ねる。四角い剝むき出しの柱に背中から激突し、ようやくその動きが止まった。

　パーティションどころか壁紙さえない。等とう間かん隔かくに同じ柱だけが並ぶ空間。

　接着剤や合成繊せん維いの建材ボードの匂におい。

（……建、設中のビルか……？）

「というか、御み坂さかのヤツはどうなった……」

「気にしている場合じゃないっしょ！　野郎が来る!!」

　何な故ぜかは分からない。とにかく上条の全身にぶわりと嫌いやな汗が浮かび上がった。

　とっさに柱から背中を離はなし、横へゴロゴロと転がる上条を追い駆けるように、窓の外から直接猛もうラッシュがやってきた。

　さながら機銃掃射。

　ドドドスドドスドドドドスッッッ!!!!!!　と何か凄すさまじい勢いで飛び道具の連射があった。もういちいち飛んでくるものを目で追っていられない。そして別の柱へ逃げ込みながら、着弾した床へ目をやってみれば、そこにあったのは分かりやすい弾だん痕こんではなかった。

　野球ボールほどの、黒い闇やみだ。

　しかも光でも曲げているのか、周囲の景色を少しずつじわじわと飴あめ細工のように引き延ばしている。まるで中心点へ吸い込んでいくかのように。

「ザクロの粒っしょ」

　去鳴サロメが囁ささやいた。

「ペルセフォネ、いやプロセルピナかな。とにかく冥めい界かいに連れ去られた女神が地上に帰還する途中、計略にかかって冥界産のザクロを食べちゃったが故ゆえに、死の呪じゆ縛ばくを解けなくなったって伝説がある。あれは強引に冥界へ、死へ落とす果実だよ。どんな形であれ、体内に取り込んじゃえばもう逃げられないってね」

「……、」

　つまり娘ニヤン々ニヤンと同じ『魔ま神じん』の一角、という事か。

　だが上条はようやくここで自覚的にゆっくりと息を吸って、吐はいた。

　相変わらず全身は不ぶ気き味みな汗でまみれているが、緊きん張ちようの方向性が変わっていく。

「……おかしいな」

「何が？　ていうか学園都市育ちのアンタに魔ま術じゆつの分析とかできるの」

「そういうのじゃないけど」

　上条は四角い柱に背中を預け、間に去鳴サロメを挟はさむような格好で身を隠かくしながら、

「というか、これがもうおかしいんだ」

「？」

「確かに唯ゆい一いつが使っているのは魔ま術じゆつっぽい。お前が分析したのに間違いはないと思う。木き原はら加か群ぐん……ベルシのヤツじゃあるまいし、そうホイホイ魔術を使える『木原』とかいうのがたくさんいるとは思えない。あれはプロセルピナ？　とかいうヤツの術式って事で正しいんだろうけど」

「ウェブ小説じゃないんだからさ、今はアンタの趣しゆ味みにじっくり付き合ってるほど暇ひまじゃないっしょ。いったん一四〇字でまとめる努力をしようよ」

「『魔ま神じん』の攻こう撃げきだったらこんなのが盾たてになるとは思えない」

　早口で上かみ条じようは結論を言った。

「全力全開のオティヌスだったら銀河系だって一いつ瞬しゆんで押し潰つぶしてビッグバン前まで戻してしまえる。ある程度力を失った僧そう正じようだって彗すい星せいと合体して墜つい落らくすれば地球に氷河期くらいはやっちまうはずだ。それが、ビルの柱に隠かくれてやり過ごす？　連射されたから盾を使って防ぎました？　ありえない。『魔神』ってブランドはそこまで安くない」

　いきなり娘ニヤン々ニヤンなんて特大の看板が出てきたから頭が真っ白になった。

　でも、あれだって。

　木原唯一が本当に無数の『魔神』の力を引き出せるとしても、そもそも見せびらかす必要なんてなかったのだ。上条達には『魔神』を殺す術すべなんかない。オティヌスも僧正も『倒たおした』なんてとても言えない。

　彼らは古いスプラッター映画に出てくる不死身の怪物と同じ。理り不ふ尽じんに遭そう遇ぐうし、延々追い駆け回されて、最後の最後まで逃げ切る事ができれば上々。こちらから撃破するなんてとんでもない、警察だの軍隊だのが『まともな戦い』を挑めばすべからく殺害される。そういう存在のはずなのだ。

　世界中引っ搔かき回したって理想送りワールドリジエクター以外にそんな事ができるものがあるのかどうかも分からない。だからこそあの右手は特別だった。そして、問題の右手は当の木原唯一が占有している。あの女は猛もう獣じゆうと天敵の双方を独占している。

　つまり。

　最初に娘ニヤン々ニヤンが出てきた時点で、夜の校庭にいた全員が絶ぜつ滅めつしていなければ矛む盾じゆんしているのだ。

「木原唯一が使っているのは魔術で間違いないと思う」

　だとすると。

　上条はごくりと喉のどを鳴らして、

「……でも、あいつが使っているのは『魔神』とはどこか違う？」

「のんびり考えている暇はなさそうっしょ！　くそっ!!」

　高層階の窓から、あらゆる前提を無視して飛び込んでくる影が一つ。

　ズタズタに裂さかれた白衣を悪あく魔まの翼つばさのようにはためかせ、右腕全体から無数の『魔ま神じん』を生やしたリクルートスーツの女。

「ふふ」

　笑みがあっても、安心できない。

　声こわ色いろは常に強弱も高低も不安定で、それが聞く者の全身の神経を炙あぶっていく。

「うふふ」

　最初から会話は不可能。

　きっと言葉を交わしたとしても、情動までは共有できない事が織り込み済み。

「ふふふははっっっ!!!!!!」

　五つの『魔神』の内、やはり娘ニヤン々ニヤンが動く。

　一〇の指から一〇の武具が飛び出し、ゴッッッ!!!!!!　とレーザービームのように空間を突き抜けていく。

　だが。

　しかし。

　それでも。




　ぱんっ!!　と。

　上かみ条じよう当とう麻まの右手が、それら必殺の攻こう撃げきをあっさりと弾はじく。




　拳こぶしなどとは程遠い。

　目の前を飛ぶ羽虫を払うように気軽な仕草。

　元々、上条は過去に一度娘ニヤン々ニヤンの武具を幻想殺しイマジンブレイカーで破は壊かいした事がある。娘ニヤン々ニヤンの袖そでから無数の武具が飛び出し、美み琴ことの胸を貫つらぬいた時だ。

　だけど、それにしたって今回のは違う。

　緊きん張ちようはある。焦しよう燥そうはある。あるいは恐怖だって。

　ただし、そういった神経を炙る危険な感情は木き原はら唯ゆい一いつそのものからしか感じない。『魔神』なんて規格外の化け物が四人も五人も集まっていたら、それだけで闘とう争そう心しんなんて放ほうり出してそのまま卒そつ倒とうしてもおかしくないというのに。

　ようやく、見えた。

　尻尾しつぽを摑つかんだ。

「……それは、本物の『魔神』なんかじゃない」

　改めて、見据える。

　己の敵を、その正体を。

「……それは、『右手という突とつ端たんに潜ひそむモノ』でもない」

　あの『魔ま神じん』の攻こう撃げきを、片手一本で払えてしまったのは、おかしい。

　そんな違和感だけを頼たよりに、言い放つ。




「『魔神』の形に見せかけた紛まがい物に過ぎない。そう、アンタは切り取った右手を強引に繫つなげるため、自分で自分の体をサンプル＝ショゴスで冒しているんだったもんな!!」




　かつてパトリシア＝バードウェイを蝕むしばんでいたモノ。

　何にでも形を変える不定形な怪物。

　一体あれをどうやったら手て懐なずけられるかは分からない。ひょっとしたらこうしている今も蝕まれているのかもしれない。だけどとにかく、木き原はら唯ゆい一いつはリスク込みでそれを自分の武器として取り込んでいたのだから。

　だとすると、

「アンタは『魔神』の形を整えた上で、いかにも関連ありそうな魔ま術じゆつを別口で用意した。……弱毒性サンジェルマンウィルス。こいつも全く信じがたいけど、アンタ、『右手』の認証を誤ご魔ま化かすために自分から自分の頭を明け渡したらしいな。確かあれに操られている人間は、本来の知識だの技術だのを無視して魔術を使っていたはずだ！　特に炭素や植物を使った魔術、つまりアンタが見せたザクロの術式とかがな!!」

　虎とらの威いを借りていただけなのだ。

『魔神』のハリボテを作り、魔術を使えないはずの人間が魔術を振るう事で、あたかも『魔神』を呼び出していたように見せかけていただけ。

　そもそも木原唯一が戦術を切り替えたのは、絶ぜつ滅めつ犯はんの去鳴サロメを中心とした上かみ里さと勢力の少女達には理想送りワールドリジエクターの力は効果がない、と分かった直後だった。

　つまり。

　塗ぬり替えたかったのだ。

　夜の学校を覆おおうどんよりとした停てい滞たい、劣勢ムードを。意外と万能でない理想送りワールドリジエクターに、『あらゆる「魔神」の力を自由に引き出せる』という極大のインパクト、いいやハッタリでもって新しい価値を張り付けようとした。

　わざわざ『切断された右腕の傷から出現する』という演出まで使って。

「言われてみりゃあ、『魔神』も右腕から這はい出るモノも東欧のバゲージシティで顔を出していたよな。最終盤ばんで不完全なオティヌスが俺の手首を破は壊かいして、さらに湧わき出たモノも握にぎり潰つぶした。そして確かあそこでも、木原加か群ぐんを中心に何人もの『木原』が顔を出していたはずだ。ひょっとして木原唯一、アンタもあそこにいたんじゃないのか？　あるいは全すべての報告を束ねる立場にいたか」

　だから、できた。

　こんな作戦を思いつく事も、必要なものをかき集めて準備を進める事も、実際に『魔ま神じん』と出くわした当事者さえ騙だましおおせる演技をする事も、何もかも。

　分かってしまえば恐怖はない。

　これ以上縛しばり付けられる必要もない。

　相手は絶対の存在ではない。敗北を恐れて策を弄ろうし、真実を歪ゆがめて自分を大きく見せる、同じ人間でしかない。

　正して。

　解いて。

　暴いて。

　しかし、異形の右腕を見せびらかす木き原はら唯ゆい一いつは、小さく首を傾かしげただけだった。




「で、だとしたら？」




　全くの無。

　ノーダメージ。

　ドッッッ!!!!!!　という爆ばく音おんが後を追った。

　娘ニヤン々ニヤンも、プロセルピナも、後は名前も判然としない他の『魔神』達も、片っ端ぱしからドロドロに形が崩くずれ、一つの大きな濁だく流りゆうと化して。まるで放水車から粘着質の汚お濁だくをばら撒まいているが如ごとく、それらが一気に上かみ条じようへと雪な崩だれ込んでくる。

「ッ!!」

　とっさに右手を構える上条の耳に、

「だから散々言っているでしょう、私の目的は最初から復ふく讐しゆうだって」

　声が、届く。

　飛び出せば無数の牙きばや爪つめを伸ばして血肉を抉えぐり、体内に潜もぐり込めば脂肪分を溶かして宿主の肉体を占せん拠きよする、極ごく悪あくな寄生生命体。その虎とらの子を右手一本で吹き飛ばされても、木原唯一は全く動じない。

　派手な攻こう撃げきを飛ばせば、上条は右手で対処せざるを得なくなる。

　その間は身を固めるため移動も逃走もできない。

　それくらいの足止め感覚で使い潰つぶしてくる。

「『魔神』の力なんてどうでも良い。そんなものに到達できるかどうかは関係ない。ただ上かみ里さと翔かけ流ると彼が重要視している人物を片っ端から薙なぎ払えるならその時点で合格。善悪で言えば悪で、好こう悪おで言っても悪。『先生』とは違う、『先生』にも辿たどり着けない唯一私だけのロマン。逆に言えば、たとえ『魔神』とやらの力が手に入ったとしても、私の復讐に使えないのであれば失格。それだけの事でしょう？」

「っ」

「馬ば鹿か野郎！　下へ手たに構えちゃダメだって!!」

　背中に張り付く去鳴サロメが喚わめいたが、もう遅かった。

　木き原はら唯ゆい一いつの足が飛ぶ。

　目の前に突然ボールが投げつけられるように、ほとんど反射的に両腕でガードしてしまう上かみ条じよう。それから間違いだと即座に気づいた。

　唯一の打だ撃げきは、その速さや重さで打ちよう擲ちやくするものではない。

　複数の打点から伝でん播ぱする衝しよう撃げきを標的の体内でぶつけ、太い血管を走る血液を規則的に振動させる事で大量の気泡を発生させ、一撃で致命的なダメージを与えるといったものだ。

　つまり、ガードに成功するか否いなかは関係ない。

　言ってしまえば猛もう毒どくを塗ぬった毒針と同じ。体に触ふれてしまえばその時点でアウトだ。

「あっ、が!!!???」

　腕の中で猛もう烈れつな熱が生じ、それが腕の先から胴体の方へと流れ込んでこようとする。

　そして背中に張り付いていた去鳴サロメが動いた。

「にゃろ!!」

　ドドスッ!!　と今度は身内の方から痛む腕を殴なぐりつけられる。

　途と端たんに、腕の中の奇妙な熱さが霧む散さんしていく。

「ふうん、同系統の衝撃を与えて気泡の発生条件を潰つぶしましたか。この短期間に良くコピーできたもんです」

　唯一はさして面おも白しろくもなさそうな声こわ色いろで、

「でも、私言いましたよね？　最初から全部復ふく讐しゆうのためだって。『先生』とは違う、私だけの道を行くって。だからこんなものにも執着はないし」

「っ」

「果たすために必要なら、どんなものでも持ち出してくる。例えば、魔ま術じゆつだの体術だのだけじゃなくて、こういうものでも」

　ズタズタに裂さけた白衣の懐ふところに手が伸びた。

　その動きだけで嫌いやなものが上条の背せ筋すじに走る。だが至近にいる唯一を取り押さえる暇ひまさえなかった。

　直後に出てきたのは、奇怪な形の銃。

　軍用に最適化された拳けん銃じゆうというよりは、まるで運動会の徒競走で鳴らすスターティングピストルにも似た、オモチャのような質感のものだった。

　だが分かる。

　真正面から突き付けられただけで、喉のどの奥まで干ひ上あがっていく。




「……『横紙破りＵＬエクスプローダー』。ま、何でこんな名前がついているのかも、どういう理り屈くつでこんな現象が起きているかも、パンピーには理解不能でしょうけどね？」




　直後の出来事だった。

　ドゴァッッッ!!!!!!　と、引き金と共に空間そのものが大だい爆ばく発はつを巻き起こした。
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　爆風をまともに浴びた少年の体が建設中のビルのフロア内を突っ切っていく。

　そのままガラスを嵌はめていない窓から夜空へと投げ出されていく。

「さて」

（……情報では上かみ里さと翔かけ流るにとっての最重要目標。二〇階から放ほうり捨てた程度でくたばるとも思えませんが）

　運動会のスターティングピストルのような外観のチープな拳けん銃じゆうを揺ゆらしながら、唯ゆい一いつはゆっくりと窓を目指す。ビュルンと音を立てて右腕の濁だく流りゆうが霧む散さんしていく。台風の目にあった本来の華きや奢しやな細腕が再び顔を出す。

　手首の傷については強引に縫ぬい合わせた。

　上里翔流の右手首を再び繫つなげる意味でも。

『横紙破りＵＬエクスプローダー』は疑ぎ似じ的てきな粉ふん塵じん爆発を誘ゆう発はつさせる機材だ。効果範はん囲いは学園都市全域のみ。一歩でも外に出れば爆発は起こせない。とはいえ、本来なら粉塵爆発なんて効果の怪しい現象を起こすために開発したものではない。

『滞空回線アンダーライン』。

　覗のぞき趣しゆ味みの統とう括かつ理事長が散布しているナノデバイスをかき集めて起爆する事で、短時間のみとはいえ上層部に一切モニタリングされない空間を構築するためのオモチャだった。そう考えれば、機材に付けられた名前についても自おのずと納得できるはずだろう。

　まだ幸せだった時代。

　彼女が最も尊敬するゴールデンレトリバーに見せびらかした時は、何な故ぜだか出来は褒ほめられたのに同時にたしなめられた記き憶おくがあった。

　そう『彼』をいじめてやるな、と。

「……、」

　一いつ瞬しゆんだけ木き原はら唯一は緩ゆるやかに目を細めて。

　しかし直後に、戻る。

　心に残るものが温かく優しいほどに、彼女の顔は冷たく凍こおっていく。

「そろそろトドメとしますか」

　善悪で言えば悪で、好こう悪おで言っても悪。

　分かっていて、なお化け物は己の道を行く。

　唯ゆい一いつの道を行く者は、大衆を制御するために用意された善悪論になど興味はない。

「どんな目的があるにせよ、上かみ里さと翔かけ流るには上かみ条じよう当とう麻まが必要だった。なら、ヤツの前に死体を放ほうり出せば、一体どんな顔をするのかな、と」
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　どうにもならなかった。

　上条当麻は背中に去鳴サロメを張り付けたまま、夜景きらめく暗い空へ投げ出されていた。

「うおおおおおァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　手足を振り回すが何の意味もない。

　重力という見えない手が何本も何本も伸びて少年の体を摑つかみ、強引に地上へ引きずり下ろしていく。当然ながら墜つい落らくすれば即死だ。

　高さ二〇階分の内、半分の一〇階程度で救いの手があった。

　一度別れていた御み坂さか美み琴ことが壁に張り付き、相対速度を合わせて落下してくる上条の体を両手で受け止めたのだ。

「ぐ……ッ!!　アンタ、だいじょう……？」

「そっちこそ、あれからどうしてた。怪け我がとかしてないか……」

　ビル壁面に立ち、靴底を下方に滑すべらせて衝しよう撃げきを殺す美琴に支えられたまま、しかし上条は自分が落ちてきた上方へ目をやっていた。

「質問は後回し！」

「みたいだな、それどころじゃなさそうだ!!」

　そちらから、来る。

　不定形のサンプル＝ショゴスを使って壁面に張り付き、四つん這ばいのまま得え体たいの知れない虫のように。木き原はら唯ゆい一いつという怪物がこちらをロックオンしている。

「逃げろ御坂ぁ!!　間に合わないなら俺を切り捨ててでも!!」

　遅かった。

　ドンッッッ!!!!!!　という爆ばく発はつが木原唯一の真後ろで炸さく裂れつする。先ほど上条達をビルから放り投げた、あの正体不明の拳けん銃じゆう型がたデバイスの力だろう。そしてその爆発力を使って自みずからの肉体を加速させ、それこそ砲弾のような勢いで木原唯一が一挙に迫せまりくる。自由落下よりもはるかに高速、まさに地の底、冥めい界かいへ一直線にダイブする自殺行為。

　互いの距きよ離りなど一いつ瞬しゆんだった。

　まさに一瞬。

「ッ!!」

　とっさにビル壁面を蹴けって、上かみ条じようを抱えたまま大きく夜空へ身を投げる美み琴こと。同じ壁面の標的を喰くいそびれた唯ゆい一いつは急ブレーキをかけると、あの拳けん銃じゆう型がたデバイス『横紙破りＵＬエクスプローダー』を躊ちゆう躇ちよなく突き付ける。ドカドカドカッ!!　と引き金を引くたびに直径数メートル規模の小さな爆ばく発はつが立て続けに空中の美琴を追い駆けていく。

　直ちよく撃げきこそしなかったものの動きを大きく制限された美琴へ、さらに次の手が迫せまる。

　文字通りの手。

　木き原はら唯一の右腕全体がぐじゅりと形を変える。黒い濁だく流りゆうと化したそれは、一直線ではなくまるで鞭むちのようにしなり、上から下へと少女の全身を叩たたいていく。

　今度の今度こそ、回かい避ひできなかった。

　凄すさまじい轟ごう音おんと共に美琴の体が地面へ向けてかっ飛ばされる。

　他のビルと磁力で結び付けようとするが、間に合わない。

　せいぜいわずかに落下地点をずらす事しかできなかった。

「がっ!?」

　少女の手からすっぽ抜けた上条と去鳴サロメは大きな車道沿いに等とう間かん隔かくで並んでいる街路樹の一つへ落ちた。バキバキと複数の枝を折り、奇くしくも衝しよう撃げきを殺す格好で。かろうじて墜つい落らく死しだけは避さけたが、これだけで全身あちこちが引っかき傷だらけになった。

「あぐっ……げほごほっ！　み、御み坂さかのヤツはどこ行った……？」

「それより上を気にしなって!!」

　背中に張り付く去鳴サロメが警告するが、そこで予想外の事が起きた。

「……、何だ？」

「ヤツが……来ないっしょ」

　いつまで経たっても木原唯一からの追撃がない。

　それ自体は喜ばしい事なのだが、素直に受け入れられない。何しろ向こうには警戒も手加減もする必要はないはずなのだから、こんな結果になるのはおかしい。

「あいつ、何を見ているんだ？」

　上条は荒い息を整えながら、相変わらずビルの壁面へ逆さに張り付く唯一を見上げていた。

　そもそもあの怪物はこちらを見ていない。どこか別の場所へ注目している。

　そしてここには美琴はいない。

　どこか別の場所へ落ちたようだった。

「くそっ、御坂のヤツが最優先なのか!?」




　　　　12




　御み坂さか美み琴こともまた、大の字で倒たおれたまま骨や内臓に異常がないか確かめていた。手足の指を一つずつ動かしていき、深く深く深呼吸してもどこも痛まないかを点検していく。

（ここ、は……？）

　随ずい分ぶん高い所に天てん井じようがあり、そこに開いた大穴は自分が作ったものだろうと美琴は当たりをつける。そしてむくりと身を起こすと、そこは学校の体育館よりもずっと広い空間だった。設備や機材を見るに冷凍倉庫のようだが、まともに機能はしていない。いわゆる常温のままで、いっそ一二月の外よりも温かいくらいだった。

　ただし。

　今一番引っかかっているのはそこではない。

「……なに、これ？」

　辺り一面に並べられているのは、アイスクリームや冷凍食品、あるいは魚介類や食肉製品などではなかった。

　兵器。

　まさに兵器。

　巨大なコンテナのようなミサイルポッドがあった。銀行の大金庫の扉を真正面から削り開けられるほど長大な掘くつ削さくドリルがあった。火炎放射器やプラズマブレードのような機材もあった。美琴の代名詞である超電磁砲レールガン、『その大元となった兵器』まで鎮ちん座ざしていた。そして使用される弾薬、燃料、電源、整備機材などなど。

　驚おどろくべき事に、それらは戦車や装甲車、戦せん闘とう機きや攻こう撃げき機き、巡じゆん洋よう艦かんや戦艦などに搭とう載さいする事を旨むねとしたものではないらしい。

（冗じよう談だん、でしょ）

　兵器の山を見渡し、回り込んで、観察し……美琴はおおよそ信じがたい結論に至る。

（これ、直接使用者に装着して取り扱あつかう兵器だっていうの？　一体どんなコンセプトで設計されているのよ……）

　ただの冷凍倉庫に保管するものとは思えない。

　誰だれがどんな目的で蓄たくわえていたかは知らないが、明らかに冷凍倉庫は偽ぎ装そうだ。

　パキパキ、とシルエットの山から小さな音が響ひびく。

　誰かが隠かくれているのかと思った。

　だが違う。

　凄すさまじい轟ごう音おんと共に首長竜のように屹きつ立りつし、こちらを睥へい睨げいするのは、機械の群れだった。まるで強力な磁石で吸い付けられた鉄てつ釘くぎのように、無数の兵器が寄り集まって生物的な形を作っているのだ。

（こいつ……私を、使い手を値ね踏ぶみしているの……？）

　ごくりと喉のどを鳴らして、美み琴ことは『それ』に改めて目をやる。

「アンチ……」

　首長竜とは別に傍らにある、美琴の身長の二倍以上はありそうなガトリング砲の砲身を指先でなぞり、そこに刻印されているアルファベットを読み上げていく。




「アンチアートアタッチメント……？」




　その意味を。

　御み坂さか美琴は正しく理解できていなかった。

　ただ、チラリと思ってしまったのだ。これがあれば、木き原はら唯ゆい一いつという規格外の怪物に対抗できるかもしれない、と。一体どんな運用システムを備えているかは知らないが、学園都市最高の発電能力者エレクトロマスターである自分なら、そのシステムに介入するなり書き換えるなりして乗っ取ってしまう事もできるのではないか、と。

　ジリジリと炙あぶるような緊きん張ちよう感かんが襲おそいかかってくるのも手伝った。

　リクルートスーツに白衣の女。

　もはやそれは人間個人の枠を超え、全周を取り囲む夜の闇やみ全すべてからプレッシャーを与えてくるような、そんな錯さつ覚かくさえ感じる。

　どれだけ平和ボケしていても、今このまま丸腰で危険な夜の街へ身を晒さらそうとは思えない。

　だから。

　まるで魔まが差すようなその思考。

　上かみ条じよう当とう麻まと離はなれ離ばなれになってしまった事は、彼女にとっても不幸だっただろう。

「───、」

　ゆっくりと息を吐はき、改めて巨大なガトリング砲の表面に掌てのひらを添わせる。

　使い物になるかどうか、システムの構成を暴きにかかる。

　直後の出来事だった。




　……ぞわり、と。




「ッッッ!!!???」

　巨大な舌で背中全体を縦に舐なめ取られたような得え体たいの知れない悪お寒かんに、御坂美琴は思わず掌を離してしまっていた。

　キチキチ、パキパキと。

　一つではない。広い倉庫のあちこちで、機械と機械が結びつく奇怪な音が拡散していく。

　どうする？

　これを摑つかむ覚悟が、対価を払う決意はあるか、と。

（……、何。今の）

　動どう悸きが激しい。額ひたいから嫌いやな汗が噴ふき出す。どうしようもないほどの混乱が頭の中を埋うめ尽くしていく。先ほども述べた通り、御み坂さか美み琴ことは発電能力者エレクトロマスターとしては学園都市最高の位置にいる。電子を直接操る彼女に読み解けないプログラム言語はないし、破れない防壁はない。それがどのような未知の言語で構築された新種の防壁であれ、『そもそも電子を頼たよりにしている』時点で半分以上美琴に白旗を揚げていると言っても過言ではないのだ。

　それが、読み取れなかった。

　全くの空白部分があった。

　いいや、単純に『何も記述がない状態』とは違う。兵器運用システムはきちんと事細かに張り巡らされているのだが、これだけだと輪が閉じておらず、回路として機能していない状態なのだ。そして明らかに、その空白の部分には『御坂美琴の知らない何か』あるいは『御坂美琴では理解のできない何か』が当てはめられている。

　何だ、これは？

　根本的に、何を動かすためのシステムなのだ？

　兵器の形をしているが、兵器ではない。科学の皮を被かぶっているが、科学では説明がつかない。まるで絶ぜつ滅めつ犯はんの去鳴サロメと衝しよう突とつした時の、あの刺激、あの広がり、あの可能性が脳裏をよぎるが、こちらはずっと強い。どうしようもなく、果てがない。

　コップの中の水なら、人の手でも管理できるかもしれない。

　だが七つの海を占めるその海水全すべてとなれば、とても人の手に負えない。

　飛び込めば、組み込めば。

　溺おぼれるどころでは済まない。波間に揺ゆれれば大きな岩が削りに削られて砂浜のきめ細かい白い砂を作るように形を変え、深海の底に引きずり込まれれば莫ばく大だいな圧に押し潰つぶされてそのまま形を失う。

　ここには全く新しい可能性があり、それがあれば御坂美琴は見た事もない世界を覗のぞき込めるかもしれないが、そうしてしまったら最後……そこに立っているのはもう御坂美琴とは呼べない『別の誰だれか』になっている。そんな気がした。

　前言撤てつ回かいだ。

　この危機感は、『外』のものと拮きつ抗こう、いいやそれ以上かもしれない。『中』で待っていたこの危機感は、それを生み出す正体の部分は、自分で対処できる上限を超えている。

　触ふれてはならない。

　この竜には。

　成長の方向を決定的に間違える。

　あの少年の隣となりを歩きたいのなら、こちらに進んではならない。

　絶対に。

　絶対に。

　絶対に。
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　サンプル＝ショゴスの力を借りてビルの壁面へ逆に張り付く木き原はら唯ゆい一いつもまた、風穴の空いた冷凍倉庫を眺ながめて大きく舌打ちしていた。

　彼女にとっては初めての、そして特大のイレギュラーだった。

（……くそっ、撃うち漏もらしていた。先生の『対魔術式駆動鎧アンチアートアタツチメント』のスペア保管庫がそのまま残っていただなんて!!）

　元々、あのゴールデンレトリバーは学園都市にある二三の学区全すべてに自前の装備を蓄たくわえていた。木き原はら唯ゆい一いつは補佐に回って木原脳のう幹かんの『財産』をいくつか把は握あくしていたが、やはりそれも完かん璧ぺきではない。

　一族の中でも一ひと際きわ異彩を放つ木原脳幹に、統とう括かつ理事長のアレイスター。

　用いられる技術は極限まで異形であったとしても、周りを支える基本フレームはあくまでも駆動鎧パワードスーツ、科学サイドの範はん疇ちゆうにある。

　そしてあそこに落ちたのは学園都市第三位。

　発電能力エレクトロマスター系であれば最高ランク。

　厳重に張り巡らせた防壁や認証装置など何の役にも立たない。電子を直接操る常盤ときわ台だい中学のエースであれば、システムを一部書き換えて自分のものとして装着してしまうかもしれない。

　そう、書き換えて。

　あのゴールデンレトリバーがそこにいたという痕こん跡せきを、消して。

　それは。

　その可能性は、束つかの間ま、木原唯一から最優先するべき『復ふく讐しゆう』の一言さえ忘れさせた。

　唯一の。

　たった一つのロマンが、他にやるべき事があると囁ささやいたのだ。

「……さわる、な……」

　対魔術式駆動鎧アンチアートアタツチメントのスペックが恐ろしいのではない。

　そんな話の前に、

「先生の遺のこしたモノに、手て垢あかのついたその手で触さわるなァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」
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　上かみ条じようや去鳴サロメにとっても、最初で最後のチャンスだった。

「ヤツの目がよそに向いてる……。奇き襲しゆうを仕掛けるなら今しかない!!　正直サンジェルマンだのショゴスだの訳が分かんないけど、私と違ってベースが生身の人体ってトコまでは変わってないはずっしょ。だったら異形の隙すき間まを縫ぬって生身の急所に一いち撃げき決めればヤツを黙だまらせられるはず!!」

「あんなバケモン相手に具体的にどうすりゃ良いってんだ。こっちは首にトンとか腹にバンとかで女の子気絶させられるほど便利な技を覚えている訳じゃないんだぞ！」

「……それについてはちょいと心当たりがあるよ。ほら、さっさと木き原はら唯ゆい一いつとかいうのを追うんだ。近づかない事にはどうにもならないっしょ！」

　ばさりという布を叩たたくような音が頭上から響ひびいた。

　例の唯一だ。

　今までビルの壁面に張り付いていたのが、不定形のサンプル＝ショゴスをハンググライダーのように大きく開いて夜空を滑かつ空くうし始めたのだ。サンジェルマンといいショゴスといい、相変わらずどう手て懐なずけているのか全く予想がつかない。いいや、たとえ安全ですと言われてもあんなものに身体からだを預ける心境が理解できない。

「あのまま倉庫に一直線か!?　こっちは二本の足しかないんだ、追い着きようがないぞ！」

「いいや、これで良い。地上を走って見失わない事だけ考えて。後の帳ちよう尻じりはこっちで合わせるからさ」

「？」

「ああ、ああ。あっちこっちで戦ったせいで、誰だれに何を言ったか細かく思い出せないかな。上かみ条じようちゃん、アンタには『外がい的てき御ご供くう』の詳しい発動条件を話したっけ」

　得え体たいの知れないテレビ人のカーディガンみたいに肩に引っかかっている去鳴サロメはニヤニヤ笑ったまま、

「私の『外的御供』はケルト由来の贄にえの魔ま術じゆつでね、敵味方問わずに破は壊かいした武具を神に捧ささげる事でその効力や特性を上積みできるって感じ。ただし三分以内に『連れん鎖さ』を続けないとゼロに逆戻り。せっかく大きく膨ふくらませた雪玉もご破算になるっしょ」

「それが？　どっちみちあの校庭からどれだけ経たっているんだ。『連鎖』だの何だのとっくに途切れて、上かみ里さと勢力の連中の自己犠ぎ牲せいも効果が切れてんだろ」

「誰がそんな事言った？」

　耳元で囁ささやかれ、不思議と上条は（今は）味方であるはずの去鳴サロメに悪お寒かんを感じた。

　無視して絶ぜつ滅めつ犯はんはこう続けた。

「ねえ上かみ条じようちゃん、私みたいな絶滅犯が真っ先に注意すべきは、どんな時でも武器を研といでおく事を忘れないって話っしょ。せっかく作った雪玉は可能な限り残しておきたいし、そのためなら何としても『連れん鎖さ』を繫つなげておきたい」

「……？」

「そしてどんなにくだらないちっぽけな武器でも『連鎖』は継続できる。おあつらえ向きにこうして後ろから抱き着いておけば、ほら。アンタの制服の内側からはみ出たこれ、パーカーのフードかな？　ここにでっかい袋があるのに周りからは見えなくなるっしょ」

「おいちょっと待て、まさか……」

「極きわめ付けに、わーすーれーたーかーなー？　この絶滅犯の去鳴サロメちゃんのカラダは全部作り物。つまり私の武器なんだよ。唯ゆい一いつとかいう野郎にバラバラにされたのは完全に予想外だったけど、それならそれで次に繫げれば良いっしょ。バラバラになったパーツの内、まだ使える人工臓器を上条ちゃん、アンタの頭の後ろにあるフードへどっさり詰めておけば『連鎖』のストックは溜まるんだよ。私は抱き着きながらフードに頭突っ込んで、『連鎖』が途切れそうになるたびに嚙み付いて破壊して神様に捧げ続けりゃ破壊力をキープできるって訳」

　もう、汗なんてものではなかった。

　全身をくまなく鳥肌が覆おおい尽くした。

　人工物とはいえ、人間の体を実際に動かしていた『中身』がぎっしり。バラバラになった下半身の指だの腱けんだの軟骨だの臓物だの……。そして自分自身の『中身』に嚙かみ付いてくちゃくちゃと破は壊かいを続けていた絶滅犯の去鳴サロメ。

　うなじの辺りの感覚が浮遊している。もはや自分の体とも思えない。

　上かみ里さと勢力の一員。

　その妹。

　……だからって、ここまでネジが外れるものなのか？

「今度の今度こそ、一回こっきり」

　去鳴サロメ本人は、誕生日のサプライズパーティを計画するような声こわ色いろだった。

　カリッ、と小さな硬い音が響ひびく。ひょっとしたらすぐ後ろ、うなじの辺りで、レインコートの少女は首から下げた懐かい中ちゆう時計を口づけ代わりに軽く嚙んでいるのかもしれない。

　覚悟の証あかしとして。

「ラストのトドメはそっちに任せたよ、上条ちゃん!!」




　轟ごう!!　と。

　絶滅犯の右腕が、容よう赦しやなく虚こ空くうを引き裂さいていく。




　様々な武器を破は壊かいし、吞のみ込み、神様とやらに捧ささげ、己の破壊力として徹てつ底てい的てきに上積みしていった去鳴サロメにとって、たかだか数十メートルの高低差など関係なかった。

　見えざる一いち撃げきが夜空を舞まう木き原はら唯ゆい一いつへ襲おそいかかる。

　その体を支えているハンググライダーのような大きな翼つばさがまともに切り裂さかれ、唯一が揚力を失う。逆にいっそ不自然なくらいの勢いで重力に捕まり、そのまま落下していく。

　全力で走れば届く距きよ離りだ。

「っ」

　木原唯一は不定形のサンプル＝ショゴスを足元に放ち、クッション代わりにして墜つい落らくの衝しよう撃げきを和やわらげたようだった。しかしそれ故ゆえに、完全に逃がし切るまでは動けない。

　そこへ、上かみ条じよう当とう麻まが到達する。

　まず木原唯一ではなく、その足元に広がるサンプル＝ショゴスの方へ右みぎ拳こぶしを叩たたき込む。

　ズバン!!　と不定形の塊かたまりが吹き飛ばされると同時、衝撃を殺すためのクッションを失った唯一がまともに地面へ叩き付けられる。

　それでも、折れなかった。

　上条当麻と木原唯一、二人の視線が交差する。

　そして。

　今度こそ。




　両者の攻撃が、飛ぶ。




　上条の方からはすくい上げるようなアッパーカット。

　唯一の方からは右手の手首から噴ふん出しゆつするサンプル＝ショゴスの濁だく流りゆう。

　どちらの攻撃も当たった。しかし逆に、そのせいでどちらもクリーンヒットにはならなかった。上条の右拳は唯一の顎あごを捉とらえ、唯一の濁流は上条の体を薙なぎ払う。

「ぐう!!」

「あああああああああああああああああああああっ!!」

　両者の中間で爆ばく発はつでも起きたように、上条も唯一も真後ろへ転がる。これ以上長引かせる訳にはいかない。木原唯一が上条よりも美み琴ことを優先して狙ねらっている事から、なおさらだ。

　だが倒たおれ込んだ上条が右手をついて起き上がろうとした時、その肩に激痛が走った。

　サンプル＝ショゴス。

　形を変えたその牙きばが、肩というより鎖さ骨こつの辺りにめり込んでいる。

「が、っづ、おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　叫ぶが、どうにもならない。

　右手に力が入らない。

　そうこうしている間に木き原はら唯ゆい一いつの方が起き上がろうとしていた。次に来るのはサンプル＝ショゴスを使った濁だく流りゆうか、サンジェルマンウィルスに頼たよった魔ま術じゆつか、あるいは上かみ里さとから奪うばった理想送りワールドリジエクターか。どれが来てもこのままではやられる。とっさにまだ動く左手を動かし、地面へ手を滑すべらせると、硬い感触があった。

　摑つかむ。

　突き付けてから、上かみ条じよう自身その正体に気づく。

（……『横紙破りＵＬエクスプローダー』!?）

　元々は木原唯一が持っていた、拳けん銃じゆうのようなデバイスだ。ただし軍用品というよりは運動会の徒競走で使うスターティングピストルに似たオモチャのようなシルエットで、効果も鉛なまり弾だまが飛ぶといったものではない。どんな理り屈くつかは知らないが、狙ねらいを定めた空間そのものを爆ばく発はつさせる効果を持つ。

　左手一本で突き付け、引き金に指を掛ける。

　荒い息を吐はいて、ぐらつく狙いを定める。

　乱射すれば、やれるかもしれない。木原唯一はサンジェルマンウィルスやサンプル＝ショゴス、そして上里から奪った右手など、とにかく異形のコレクションで身を固めているが、絶ぜつ滅めつ犯はんの去鳴サロメと違ってベースとなっているのは生身の体だ。銃弾のような点の攻こう撃げきではなく、爆風という面の攻撃を立て続けに浴びせれば防御が間に合わなくなって、その『生身』の部分にダメージを与えられるかもしれない。

　それは木原唯一を止める手立てになる。

　理由は不明だが最優先で狙われているらしき御み坂さか美み琴ことや、そもそも片腕を奪われた上里翔かけ流るらを助けるためにも有効だ。

　だから間違っていない。

　自分は正しい。

　上条当とう麻まは歯を食いしばって、そう思って。

　だけど。

　どういう訳か、とっさに今ここにいない誰だれかの声が脳裏を突いた。




『やめとけやめとけ。例えばお前が格かく闘とう技ぎを習ったら救える人間の数が増えるか？　銃やナイフを持てばスマートに解決できるか？　逆効果だよ。殺しの技が増えれば増えるほど、相手を活いかして助ける道から遠ざかれば遠ざかるほど、お前はどんどん弱くなる』




　それは、『道』に迷っている上条にそっと掛けられた、ある言葉。

　少年の『理解者』が教えてくれた事。




『そして格かく闘とう技ぎや銃だのナイフだのって分かりやすい攻こう撃げき力りよくは、そうした「切り離はなす力」を増長させるだけだ』




　何もこんな所で思い出すような話ではなかったのかもしれない。

　理想は理想、現実は現実。そう割り切って引き金を引いても良かったのかもしれない。




『お前の最大の武器はな、このどうしようもなく根っこの腐くさった悪だった「魔ま神じん」オティヌスさえ奈な落らくの底から救い上げた、あの力強い腕にこそあった。「繫つながる力」がお前のとっておきの切り札なんだ』




　だけど、本当にそれで良いのか。

　その言葉に救われた自分が、その言葉に泥どろを塗ぬっても構わないのか。




『そこでお前が求めるべきは、理想送りワールドリジエクターと肩を並べる暴力じゃない。絶対に殺しの力なんかじゃない。そういう暴力をも包み込める、人間としての理性の力の方なんだよ』




　悩み。

　考えて。

　奥歯を嚙かみ。

　その逡しゆん巡じゆんこそが、決定的な遅れとなってしまった。

「がッッッ!!!???」

　激痛に、上かみ条じようが呻うめく。

　木き原はら唯ゆい一いつの両腕が不定形の濁だく流りゆうと化していた。さらにそれを、上から下へ。振り下ろすようなその一撃は、少年の両肩へと落ちる。背後から抱き着くような格好だった絶ぜつ滅めつ犯はんの去鳴サロメの両腕を粉ふん砕さいし、さらには上条の肩を容よう赦しやなく脱だつ臼きゆうしにかかったのだ。

　左手からも力が抜け、最後の武力だった『横紙破りＵＬエクスプローダー』が落ちていく。

　決定的なチャンスを失った。

「俺が、欲しかったのは……」

　そうと分かっていても、思わず上条は呟つぶやいていた。

　あるいはそれが。

　復ふく讐しゆうに狂い暴力を正当化する女に対する、最大のカウンターパンチでもあるのか。

「……こんな『力』、じゃない」

　直後に死が殺到した。

　ズタズタに裂さかれた白衣にリクルートスーツの女、木原唯一は正面から近づいた。近づいて、その両手で上かみ条じようの頰ほおを左右から摑つかむ。

　ぐじゅり、と粘性の高い音が両耳に響ひびく。

「これ以上は面めん倒どう臭くさいし、絶対確実な手で行かせてもらいます」

「あっ、が……ッ!!」

「さあ、ロマンの時間です。死ぬならどんな方法が良い、という不毛極きわまる議論、実は誰だれもが一度くらいはした事があるのでは。侵しん蝕しよくされるならどちらがお好み？　サンプル＝ショゴスで外からじわじわ脂肪を溶かされるか……」

　間近の唇くちびるが、割り開かれる。

　艶なまめかしくぬめる唯ゆい一いつの舌の上に、何か丸いものが載っていた。

　元々の黒い丸がん薬やくとは違う、赤く輝かがやくキャンディーのような『何か』。

「……それともサンジェルマンウィルスで中から脳を冒おかされるか。弱毒性とはいえ、耐性持ちでなければキッツイ事になると思いますけど？」
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　その時。

　御み坂さか美み琴ことは、正直に言って何が起きているのかを半分も理解していなかったはずだ。

　サンジェルマンウィルスにサンプル＝ショゴス。

　そもそも大元となった事件に直接関かかわっていなかったのだから、それがどれだけ恐ろしいものかを実感として理解するなど難しかっただろう。

　だけど。

　そんな彼女にも、肌で分かる事がある。

　アンチアートアタッチメント。あまりにも不ぶ気き味み過ぎるその誘ゆう惑わくを振り切り、まともに動いていない偽ぎ装そう目的の冷凍倉庫の職員用出入口から外へ飛び出そうとした、まさにその矢先。

　夜の街で抱だき寄せられたボロボロの少年と、その顎あごを摑つかみ赤い飴あめ玉だまのような『何か』を口移ししようとしている木き原はら唯一。

　その両手、そして口元からの『侵蝕』。

　あれは、取り返しがつかないモノだ。

　決定的に壊こわれてしまったがん細胞が周りの健康な細胞をも巻き込んでいくのと同じ。一度でも体内に入ってしまえば際限なく肉体の仕組みそのものを作り替え、ついこの間まで当たり前のように接してきたあの少年を決定的に破は壊かいしてしまうモノ。

「だ、め……」

　止めなくてはならない。

　今すぐ止めなくてはならない。

　だけど方法がない。上かみ条じよう当とう麻まが今いるステージはずば抜けていて、御み坂さか美み琴ことの代名詞である超電磁砲レールガンくらいなら簡単に弾はじかれてしまう。それはもう僧そう正じようとかいうヤツの時に嫌いやというほど味わってきた。だけどこの時、この場面でだけでは無力感に打ちひしがれている訳にはいかない。

　何があっても。

　どんな方法を使ってでも。

　たとえどれほどのタブーを犯す事になっても。

　完全に、確実に。たったの一いち撃げき、たったの一いつ瞬しゆんで全すべてを終わらせなければ。

　失う。

　あの少年を、今日この日、この場所で、永遠に。

「そんなの絶対にダメええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!」

　一人の少女を中心に、恐るべき電磁波が全方位へ撒まき散らされた。

　それらは冷凍倉庫の中で息を引き取っていたはずの『遺品』の数々を再び現世に呼び戻す。

　バキバキバキバキ!!　と。

　辺り一面の兵器の群れが、邪悪な首長竜のようなシルエットが、崩れる。一人の少女を中心に猛然とした竜巻にも似て集結していく。バラバラに分解され、大きな意味を失い、『元の持ち主』から移い譲じようするため、乙女おとめにとって最も適したデザインへと自みずからを作り替えていく。手足の装甲に背中のジョイント。そこから無数に飛び出す兵器の群れと、自重に五体が潰つぶされないよう重量を一手に抱え込む背後の支持脚。何もかもが異形で、しかしこの上なく彼女にしっくりと馴な染じむ。

　巨大なミサイルコンテナにレーザービーム用の励れい起きロッド、火炎放射器や液体窒ちつ素そに強酸噴ふん射しや器きなどを束ねた液化兵器用ターレット、長大極きわまるシェルター突貫用ドリルにガトリング砲や速射砲……そして極きわめ付けに彼女の代名詞となった超電磁砲レールガン、その大元となったある兵器。

　列車砲運用想定。

　要よう塞さい攻略用大口径レールガン。

　システムには一部欠落がある。まるで一枚の写真の完成を待たず、所々に真っ白なピースをはめ込んで完成させたジグソーパズルのように。おそらく『この使い方』は本来の持ち主が想定しているものではないだろう。戦せん艦かんの機関部に火を入れず、大きく帆ほを張って風を捉とらえて海を渡るような、本ほん末まつ転てん倒とうな使い方でしかないのだろう。

　だが構わない。

　あれを。

　今すぐあの決定的な破滅を覆くつがえせるのなら、どれだけ滑こつ稽けいに見えたって。

[image: ]
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　最後の瞬しゆん間かん。

　木き原はら唯ゆい一いつが、舌に載せた赤いキャンディー状の『何か』を上かみ条じよう当とう麻まの口の中へねじ込もうとした、まさに三ミリ手前で。

　彼女は首を動かさず、目線だけを動かして横合いに目をやっていた。

　直後の出来事だった。




　カッッッ!!!!!!　と。

　全すべての音と光が消えた。




　音速の三倍などという速度ではない。ゲームセンターのコインなんて質量でもない。どれだけ戦車を送っても歯が立たない強固な要よう塞さいを、たった一発でクレーターに変える事が初めから『当たり前』として扱あつかわれるほどの、その一いち撃げき。

　冗じよう談だん抜きに、計算がわずかでも狂えば学園都市のビル群は一いつ掃そうされていただろう。

　第七学区にそびえる『窓のないビル』をクッション役にしなければ、どこまでも被害は拡大していた事だろう。

　上かみ条じようの至近からもぎ取られるようにして、木き原はら唯ゆい一いつの肉体が消失した。少年の方もいちいち拘こう泥でいなんてしている暇ひまはなかった。余波に煽あおられるだけで体は宙を舞まい、衝しよう撃げき波はで薙なぎ倒たおされそうになっていた街路樹の枝へと叩たたき付けられる。冗じよう談だん抜きに血ち反へ吐どが飛び出しそうになる。だがそれさえ、自覚できたのはかなり後だった。煽りをもろに喰くらった直後は、光も音もまともに知覚できなかったのだ。

　五感が戻り、時間の感覚も正常に近づいていくと、ようやくずるりと上条は木の枝から落ちた。

　這はいずるようにしながら、少年は腫はれ上がった瞼まぶたを動かして世界を眺ながめようとする。

「……何が、起きた……？」

「知らないよ」

　応じたのは、同じように転がっている去鳴サロメだ。

　ただしこちらは胴体を失い、両手もないので、上条よりもさらに痛々しい。

「冷凍倉庫の壁が吹っ飛んでるね。この局面まで来て全く関係ない赤の他人が割り込んできたんじゃない限り……あの御み坂さか美み琴こととかいうヤツが何かしたんじゃね？」

「……、」

　そっと、上条は息を吐はいた。

　ひとまず、これで全部終わったのか。木原唯一の生死が気になる所だが、あんな凄すさまじい一撃をもらって戦せん闘とう続行できるとは思えない。今後も警戒を続けていくのは前提として、今日という一日くらいは乗り越えたと判断しても良いのか。

「……ほんとにそう上う手まくいくものかな」

　と、去鳴サロメが不ぶ気き味みな予言を発した。

「ま、全すべては夜の学校に置いてきたクソ馬ば鹿かお兄ちゃんの方を確かめてからっしょ」

　彼女はこの奇怪な右手について、どこまで知っているだろう。

　右手はただランダムに人を選んだ訳ではない。何かしらの選定基準がある。

　かつて『魔ま神じん』のネフテュスが言っていた事だ。そして実際に、右方のフィアンマとの戦いの時には『選ばれなかった』フィアンマはその力を受け取れなかった。たとえ、上条から右手そのものを切断して奪うばっても、だ。

　もしも木原唯一が無力化されていれば、おそらく理想送りワールドリジエクターも上かみ里さとに戻るだろう。上条同様、腕ごと復活するのかどうかは未知数ではあるが。

　だけど。

　仮に、戻らなかったら？

　その場合は木原唯一が構築したシステムはまだ活いきているとみなすべきだ。つまり、彼女は理想送りワールドリジエクターを保有したまま戦える状態を維持している。今後も敵として現れる。そういう推測が立ってしまう。

　奇くしくも、去鳴サロメの言う通りだ。

　全すべては上かみ里さと翔かけ流るの状態を確かめてから。

　が。

　絶ぜつ滅めつ犯はんの不ふ吉きつな予言はそこに留とどまらなかった。

「ねえ上かみ条じようちゃん」

「何だよ……」

　ゆっくりと起き上がり、ほとんど頭部しか残っていない去鳴サロメを拾い上げながら上条が聞き返す。すると死の匂においのする少女はこう続けてきた。

「御み坂さか美み琴ことには気をつけた方が良い」

「……？」

「あいつはじきに大きく踏み外すよ。壊れるって言い換えても構わないっしょ。私がちょっかいを出すとか出さないとか、そんなのはもう関係ない次元でね」

「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　悪い冗じよう談だんだと思った。

　あるいは狂人のインスピレーションが深読みし過ぎて疑心暗鬼の域まで突っ込んだのかとも。

　本当は噓うそだった。

　一〇〇・〇％信じていないのなら、わざわざ確認作業を取る必要もなかったはずだ。




　冷凍倉庫の中に、御坂美琴の影はなかった。

　ただ莫ばく大だいな砲ほう撃げきの余波でバラバラに吹き飛ばされた、スクラップのようなものがあちこちに残されているだけだった。








終章　コインの表の表　Lock_on_Light_Girl.









　ガシャンガシャンと重たい金属の剝はがれる音が響ひびき渡る。

　御み坂さか美み琴ことがふらふらと夜の街を歩くごとに、その音は広がっていく。

　アンチアートアタッチメント。正体不明の武装の数々が、役目を終えて彼女の全身から剝はく離りしていっているのだ。

「ふふ、」

　何かの一線を越えた。

　自分を見えない枠に押し込めていた堰せきのようなものが壊こわれた。

　それを根こん拠きよもなく実感する。

「はは、あはは」

　胸が高鳴る。

　呼吸が甘い。

　あの膨ぼう大だいなシステムの全すべてを理解できた訳ではない。むしろ空白の部分については相変わらずお手上げのまま。だけど、あれを理解したその先に、美琴は自分の望む次のステージが待っているものと確信する。闇やみ雲くもに砂漠を進んでいた状態から、明確に最も寄よりのオアシスの位置が分かったような、そんな希望が胸いっぱいに広がっていくのが分かる。

「世界が広い」

　両手を広げて天を見上げる。

　謳うたうように彼女は呟つぶやく。

「夜空の奥行きが見える」

　星々の祝福が待っている。

　科学の街には似合わない、そんな言葉さえ自然と脳裏に浮かぶ。

「閉へい塞そくなんてどこにもない！　『可能性』はどこにでもある！　まだまだ、私の前にはまだまだ!!　摑つかむべき手掛かり、上るべき高み、目指すべき頂上がどこまでも広がっている!!」

　だからこれは幸せなのだ。

　だからこれは気持ち良い事なのだ。

　だからこれは何の憂うれいもないはずなのだ。




　……本当に？




　いったん前へ進んでから、今さら何がどうなるという訳でもないのに、そんなチクリとした小さな針のような思考が美み琴ことの人格をノックした。

　すぐにいくらでも反論材料が山積みされていくが、その針は意にも介さない。

　たった一枚のカードで、山札の全すべてを切り崩くずしていく。




　なら、何であの人から逃げるように立ち去ったの？




　答えは出ない。

　答えは出ない。

　答えは出ない。

「おい、ちょっとそこの君！」

　そこで横合いから声を掛けられた。太い声は教師のものだろう。見れば、確かに警備員アンチスキルの制服を着た若い男性がいた。何しろこんな時間で、しかも門限に厳しい名門常盤ときわ台だい中学の制服を着た少女が一人でふらふらしているのだ。何かトラブルがあったのではと勘かん繰ぐられても仕方はない。

　だが違った。

　直後にその男性警備員アンチスキルは心配そうな顔でこう話しかけてきたのだ。




「大だい丈じよう夫ぶかね。かなり鼻血が出ているようだけど、どこかにぶつけたとか？　いいや、もしかして何か持病があったり……？」




　皆かい目もく見当もつかない質問だった。

　まるで何かの副作用。

　御み坂さか美琴は震ふるえる手で自分の顔を押さえ、それから指先に絡からみ付くぬるりとした感触に、不思議そうに首を傾かしげていた。

　本当に、本当に。







　一方、鼻血どころか全身ズタズタに切り裂さかれて血の海に沈んでいる女が一人いた。

　木き原はら唯ゆい一いつ。

　だがそれらは致命傷とはならない。

　ぞるぞると全身を何かが這はい回っていた。サンプル＝ショゴス。上かみ里さと翔かけ流るの手首を強引に縫ほう合ごうしたのと同じように、全身各部の裂れつ傷しようを適てき宜ぎ縫ぬい合わせているのだ。

　失われた血液は尋常ではないが、こちらは輸血か、用意が間に合わなければ煮しや沸ふつした生理食塩水を静脈から流し込めばひとまず血圧の異常低下だけは避さけられるだろう。今は失血性のショックさえ出なければ贅ぜい沢たくは言わない。

「ふ、ふ」

　風力発電のプロペラの柱に背中を預けてへたり込みながら、満まん身しん創そう痍いの唯ゆい一いつはそれでも笑っていた。

　右手を月に掲かかげて、握にぎって開く。

　まだ動く。

　上かみ里さと翔かけ流るから奪うばった理想送りワールドリジエクターは霧む散さんしていない。

「確かに、今回はサンプル＝ショゴスでガワを作って、弱毒性サンジェルマンウィルスに頼たよって『魔ま術じゆつ』とかいうので嵩かさ増ましした程度ですけど……」

　ごぼごぼと、口の端はしから鉄てつ錆さび臭くさい液体をこぼしながら、彼女は笑う。

　笑い続ける。

「……この右手の価値は『そんなもの』じゃない。身近なトリックを暴いてそこで満足してしまった人達は、その奥には何もないと踏ふんで安心しているんでしょうけど」

　そしてそれは、おそらくあの戦いを目もく撃げきしていた者にしても同じ。

　より正確には、安全地帯から『滞空回線アンダーライン』を使って高みの見物を決め込んでいたあの『人間』。

　統とう括かつ理事長アレイスターも。

（確かに上里翔流は先生を奪った復ふく讐しゆうの一番手だ。その周りにいる取り巻き達も、上里が最重要視している上かみ条じよう当とう麻まとかいうのも、ヤツから奪ったら面おも白しろそうな相手ではある）

　ただし、と彼女は頭の中で区切ってから、

「アレイスター。よくよく考えてみたら最初の元げん凶きようはアンタじゃないですか。アンタが先生に『役割』を与えて、死地へ向かわせて、上里翔流なんていうゲテモノとぶつけさせなければ、そもそも何の悲劇も生まれなかったんじゃないですか」

　月に掲げていた右手を、ゆっくりと下ろす。

　真上から正面へ。

　その先にあるのは、窓のないビル。

　上里翔流から奪った右手、理想送りワールドリジエクターの力。その可能性について木原唯一は想おもいを馳はせる。そして暗い笑みを浮かべる。あの全知全能ぶった統括理事長が本当に全すべてを知っているというのなら、ゴールデンレトリバーが『ああなる』のも織り込み済みだった訳だ。分かっていて、それでもなお、自前の『計画プラン』とかいうあるんだかないんだかはっきりしないもののために見送って、使い潰つぶした訳だ。

　あるいは、木原脳のう幹かんならどう言っただろうか。

　善悪で言えば悪で、好こう悪おで言えば好ましい、か。

　だが唯一は違う。

　違った道を選べる事が、面白い。

　確かな充足を覚える。

「ねえアレイスター」

　まるで子こ守もり唄うたでも歌うように優しく。

　それでいて、眠りに就いたら家に火を点つけようと決断するような冷れい酷こくさで。

　他の誰だれのものでもない、自分だけのロマンに溺おぼれる復ふく讐しゆうの鬼はこう告げる。

「これは何番目の『計画』だ……？」

　かざした右手に、わずかな力を込める。

　本領を発揮する。

　まさにその一歩手前の出来事だった。




　とんっ、と。

　木き原はら唯ゆい一いつの至近、二〇センチ以内に新たな足音が一つ。




「ッッッ!!!???」

　ズタボロにされていたとはいえ、木原唯一が接近を見逃すのは不自然だった。そしていちいち細かい精査をしている余裕もない。『窓のないビル』にかざしていた右手を音源へ向け直そうとする。

　その前に、まず手首を摑つかまれた。

　さらに続けてもう片方の手が唯一の首を摑み、そのまま吊つり上げる。

　強引に立ち上がらせると、風力発電のプロペラの柱へ思い切り背中が叩たたきつけられた。

「かっ、は……ッ！」

　息を詰まらせる唯一のわずか五センチ前に、その顔はあった。

『人間』統とう括かつ理事長アレイスター。

　男性にも女性にも、大人にも子供にも、聖人にも罪人にも見えるその『人間』は、感情のない瞳ひとみで木原唯一という暴走因子の奥の奥を覗のぞき込んでいた。

　そして言った。

「私を殺したいのならそれでも構わない。目的さえ果たすなら途中でどんな寄り道をしても。そういう願いがあるならいつでも受けて立つ」

　ゴールデンレトリバーを心の底から尊敬する復讐者。

　その像が薄うすっぺらく見えるほどの激情を裏に隠かくして。

「だがその前に自分の仕事を完璧に果たせ。そうでなくては貴様を動かすために散っていった『彼』があまりに無残だろうが」

　そんな言い分に。

　元げん凶きようである事を隠かくそうともしない口振りに。

「ふ」

　いっそ、木き原はら唯ゆい一いつは笑っていた。

　首を絞しめられたまま、どうしようもなく笑っていた。

「あはははははは!!　あはははははははははははははははははは！　ひっひ!!　ぎぃははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは!!」

　そんな唯一から手を離はなし、長い銀髪に手術衣の『人間』は口の中で呟つぶやく。

「どの道私はもう戻れない。それなら安全地帯で煙けむに巻くのももう終わりにしよう……」

「ああ、ああ！　いいさ、せいぜい利用させてもらうさ!!　私は先生を傷つけた全すべてが許せない。上かみ里さと翔かけ流るしかり、その取り巻きも、ヤツを特別な存在たらしめた『魔ま神じん』まわりも、上里が重要視している上かみ条じようとかいうヤツも、そしてこんな残ざん酷こくな街を作ったアンタもこんな残酷な街の歯車を回して日々面おも白しろおかしく暮らしている有う象ぞう無む象ぞうも何もかも!!　その全部が全部先生を奈な落らくに突き落とすレールを組み上げていったんだから。善悪で言ったら善で、でも好こう悪おで言えば悪なヤツばかり!!　そんなもんを気が済むまで一掃できるなら何だって良いです!!　ええ本当に！　それがあの先生にも真ま似ねのできない、私だけのロマンだ!!」

「……、」

「で、どこから動きます、メインディッシュ？」

　くすくすと笑って、へたり込んだまま唯一が尋ねてきた。

　統とう括かつ理事長は無の顔で応じた。だが感情がないのではない。

「上里翔流は元々の脅きよう威いであるとして、御み坂さか美み琴ことが対魔術式駆動鎧アンチアートアタツチメントと接触した事で別の脅威が芽吹いた。あれは元々『ドラゴン』絡がらみのネットワークを構築するための素材の一つに過ぎん。つまり重要なのはクローンであって本体ではない。『計画プラン』全体を阻そ害がいするのであれば排除する」

「でも、盤ばんの状況を鑑かんがみて一つ一つ順番に潰つぶしているほどの時間的な余裕はないでしょう？」

　アレイスターはゆっくりと息を吐はく。

　そして言う。

「貴様が選べ。もう片方はこちらで対処する」

「それで両方おしまい、ですか」

　血まみれの木原唯一はそんな風に囁ささやいた。

　統括理事長はわずかに目を細め、それから夜空を見上げた。

　見上げて言った。

「……何見てんだアバズレ。今すぐここで呪殺でもして欲しいのか」







「ふむ」

　そして地球の裏側で、ローラ＝スチュアートはひとりごちていた。

「これで確定、と」







　上かみ里さと翔かけ流るの意識は朦もう朧ろうとしていた。

　右手は痛いというより熱い。そして奇妙な圧あつ迫ぱくを感じる。ぼんやりとする視界を振ってみれば、どうやら布かリボンのようなもので強引に縛しばり付けてあるらしい。ここは月明かりの差し込む夜の保健室で、自分は診察台に寝かされているようだった。あちこちべっとりと血がなすりつけられていて、とてもではないが静せい謐ひつな雰ふん囲い気きはない。

「は、は……」

　あれだけ忌いま々いましく思っていた理想送りワールドリジエクターは、もうない。

　手首ごと切断されて、木き原はら唯ゆい一いつとかいう正体不明の女に奪うばわれてしまった後だ。

「ううっ!!」

　頭の奥がかき回されるような、ぐわんと揺ゆらぐ絶望が上里の意識に襲おそいかかる。

　別にあんな力が欲しい訳じゃない。

　なくなったならなくなったでせいせいするくらいだ。

　だけど、もしも。

　上里勢力なんて自分勝手でご都合主義な名前でひとくくりにされるあの少女達が、『右手の影えい響きよう』で集まっていただけだったとしたら。手首の移動に伴ともなって、上里翔流の周りから彼女達が離はなれてしまうかもしれない。

　それ自体は良い。

　そもそも上里の目的は上里勢力なんて訳の分からないくくりを破は壊かいし、彼女達を元あった『自由な意志を持つ赤の他人』に戻す事にあるのだから。

　ただし。

　次の持ち主の意のままになるかもしれないのが問題なのだ。

　もしも上里の周りに侍はべるのと同じように、絵エ恋レンや獲冴エルザといった少女達が今度は木原唯一を盲もう目もく的てきに信しん頼らいするようになったら？　暮クレ亞アや去鳴サロメのように途方もない力を持った人達が、ただ『右手の持ち主のためなら何でもする』ような状態を維持してしまったら？

　彼女達は、上里のためなら死体の二つ三つは山に捨てかねない、と自分で言っていた。

　まるで冗じよう談だんのような言葉だったが、おそらく冗談では済まないと上里は考えている。手首の持ち主が自制の利きかない人間だったらおしまいだ。少女達が正気を戻すまでにどれほどの罪を重ねていくか分かったものではない。

（どう、にか……）

　派手な出血のせいでまともに起き上がる事もできないまま、上かみ里さとは歯は嚙がみする。

（どうにか、しないと……）

　だが実際、理想送りワールドリジエクターを失った今の彼に何ができる？　どこにでもいる平へい凡ぼんな高校生。それは上里自身が痛いほど理解している。上里自身はＩＱ２００の天才でもなければ素手で熊くまを殺せる格かく闘とう家かでもない。実際、暮クレ亞アや去鳴サロメとかち合えば勝ち目はない。まして数々の異形を取り込んだ木き原はら唯ゆい一いつなどもってのほかだ。

　暗い暗い絶望があった。

　そこへさらに追い打ちをかけるように、小さな音があった。

　そう。

　足音。

「ひっ!?」

　変に力を込めた途と端たん、上里の体が診察台から転がり落ちた。だが背中や腰を苛さいなむ痛みにいちいち声を上げている余裕はない。

　同じ保健室の中に、見知った少女の顔がある。

　それも一つではない。

　月明かりを浴びて爛らん々らんと目を輝かがやかせながら、上里の覚かく醒せいを知ってじわりじわりと彼女達は包囲の輪を狭せばめていく。

　これが昨日までなら、何の気なく合流できただろう。

　だけど今の上里には、右手がない。

　すでに木原唯一に全すべては奪うばわれた。彼女達が胡う散さん臭くさいハーレムを構築して右手の持ち主のコントロール下にある場合、むしろ『木原唯一のためになる事』をするためにこの保健室へやってきた可能性の方が高い。

　つまりは、敵の排除。

　彼女達は笑顔で上里翔かけ流るを殺傷し、その手を汚して、褒ほめて褒めてと唯一に迫せまる。

「はあ、はあ!!」

　ろくに起き上がれないまま、尻しり餅もちをついた状態で後ろへ下がろうとする。手首がないのが辛つらいが、気にしていられない。断面を床に押し付け、少しでも距きよ離りを取るしかない。

　しかし当然、何とかなる訳がない。

　輪が狭まる。

　追い詰められる。

　そしてすっかり形を変えてしまった誰だれかが、月明かりを浴びてこう言ったのだ。




「大丈夫か大将!?　良かった、ようやっと目を覚ましやがった!!」




　獲冴エルザだった。

　ざく切りの茶髪にキツネの耳のような房。手にしたペットボトルには古い一〇円玉がぎっしり。ぶっきらぼうな不良少女だけど実は家事が得意で、でもそれを誰だれにも知られたくない、そんないつもの女の子がそこにいた。

「えっ、あ？」

　木き原はら唯ゆい一いつからのコントロールを受けているとは思えない。

　いいや、そもそも。

「暮クレ亞アのヤツが勝手にリタイアしたから胆きもを冷やしとったんどすえー。でもまあ傷口縛しばって生理食塩水しこたまぶち込んでおきましたから、ここまで目が覚めれば安定に向かっていくと思いますけど」

「え、れん……？？？」

「んー、どうしはりましたん？」

　そんな、どうして。

　上かみ里さとの口がそう動く前に、長い髪にぶかぶか白衣の女の子はもうこう言っていた。

「うちが上里はんのために全力尽くす事、何かそんなにおかしく見えますう？」

「……、」

「何を今さらって感じだよなあ、水みず臭くせえ。だから常々言ってるじゃん。私達はさ、大将さえ望むなら何だってしてやるって」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　言葉が。

　出なかった。

「おっ、おい。どうした大将、いきなり顔なんか覆おおって。やっぱまだ傷口が痛むよな、ちくしょうでもここって麻ま酔すい薬やくとか専門的なもんは置いてねえからさ、患部を冷やして感覚麻ま痺ひさせるくらいしかできる事ってねえんだよ」

「というよりも自分の利きき手なくしとるんどすから心のショックの方が大変どすえ。獲冴エルザは何というかそういうケアが全く気が利かないのがアレなんどすなあ」

　当たり前の輪が、ここにあった。

　誰も彼もが、理想送りワールドリジエクターという右手ではなく上里翔かけ流るという本人を認めてくれた。

　ここには、自分の居場所があった。

　かつてもう一つの右手を持つ少年はこう言った。右手が人間を定義づけるんじゃない。人間が右手の力を呼び寄せたのだと。お前の周りにたくさんの人が集まっているのは、それだけたくさんの人がお前を慕したってくれただけなんだと。

　信じられなかった。

　どこにでもいる平へい凡ぼんな高校生には、信じるだけの材料を並べられなかった。

　だけど。

　だけど。

　だけど。

（ああ……）

　手首すらなくなった両手を使って顔を覆おおい、必死になって嗚お咽えつを嚙かみ殺しながら、ちっぽけな少年は今一度決意する。

（ああ、ああ!!　最初に決めたはずだろう。彼女達がどんな風に変へん貌ぼうしても、彼女達が何の影えい響きよう下に置かれても、絶対に見捨てないって。必ず元あった場所に帰すって!!）

　理想送りワールドリジエクター。

　どこにもない理想を追い求めるが故ゆえに渡されたその力。

　だけど、最初から答えなんて目の前にあったのだ。行動になんて出る必要はなかったのだ。ただ元の場所に全員で帰ればそれで全部丸く収まっていたはずだったのだ。

　そう、誰だれ一人欠ける事なく。

　それはきっと、上かみ里さと翔かけ流るも含めて。

「……絵エ恋レン、獲冴エルザ」

「何どすえー？」

「欲しいもんでもあるのか、大将」

　まるで小さな子供に対する風か邪ぜの看病みたいな言い方に、上里は思わず小さく笑ってしまった。

（欲しいもの、か）

　改めて意識する。

　そして言う。

「暮クレ亞アはどれくらいで回復する？」

「そろそろ真っ二つにされた上半身と下半身がくっつく頃ころだと思いますけど」

「けどまあ、大将が用あるっつったらそのまんますっ飛んでくるんじゃね？　あいつその気になれば上半身だけでも動き回るっつーか、緊きん急きゆう脱出で頭だけになったってその辺飛び回りそうですらあるし」

　ふう、と上里は息を吐はいた。

　失った手首。そこに思いを馳はせる。

「……校庭には木き原はら唯ゆい一いつが自分で切り落とした手首があったはずだ。それを持ってきて。当面はぼくの手の代わりになってもらう。暮クレ亞アが接合すればきちんと動くようになるだろう」

　もちろん臓器移植と同じく相性の問題もあるだろうが、そもそも木原唯一の方が上里翔流の手首を奪うばって装着しているのだ。おそらく相性的な問題は発生しないだろうと踏ふんでいる。万に一つあったとしても、他の少女達が持つえげつない技術を使ってブレイクスルーしてもらえば大だい丈じよう夫ぶだ。

（理想送りワールドリジエクターはおそらく黙だまっていても返ってこない）

　幻想殺しイマジンブレイカーはたとえ腕を奪われても持ち主である上かみ条じよう当とう麻まを優先するらしいが、理想送りワールドリジエクターにはそういう機能がないか、あるいは木き原はら唯ゆい一いつが認証を誤ご魔ま化かして居座っているため、正常に機能していない。

　つまりこちらから動かない限り、取り戻せない。

　木原唯一が奪った右手首を今度は上かみ里さと達が切り落とし、奪い返さない限りは。

「……、」

　あれだけ散々忌いみ嫌きらっていた右手の力を、今度は自分から追い求める。

　その皮肉を自覚しながらも、しかし上里は静かに思う。

（……たとえ『願望の重複』が起きていても良い。取り戻した途と端たんにその力で自分自身が吹き飛ばされたって構わない。木原唯一。あいつの手で、ぼくの右手を悪用されてたまるか。そうなる前に、絶対に取り戻すんだ。いつもの日々の当たり前に帰っていくために！　絶対にここで憂うれいを断つ!!）

　ゆっくりと息を吐はいて。

　そして上里翔かけ流るはもう一度、自分の足で立ち上がる。




「みんなついてこい。全部の決着をつけよう」













　そして最後に蛇だ足そくをもう一つ。

　小さな小さな、本当にどうでも良い結末を。




「おっすー。カミやんおはよう、やーっぱ学校の位置が変わると朝出る時間ブレブレになるね。遅刻する思うて早めに出て大失敗みたいなの結構繰くり返しとるんやけど」

「……まあ何でも良いんだけど、お前らなんか無む駄だにギスギスしてなかったっけ」

「いや冷静になってみるとやな、何でボクら夜の学校でエロ本だの人形だの抱だき枕まくらだの燃やすのにあんなご執心やったのか自分で自分が分からなくなってきてな」

「当たり前だ馬ば鹿か」

「それにまあ」

「うん？」

「そこはほら、カミやんがボクらのためにならん事であんなに張り切る訳ないってもっと早くに気づくべきやったんよね」




　その当たり前の修復力は、小さい。

　だけど決して蔑ないがしろにできるものでない。








あとがき









　一冊ずつの方はお久しぶり、まとめ買いという勇気ある行動に出たあなたは初めまして。

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　新約ももう一五巻目になりました！　前回の一四巻のあとがきにもあった通り、今回もまた上かみ里さと翔かけ流るを中心に、シリーズ内で凝こり固まっていた『聖域』みたいなものを破は壊かいしていく内容になっていたと思います。おそらく今回に関しては、主要人物のほとんどが『いつもの顔』を維持できない状態に落とし込めたかな、と。例外は初見で一番胡う散さん臭くさく見えた（はずの）上里勢力の女の子達だったと思います。

　上里勢力。一四巻の初登場時点ではかなり薄うすっぺらく、そして記号的に思えた読者の方も多かったのではないでしょうか。ただし、実はやっている事自体は上かみ条じよう側とあんまり変わっていません。一四、一五巻共通の実験は、『主人公としての積み重ねが見えているか、否いなかで、どこまで人物像がガラリと変わって見えるか』といったものがありました。

　なので、この二冊を通じて上里翔流の人物像が見えてきた事で、彼を取り巻く環境についてもまた印象が変わって見えているかもしれません。ただし作り手としてはやはり特別な何かをしている訳ではなく、純粋な積み重ねによって印象が変わって『見えてしまう』というのが何気にポイント。……つまり作品全体の印象を左右するにも拘かかわらず、作り手側が狙ねらって演出できるものでもないんですよね。この積み重ね、キャラクターの魅み力りよくを上積みしたり世界観を深く掘り下げるなどプラスに働けば文句なしなのですが、マイナスに働くといわゆるお約束、動かしたくても動かせない『聖域』が落ち物系パズルゲームの間違ったブロックみたいに居座っていく……といった弊へい害がいにもなる訳で。その辺りをいっぺん風通し良くしておかないと、という想おもいも強くありました。

　そして今回は学園都市を舞ぶ台たいにし、様々な技術が顔を出してはいますが、全体のテーマは魔ま術じゆつ寄りで、より細かく言うと『贄にえ』を題材に取り扱あつかっています。作中でも言及がありますが、『生贄』というフレーズが先行するためかどうにも不ぶ気き味みな印象が強く残るこの『贄』。しかし当然、わざわざ『生贄』なんて言葉がある以上、『生』を取っ払った『生きていない贄』もある訳で。この辺りを集中的に取り扱っています。

　一番分かりやすいのは地肌レインコート（!?）の去鳴サロメですが、実はそれ以外にもちょこちょこ『贄』の記号や象徴を折り込んだキャラクター、ギミック、シチュエーションなどを盛り込んでいます。『聖域』の破壊に集中した事も合わせて、今回は全体的に不ふ穏おんな空気が漂ただよっていたというか、不安定なイメージがありませんでしたでしょうか？

　上かみ里さと勢力についてはこれまでシリーズ内で使ってこなかった法則の字じ面づらにしようと頑張ってみたのですが、はて。個人的にはちょっとアクセル踏ふみ過ぎているかなと思いつつ、でも赤ちゃんの命名辞典とかを眺ながめてみるとこんなのじゃ済まないくらいの名前が普通にオススメされているんですよね。ううむ、これもまた時代の流れというヤツなのか……。主人公の名前は比較的読みやすいものにするべし、何な故ぜなら一番多く出てくる名前なんだから、というのが持論なのですが、イマドキのネームセンスだとどの辺りまでが『読みやすい名前』の範はん疇ちゆうになるんだろう、と最近悩み中だったりします。







　イラストのはいむらさんと担当の三み木きさん、小お野の寺でらさん、阿あ南なんさんには感謝を。今回は去鳴サロメに唯ゆい一いつと、割と一点特化ではなくてんこ盛りなキャラが出てきて、これはこれで調整が大変だったと思います。お付き合いいただきありがとうございました。

　それから今回出てきたA.A.A.美琴バージョンは葛か西さい心しんさんにデザインしていただきました。実は以前からちょこちょこメカ関係でお世話になっていたのですが。一緒に仕事をしているイラストレーターさんってみんなただ者ではない印象がありますが、やはりこの方もとんでもなかったようです。ともあれありがとうございました！

　そして読者の皆様にも感謝を。何気に『これまで出てきたキャラクターや設定』を引っ張り出すお話になったため、ひょっとすると読み進めるのにお手間をおかけしてしまったかもしれません。こちら、凝こり固まった『聖域』を破は壊かいしつつ、でも積み重ねはプラスに働かせて面おも白しろいものを作りたい、という想おもいがありました。ジャッジは皆様に委ゆだねたいと思います。今回もありがとうございました。




　それでは、今回は本を閉じていただいて。

　次回も手に取ってもらえる事を願いつつ。

　この辺りで、筆を置かせていただきます。




　実は去鳴サロメが一番メンタル強かったような？
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